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序 文
宇土市岩古曽町に 所在す る 曽 畑 員 塚は早 く 明 治20年代 に 人類学会誌 に 登場 し て 以来、 や が て は100

年 目 を 迎え る と い う 大変長い学史 を 持つ著名な遺跡で あ り ま す。 貝 塚か ら 出 土 す る 豊富 な 遺物 は

海 や 山 の幸 に 恵 ま れ た 当時の 自 然環境や生活状況 を 良 く し ら せて く れ ま す し 、 見事 な 文様 を 施 し

た 「 曽 畑式土器」 は九州 の縄文時代前期 の最 も 代表的 な 土器 と さ れ る も の で も あ り ま す。 ま た 、

曽 畑式土器の器形や文様 は朝鮮半島新石器時代の櫛文土器 と 大変類似 し て い る こ と が指摘 さ れ、

両 国の文化交 易を 理解す る た め の重要 な 貝 塚と も 評価さ れて お り ま す 。

建設省九州地方 建設局熊本工事事 務所で は一般 国道 3 号 の交通緩和 を 計 る た め 、 松橋バ イ パ ス

の 建設が計画 さ れた の で す が、 そ の 予定路線が 曽 畑貝 塚の近 く を 通 る と い う こ と で 慎重 な 事前協

議 を 重ねて ま い り ま し た 。 当 局 に は、 文化財保 護の 趣旨 を 良 く 御理解 い た だ き 予定路線 の 再検討

や 、 試掘調査 を 行 い 、 極 力 、 遺跡へ影響が及ば な い よ う 配慮い た だ き ま し た 。 今 回 の 調査地 は止

む な く 予定路線 に 決定 さ れた と こ ろ で あ り ま す が、 事前 の 発掘調査 を 実施 し て 記録保存の 措置が

と ら れた も の で あ り ま す 。

当局か ら の委託 を 受 け て 昭和61年 9 月か ら 62年 6 月ま で の 10 カ 月に 亘る 発掘調査 を 実施 し ま し

た 。 今 回 の 調査地 は貝 塚地点か ら 西 南方 向 へ約100 m も 離れた と こ ろ で あ り ま す が 、 低 湿 地 で あ

る た め 良好 な遺構や遺物が残 さ れて い ま した 。 縄文時代前期の貯蔵穴群 は全 国的 に も き わ め て 珍

し い も の で 、 食料に し て い た ド ン グ リ やそ れ を 入れた編み物製品、 南 ア フ リカ が 原産地 と い わ れ

る 瓢箪な ど貴重 な 資料がた く さ ん出 土 し て い ま す。

こ こ に そ の 報告書 を 刊行す る はこ び と な り ま し た が、 当教育委員会で は広 く 文化財 に 対 す る 認

識や御理解 を い た だ く た め 、 昭和35年 3 月に 「熊本県文化財調査 報告 第1集」 を 手が け て 以来、

数多 く の 報告書 を 刊行 し て き ま し た 。 く し く も 、 今回は、 記 念す べ き 「熊本 県文化財調査報告第
100集」 と な り ま し た 。 そ の長い 間に 、 はか り き れな い程の多 く の方 々 の 御指導や 御 協力を い た

だ い て お り ま す 。 こ の場 を か り ま し て 厚 く 御 礼申し 上げ ま す 。

最後 に な り ま し た が、 今 回 の 調査 は私ど も も 初 め て の低湿地の 発掘調査で あ り 、 遮水工事 を 行

う な ど 慣れ な い 作業で あ る と こ ろ を 、 終始、 建設 省当局 や本県土 木部か ら の技術参加 を い た だ き

ま し た 。 発掘調査や 整理で は多 く の 専門分野の先生方の御 指導が あ り 、 ま た 、 当地の 宇土市教育

委員会 を は じ め 多 く の方 々 に 多大の御協力 を い た だ き ま し た 。 こ こ に 厚 〈 御 礼申し 上 げ ま す。

昭和63年 3 月31 日

熊本県教育長 田 嶋 喜



例 言
1 . 本書 は建設省 九州地方 建設 局熊本工事事 務所の一 般国道 3 号松橋バ イ パ ス 建設 に 伴い熊本県

教育委員会が、 委託 を 受 け て 昭和61年 9 月- 62年 6 月ま で調査 を 実施 し た 宇土市 曽 畑貝 塚低湿

地遺跡の 発掘調査 報告書で あ る 。

2 . 調査地の 行 政区は熊本県宇土市花園町210- 212番地で あ り 、 標式遺跡 と し て の 曽 畑員 塚は岡

市岩古 曽 町大字 曽 畑 に 所在す る が、 両者 は一連の遺跡 と 捉 え ら れ学史 名を 尊重 し て 報告書の題

名は 『 曽 畑』 と し た 。

3 . 本県で は初 め て の低湿地 発掘調査で あ っ たが、 終始、 多 く の先生や、 研究者の方 々 の御指導

を 受 け 、 種 々 の理化学分析や考察 な ど高い 専門調査の実施 と 玉稿 を い た だ い た 。

4 . 本書の 執筆者 は下記の と お り で あ る 。
第 I . n . rn 章 ー2. 3. 4節 . N 章 ー2節8. 9. 10 ・ v 章. . . . ・H ・. . … ・H ・H ・ . . . . . ・H ・. . . . ・ H ・. . . ・H ・ -江本 直
第 E 章 ー1 . 3. 4節 ' N章- 2節 ・ 7… . . . ・H ・. . … . . . ・H ・. . … . . . ・H ・. . . . ・H ・. . . ・H ・. . . . . ・H ・H ・H ・. . … …浦田 信智

第 W 章 ー1節 1 ・H ・ H ・. . … … H ・H ・畑 中 健一 第W 章 ーl節 2 ・H ・H ・. . … . . . ・H ・. . . . . ・H ・ . .…藤沢 浅
第 W章 ーl節 3 … . . . ・H ・. . . . ・H ・. . .渡辺 誠 第W 章- 1節 4 ・H ・H ・ . . . . . ・H ・H ・H ・. . … H ・H ・大迫 靖雄

第 W 章 -1節 5 ・ H ・H ・-・… H ・ H ・. . .渡辺 誠 第W 章- 1節 6 ・H ・H ・ . . . . ・H ・. . . . . ・H ・. . . ・ H ・. .松下 孝幸

第 W章- 1 節 7 . . ・ H ・. . . ・H ・ . . … … 山 田 治 分部 哲秋

第 W 主主ー2節 1 . . ・ H ・ . . . ・H ・. . … …海津 正倫

第W 章- 2節 3 … H ・ H ・ . . . . . . ・H ・. .渡辺 誠
第W 章- 2節 5 . . ・ H ・ . . . ・H ・. . . . ・H ・ 賀川 光夫

第 W 章- 2節 2 ・ H ・H ・. . . . . ・H ・. . . . . ・H ・. . . . ・H ・藤下 典之
第W 章- 2節 4 …H ・H ・. . . ・H ・ . . . . ・H ・. . . ・H ・. .江坂 輝頭

第W 章・ 2節 6 ・H ・ H ・ . . . . . ・H ・ . . … . . . ・H ・. . …任 孝宰

第 W章ー2節10・H ・ H ・. . . . . ・H ・. . … 丸山 伸治

5 . 本 書に 使用 し た地形図及 び空中写真 は建設省 九州地方 建設 局熊本工事事 務所か ら 、 ま た 、 地

質柱状図 は宇土市 ・ 松橋町教育委員会か ら そ れぞれ提供 を 受 け た 。

6 . 出 土遺物 は熊本県文化財収蔵庫 に 保管 し て い る 。 自 然遺物や木製品 は昭和63年度か ら 国庫補

助事業 を 受 け て 保存処理 を 続 け、 恒久的 な保存が はか ら れ る 予定で あ る 。

7 . 発掘調査及び報告 書作 成に お け る 作業 は下記に よ り 行 っ て い る 。

く測量 ・ 実測 >江本. 丸山 . 浦田 . 平井浩一. 水 ノ 江和同 . 藤崎周太郎. 藤崎伸子.

く製図 > 江本. 浦田 . 丸山 . 住 田 幸恵. 小佐井恵利子. 六回育子. 瀬丸延子 .

く写真撮影 ・ 現 像> 江本. 浦田 . 丸山 . 白石巌.

8 . 本書の編集 は熊本県教育委員会文化課で行 い江本が担当 し た 。



凡 例
1 . 発掘調査商積は建設省九州地方建設局熊本工事事務所と熊本県教育庁文化課との事前協議により20m x 

40m=800m'とされた。 試掘調査結果をもとに調査区を設定して発掘調査を実施した。

2 . 高度は建設省国道3号松橋バイパス建設ぬ75-76工 事区、 起点高度+6 .088mから導い ている。 この起

点高度は国土地理院水準点から引かれたものである。

3 . 貯蔵穴の実測は5 分 の l で実施しているが、 編み物製品や自然遺物については模式化したり、 木の実類

は省略したものもあり、 文章説明での状況把握に委ねている。 編み物製品は保存のため最小の露出に止め

瓢箪など速やかな取り上げを必要とする遺物については写真記録と出土点記録で終えている。

4 . 編み物製品は実測作業終了の後、 周囲を固定し可能な限り取り上げ、 23点を保存している。

5 . 第 7号貯蔵穴は検出面での調査で終え、 そのまま取り上げ熊本県文化財収蔵庫で保管している。 将来の

調査や適当な施設での展示公開がもくろまれよう。

6 . 編み物製品の実誤uは可能な限り実施している。 保存処理作業に長期間を要しょうが終了次 第 再度の実測

と報告が求められる。

7 . 報告書の遺物縮尺は、 土器3 分の l 、 石器 ・ 骨製品 ・ 編み物製品 ・ 獣骨 2 分 の l を原則とした が 遺 物 の

大小により適宜原則を外したものがあり、 スケールを付し補助している。

8 . 地質 分析結果は口頭報告に基づいている。

9 . 土器実測における粘土接合線(点線)は確認できるものだけの表記で、 石質 表記は調査員の肉眼観 察 に

ょっfこ。
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第I章序 説

第 1 節 調査の経緯と経過

昭和49年度;建設省九州地方建設局熊本工事事務所は一般国道3 号の字土市か ら 松橋町にか け

て の市街地の交通渋滞の解消 を はか る ため、 東側 を迂回す る 松橋バイパスの建設 を 計画、 熊本県
教育委員会に対 し て予定路線内に対処す べ き 文化財の存在有無の調査が依頼 さ れた。 文献調査や
現地踏査 を 行 っ た結果、 事前の発掘調査が必要で あ る と こ ろ と し て 次の遺跡が上げ ら れた。

(1) 豊田城 遺 跡 下益城郡松橋町大字久具 中世関係
(2) 曲 野 遺 跡 下益城郡松橋町大字 曲野 縄文時代
(3) 潤 野 遺 跡 字土市立岡町大字潤野 古墳群及び住居跡群
(4) 曽 畑 貝 塚 宇土市岩古曽 町大字 曽 畑 縄文時代

こ の 中で (1 - 3 ) の遺跡に つ い て は試掘調査を実施 し たうえで、 調査範囲等 を 確認 し て発掘調

査 を 行うこ と が適 当で あ る 事が報告 さ れた。 し か し 、 (4)曽 畑貝塚につ い て は 、 予定路線 ま で貝塚

が延びて い る 可能性が強い た め 直接的 な影響の な い西側へ変更す る こ と が適当で あ る こ と を報告
し 、 当局の検討が な さ れた。

昭和50年度;豊田城遺跡の試掘調査及び発掘調査を実施。 古墳時代や 中世の遺構 ・ 遺物が検出

さ れた。 遺跡名は小字名か ら微雨 (び.ゅう) 遺跡 と 変更。

上記の 曽 畑貝塚につ い て は検討が行われ、 西側へ変更す る と し た場合、 直接的 な影響 を及ぼ さ
な い た め に は どれだ けの距離が必要で あ る のかが問題 と さ れて き た。 協議が重ね ら れ試掘調査 を

行 っ て そ の結果を待っ て 判断 さ れ る こ と にな る 。

試掘調査は現存す る 貝塚の西南約100m と 約150m地点の二カ所 に A . B ト レンチを 設 けて実施
さ れ、 双方の ト レンチに 縄文時代前期~中期 に か け て の包含層が認め ら れた。 し か し 、 事前の発
掘調査 を実施す る こ と に なれば路線の決定も致 し 方がな い と の共通理解 を終えて い る 。 な お、 微

雨遺跡の発掘調査 と 曽 畑貝塚の試掘調査の結果について は熊本文化財調査報告第四集「微雨 ・ 曽

畑」 と し て 報告書の刊行 を終えて い る 。
昭和55- 59年度;曲野遺跡第 I 次- I V次発掘調査 を実施。 熊本県文化財調査報告第61 ・ 65 ・ 75

集 「曲野遺跡I ・ n . IllJを刊行。
昭和60年度;潤野遺跡の発掘調査を実施。 熊本県文化財調査報告第84集「新南部 . ì関野遺跡」

を刊行。
昭和61年度;建設省九州地方建設局熊本工事事務所当局で は路線決定の後、 用 地の買収が進め

ら れて き たが、 曽 畑貝塚周辺も終了の運び と な り 事前の発掘調査が依頼 さ れた 。 と こ ろ で、 発掘

調査を実施す る と こ ろ は現存す る 曽 畑貝塚の西南方 向約100mの水田地で あ る 。 即 ち 、 少 し でも



第 1 節 調査の経緯と経過

掘削すれば水が湧き出るところであり、充分な遮水工事と排水設備が必要であること、それに水

田下4-5mも掘り下げる予定であり土壁の崩壊での労務災害が生じないように十分検討する必

要があった。また、調査面積については低湿地という条件での調査であることを考慮し20m x40 

m=800m'が適当であろうとされた。そこで、本県土木部道路維持課の協力を得て三者により工

法の検討がなされたが、それは①そのままでの露天掘り ②片面(東側) に鋼矢板を施工する

③四面に鋼矢板を施工する の中から最も安全である③の方法を採る事に決定された。

以下、発掘調査の経緯を略記しておきたい。

昭和61年9月中旬に現地にはいる。発掘調査事務所のプレハフ@ハウスを建設し調査器材搬入を

行う。調査作業員は宇土市教育委員会の紹介により確保、水抜き、雑草の除去作業を開始。図 面

を読み試掘調査でのA トレンチの位置を確認し、このトレンチをほぼ中央にした調査区を設定。

東西にA ・ B 、南北に1 -4で一辺10mのグリッドを組む。

第1表 昭和61年度発掘調査経過図表

月| 調 査 区 調 査 結 果 備 考

査調体全

持

昨

9

月

町町川
llhhV11

調査区設定 雑草除去 排水作業

排土作業(重機使用)

遺構・遺物検出確認作業

阿高・曽畑式土器確認

深掘りを行い下層の状況を確認

プレハブ建設。

調査器材搬入。

作業員確保。

鍋矢板工事について

の検討。

第 2砂磯層(第10層) 調査

A・B-1・2 縄文前期:轟・曽畑式土器

グリッド |中期:阿高式土器

10 I 後期:南福寺・鐘ケ崎式土器

月 などが包含されていることを確認

獣骨・自然遺物(ドングリ類)

編み物・円座など出土

編み物製品は一部取り上げる

出水が多く、遺構の

検出困難。

水洗作業を実施する。

鋼矢板工事について

の検討。

A.B- 1・2 第10・11層調査 |鋼矢板工事(12-29

111 グリッド | 第11層は縄文前期(曽畑式土器) の単純的 | 日)。

月 包含層である事を確認。 I 遮水がなされ、調査

が順調に進みはじめ

る。

2-
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1 1  A ' B -l ・ 2 一部包含層の水洗選別作業を お こ な う 。 植物種子が多 く 認め
月 グ リ ッ ド ら れ る 。

A-1 グ リ ッ ド 第1 0- 14層調査 試掘 A ト レンチ確認。
第12- 14層 は縄文前期 ( 繭式土器) の単純 貯蔵穴群が存在す る

的包含層 で あ る事を確認。第 1 号貯蔵穴検出 、 こ と を 確認。
12 第1 1層か ら切 り 込んでい る事 を 確認。

月 B -l グ リ ッ ド 第10- 1 1層調査 第10層 出土遺物は一
貯蔵穴の検出 は な く 遺物の 出土 も 少 な く な 括で取 り 上げ る 。

る 。 第10層上面は起伏が著 し い。

昭幸[ A-l グ リ ッ ド 第13- 16層調査 人骨出土 ( 北側) 遺構は伴わず単独の
62年 A-4 グ リ ッ ド 第10- 1 1層調査 (南側) 出土で あ る 。

B -1 グ リ ッ ド 第1 1 - 15層調査轟式土器 ・獣骨 ・ 自 然遺物出土 縄文 研究会検討。
月

A-1 グ リ ッ ド 第16- 18層調査 自 然 遺物出 土 人骨取 り 上げ。
A-4 グ リ ッ ド 第1 1 - 12層調査 曽畑式土器の包含は薄 く なる 専門調査員来跡。
B -l グ リ ッ ド 第15- 16層調査 獣骨類 も 少 な く な る

2 B -4 グ リ ッ ド 第10 - 1 1層調査

月 包含層が薄 く 、 縄文 晩期遺物が混入す る
A . B -2 グ リ ッ 貯蔵穴検出 貯蔵穴は 10基以上あ る 事 を 確認。
ド 貯蔵穴は A . B -2 グ リ ッ ドに集中 し 、 東

西方 向 に拡が る傾向 を確認

A-l ク' リ ッ ド 第 1 号貯蔵穴調査 層位実測 編み物製品 出土。
A-3 グ リ ッ ド 第10- 12層調査 第15号貯蔵穴調査 アマモ出土。
A-4 グ リ ッ ド 第15層調査

3 
B -l グ リ ッ ド 第17層調査 層位実測

月
B -3 グ リ ッ ド 第10- 1 1層調査
B -4 グ リ ッド 第12- 15層調査

上記が調査経過で あ る が、 貯蔵穴遺構が予想以上に検出 さ れた こ と 、 鋼矢板工事施工が遅れた
事 な ど に よ り 発掘調査は次年度 6月まで延長 さ れ る こ と に な る 。
昭和62年度 4月 - 6月発掘調査 7月 - 3月整理 ・ 報告書作成 と 決ま る 。

- 3 -
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第 2 表 昭和62年度発掘調査経過図表

月 l 調 査 区 調 査 結 果 備 考

グ リ ッ ド 第 1 2 -16層調査 貯蔵穴遺構検出 | 新年度調査開始

グ リ ッ ド 層位実測

B - l グ リ ッ ド 層位実測

B - 2 グ リ ッ ド 第2， 16， 17， 1 9号貯蔵穴調査

第10， 1 1 層調査 貯蔵穴遺構検出

B - 3 グ リ ッ ド 第 1 1 -15層調査 終了

B - 4 グ リ ッ ド 第 16層 調査、 層位図実測 土層剥 ぎ取 り

終 了

A. B - 2 ・ 3 貯蔵穴遺構 ・ 調査

グ リ ッ ド | 第 2 -48号貯蔵穴検出。
5 I 

貯蔵穴群実測、 写真撮影。

存保
。
。

の
討
跡

穴
検
来

蔵
を
員

貯
げ
査

号
上
調

7
り
門

第
取
専

月

A. B - 2 ・ 3

グ リ ッ ド

貯蔵穴遺構検出 ・ 調査

第8， 9， 10， 12， 14， 20， 23 -25， 34， 36. 38. 3 9.
42 -62号貯蔵穴

貯蔵穴群の下層の調査

出 土遺物取 り 上げ

瓢箪出土。

編み物製品の取 り 上

げ準備。

猿骨出 土。

第 7 号貯蔵穴取 り 上6 

月 げ。
貯蔵穴内 出土編み物製品取 り 上 げ 発掘調査終了。

第 9， 14 ， ωω， 43， 45 ， 47 ， 54， 62号貯蔵穴 | 鋼矢板抜 き と り 工 事
埋め戻 し 作業。

7 月 か ら 熊本県文化財収蔵庫で整理作業 を 開始。 報告書の作成 に 取 り 掛か る 。 な お 、 取 り 上 げ

て 文化財収蔵庫へ 運ん だ 編み物製品 と 植物遺体の一部は 、 次年度か ら 保存処理 を 行 う よ う に 計画

を すす め る 。

二年間 に 亘る 調査の事 務経緯及び 調査組織 は次の通 り で あ る 。
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第I章 序 説

昭和61年 5 月 1 日 教文8 9号 一 般国道 3 号松橋 バイ パ ス 外一 件埋蔵文化財発掘調査の 委託契

約 に つ い て ( 回 答)

昭和61年 8 月 13 日 教文340号 埋蔵文化財発掘調査の 通知

昭和61 年 9 月 30 日 教文440号 受 託事業建設 省松橋 バイ パ ス 関係曽 畑 貝 塚発掘 調 査 に 伴 う 契

約変更 に つ い て 一鋼矢板工 事一

昭和61年12月 4 日 教文568号 受託 事業建 設省松橋 バイ パ ス 関係曽 畑 貝 塚発掘 調 査 に 伴 う 報

告

昭和61年12月 13 日 教文60 9号 受 託事業建設 省松橋 バイ パ ス 関係曽 畑 貝塚発掘 調 査 に 伴 う 契

約変更 に つ い て

昭和62年 3 月 30 日 教文814号 一 般国道 3 号松橋 パイ ノ f ス 外一件埋蔵文化財発掘 調 査 の 完 了

報告

昭和62年 4 月 1 日 教文1 17号 一 般国道 3 号松橋 バイ パ ス 外一件埋蔵文化財発 掘 調 査 の 委託

契約 に つ い て (回答)

昭和63年 3 月 31 日 教文60 9号 一 般国道 3 号松橋 パイ ノ f ス 外一件埋蔵文化財発 掘 調 査 の 完 了

報告

調査の組織

調査主体

熊本県教育 委員会

調査 責任者

丸木保 賢 (熊本県文化課長)

調査総括

隈 昭志 (熊本県文化課長補佐)

専門調査員

坪井 清 足 ( 大 阪 府 立 埋 蔵 文 化財 セ ン タ 一 所長) 三島 格 (肥後考古学会会長) 田 辺 哲夫

(初 代文化課長) 江坂 輝爾 (慶応大学名 誉教授) 賀川光夫 (別府大学学長) 井関弘太 郎

(名 古屋大学文学部教授) 紛川昭平 (大阪市立大学理学部教授) 畑 中健一 (北九州市立

大 学文学部教授) 藤下典之 (大阪府立大学農学部助教授) 山 田 治(京都産業大学理学部

教授) 大迫靖雄 (熊本大学教育学部教授) 渡辺 誠 (名 古屋大学文 学部助教授) 甲元真

之 (熊本大学文学部助教授) 海 津正倫 (名 古屋大 学文学部助教授) 松下孝幸 (長崎大学

医学部解 剖学第二教室助教授) 藤沢 浅 ( 岡山大学農学部農業生物研究所文部技官) 杉

村彰一 (氷川 高 校) 柴田 喜太 郎(広島大学理学部地 鉱教室)
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第1節 調査の経緯と経過

調査主査

江本 直 (文化課主 任学芸員)

調査員

丸 山 伸治 (文化課文化財保 護主 事) 浦田 信智(文化課 嘱託) 平井 浩一 ( 文化課 嘱託)

住 田 幸恵 (文化課 嘱託)

水 ノ 江和 同 ( 同 志社大学文学部大学院 2 回生) 藤崎 周太 郎 (熊本 大学文学部大学院 l 回生)

調査指導及び協力 者

乙益重隆 (国学院大学文学部教授) 笠原安夫 (岡 山 大学農学部農業生物研究所名 誉教授)

潮見 浩(広 島大学文学部教授) 任 孝宰(大 韓民 国ソ ウ ル大学 博物館館長) 町田 洋

(東京 都立大学理学部教授) 白木原和美 (熊本大学文学部教授) 西 谷 正(九州大学文

学部教授) 橘 昌 信 (別府大学文学部教授) 安原 啓示 (奈良文化財研究所保存工学研究室

長) 富樫卯 三 郎(熊本県地名 研究会会長) 泉 拓良 (奈良大学文学部助教授) 西本豊弘

(国立歴史民俗 博物館助教授) 片 岡 肇(京 都文化財団歴史研究室室長) 松藤和人 (同

志社大学文学部 講師) 宮本一夫 (愛媛大学文学部助教授) 永田 瑞穂(松橋高 校) 田 代

周央(八代南高 校) 高木 恭二 ・ 木下 洋介 ・ 平山 修一(宇土市) 文化庁記念物 課 国立奈良文

化財研究所 縄文研究会 慶 応大学考古学研究室 京 都大学考古学研究室 同志社大学考古

学研究室 熊本大学考古学研究室 別府大学考古学研究室 宇土 市教育 委員会 城南町歴史

民俗 資料館 熊本市立 博物館 山本建設 株式会社 藤本工 務庖 元興寺文化財保存研究所

調査 事 務

建設省九州地方建設局熊本工 事 事 務所調査課 中島一見 (課長) 、 松 永 宏(専 門職) 、 武 田

亘弘 (計画係長) 、 三井裕二 (主 任) 、 林 良一 (主 任)

熊本県土木部 監理課 米村嘉人 (課長) 道路 維持課 平 田 弘記 (課長) 中 庭安一 (参 事)

松橋土木 事 務所工 務課 本 田 博 (第一係長) 牧野 留 (参 事)

熊本県教育庁文化課 林 田敏嗣 (課長補佐) 柴田 和 馬 (主幹 ・ 経理係長) 松崎厚生 (主幹 ・

経理係長) 森 貴史 (参 事) 谷 喜美子 (主 任主 事) 上村 祐司(主 事)

作業者

〔発掘調査〕 若松 ノ プ エ 園 JIIキ ヌ コ 井上 タ ツ コ 松内 ク ニ コ 白 石弘子 白 石節子

中 山増子 守田 良 子 中村テル子 本郷信子 中村次則 宇 都 惣 前 固 定、磨 江 小山 正子

深水保孝 井 山 親 福 田邦彦 稲津暢洋 坂 口 丈仁

〔整 理〕 小佐井恵理子 前 田志磨江 水本 寿美子 淵上慶子 村上法子 小 山 正子
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第I章 序 説

第 2節 遺跡の位置と歴史的・ 地理的環境

曽 畑貝 塚 は熊本県宇土市岩古 曽 町 曽 畑 に 所在 し 、 出土す る 曽 畑 式土 器 は 九 州 縄文時 代前期の最

も 代表的 な 土器 で あ る 。 貝塚の調査 事例 を 見 る と 、 早 く 明 治23年 、 若林勝邦氏 の 「東京 帝国大学

人類学会雑誌」 第 5 巻第4 9号 で初め て学会 に 紹介さ れ 、 大 正時 代に は 中 山平次 郎氏の採集 資料の

紹介と 清野 謙次 氏 の 発掘 が あ り 、 広 く 知 ら れ る と ころ と な っ てい る 。 清野謙次氏 の 発掘調査 は 大

正12年 に 実施 さ れた も の で 、 現在 は全 く 姿を 消 し てし まっ てい る A . B 地点の状況 を 知 る 貴重 な

報告 と な っ てい る 。 現存す る 貝塚 と 両地点 と が確実 に つ な が っ て い た こと が理解 さ れ る し 、 既 に 、

朝鮮 半島東三洞貝 塚や 鹿児島県 徳之島遺 跡出土土器 と 類似す る と の指摘が あ る 。 地元 の小林久雄

氏 は数多 く 現 地に 通 わ れ昭和10年 「 肥後縄文土器編年の 概要」 の発表 に よ り 曽 畑 式土 器 の 形式設

定 を 終 え てい る 。 昭和34年 に は 慶応大学考古学民族学研究室江坂 輝 菊調査団長 を 中心 に し て本格

的 な発掘調査が 実施 さ れて い る 。 そ れ は 東 ・ 西両貝塚の存在確認 を な し 、 層位的分離で九州縄文

時 代土器編年の実証 事例 と さ れた 。 下層 か ら 押型文土器 一 轟 式土器 一 曽 畑 式土器 (下層) 一 曽 畑

式土器 (上層) 一 鐘 ケ崎 式 ・ 市来 式土器へ と の 移行が認め ら れ てい る 。 そ し て、 熊本県教育 委員

会 に よ る 昭和50年の試掘調査 と 今回 の発掘調査が続 い た 事に な る 。

さ て、 曽 畑貝塚の所 在す る 宇土 市は九州、!の ほぼ中 央に あ た り 宇土 半島 が 西の有 明 海 に 突き 出し 、

天草島へ と 繋 い で い る 。 この 半島基部一帯 に 緑 川、 浜戸 川、 潤川な ど が沖積平野 を 形成 し 、 小高

い 丘陵 は市街化 さ れ てい る 。 東側 に は雁回山 ( 標高314m ) が あ り 山麓か ら 伸びた 舌 状 台 地末 端

部 に 曽 畑貝 塚は 立 地し てい る o 著名 な 轟貝 塚、 西岡台貝 塚は 西方 向 約 4 km に あ り 、 雁 回 山北麓に

は 下益城郡城南町御領 、 阿高 、 黒橋貝 塚が 連座 し 、 南側 の 同郡松橋町大野貝 塚を 加 え て 大貝塚群

を 形成 し てい る 。

同 じ く 松橋 バイ パ ス 関係の発掘調査 に よ っ て松橋町 曲 野遺 跡で は 旧石器時 代の 良 好 な 包含 層 が

検 出さ れ 、r A T 火山灰」 層 (21 ， 000 -22， 000年前) の下層 に 小型 の ナ イ フ 形石器 ・ 台 形石 器 ・ 掻

器 そ れ に 局部磨製石斧 を 有す る 石器群が存在す る こと が 明 ら か に な っ てい る 。 この 松 橋町か ら 城

南町へ と 洪積台 地が 拡が っ てい る こと か ら 今後 旧石器時 代遺跡の発見 は 増 え てい く で あ ろ う 。

す な わ ち 、 こ の 地域で 旧石器時 代か ら の足跡が確認 さ れて い る わ け で 、 前記の 貝 塚群 を 中心 と す

る 縄文時代の大 き な 展開 へ の は し り と も 思え る 。

弥生時 代や古 墳時 代の遺 跡も 多 く 、 境 目 ・ 善導寺遺跡 は大型 空棺 の 南限 と さ れ 西岡台遺跡の 大

環濠は 圧巻で あ る 。 熊本県 内 に は64基の前方後 円 墳が存 在す る が こ の 宇土 半島基部 に 12基が集中

す る 。 宇土市松 山 町 に 所在す る 向野 田 古 墳は 最 も 主要 な前方後円 墳で あ る が 、 昭和44年 の 発掘調

査 に よ っ て、 二段 墓墳の 竪穴 式石室 で 内 部 に 舟形石 棺 (系) を 納め 、 内 行 花文鏡 ・ 方格規 矩鳥文鏡・

鳥獣鏡 ら の 舶載鏡や玉類 ・ 車輪石 な ど豊富 な遺物が 出土 し 大 いに 注 目 を さ れて い る 。 また 、 宇 土

郡不知 火町 の 国越古 墳は横穴 式石室で家 形石 棺 を も ち 、 軒まわ り と 入口 の 左右 の 袖石 に 彩色の 鍵

ノ 手文様 を 施 し た 装飾古 墳で あ る 。 獣文縁獣帯鏡や 鹿骨製 玉飾 な どの重要 な 遺物が 出 土 し て い る 。

-7-



- 8 一

!{I!RI!量量芋ωm箇芝草草首邸昂 図l �長
E酔特ト+ード}

�喜喜朗草稿 ・明百頭平喜wω判票 日耳Zi:毎





遺跡の位置 と歴史的 ・地理的環境

\

 

、、、

、

\

、

\
，
、

《

、

γ/

\

 

、
r'
、
。

\

d
，vp/

 

、

J

\

‘

，J

 

』

\
ょ
』『

、、

九~

 

“\u
『

\

一

\

\

\

一

言、γきごときsk

~
"

一

v
~ 、ごとさやテ

~

一

、、ぐ、

、

­

品耐 ‘、号、、
、

-

〈
~‘R
E---一-ZE--片一一三 一 一三E
ベh1

第 2 節

b 

11 

占

ー ーー。一ーーーー 一 一 』

ーI

 

l

 

l

 

i

 

--

。
1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 
l

 

s

 

l

 

i

 

l

 

--
i

 

i

 

l

 

I

 

I

 

I

 

I

 

l

 

l

 

i

 

--
-ー

一般国道3号松橋ノfイパス

-10一

調査地地形図第3図



第I章 序 説

弁天 山 古 墳、 迫 ノ 上古 墳、 城 ノ 越古 墳、 茶臼山古 墳、 楢崎古 墳、 女夫塚古 墳ら を 加 え て 4 世紀 ~

6 世紀の古 墳が 連続す る 。 こ の こ と は こ の地域の優位性が 語ら れ よ う が、 そ れ は 九州 の 中 央に 位

置す る と い う 地理的 要件 を も ち 交通の 要所で あ る こ と が加 わ る 。 肥 沃な 生産 地を 持つ こ と は い う

まで も な く 、 山 地で の狩猟採集や静か な有明海 ・ 不知 火海で の 漁猟が豊富 に 違 い な い 。 さ ら に は 、

湾 入し た 天然の 良港 に 恵 まれ盛ん な海上交 易が強 く 指摘 さ れ る 。

も と に 戻 る と し て 、 曽 畑 貝塚は現在、 畑地 と 宅地で あ り 昭和51年宇土市指定文化財 と な っ て い

る 。 岩古 曽 町 は 「岩熊J r古閑J r 曽 畑」 の集落名 が重ね ら れ た も の で あ る 。 標高約 7 - 8 m に あ

り 、 西側 ・ 南側 の水 田 は 2 - 4 m下が る 。 南側 は 花園山 と に 挟 まれ小 谷が東 へ 伸びて 前 田 川 が 谷

水 を は こ ぶ。 今 回 の 調査で第 16層 階灰色 シ ル ト 層 (海抜約1 . 3 m) は海成層 で あ る こ と が 明 ら か

に な り 、 形成時期 は縄文時 代早 ・ 前期 と 判断 さ れ、 貝塚がの る 台地直下 まで海進 し た も の で あ る 。

そ の後の海 退で また 台地か ら 土砂の 堆積が繰 り 返 さ れ、 今 日 の地 形を 形成 し て い る 。 海進の お り 、

広 く 砂鳴が生 じ 、 現在の字土市街 は こ れ に の っ て い る 。 松橋台地か ら 不知 火台地 ・ 宇土 半島 へ の

洪積台地の切れ 目 は な い こ と か ら 、 海進流路 は緑川 ・ 浜戸川 の河 口 域 に 求 め ら れ よ う 。 す な わ ち 、

砂鴫や 台地 に 固 まれた静か な 内 湾は 『 曽 畑 ラ グ ー ン 』 の 名 前 がふ さ わ し し 、 。 周辺の地 形や遺跡 を

平面的 に 模 式化 し た 図 を 示 し て お き た い 。

緑川
有明海 ーョ

向 野田 古 墳
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曽 畑 ラ グ ー ン

前 田 川
潤) 11 

浜戸)11 0黒橋貝塚

雁 回 山

O 
阿高貝塚

松橋台 地

O御領
貝塚

(東)

塚原
古 墳群

字土 半島 O大野貝塚
花園 山
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第 3節 調査区の設定

松橋 バイ パ ス 路線は 曽 畑 貝塚の西側約100m を 南北に は し る 。 そ の 中 に 適 当 な 面積 と さ れた20 m

x 40m =800 m'の調査区 は この 予定路線 内 に 設定す る こと に な る が、 過去 に 行 っ た 試 掘 調 査 を 中

心 と し た方が最 も 確実 で あ る と し 、 地形観察か ら も 貝塚か ら 低 い 舌状台地が西側 へ 伸びて い る だ

ろ う と の判断 を 加 え た も の で あ る 。 す な わ ち 、 バイ パ ス 建設図ぬ80 -85で ほ ぼ中心でやや東 よ り

の部分 に 求め ら れ た の で あ る 。

行 政区 は 宇土市花園町210 -212番地で あ る 。 曽 畑貝塚宇土市指定文化財 標柱か ら 直線的 に 見 る

と 、 里道か ら 約 1 10 αn下が っ て 水 田 で あ る 。 元来、 清野 謙次氏発掘地点 まで続 い て い た も の と 理

解 さ れ、 豊富 な 貝殻が石灰 に 焼 く た め取 り 去 ら れ、 更 に は 土取 り を 続 け て 水 田 化 さ れた も の で あ ろ

う 。 明 治か ら 大 正時 代の こと で あ る こと が、 清野氏 の 報告 に も み え て い る 。 そ の西側 は逆に 約80

叩高 く な り 畑地で樹木の栽培が行われて い る 。 不可 思議な この高 まり は A ・ B 貝塚がの る 台地か

ら 連続 し た も の の い わ ゆ る 台地縁で あ る の か、 周囲か ら み て 道路 と し て は幅が 広す ぎ る の で あ る 。

溜池の堤防で は と の指摘 を う け て い る 。 現在の 水 田 は前 田 川 の 谷水や潤)11 か ら まか な われ、 後 者

の上流に は 大規模 な 溜池で あ る 立岡 ノ 池が あ る 。 す な わ ち 、 大規模溜池が作 ら れ る こと に よ り 、

周辺の小規模の溜池は用 を な く し て し まい そ の 痕跡だ け を 示 し て い る も ので あ ろ う か。 この高 ま

り か ら 約1 . 40m 下が っ て 水 田 で あ る が、 前 回 )11 か ら ひかれた水路 は 不規則で 蛇行 を示す。 む し ろ 、

古 い時期の 台地縁の可能性が残 さ れ る 。 調査の設定地 は さ ら に 約50cm 、 す な わ ち 、 現存す る A .

B 貝塚か ら 約 3 m 下が っ て い る こと に な る 。 水田 面 は 標高約4. 9m を は か る 。 一帯 は 昭 和 年 代 に

整然 と し た 耕地整理が行われて い る 。 な お 、 貝塚の北側 は段落 ち と な る が、 水 田面の レ ベ ル は連

続 し 、 里道 は盛土 に よ り 建設 さ れて い る 。

西

低湿地
約4. 90 m 調査地

仁二 水 田 ヰ
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第E章 発掘調査

第 1 節 調査の方法

道路建設 予定地 に は当 局に よ っ て、 中心杭 と 両側幅杭が 打たれ てお り 、 耕作が 止め ら れ雑草 と

前年の 株か ら 芽 を 出 し た 稲が勢い よ く 繁っ てい た 。 周 り の稲作地 に 水が張 ら れ、 調査地 も 池の よ

う で、 小魚が遊ん で い た 。

水抜 き と 雑草 の 除去作業か ら 開始、 以前の試掘調査の ト レ ンチの 探索を 行 っ た り す る 。 こ の ト

レ ンチを 中心 と し た 調査区 を 設定す る こ と と す る 。 東側 の水 田耕作地 に 影響が及ば な い よ う に 、

東幅線か ら 約 5 m 聞 を と り 、 西へ20m 、 南北40m でーあ る 。 建設 省道路建設 予定図 陥81 . 5が北端 と

な る 。

10m 単位の グ リッ ドと し て、 東 西に A . B 、 南北 に 1 - 4 の グリッ ド名 と し て進 め た 。

試掘調査の結果でみ る と 、 第VIII層 青褐色砂 礁層 と 第IX B A 
10m 

層泥炭層 が縄文時 代前期 ~ 中期の 主要 な 包 含層で あ る こ

と が 明 ら か に な っ てい た 。 す な わ ち 、 第B層の下部で水

田 の表面か ら 約 3 m の 深 さ が あ り 、 さ ら に 、 早期や 旧石

器時代の包含層 が あ れば、 地表か ら 約 5 m の深 さ に 及ぶ

こ と が 予想さ れ た 。 第 I -VI1層 は赤褐色や黄褐色の 粘質

土が く り か え し 堆積 し てい る も の で、 わ ず か に 弥生時 代

の 土器細片が包 含さ れ てい る 程度で あ っ た。 遺構 に 伴 う

も の で あ る 可能性 はな い と 判断 さ れ てい た。 そ こ で第四

層 まで 、 深 さ 約150cm は重 機を 用い た 排土作業 を 行 う 事

と す る 。 排土場所 は南北 の 道路 予定地内 と し た 。

調査 を 進め る と 、 上記第四 ・ E 層 は今回の第 8 -1 1 層 に

相 当 す る こ と な ど、 比較的作業 も 順調 に 進ん だ。 「泥炭層」

の 呼称も 指摘 を 受 け て、 「 シ ル ト 混 じ り 砂磯層」 と 変更。

第 8 - 10層 は縄文時 代前期 ~ 晩期の土器片が混在 し た状

10 m 

( グリッ ド図)

1 

2 

3 

4 

況 を 呈す る こ と が わ か り 、 「泥炭層 J 第II 層 「 シ ル ト 混 じ り 砂磯層」 は単な る 前 期 の 遺 物 包 含

層 で はな く 、 遺構の検 出 が で き る こ と が確認 さ れ る に い た っ た。

深掘 り す る こ と に よ っ て、 試掘調査で は不明 で あ っ た 「 シ ル ト 混 じ り 砂際層」 の下層 に も 縄文

時 代前期 の 包含層 を 検 出 。 こ の包 含層 は数枚 に 分かれ てい る が、 轟式土器 が 出 土す る こ と が判 明

し 、 上 層 の 曽 畑式土器 と 前期 は二枚 に 明瞭に分 け る こ と が で き た 。 こ の轟式土器 は第12 -15層 に

出 土 し 、 地 表 下 約 4 m まで で あ る 。 さ ら に 掘 り 進 む と 、 明 ら か な 海成 層 や 、 凝灰岩 を 含む磯層

-1 3-



第 1節 調査の方法

が繰 り 返 し て堆積 を し て い る こ と が判 明 。 地表下 5 m強で あ る 。 第 16層 晴褐色 シ ル ト 層 (海成)

に は、 流 さ れ運ばれた も の で あ ろ う が、 石匙 な どの遺物が含 ま れて お り 、 縄文時代早期で あ ろ う

と 判断 さ れた 。 当初か ら の 予想 に 非常 に 近い状況 と な っ た 。

鋼矢板工事の施工に よ っ て 遮水がで き 、 縄文時代前期 曽 畑式土器 に 伴 う 遺構 は貯蔵穴 群で あ る

こ と も 明 ら か に な り 、 こ の分布状況の把握が急 務と さ れて き た。

調 査は 部分調 査か ら 全体調 査へ移行、 貯蔵穴群は調査区の ほぼ中央部 に集中 し て い る こ と が は

っ き り し て き た た め 、 A・ B - 1 グリ ッ ドや A・ B - 3 ・ 4グリ ッ ドか ら 進 め る 。 予想 さ れ た 縄文 時

代早期 の 遺構 ・ 遺物 は ほ と ん ど 出土せず、 前期 ま で に絞 り こ ん だ調査 を 進 め る 事 に な る 。

第14- 15層 に 肉 眼 で は 火 山 ガ ラ ス と 見れ る 砂粒が 浮き 上が る 。 折か ら 、 「 ア カ ホ ヤ 火 山灰」 を 巡

っ て は 、 そ の上下 に 轟式土器が出土す る のか、 否か、 問題 と な っ て い る と こ ろ で あ る が、 第 15層

ま で轟式土器が出土す る の は確実で あ っ た。 地質調査で の分析結果 を ま た ね ば な ら な い こ と で あ

る が、 堆積土で あ る こ と か ら 一元的 に 捉 え て 可能で あ る の か 問題 を 残 し て い る 。

貯蔵穴群 は 当初十数基 を 確認、 二十数基 と 予想 を た て る が調 査と と も に 大幅 に 増加 を 続 け る 。 貯

蔵穴 に は 大石が見 ら れ、 検 出 作業 に 協力す る かの よ う で あ る 。 大石 は 安 山岩や凝灰岩で あ る が、

特 に 前 者は 相 当 に 重 た く 、 遠 く か ら 運ん で き た も の ら し く 大変 な 労働力 で あ っ た に違 い な し 、 。 最

終的 に 貯蔵穴は62基 と な り 、 そ の な か の 3 基は縄文時代晩期 の も の と 判断。 前期 と 晩期 の両時期

あ る こ と が判 明 す る が、 層位図 の作成作業の た め に 残 し た 東断面 に 両 者が鮮 明 に 切 り 合 っ て い る

状況が見 ら れた 。

貯蔵穴 に は 見 事 に 多 く の 団栗類が遺存 し て お り 、 編み物 製品 も 多 い 。 獣骨、 自 然遺物、 瓢箪 も

出 土。 次章か ら 報告 し た い 。 実測や写真撮影 を 手ばや に す ま せ、 可能 な 限 り 編み物 製品 は 取 り 上

げ る こ と に す る 。 に わ か に 、 材木や ウ レ タ ン 樹脂 を 用意、 手作 り の取 り 上 げ作業 を 行 う。 パ イ ン

ダ ー で 固 め る よ り よ さ そ う で あ る 。 20個体ほ ど を 取 り 上 げ る 。 貯蔵穴 の 調 査が す ん だと こ ろ か ら 、

下層 を 掘 り 進 み 調 査を 終 了 す る 。 そ の 問、 多 く の専門調 査を 願 う 。 主 な と こ ろ を 記 し て お き た い 。

地質調 査 土壌サ ン プ リ ン グ分析 獣骨調 査 出土品 同 定

花紛調 査 土壌サ ン プ リ ン グ分析 人骨調 査 出土品同定

小型種子調 査 土壌サ ン プ リ ング分析 木質調 査 出土品同定

大型種子 調 査 土壌サ ン プ リ ン グ、 出土品分析 C 14 測定

珪素調 査 土壌サ ン プ リ ン グ分析 魚骨調 査 出土品同定

土壁剥 ぎ取 り 作業
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第 E章 発 掘 調査

第 2 節 基本的層位

今回 の 調 査は 前 回 の試掘調 査層位図 を 参照 に し な が ら 進 め た が 、 そ の と き の模式図 は 下 に 示す
と お り であ る 。 第 X 層 砂蝶層 ま で 、 地表か ら 約3. 20 m 掘 り 下げて い る 。 主要 な包含層 は 第 vm層青褐
色砂磯層 と 第 E層泥炭層で、 前 者に は縄文時代前期

か ら 後期 の 遺物が見 ら れ、 後 者は前期土器の包含
層 で 曽 畑式土器が検出 さ れ、 貝類や網代 な どが出

土 し て い る 。 第 X 層砂磯層 は 明確 に 状況が把握さ

れて い な し 、 。 小規模の ト レ ン チ の調査で あ り 遺構

の検出 も 出来て は い な い 。

ま と め に て 、 第 W 層赤褐色粘質土で 弥生土器の

細 片 が 出 土 し 、 器面の磨滅 が あ る こ と か ら こ の時

期 も し く は 以 降 に お け る 大規模の堆積作用 が考 え

ら れて い る 。 第 vm層 は上記の土器が 出土す る と し

て 、 磨滅が著 し い こ と か ら 生活場所で は な く 、 砂磯

の流動 ・ 移動 と と も に 運ばれた可能性が強い と し

て い る 。 ま た 、 第 E層 は 土器 に 付 着し た 煤が損 な

われて い な い こ と や 、 物理的 に 弱 い 網代が遺存 し

て い る こ と な ど か ら 、 一帯が海浜に 面 し た生活 祉

と 判断 を 行 っ て い る 。

く し く も 、 試掘調 査で こ の 層位図 を と っ た地点

は今回 の 調 査に 出現 し 、 第 1 号貯蔵穴遺構で あ る

こ と が判 明 し て い る 。 「泥炭層」 と の表現 も 貯蔵穴

を 掘 り 進ん で い た こ と に よ り 生 じ た も の と 理解で

き ょ う 。

J 一一-4.90m
I層 耕作土

赤褐色粘質土
-ー『、、-

I
赤

農茶褐
色

色粘質土
縄 粘質土

------- 一一「 黄褐色粕質土

W層 青白粘質土

w層 黄褐色砂質土
~斗--3.9001

咽層 青絹色砂磯層

2.90m 

医層 泥炭層

1.90m 
X層 砂時襲層

第 6 図 試掘調査層位図 江本 (1 975)

以上の 結果 に 基づ き 、 前節の調査方法で調査 を 進めて い る が、 第 X 層砂磯層 や そ れ以下の層 の

状況究 明 が も っ と 望 ま れて い た も の で あ る 。

さ て 、 今回の 調 査で の基本層位図 は 次 頁に 示す と お り で あ る が、 数 カ 所の層位 を も と に し て ま

と め て い る 。 第 1 層 か ら 第10層 ま で A - 2 グ リ ッ ド東壁、 第 1 1層 か ら 第 15層 を A- 1 グ リ ッ ド南

壁、 そ れ以下を B - 2 グ リ ッ ド 東壁 を 主 と し て 組み立て た も の で あ る 。

第 1 層 は耕作土 で あ る 。 粘土質 の柔か い 土質 は 、 赤褐色 が イ メ ー ジ 的 に 強 い 。 県 内 の 水 田 の表

面の色調 は黒色 ・ 暗褐色 ら に 求 め ら れ る が、 こ の地域の特色 と で き る 。 今 日 、 梅雨 ど き や 、 降雨

量 の 多 い と さ 、 水 か さ の 増 し た潤川 は赤褐色の 濁流で あ り 、 満 々 と 流水 を 貯 え る 上流の立岡 ノ

池 は赤 濁色 を 呈 し て い る 。 潤川 流域で土地開発が行われ る と 赤褐色の地 肌を 見せ る こ と が大変多
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第 2 節 基本的層位

く 、 こ れ ら が流れ だし て い る た め で あ ろ う 。付近の地質 は 白 亜紀 (後期) の 火成岩で形成 さ れ、 泥岩
層 と 磯岩 層 が見 ら れ る 。黒褐色の泥岩層 は砂岩や流 紋岩質凝灰岩 を ふ く ん で い る 。 泥岩層 の 上 に 主
に 黄褐色 を し た 磯岩層が あ り 、 砂岩
の 薄層 を は さ ん で い る 。 礁は 砂岩、 花
崩岩、 変成岩、 蛇紋岩 な どで、 1 m 近 く
に 達す る 巨 磯や、 1 - 数 m に 及ぶ赤
色泥岩 を 含ん で い る 。 と く に 、 花園 山
周辺は赤色泥岩が顕著 に 認め ら れ る 。

第 2 - 7 層 シ ル ト が 約 1 . 2 m か
さ な る が、 灰褐色 ・ 明褐色 ・ 赤褐色 ・

緑灰色 な どの色調 を 呈 し て い る 。 5
層 がい く ぶん砂質 で あ る 以 外は キ メ

細か く 粘性が非常 に つ よ い 。 特 に 7

層 な ど は 、 そ の ま ま 土器の胎土 に 使

用 で き る か の よ う で あ る 。 前記、 泥岩

が供給 し た も の と 思われ、 含 ま れ る

土器片 は 弥生時代 を 示す こ と に よ り

そ れ以降 に 堆積 し た も の と で き ょ う 。

そ し て 、 各層 聞 は 整層 に あ り 乱れが

少 な い 。

第 8 層 赤灰褐色砂磯層で、 第 1

磯層 と 通称 し た も の で あ る 。 20- 30

m の厚 さ が あ る が、 安定性 に 欠 け途

o cm 

100 

-200 

-300 

切れた り 、 ブ ロ ッ ク と し て 捉 え ら れ -400 

た り す る 。 磯石 は数叩程度 の も の で

磨滅 は 激 し く は な い 。 供給地か ら の

距離が さ ほ どで は な い こ と を 示 す も

の で あ ろ う 。

第 9 層 二枚の磯層 に は さ ま れた

赤灰褐砂質 シ ル ト で あ る 。 砂質 と 幾

分 濁り が見 ら れ有機質 を 含 む か に あ

る 。 第 10層 と 明 確 に 分 け ら れ る 。

-500 

一

一

"" 
1 
2 5 Y R5/2灰褐色シルト
3 2 . 5 Y6/2灰黄色シルト
4 5 Y R5/4日月褐色シルト
5 2 . 5 Y  R 5/3灰褐色砂質シルト

2 . 5 Y  R5/3赤褐色シルト
6 

7 10G Y 5 /1 緑灰色シルト
lOG Y 4/1 

8 盛 山/2赤灰縄色砂磯

9 10R4/2赤灰褐色砂質シルト

- 2襲。 5 Y R4/2 

2 . 5 Y  R 2/1 暗灰褐色砂質シルト
1 1  

12 1詫
/2童亙趨色シル卜混砂磯

13 2 . 5 Y  R4/1 暗灰網色シル卜質砂l

務i …黄灰一トーー一一一一一ー一一一一
b 2 . 5 Y  R4/1 暗灰褐色磯混り砂
15 2 . 5 Y  R 5/1 暗灰褐色砂質シルト

lOY R3/1時灰色シルト �、、
16 

17 5 Y 3/1 時褐色砂磯
~一

18 10G Y2/1黒灰色シルト
一

19 lOG Y 3/1 時灰色シルト
20 7 . 5 G  Y 3/1 時緑灰色中~組砂

l2� ..l G5/10緑灰色砂吃一 一一

第 7 図 層位概略図

4 . 90m 

第 10層 灰褐色砂礁層 で あ る 。 地表か ら 約170- 200叩下が る 。 第 2 磯層 と 通称 し 、 第 8 層 よ り
も 少 し 磨滅が進ん で い る よ う に 見 え る 。 数cm の磯石で、 赤褐色や青褐色 を 呈す る も の が 多 い 。 樹

根 を は じ め 有機質 の も の を 多 く 含ん で い る 。 ま た 、 湧水が、 非常 に 多 い 。

- 16 -



第 E 章 発 掘 調査

第 1 1 層 暗灰褐色砂質 シ ル ト 層。 試掘調査時 に 第 lX層 「泥 炭層」 と し た も の 。 今回 の調査で も

砂質 で 礁の少 な い 層 を 泥 炭層 と 呼称 し て い た が、 通称 「第 1 泥 炭層 」と し て い た も の で あ る 。 第

10層 と は起伏が 多 く 不整合 に あ る 。 厚 い と こ ろで、 30 - 40 仰を 測 り 地表面か ら 丁度20 0 叩 前 後 に

あ る 。 有機質 を 多 く 含ん で割 に 柔 ら か い 。 縄文時代前期 曽 畑式土器 を 主 と して 出土 し て い る 。

第12層 灰褐色 シ ル ト 混 じ り 砂磯層。 上下層 と は 明確 に 分 け ら れ整合 し て い る 。 砂 礁は 数m程

度で磨滅 も さ ほ ど進ん で い な い 。 水分が抜 け る と 非常 に 固 く な る 。 厚 い と こ ろは40 - 50叩 あ り 、

貯蔵穴群の 壁面 と な る 。 有機質 を含み、 獣骨な ど 出 土 し て い る が意外 と 残 り は 良好で あ る 。 な お、

こ の第12- 15層 に は 縄文時代前期の轟式土器が出土す る 。 大 き な破片が少な く 、 砂 礁と 共に 移動 し

た も の と 判断 さ れ る が、煤が付 着し た も の な ど 乱れが少な く 、 供給地が近い こ と を 示す も の で あ ろう。

第13層 暗灰 シ ル ト 質砂層。 やや粘質 が あ り 、 有機質 を 多 く 含 む た め 通称 「第 2 泥 炭層」 と し

て い た 層 で あ る 。 厚 さ が50 - 60cm と 厚 く 、 中間位が、 地表下300佃 で あ る 。 植物遺 体 や 動 物 遺 体

を 含 ん で おり 、 良好な 遺存状態で あ る 。 轟式土器の 出 土 は こ の 層 が最 も 多 い 。

第14 1冒 a . b の二枚 に 分 け ら れ る 。 a 層 は 灰褐色 を 呈 す る 砂磯層 で あ る 。 b 層 は 暗灰褐色磯 混

じ り 砂層 で あ る 。 双方で50cm程の厚 さ が あ り 、 上下層 と は整合 を な し て い る 。 数冊大 の 磯層 で あ

り 、 磨滅 は ひ ど く は な い 。 a . b 層 の 中 間位付近 に 光 り 輝 く 、 「火 山 ガ ラ ス 」 ょ うの も の が み ら れ

る 。 こ の現象は調査区 の 全域 に 捉 え ら れ る も の で、 「 ア カ ホ ヤ」 の可能性が問 わ れ た も の で あ る 。

第 15層 暗灰褐色砂質 シ ル ト 層 で あ る 。 20cm と 厚 く は な い が、 下層 と は や や不整合 に あ る 。 有

機質 を 多 く 含ん で い る 。 地表下400 仰と な る 。

第16層 暗灰色 シ ル ト 層 で あ る 。 約50叩 と 厚 く 、 安定 し た堆積状態 を 示 し て い る 。 大 き な 自 然

木 な ど倒れ た そ の ま ま の状態で検出 さ れ る 。 流さ れて き た と 見 る よ り 波 打ち ぎ わ の も の が倒れて

そ の ま ま と い っ た状況 を 示す か に あ る 。 そ し て 、 ヤリ ガネガ イ ら の 自 然貝 が認め ら れ る こ と に よ り

海成層 と し て 捉 え ら れ る 。 時間的に は 縄文時代前期 並行 も し く は 以前 と で き る 。

第 17層 暗褐色砂磯層 で凝灰岩が多 く 、 「阿蘇IVJと し て 、 こ の地域の 基 盤と 捉 え ら れ る か に

あ っ た が 、 下層の数枚 を 含 め二次堆積と な っ た も の で あ る こ と が判 明 し た。 従 っ て 、 基 盤は さ ら

に 下層 と な る も の で あ ろ う。

第 18層 黒灰色 シ ル ト 層。 き め が細 〈 粘性が見れ る 。 水分が抜 け る と 、 固 く か た ま る 。 肉 眼 に

「火 山 ガ ラ ス 」ょ う の も の が見れ る 。 r ATガ ラ ス 」 で は 、 と 、 問 え る 。

第19層 暗灰色 シ ル ト 層。 第18層が幾分 白 っ ぽ く な っ た 状態で あ る 。

第20層 暗緑灰色 中 ~ 粗砂層。 き れい な砂層 で あ る 。 丁度海抜 Om で あ る 。

第21層 今回の調査の最下層 で、 緑灰色砂 礁層で あ る 。 「阿蘇IVJの 基 盤ま で は 届い て い な い

こ と に な ろう。 き れ い な 砂 礁で、 見 る か ら に水磨 さ れた こ と を 示 し て い る 。
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第E章 縄文時代の遺構と遺物

第 1 節 第 1 2 - 2 1 層 の遺物

1 . 出土状況

こ の第 12- 第16層 中 か ら 出土す る 土器 は 、 縄文時代前期 に 比定 さ れ 、 器壁が薄 く 、 内 外器面 に
貝殻条痕 に よ る 器面調整 を 行 い 、 胴部上半に 数条の隆帯 を 貼り 付 け る 特徴 を 持つ轟 B 式 と 呼ばれ
る 土器群 と 、 貝殻条痕 に よ る 器面調整 だ けで 他に 文様 を 持た ず 口 唇部 に 刻 目 を 施 し た轟 A式 と 呼
ばれ る 土器群で 、 総称 し て轟式土器 と 形式名 が付 け ら れ た 土器の単純層で あ る 。 た だ し 、 時期的

に 古 く 縄文時代早期 に 比定 さ れ る 押型文土器が12層 に l 点 、 13層 に 2 点 、 14層 に 2 点含 ま れ る が 、
こ れ ら の 層 に は 、 轟式土器 よ り 新 し い時期形式の土器 は 全 く 含 ま れ な い 。

次 に 、 こ れ ら 土 器 の 出 土 状 況 を 各層 ご と に 見 て み た い 。 ま ず 、 轟式土器 が 出 土す る 層で最上

層 に 当 た る 12層か ら 出土す る 土器の量は 、 比較的 に 少 な く 100点 を 数 え る 。 こ の 層 で の土 器 の 分

布状況 は 、 あ る 一定 の 区 域 に 集中す る 傾 向 が見 ら れ る 。 そ れ は 、 調 査区 の 南 側に 当 た る A- 3 ・

4 グリ ッ ド と A- 2 グリ ッ ド の 南 側部分で 、 特 に 調 査区 の一番東南側 に 当 た る A- 4 グ リ ッ ド 内

に 多 く 集中 し て い る 。 こ の他 のグリ ッ ド に は 、 土器 の 出 土 は 全 く 認め ら れ な し 、 。 次 に 、 そ の下層

で あ る 13層 と 14層 は 土器 の 出土量 も ほ と ん ど変わ ら ず13層 が161点 、 14層 が123点 を 数 え る 。 ま た 、

出 土土器の分布状況 も 13層 と 14層 は ほ と ん ど 同 じ で 、 A- 1 グリ ッ ド、か ら B - 4 グリ ッ ド へ 調 査

区 を 斜め に 横断 す る 形で帯状 に 広が る 分布状況 を 示す。 次 に 、 15層 で あ る が こ の 層 よ り 土器 の 出

土量 は か な り 少 な く な り 70点 を 数 え る 。 ま た 、 出土土器の分布状況 は 上 層 の 13 ・ 14層 と 同 じ 状況

を 示 し A- 2 ・ 3 グ リ ッ ド と B - 4グリ ッ ド に 特 に 集中す る 。 次 に 、 16層 は 土器 を 含め た 人工遺

物 が 出 土す る 層 と し て は 最下層 に な り 、 土器 の 出 土点数 は 2 点 を 数 え 少 な い 。 さ ら に 最下層 の 17

- 21 層 は 、 木片 ・ 木の葉 ・ 種子類 な どの 自 然遺物 は多量に含 む が 土器 ・ 石器 ・ 骨角器 な ど の 人

工遺物 は 全 く 含 ま な い 層 で あ る 。 以上 、 轟式土器が出土す る 単純層で あ る 第 12- 16層 を 中心 に 土

器 の 出土状況 を 簡単 に 見 て き た が 、 こ こ で こ れ ら の 層か ら 出 土 し た 土器の 出土状況 を 簡単 に ま と

め て み た い 。 今 回 の 調 査で土器 ・ 石器 ・ 骨角器 な どの人工遺物が 出 土す る 最 も 下の 層 は 16層 で 、

轟式土器 は 12層か ら こ の 16層 ま で単純 に 出土す る 。 こ れ ら の 層 か ら の 土器 の 出 土状況 は 、 最上層
で あ る 12層 の みが他の13 - 15層か ら の 出土状況 と 異 に し 、A- 3 ・ 4 グリッ ド に 集中 す る 傾 向 、つ

ま り 調 査区 の東南側 に 集 中 す る 傾向 が認め ら れ る 。 ま た 、下の 13層 - 15層 、特 に 13層 に 土器 の 出 土

量 は 、 各層 ご と の 出 土量 の 中 で最 も 多 く 出土 し て お り 土器 出土量の ピ ー ク を 迎え る 。 ま た 、 土器

の 出土状況 は上層の 12層 と は異 な り A- 1 ・ 2 グリ ッ ド と B - 3 ・ 4 グ リ ッ ド に 集中 し 調 査区 を

斜 め に 横断 す る 形 に な る 。 こ の 層の土器の 出土状況 は さ ら に 下層 の 14層 と 15層 も 同 じ 分布状況 を
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第 l 節 第 12- 21層 の 遺物

示す。 た だ し 、 15層 の 土器の 出土状況 は基本的 に は上層 の 13 ・ 14層 と 同 じ で あ る が、 調 査区 の 真

ん 中程 が切れ両 側に 島状 に 独立 す る 形 に な る 。 こ の状況 は 、 お そ ら く 土器の 出 土量が少 な い こ と

が関 連し て い る も の と 考 え ら れ る 。 こ の 13層か ら 15層 ま で が土器の分布状況 を 同 じ く す る と い う

こ と は 、 土砂が堆積 し た 時期 に 違い が あ っ て も 同 じ 方向か ら 流れて 来 た こ と の証 と な る も の で あ

ろ う 。 た だ し 、 こ の 12層か ら 16層中 よ り 出土 し た轟式土器 は 、 す べ て 器面 に ロ ー リ ングは 受 け て

い る が文様、 器面調整等 は し っ か り し て お り 磨滅 は あ ま り し て い な い 。 こ の こ と か ら 、 土器が流

れ て 来 た場所は極近 く で、 お そ ら く 曽 畑貝塚が立地す る 徴高地か ら 流れて 来た の は 間違 い な い も

の と 考 え ら れ、 こ の 徴高地 に 集落 な ど の生活遺構が存在す る ので あ ろ う 。

な お 、 第 1 . n群土器の遺物登録 は下記に よ り 整理 を 進 め て い る た め 、 報告 を 行 う 各章 ・ 各 節

を 右に 示 し て お き た い 。

第 10層 出 土

第 1 1 層 出 土

第12- 16層 出土

は28か ら 行 っ て い る 。

1 - 15 

16 - 27 

28 - 180 

第 E 章第 4 節

第 E 章第 2 節

第 E 章第 1 節 従 っ て 、 こ の 節の 出土土器 の報告

ま た 、 こ の章で報告す る 土層断面図 は第10 - 21層 を 通 し て 行 う も の で あ り 、 第 11 層 出土土器平

面 ・ 垂直分布図 も こ の節 に 纏 め て 提示 し て い る 。
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第 1 節 第 12 - 21層の 遺物

2 . 出土土器第 1 . n 群土器 (第25図 ~ 第37図)

こ こ で取 り 上 げ る 12層か ら 16層 よ り 出土 し た土器 は 、 出土状況の所で も 述べ た と お り 外面の文

様 に は 大 き な違い が認め ら れ る 。 し か し 、 総て の土器の基本的 に は 内器面及 び外器面 に 条痕 に よ

る 器面調整が施 さ れて い る 土器 で あ る こ と か ら 、 こ の条痕調整の土器 を 総称 し て 第 E 群土器 と し

て 取 り 扱 っ た 。 た だし 、 外器面の文様の違い に よ り 細か く 分類は可能で あ る 。 ま た 、 各層 に は l

- 2 点 の 押型 文 土 器 が 含 ま れ る が、 ご く 少数の 出土で あ る こ と か ら 別 に せず第 E 群土器 と 同 じ
図版の最後 に 掲載 し 、 こ の 押型文土器が縄文早期 の土器で時期的 に は轟式土器 に 先行す る こ と か

ら 第 I 群土器 と し て 群分 け を 行 い説明 を 加 え た。 な お土器の説明 は 、 本来な ら 分 類 ご と に 行 う べ

き で あ ろ う が、 こ こ で は 出土層位 を 重視 し そ の 出土層位 ご と に 行 っ た 。

「第 I 群土器」

第 I 群土器で あ る 押型文土器 は 、 出土量が少 な く す べ て が楕円 押型文で あ る こ と か ら 細分 は せ

ず、 各層か ら 抽 出 し 個 々 に 説 明 を 加 え る も の で あ る 。

第26図52 は 、 12層 か ら 出土 し た も の で、 外面 に 組大化 し た大型の楕 円 押型文 を 横走 さ せ た深鉢

胴部片で あ る 。 器 壁 は 、 1 . 3mm を 測 り 厚手で あ る 。 第31 図 103 と 104の 2 点 は 、 共に 1 3 層 よ り 出 土

し た も の で、 103 は 、 深鉢の胴部片で外面 に 楕 円 押型文 を 施 し た も の で あ る 。 104 は 、 平底 に な る

深鉢の底部片で、 底 の部分近 く ま でやや小型の楕円 押型文 を 斜走 さ せ て い る 。 第35図 153 と 154の
2 点 は 、 共に 14層 か ら 出土 し た も の で、 104 は深鉢胴部の外面 に 楕 円 押型文 を 横走 さ せ た も の で、

器 壁 は 薄 い 。 154 も 、 深鉢胴部の外面 に 非常 に 小 さ な 楕 円 押型文 を 施文 し た も の で あ る 。 い ず れ

の 土器 も 、 激 し く ロ ー リ ングを 受 け て い る た め か な り 磨滅 し て お り 調整 な ど は 不 明 で あ る 。 こ の

こ と か ら 、 第 I 群土器で あ る 押型文土器 は上で少 々 離れた生活地 よ り 流 さ れて き た も の で、 混入

と 見て 間違 い な い も の と 考 え ら れ る 。

「第 E 群土器」

次 に 、 器面 に 条痕 に よ る 調整 を 行 っ た 第 E 群土器 は外器面の文様の違い に よ り 大 き く 五つ に 分

類 し 、 そ れ ら を さ ら に 細分 し た 。 な お 、 こ の分類で は 、 口 縁形態、 胴部形態 な ど の 器形の違い に つ

い て は あ ま り 考慮 し て い な い 。

A類 刺突に よ る 施文

B 類 押引 き に よ る 施文で、 そ れ を 文様の形状 に よ り さ ら に 細分 し た 。

1 類一沈線状の も の

2 類ー刺突状の も の
3 類ー幅広の 押引 き 文

C 類 沈線に よ る 施文
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第 E 章 縄文時代 の遺構 と 遺物

D 類 無文の 口 縁部

1 類一 口 唇部 に 刻 目 を 施す も の

2 類一 口 唇部 に 刻 目 が無い も の

E 類 隆帯 に よ る 施文で、 隆帯の断面で おお ま か に 二つ に 分 け 、 そ れ を さ ら に 細分 し た 。

1 a 類一 口 縁部 に あ り 隆帯が横走 し 口 唇部に 刻 目 を 施す も の

1 b 類一 口 縁部 に あ り 隆帯が横走 し 口 唇部 に 刻 目 が無 い も の

2 類一 口 縁部 に あ り 隆帯が横走 し 隆帯聞の幅が狭 い も の

3 類一 口 縁部 に あ り 横走す る 隆帯 と 波状に な る 隆帯が併用 さ れ る も の

4 類一 口縁部に あ り 縦 ま た は 斜方向 の 隆帯が施 さ れ る も の

5 類一 口縁部に あ り 隆帯が重弧文状 に な る も の

6 類一胴部 に あ り 隆帯が横走す る も の

7 類一胴部 に あ り 隆帯の縦 と 横方 向 を 組み合わ せ た も の

8 類一胴部 に あ り 隆帯が重弧文状 を な す も の

9 類一胴部 に あ り 隆帯 と 沈線文 を 併用 す る も の
10類一胴部 に あ り 隆帯 に 刻 目 を 施 し 沈線文 を 併用 す る も の
1 1類一胴部 に あ り 隆帯 に 刻 目 を 施 し 押引 き 文 を 併用 す る も の

12類一胴部 に あ り 粘土粒 を 貼 り 付 け る も の
13類一隆帯の断面が カ マ ボ コ 形で隆帯 に 刻 目 を 施す も の

14類一隆帯の断面が カ マ ボ コ 形で隆帯 に 刻 目 が無い も の

以上の様に 第 E 群の条痕調整 の 土器 を 分類 し 、 以下 こ の分類 を 踏 ま え な が ら 層 ご と に 土器の説 明

を 行 う も の で あ る 。

12層出土の土器 (第25図28 - 第26図52)

28は 、 直 口 し て 立 ち 上が る 深鉢の胴部片で、 外面 に 細 い 沈線状の押引 き 文 に よ り 横方 向 に 三本

単位の 区 画 を 施 し た 後、 区画帯の 中 に 区画帯 と 同 じ 施文具 に よ る 押引 き 文で綾杉状 に 充填す る も

の で、 B - l 類 に 属 す る も の で あ る 。 器面調整 は 、 内外面共 に 貝殻 に よ る 条痕調整で、 外面 は条痕

の 後 ナ デて い る 。 29 - 32 は 共 に 、 直 口 す る 深鉢の 口 縁部で器壁が厚い の が特徴で あ る 。 29 ・ 30 は

口 唇部が丸 く 、 31 ・ 32は 口 唇部 に ナ デて 平坦面 を 作 り 出 し て い る 。 29 ・ 30 ・ 32 は 、 内 外面共 に 条

痕調整 の み で 口 唇部 に 刻 目 を 施す こ と か ら D - l 類 に 分類 し た。31 は 、 内 外面 に 器面調整の後調整

具 と 同 じ も の で波状 に 文様 ら し き も の を 施文 し て い る 。 30は 、 器形の特徴は 同 じ で あ る が 口 唇部

に 刻 目 が無 い こ と か ら D - l 類 に 分類 し た。33 ・ 34は、 直 口 す る 口 縁部 に 断面 が三角形 を 呈 し た 隆

帯 を 貼 り 付 け横走 さ せて 、 口 唇部 に 刻 目 を 持つ も の で E - 1 a 類 に 属す る 。 い ずれ も 、 口 唇部 は

ナ デて 平垣面 を 作 り 出 し て い る 。 34の刻 目 は 、 竹管状の施文具 に よ り 刺突 し た も の で 、 隆帯の 数
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第 1 節 第 12- 21層の 遺物

は 4 条で あ る 。 器面調整 の 条痕 は 粗 い 。 ま た 、 33 は若干内湾気味 に な る こ と か ら 頭部が締 ま る 形

態 に な る も の か も し れ な い 。 35 - 37 は 、 い ずれ も 直 口 す る 深鉢の 口 縁部 に 断面 が三角形 を 呈 し た

隆帯 を 数条貼 り 付 け横走 さ せ 、 口 唇部 は ナ デて 平坦 に し て い る が刻 目 は 施 さ な い も の で 、 分類で

は E - 1 b 類に 属 す る も の で あ る 。 い ずれ も 、 器面調整で あ る 条痕 は 組 〈 貝殻で は な く 棒状の も

の を 使用 し た よ う で あ る 。 39 - 43 は 、 深鉢の胴部 に 断面が三角形 を 呈 し た 隆帯 を 数条貼 り 付 け横

走 さ せ た も の で 、 分類で は E - 1 a 類文 は E - 1 b 類に 属 す る も の と 考 え ら れ る 。 41 だ け が、 器

面調整 は 丁寧 に 行 われ こ ま や か で あ り 他の も の は組 い の が特徴で あ る 。 ま た 、 39は横走す る 隆帯

聞 に へ ラ 状工具 に よ り 斜方 向 に 浅い 条線 を 入れて い る 。 44は 、 頭部で い っ た ん 屈 曲 し た 後 口 縁部

が外反 し な が ら 聞 く も の で 、 膨 ら む胴部か ら 頭部 に か け て 隆帯 を 貼 り 付 け横走 さ せて い る 。 口 唇

部 は 、 丸 く な る 。 E - 5 類 に 属す る も の で あ る 。 45は、 内 側 に 屈 曲 す る 深鉢胴部片で、 文様 は有

し な い が44 と 同 じ く 頭部付近 に 隆帯がつ く も の と 考 え ら れ、 お そ ら く 器形 も 同 じ で あ ろ う 。 46 は 、

復原 口 径23. 4叩 を 測 る 鉢の 口 縁部片 で あ る 。 口縁直下 に 、 断面が カ マ ボ コ 形 を 呈 し た 隆帯 を 貼 り

付 け横走 さ せ 、 口 唇部 は ナ デ て 平坦 に し て い る が刻 目 は 無 い 。 器面調整の条痕 は 粗 い の が特徴で、

分類で は E - 14類 に 属す る も の で あ る 。 47は 、 直 口 す る 口 縁部に 半 円 状 の 隆帯 を 貼 り 付 け た も の

で 、 口 唇部 は ナ デて平坦に し て い る が刻 目 は 無 い 。 器面調整の条痕 は 粗 い の が特徴で、 分類で は

E - 5 類 に 属す る も の で あ る 。 48 ・ 49は共に E - 4 類 に 属 す る も の で 、 48 は縦走す る 隆帯 を 貼 り

付 け た 直 口 す る 深鉢の 口 縁部で、 口 唇部 は丸 く な り 刻 目 は施 さ な い 。 49 は 斜方 向 に 隆帯 を 貼 り 付

け て い る 深鉢の 口 縁部近 く の破片で あ る 。 50は 、 外傾 し な が ら 直 口 す る 深鉢胴部片で、 胴部 に は

2 本 ま た は そ れ以上 を 単位 と し た 隆帯 を 横走 さ せ た も の と V 字型 に し た も の を 組み合わ せ て 区 画

し た後、 細 い シ ャ ー プ な 沈線 を 中 に 斜方 向 に 施 し た も の で あ る 。 裏 に は 、 やや幅広の条痕調整 を

行 っ て い る 。 分類で は 、 E - 9 類 に 属す る も の で あ る 。 51 は 、 内 外面 を 条痕調整 し た深鉢の底部

片 で 、 器壁は厚 く 尖底 で あ る 。 土器 は若干 ロ ー リ ン グ を 受 け磨滅 し て い る 。

こ こ で、 こ の 12層 出土の土器 に つ い て 若干 ま と め て み た い 。 ま ず、 こ の 層 出 土 の土器で一番特

徴的 な も の は 、 28の細 い シ ャ ー プ な 沈線状の押引 き 文で横方 向 に 3 本単位で区画帯 を 設 け た後、

そ の 区画帯の 中 に 同 じ 押引 き 文で斜方 向 に 綾杉状 に文様 を 充填 し た 土器 で 、 内面 に は 員殻条痕 に

よ る 調整痕が残 っ て い る 。 こ の文様の施文方法 は 、 上層の 11 層 よ り 中心的 に 出土 し た 曽 畑式土器 と

同一で、 押引 き 文 と 沈線文の違 い は あれ、 こ の土器の押引 き 文 は細 く て 深い こ と か ら 、 一見す る

と 曽 畑式 の 沈線 に 非常 に 類似 し て い る と い う こ と で あ る 。 こ の土器 は 、 l 点の 出 土で あ る が 曽 畑

式土器 と の つ な が り の可能性 を 十分考 え さ せ ら れ る も の で あ る 。 ま た 、 50 も 2 本単位の隆帯で文

様 を 施 し た あ と 隆帯聞 に 、 細 い シ ャ ー プ な 沈線 を 斜方 向 に 充填す る と い う 施文方法は 一致 し て い

る 。 ま た 、 13層 ・ 15層 ・ 16層 に 少 な く 14層 と こ の 層 に 比較的多 く 出土 し て い る 土器 が あ る 。 でそ れ は 、

厚手で無文の ロ 縁部 に 刻 目 を 施 し た も の で29 - 32が そ れ に 該 当 す る 。 こ れ は 、 29 ・ 30 ・ 32が松本

編年の轟 A 式土器 に 、 31条が条痕の上に 波状文 を 施す こ と か ら 轟 C 式 に 該 当 す る も の と 考 え ら れ

る 。 従来、 轟式土器の 中 で も 古手の土器 と 認識 さ れて い た も のが、 文化層 の最上層 か ら 多 く 出土 し
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第 皿 章 縄文時代の遺構 と 遺物

て い る も の で あ る 。 こ の傾 向 は 、 従来古 い と さ れて き た 轟 A 式土器 自 体の認識 を 考 え な お さ な け

ら ば な ら な い時期 に き て い る の で は な か ろ う か。 し か し 、 こ の 層 で 最 も 中心的 な 土器 で 、 出土土

器 の 中 の 多 く の比率 を 占 め る の は、 や は り 直行す る 口縁部 に 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け た も の で 、

松本分類で轟 B 式の 1 類 に 分類 さ れて い る も の で あ る 。

13層 出 土 の土器 (第27図53 - 第31 図104)

53は 、 大 き く 開 く 鉢の 口 縁部片で、 ロ 縁直下に 刺突文が横方 向 に 巡 り 刺突の 部分 に 隆帯が あ る

の か ど う か は不 明 で あ る 。 分類で は 、 A 類に 属 す る 。 54 ・ 55は 、 棒状工具 に よ る 幅広 の 押 引 き 文

を 横走 ま た は斜走 さ せ る も の で、 54が屈 曲 す る 頭部付近の破片、 55が膨 ら む 胴部付近の破片で あ

る 。 分類で は 、 B - 3 類 に 属 す る も の で あ る 。 共 に 、 頚部で く の字状 に 屈 曲 し 胴部が膨 ら む器形

の深鉢で あ ろ う と 考 え ら れ る 。 56 は 、 内湾す る 口 縁部 に 先の 尖 っ た 施文具 に よ り 刺突状の押引 き

文 を 施 し 、 横 と 斜方 向 の 押 引 き を 組み合わせて 複合鋸歯状 に モ チ ー フ し た も の で 、 A 類 に 属す る

も の で あ る 。 57 ・ 58 は 、 共 に 膨 ら む胴部 に 刻 目 を 施 し た隆帯 を 横走 さ せ、 隆帯の 上下 に 先端の尖

っ た施文具 に よ り 刺突状の押引 き 文 を 斜方 向 に 施 し て い る 。 な お 、 施文順序 は 隆帯 を 貼 り 付 け た

後刻 目 を 入れ、 そ の後 に 押引 き 文 を 施 し て い る こ と か ら 、 隆帯は 区画帯の役 目 を も ち 押引 き 文で

充填 し た も の で あ ろ う 。分類で は 、 E - l l類 に 属す る も の で あ る 。 共 に 器形 は 、 胴部が膨 ら み頭部

が く の字状 に 屈 曲 し た 後 口 縁部が大 き く 聞 く 深鉢 と 考 え ら れ る 。 59 ・ 60 は 、 共 に 直 口 し 大 き く 聞

く 口 縁部 に 数条 の 沈線 を 横走 さ せ た も ので、 器壁 は 薄 く 沈線の間隔 は 1 cm前後、 59 は沈線の数が

5 本で60 も 同 じ 数 と 考 え ら れ る 。 共 に 、 沈線が途中で途切れ い る 部分 が認め ら れ る こ と か ら 短沈

線 と 考 え ら れ る 。 分類で は 、 C 類 に 属す る も の で あ る 。 な お 、 59の 外面 に は 煤 が 多 量 に 付着 し て

い る 。 61 ・ 62 は 、 共 に 内 外面条痕調整の みで直 口 し て 開 く 深鉢の 口 縁部で、 62 は 条痕が粗 く 端部

は ナ デて 平坦 に し て お り 、 ま た61 の端部 は 尖 っ て い る 。 小破片 の た め 隆帯が付 く か ど う か は 不 明

で あ る が、 こ こ で は 一応 D - 2 類に 分類 し て お く 。63- 67 は 、 直 口 し て 開 く 深鉢の 口 縁部 に 数条 の

隆帯 を 横走 さ せ、 口 唇部 に 刻 目 が施 さ れ る も の で E - 1 a 類 に 属す る 。 刻 目 は 、 す べ て へ ラ 状の

も の を 使 っ て お り 細 く て シ ャ ー プで あ る 。 口 唇部 は 、 64 の み が尖 っ て お り 、 残 り は総て ナ デて 若

干の平坦面 を 作 っ て い る 。 ま た 、 口 径は65が44cm 、 67は31叩 を 測 る 。 68 は 、 口 唇部 を 欠失 す る た

め 刻 目 を 施す か ど う か は 不 明 で あ る が、 隆帯 を 数条横走 さ せ た 深鉢の 口 縁部片で、 口 縁部 が若干

内 湾気味 に 立 ち 上が っ て き て お り 、 お そ ら く 頭部が締 ま る 器形 に な る も の と 考 え ら れ る 。 一応 E

- 1 b 類 に 分類 し て お き た い 。 69 - 73 は 、 深鉢で直 口 す る 口 縁部 に 数条 の 隆帯 を 横走 さ せ 、 口 唇

部 に 刻 目 を 施 さ な い も の で、 E - 1 b 類 に 属す る も の で あ る 。 73の みが 、 端部 を ナ デて 平坦面 を

作 り 出 し て い る が、 残 り は 総て 端部 は 尖 っ て い る 。 口 径 は 、 71 が31 . 7冊 、 73が30. 8叩 を 測 る 。 74

- 83 は 、 総て 口 唇部 を 欠失す る た め刻 目 を 施 す か ど う か不 明 の も の で 、 口 縁部付近の破片 で数条
の 隆帯 を 横走 さ せ て い る こ と か ら 、 E - 1 a 類か E - 1 b 類の い ずれか に 属 す る と 考 え ら れ る も

の で あ る 。 74 ・ 76 - 80 ・ 83 は 、 直 口 し て やや開 く 器形 に な る も の で 、 75 と 82 は 、 内湾す る 口 縁部

- 43 -
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第 E章 縄文時代 の遺構 と 遺物

で頚部が締 ま り 胴部が膨 ら む器形の も の と 考 え ら れ る 。 81 は 、 頚部で若干屈 曲 し た 後 口 縁部が外

反 し な が ら 外側 に 開 く 器形の も ので あ ろ う 。 84 は 、 直 口 し や や聞 く 口縁部に 5 条 の 細 い シ ャ ー プ

な 隆帯 を 横走 さ せ た も の で、 各隆帯聞の幅が 5 mm前後 と 狭い のが特徴で 、 E - 2 類に 属す る も の

で あ る 。 ま た 、 口 唇部 に 刻 目 は 無 く 、 ロ ー リ ン グ を 受 け て お り 磨滅 が著 し い 。 85 は 、 E - 4 類 に

属 す る も の で 、 外傾 し な が ら 立 ち 上が っ て き た深鉢の 口 縁部で、 口 唇部直下 に シ ャ ー プ な 隆帯 を

斜走 さ せ た も の で あ る 。 隆帯 を 貼 り 付 け た部分 は 、 幅1 . 7cm程 へ ラ 状工具 に よ り ナ デ て 面 を 作 り

出 し て い る 。 86 は 、 直 口 し な が ら やや 開 き 気味 に 立 ち 上が る 口縁部 に 、 口 唇部 か ら シ ャ ー プ な 隆

帯 を 縦位 に 貼 り 付 け さ ら に そ の下 に 隆帯 を 横走 さ せ て い る 。 一応 E - 4 類 に 分類 し た 。 87 は 、 頭

部が締 ま り 口縁部が開 く 器形 に な る 鉢 と 考 え ら れ る も の で、 若干膨 ら む胴部 に シ ャ ー プ な 隆帯 を

縦 と 横 を 組み合わ せ て 貼 り 付 け た も の で、 E - 7 類 に 属 す る も の で あ る 。 88 は 、 隆帯 を 横走 さ せ

貼 り 付 けて い る 胴部片で あ る が、 他の 隆帯文土器 は 粘土 を 指でつ ま ん で整形 し シ ャ ー プ な 隆帯 を

作 り だ し て い る の に 、 こ の土器は粘土 を 押 し た様な整形 を し て い る た め 隆帯 がぼ っ て り し た も の

に な っ て い る の が特徴で あ る 。 口縁形態 も 不 明 な こ と か ら 一応 E - 1 a 類 ま た は E - 1 b 類 に 分

類 し て お き た い 。 89 ・ 90は 、 基本的 に は シ ャ ー プ な 隆帯 を 横走 さ せ る こ と か ら E - 1 類 に 分類で

き る も の で あ る が、 共 に 器壁が 1 cm前後 と 厚 く 、 器面調整で あ る 条痕 を 先端 の 丸 く な っ た 幅 の 広

い 棒状工具 を 使 い 調整 を 行 っ て い る のが特徴で あ る 。 91 - 93は 、 共 に 深鉢 ま た は鉢の胴部片で文

様 ・ 器形等 に 何等特徴 は 無 い が、 胎土に 多量の滑石粒 を 含ん で い る の が大 き な 特徴で あ る 。 91 ・

92は 、 ロ ー リ ン グ を 受 け て い る こ と か ら 磨滅が著 し く 調整 は よ く 分か ら な い が、 条痕 ら し き も の

が観察 出 来 る こ と か ら 、 内 外面共に 貝殻条痕 に よ る 調整 と 見 て 間違い な い も の と 考 え ら れ る 。 93

は 、 若干 ロ ー リ ン グ を 受 け て い る が、 内外面に 貝殻条痕 に よ る 調整痕が 明確 に 残 っ て い る 。 ま た 、

外面か ら の補修孔が認め ら れ破片上部の器壁が薄 く な る こ と か ら 口 縁部 に か な り 近 い 部位で あ ろ

う 。 3 片 と も 、 器壁の厚 さ が 6 mm前後 と 薄い の も 特徴で あ る 。 94 - 101 1立 、 す べ て 内 外面 に 条 痕

に よ る 器面調整 を 施 し た 深鉢 ま た は鉢の胴部か ら 底部 に か け て の破片で あ る 。 明 確 な 底部 片 は 無

い が、 特 に 96- 101 1ま断面の形状 に よ り 底部 に か な り 近い 部位 と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 98 は 他 の

土器 に 比べ器壁が底部近 く に な る に し た がい厚 く な り 、 傾 き も 違 い 胴部 に 上が る に し た が い 少 し

広が る こ と か ら 尖底 に な る 可能性 も 十分考え ら れ る 。 102は 、 内外面 に 条痕調整 を 施 し た 底 部 片

で尖底 に な る も の で あ る 。

次 に 、 13層 出 土の 土器 に つ い て若干 ま と め て み た し 、 。 ま ず、 何 と 言 っ て も 押引 き 文 を 施 し た 土

器 の 占 め る 割合 が 多 い こ と で あ る 。 B - 3 類 に分類 し た54 ・ 55は 、 幅広の押引 き 文で 、 E - 1 b 

類 に 分類 し た57 ・ 58 は刻 目 隆帯 と 併用 し て お り 、 隆帯が区画帯の役 目 を 持 ち こ の 中 に 押引 き 文 を

充填 し て い る 。 こ の類の土器 は M編年で は B 式の 3 類 に 分類 さ れて い る も の で あ る 。 こ れ ら の押

引 き 文 を 施 し た 土 器 の 器形 的特徴 は 、 口縁部の形態は不 明 だ が、 い ず れ も 頭部で屈 曲 し 胴部 が

膨 ら む 特 徴 を 持 ち 、 胴 部 の 一番膨 ら む部分 ま で文様 を 施す 。 た だ し 、 56 だ け は 口縁部が 内 湾 し

口 縁 直 下 が 一 番膨 ら む こ と か ら 、 浅鉢 に な る の で あ ろ う か。 さ ら に は 、 2 点で あ る が 口 縁部 に
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細 い 沈線 を 1 叩程の間隔 を お い て 5 条横方 向 に 施 し て い る 。 こ れは 、 陸帯 を 横走 さ せ た 土器の文
様 モ チ ー フ に類似 し て お り 、 隆帯が沈線 に 置 き 換 え ら れた も ので あ ろ う と 解釈 さ れ る 。 こ の土器
と 、 押引 き 文の土器群 と の 関 連 を 窺 い 知 る よ う な 土器が、 上 層 の 12層 よ り 出土 し た沈線状の細 い
シ ャ ー プ な 押引 き 文で、 文様 モ チ ー フ が更 に 上層 よ り 出土す る 曽 畑式土器 に 酷似 し た も の で あ る 。
ま た 、 も う 一つ の も の は 文様 ・ 器形に 何等特徴は な く 内 外面 に 条痕 に よ る 調整 を 行 っ た も の で あ
る が、 器壁が薄 く 胎土に 滑石 を 多量 に含む土器群で あ る 。 現在の所、 轟式土器の 胎土 に 滑石 を 含
む例の報告は無 く 、 曽 畑式土器 を 初現 と し 曽 畑式土器の大 き な 特徴 と し て 捉 え ら れて き た も の で
あ る 。 こ れ ら の土器群 は 、 曽 畑式土器 と 轟式土器 と の 関連 を 考 え る 上で 、 非常 に 重要 な キ ー ポ イ
ン ト と な る も の で 、 出 土量 は 少 な い が 曽 畑式土器の 出 自 を 求 め轟式土器か ら 曽 畑式土器 へ の 展開
を 考 え 、 こ の 問題 に 答 を 導 き 出 す材料の土器群 と し て 重要で あ る 。 し か し 、 こ の 層 で も 出土土器
の 大半 を 占 め る の は 、 器形が単純で そ の 口 縁部か ら 胴部 に か け て 数条 の 隆帯 を 横走 さ せ る 土器群
で 、 報告で は E - 1 類 に 分類 し た も の で あ る 。 こ れ ら の土器群 は 、 M編年で は B 式の 1 類 に 分類
さ れて い る 。 こ の 層 か ら も 、 明確 な 底部片 は 出土 し て い な い が、 傾 向 と し て 見れば丸底 と し て 考

え ら れ る も の は 一般的 に 器壁が薄 く 、 尖底 と し て 考 え ら れ る も の は厚 い よ う で あ る 。

(M編年 : 松本雅 明 ・ 富樫卯三郎編年)

14層 出土の土器 (第32図 105- 第35図154)

105 - 107 は 共 に 、 外面 に 押引 き 文 を 施文 し た も の で あ る 。 105 は 、 内傾 し な が ら 立 ち 上 が っ て

き た後外反す る 口 縁部 に 、 先の丸い棒状の工具 を使い帽の広い押引 き 文 を 横位施文 し た も の で端

部 は丸 く な る 。 瀬戸 内的 な 感 じ を 受 け る 押引 き 文で、 B - 3 類 に 属 す る 。 106 は 、 屈 曲 す る 胴部

に 幅 の狭い押引 き 文 を 深 く 横位 に 施文 し た も の で あ る 。 107 は 、 丸底の浅鉢 と 考 え ら れ る も の で 、

胴部 に 押 引 き 文 を 浅 く 横位に 施文 し て い る 。 共 に 、 B - 2 類 に 属す る も の で あ る 。 108 - 1 1 1 は 、

無文の 口 縁部で 口 唇部 に 刻 目 を 施 し た 108 ・ 109 と 刻 目 が無い 1 10 ・ 1 1 1 が あ る 。 前者 を B - 1 類、

後者 を B - 2 類 に 分類 し た 。 共 に 器壁が厚い の が特徴で あ る が、 109だ け が器壁が薄 く 器面調整が

丁寧で あ る こ と か ら 、 下 に 隆帯が付 く の か も し れ な い 。 ま た 、 復原 口 径 は28. 2叩 を 測 る 。 112は胴

部片で あ る が器壁が厚 〈 波状 の文様 ら し き も の が認め ら れ る こ と か ら 、 前述の土器 と 閉 じ も の で

D 類 に 属す る も の で あ ろ う 。 1 13 ・ 1 14は 、 口 唇部 に 刻 目 を 施 し 隆帯 を 横位 に 貼 り 付 け た 口 縁部片

で 、 113は直 口 す る 口 縁部で 口 唇部直下 に 隆帯 を 貼 り 付 け て お り 端部 は ナ デ て 平坦面 を 作 り 出 し て

い る 。 114は 、 口 縁部が外反 し 、 端部 は 1 13 と 同 じ く ナ デて 平坦面 を 作 り だ し て お り E - 1 a 類 に

属 す る も の で あ る 。 1 15 - 120 は 、 口縁部 に 数条の隆帯 を 横位 に 貼 り 付 け 口 唇部 に 刻 呂 を も た な い E

- 1 b 類 に 属す る も の で あ る 。 復原 口 径は 、 115カ'30. 1畑、 1 16が26. 4佃 を 測 る 。 115 ・ 1 16 そ れ に

1 18 - 120は 、 口 唇部 を ナ デて い る が平坦面 は作 り 出 し て い な い 。 た だ し 、 1 17だ け は平坦面 を 作 り

出 し て い る 。 口 縁部の形態は 、 1 15 ・ 1 16それに 1 18が直 口 し な が ら 立 ち 上が っ て き た後、 口 唇部の部

分 だ け が若干外反す る も の で 、 1 17 と 120 は そ の ま ま 直 口 す る 口 縁部 を も つ も の 、 1 19だ け は 口 縁形

態が他 の 土器 と は異 に し て い る も の で、 口 唇部直下で若干膨 ら ん だ後やや内湾 し 、 そ の後 ま た外反
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第 1 4層 出 土土器実測図 (4 )

。

第35図



第E章 縄文時代 の遺構 と 遺物

す る 器形 を 持 ち 、 外面 に は 煤が多量 に 付着 し て い る 。 121 は 、 口 唇部 は 欠失す る が か な り 近 い 部

分 と 考 え ら れ る も の で、 刻 目 を 施す か ど う か は 不 明 で あ る た め E - 1 類の 中で a ま た は b 類に 属

す る も の で あ ろ う 。 122 は 、 内傾す る 口 縁部 に 細 い シ ャ ー プ な 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け た も ので 、

口 唇部 に 刻 目 は 無 く 器壁 は 薄 い のが特徴で あ る 。 一応 こ こ で は E - 1 b 類 に 分類 し て お く 。 1 2 3

- 129 は 、 隆帯 を 貼 り 付 け横走 さ せ た も ので、 口 唇部 を 欠失す る た め 刻 目 を 持つ か ど う か 不 明 な

土器で 、 E - l 類の a ま た は b 類 に分類で き る も の で あ る 。 130 は 、 傾 き よ り 胴部 か ら 底 部 近 く

に か け て の部位 と 考 え ら れ る も の で、 胴部下半 に 隆帯 を 貼 り 付 け 横走 さ せ て い る こ と か ら E - 6

類 に 属す る も の で あ る 。 ま た 、 底部 は特徴 よ り 丸 く な る も の と 考 え ら れ る 。 131 と 132 は 、 共 に 口

縁部 に 横 の 隆帯 と 縦の 隆帯 を 組み合 わ せ た も の で E - 4 類 に 属す る も の で あ る 。 13 1 は 、 隆 帯 を

横走 さ せ貼 り 付 け 、 上部 に 1 . 5cm程の間隔 を 置 い て 縦走 さ せ た も の で 、 口 唇部 を 通 り 越 し て 若 干

内 側 ま で入 り 込 む 、 隆帯の 貼 り 付 け順序 は最初 に 横の隆帯の後、 縦の隆帯 を 貼 り 付 け て い る 。 端

部 は 丸 く な る 。 132 は 、 太 い 隆帯 を 縦方 向 に 貼 り 付 けた後、 細 い 隆帯 を 横方 向 に 貼 り 付 け た も の

で 、 縦の隆帯が突出 し た 部分 を し 、 か し 山形の 口 縁 を 作 り 出 し 、 口 唇部は ナ デて 尖 ら し て い る 。 口

縁部が、 若干外反 し 器壁が厚 い の が特徴で あ る 。 133 ・ 134 は 、 胴部 に 細 い シ ャ ー プ な 隆帯 を 重弧

文状 に 貼 り 付 け た も の で 、 い ずれ も 胴部か ら 口 縁部に 向 か つ て 直 口 し て 立 ち 上 が る よ う で あ る 。

E - 8 類 に 分類 し た 。 135- 137 は 、 横走 さ せ た 隆帯 を 数条貼 り 付 け た 後、 さ ざ波 状 に な っ た 隆帯

を 1 本貼 り 付 け 併用 さ せ た も の で、 E - 3 類 に分類 し た 。 138 は 、 傾 さ よ り 胴部 で も 底 部 に 近 い

部位 と 考 え ら れ る も の で 、 器壁は厚 〈 器面調整の条痕 は 組 い の が特徴で あ る 。 139 - 151 は 、 い ず

れ も 内 外面 に 条痕 に よ る 器面調整 を お こ な っ た も の で、 胴部で も 底部 に よ り 近 い 部位で あ ろ う と

考 え ら れ る も の で あ る 。 147 ・ 149 ・ 151 は 、 器壁の厚 さ が 7 mm前後 と 薄手で、 残 り は す べ て 器 壁

の厚 さ が 1 cm前後 と 厚手 で あ る 。 条痕 は 、 そ の ほ と ん どが条痕幅がや や 広 く 粗 い の が特徴で、 し

か も 傾 き の 具 合 に よ り 底 は 丸底 に な る も の と 考 ら れ る 。 ま た 、 す べ て の土器が厚 さ は 異 な る が焼

成 は 非常 に 良 い 。 152 は 、 尖底 に な る 底部片で あ る 。 土器 は 、 ロ ー リ ン グ を 受 け若 干 磨 滅 し て い

る が、 条痕 に よ る 調整痕が認め ら れ る 。

こ こ で 、 こ の 14層 出土の土器 に つ い て 若干 ま と め て み た い 。 こ の 層 で も 、 出土土器 の 殆 ど に 比

率 を 占 め る の が単純 な 器形の深鉢 ま た は鉢 と 考 え ら れ る も の で 、 口 縁部か ら 胴部 に か け て 隆帯 を

横走 さ せ て い る こ と か ら E - l 類 に 分類 し た土器群で、 M編年で は B 式の l 類 に 分類 さ れて い る

も の で あ る 。 こ の 膚で着 目 す べ き 点 は上層の各層 に若干数ずつの 出 土で は あ る が、 押引 き 文土器

が入 る 最初 の 層 、 す な わ ち 押引 き 文土器の初現が こ の 層 に 当 た る と い う こ と で あ る 。 こ の 層 よ り

出 土 し た 押 引 き 文 土 器 は 、 幅が広い も の と 幅が狭い 刺突状の も の と が あ る 。 文様の幅 が 広 い 押

引 き 文土器 は 、 口 縁部片 で器形 は 口 縁部が締 ま り 胴部 に 降 り る に 従 い 膨 ら ん で い く も の と 考 え ら

れ 、 胴 部 か ら 下 方 の 形態 は 不 明 で あ る が、 刺突状の押引 き 文土器の器形 は 、 口 縁部の形態は不

明 で あ る が 胴 部 は 膨 ら み 底 部が丸底 に な る も の と 考 え ら れ、 器 高 が低 く な り そ う で浅鉢で あ ろ

う か 。 お そ ら く 、 上 記 の 押 引 き 文土器 と も 器形は類似す る の か も し れ な し 、 。 も う 一つ 、 出土土

-55一



第 1 節 第 1 2 - 2 1 層の遺物

器 の 特徴 と し て 隆帯文土器の文様モ チ ー フ の 多様 さ があ げ ら れ る 。 ま ず、 口 縁部 に 横走す る 隆帯

と 縦走す る 隆帯 を 組み合わ せ た も の で 、 こ れ に は横走す る 一番上 の 隆帯 を 軸 に 口 唇部 に か けて 縦

走 さ せ た も の と 、 口 唇部 よ り 縦走 さ せ た 隆帯 を 軸 に し て さ ら に 隆帯 を 横走 さ せ た も の が見 ら れ る

が、 ど の よ う な文様 モ チ ー フ に な る の か は不 明 で あ る 。 さ ら に は 、 横走 さ せ た 隆帯 を 軸 に し て 半

円状の隆帯 を 幾重 に も 貼 り 付 け重弧文状の文様 を 構成 し て い る も の 、 数条の隆帯 を 横走 さ せて お

り 基本的 に は普通言 っ て い る 隆帯文土器 と 変わ ら な い が、 一番下 の 隆帯が波状 を 呈 し て い る も の

な ど も 認め ら れ る 。 こ の よ う な 、 隆帯文の文様モ チ ー フ の多様さ は ど の よ う な 意味 を 持つ の で あ

ろ う か。 と に か く 、 こ の よ う な傾向 は 隆帯文土器文化す な わ ち 轟式文化の繁栄の時期 を 意味す る

の は 間違 い な い 。

15層 出 土の土器 (第36図155- 第37図179)

155 ・ 156 は 、 共 に 条痕 に よ る 調整痕の み を 残す 口 縁部片で あ る 。 2 片 と も 、 器壁の厚 さ が 8 mm

を 測 り 厚手の方で あ る 。 ま た 、 口 唇部 に 刻 目 を 施す こ と で両者共通 し て お り 、 D - 1 類 に 分類 さ れ

る 。 157 は 、 直 口 す る 口 縁部 に 貼 り 付 け た 隆帯で は な く へ ラ 状の工具 に よ り 削 り 出 し た 隆帯で あ る 。

口 唇部 は 、 ナ デて 平坦面 を 作 り 出 し 刻 目 を 施 し て い る 。 158 ・ 159 は 、 隆帯 を 横位 に 貼 り 付 け た 口

縁部で、 直 口 す る 口 縁部 に 端部 は ナ デて 平坦面 を 作 り 出 し て い る が刻 目 は施 さ な い も の で 、 E -

1 b 類 に 分類で き る 。 160 ・ 161 は 、 口 唇部 を 欠失す る た め刻 目 を 持つ か ど う か は不 明 で あ る が、

隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け た も の で E - 1 類に 分類 さ れ る も の で あ る 。 160の 隆帯 は シ ャ ー プで あ る

が、 161 の 隆帯 は 太 〈 ぼ っ て り し た 感 じ を 受 け る の が特徴で あ る 。 162は 、 若干内湾す る 深鉢 ま た

は鉢の 口 縁部片で、 口 唇部直下 に 2 条の隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け て い る 。 隆帯聞 の 幅 は 、 狭い こ

と か ら 2 本 の 隆帯 を 一つ の 単位 と し た文様構成 を 行 っ て い る も の と 考 え ら れ、 さ ら に 下部の 方 に

も 隆帯 を 貼 り 付 け て い る の で あ ろ う 。 隆帯 に は 、 上下 よ り 斜方 向 に へ ラ と 考 え ら れ る 器具 を 用 い

刻 目 状 に 条線 を 入れて い る 。 ま た 、 ナ デて 平坦面 を 作 り 出 し た 口 唇部 に は 、 さ ら に ハ イ ガ イ と 考

え ら れ る 2 枚貝 の 背面 を そ の ま ま 押 し つ け文様 を 施 し て い る 。 器面調整で あ る 条痕 は 、 単位の 幅

が広 く 組 い の が特徴で あ る 。 163 は 、 若干内湾気味 の 口 縁部 に 、 1 条の断面 が カ マ ポ コ 形 に 近 い

ぼ っ て り と し た感 じ を 受 け る 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け た 後、 そ の 隆帯 に 刻 目 を 施 し て い る も の で

あ る 。 ま た 、 口 唇部 は ナ デて 平坦面 を 作 り 出 し 、 そ の 口 唇部で外器面 と の境部分 に 刻 目 を 施 し て

い る 。 内外面に は 、 ク シ状の も の と 考 え ら れ る 工具 を使 い 、 深 〈 シ ャ ー プ な条線 を 波状 に 施 し て

い る 。 ま た 、 焼成 は 非常 に 良好で色調が他の も の と は違い 内外面共に 赤燈色 を 呈 す る の が特徴で 、

E - 13類 に 分類 さ れ る も の で あ る 。 164 は 、 深鉢 ま た は鉢 と 考 え ら れ ほ ぼ直 口 し て 立 ち 上が る 胴部

片 で 、 隆帯 に 刻 目 を 施 し 断面が三角形で シ ャ ー プ な 隆帯 を 横走 と 縦走 さ せ た も の を 貼 り 付 け 区 画

帯 を 作 っ た 後、 そ の 区画帯の 中 に 細 い シ ャ ー プ な 沈線に よ り 渦巻 き 状 に 文様 を 施 し て お り E - 1

a 類に 分類 し た 。 器面調整で あ る 条痕 は 、 粗 く 外面 は ナ デて い る 。 ま た 、 器壁の厚 さ は薄 < 7 m皿

を 測 り 、 焼成は非常 に 良好 な の が特徴で あ る 。 165 は 、 同 じ く ほ ぼ直 口 し て 立 ち 上が る 胴部片で、

no
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第 1 節 第 12 - 21 層 の遺物
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第15層出土土器
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第37図 第 1 5層出土土器実測図 (2) ・ 第1 6層出土土器実測図
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第 E 章 縄文時代 の 遺構 と 遺物

断面が カ マ ボ コ 形 を 呈 し た 隆帯 を 2 条横走 さ せ貼 り 付 け た も ので 、 隆帯 に は 刻 目 を 施 し て い る こ

と か ら E - 13類 に 分類 し た も の で あ る 。 隆帯 は 、 幅が広 く 隆帯高は低 い 。 ま た 、 隆帯聞 の 幅 が狭い

こ と か ら 2 本 を 単位 と し た 区画帯 を 意識 し て い る も の と 考 え ら れ、 他 の 沈線文や押引 き 文 を 併用

し て い る 可能性が十分 あ る 。 器壁の 厚 さ は 1 cm と 厚 く 、 条痕 は先端の尖 っ た棒状の器具 を 使 い 粗

い の が特徴で あ る 。 166- 179 は 、 いずれ も 内外面 に 条痕 に よ る 器面調整 を 行 っ た 胴部か ら 底部近

く に か け て の破片 で 、 175- 179 は特 に 底部近 く の も ので す べ て が傾 き 具合 よ り 丸底 に な る も の と

考 え ら れ る 。 ほ と ん どの 土器が、 器壁は薄 く 焼成が非常 に 良好で条痕が粗い の が特徴で あ る 。 し

か し 、 173 と 175の土器だ け は や や器壁が厚 く 、 焼成は不良で も ろ く な っ て お り 他 の 土器 と 異 な っ

て い る 。 こ の二つ の 土器 は 、 押型文土器の胎土 に 類似 し て い る よ う で あ る 。

こ こ で、 こ の 15層 出 土 の 土器 に つ い て 若干 ま と め て み た い 。 ま ず、 こ の 層 よ り 出土 し た 土器 の

大 き な特徴は上層 の 14層 ま で 出土 し て い た土器で、 そ の 出 土土器 の 大半 を 占 め て い た 単純 な 器形

の 深鉢で、 口 縁部か ら 胴部 に か け て 隆帯 を 貼 り 付 け横走 さ せ た 土器群、 つ ま り E - 1 類 に分類 し

た も の でM編年で は B 式 l 類 に 属す る 土器群が極少数の 出土で ほ と ん ど含 ま れ な い と い う こ と で

あ る 。 た だ し 、 こ の 層 か ら 出土 し た土器の固体数が少 な い の も 考慮 し て お か な ければ な ら な い で

あ ろ う 。 か わ り に 、 こ の 層 で 注 目 さ れ る の は基本的 に は 隆帯 を 口 縁部か ら 胴部 に か け て 貼 り 付 け

横走 さ せて 、 そ の 隆帯 に 細 い鋭 利 な 刻 目 を 入れた も の で あ る 。 隆帯の断面 は 、 三角形の も の と カ

マボ コ 形 を 呈 し た も の が あ り 、 器形 は全体 を 窺 い 知れ る も の は な い が単純 な形態 を 呈 し た 深鉢 と

考 え ら れ る 。 さ ら に は 、 こ の刻 目 を 施 し た隆帯の他 に 164の よ う に 隆帯で作 っ た 区 画 帯 の 中 に 、

沈線な ど他の文様 を 併用 し 充填 し て い る と い う こ と で あ る 。 162 と 165 も 、 破 片 で あ る た め よ く 分

か ら な い が 、 2 本 の 隆帯聞が他の も の に 比較す る と 狭い こ と か ら 、 ど う も 2 本 の 隆帯 を 一つ の 単

位 と し た 区画帯 と 考 え ら れ、 区画帯の 中 に 他の文様で充填 し て い る 可能性は 十分 あ る 。 1 6 3 は 、

土器の説 明 の 中 に も 触れ た が こ の 中 で は異質 な土器で、 色調が赤燈色で調整が ク シ状 の も の と 考

え ら れ る 工具で波状文様 に 変化 さ せ な が ら 調整 し て い る 。 他の地域か ら の流入土器の可能性が考

え ら れ る 土器で あ る 。 こ の 層 か ら 出土の、 胴部片 を 含 め た 全体の土器の特徴 は 、 焼成が非常 に 良

好で、 調整が非常 に 粗 く 調整具 は 貝 殻で な く 先の丸い棒状工具で行 っ て い る も の と 考 え ら れ る こ

と で あ る 。

16層 出土の土器 (第37図180)

16層 出土の土器 は 、 2 点だ け で あ り そ の う ち 1 点は細片で あ る こ と か ら l 点 だ け 図示 し た 。 し

か し 、 も う 1 点の方 も 内 外面が条痕 に よ る 器面調整 を 行 っ た胴部片で あ る 。

180 は 、 胴部片 で器壁が 6 mm と 非常 に 薄 い の が特徴で あ る 。 器面調整 は 、 内外面共 に 丁 寧 な 条

痕で、 外面 は横方 向 の後斜方 向 に 、 内面は横方 向 で あ る 。 調整具 は 、 2 枚貝 の複縁で あ ろ う 。
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第 1 節 第 12 - 2 1 層 の 遺物

3 . 石 器 (第38図 1 - 7 ) 

1 ・ 2 は石匙で あ り 、 出土層 は 第17層 と 15層で あ る 。 双方 と も 良質 の 安 山岩 の 剥片 を 素 材 と し て

い る 。 前者は打面 は残 し て い る が、 面取 り 作業 を 行 う な ど丁寧な仕上げで あ る 。 刃部 は 押圧剥離

を 交互 に 施 し て い る 。 後者 も 細か な 剥離 を 加 え て 刃部 を 形成 し て い る 。

3 ・ 4 は 不定形の安山岩の剥片の縁片 に 細 か な 剥離 を 加 え て お り 、 ス ク レ ー パ ー と で き る 。 5 - 7

は 良質 の黒曜石の剥片で何れ も 細か な使用痕が残 さ れて い る 。

「一一プ二二二〉 ー〈ごコ 5 

一四-f-�
ζ二二=二コ 6 

く三三二三る 2 

。一昨
ι二三二二、 3 ι ここコ 7 

ぐー----一一一~ー「 4 
叩

第38図 第 1 7 - 1 2層 出土石器実測図
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第 皿 章 縄文時代 の遺構 と 遺物

4 . 骨 角 器 (第39図 1 - 第40図 5 )

今回 の 調査で は 、 骨角器の 出土点数 は 少 な く 13層 に 4 点、 下層 の 14層 に 1 点 の 合計 5 点 だ け で

あ っ た 。 縄文時代前期の遺物 を 含む第12- 16層 の各層 は 、 基本的 に は シ ル ト を 含 む砂磯層 で あ り 、

水分 を 適量 に 含 む こ と か ら 木片 ・ 木の葉 ・ 種子類 な どの 自 然遺物の保存状態が非常 に 良好で あ る 。

し た が っ て 、 こ れ ら の 自 然遺物に 比 し て 、 よ り 硬質 で あ る 骨角器 は さ ら に 良好 に 残 さ れ る は ず で

あ る 。 し か し 、 今 回 の 調査で は 出土点数が少 な く 、 本来的 に こ の場所 に 残 さ れ な い理 由 が あ る の

で あ ろ う 。 ま ず は 、 第12- 16層 は生活 に 直接関連 し た場所で は な く 、 周辺 よ り 土砂が流れて 堆積

し 、 そ の 中 に 土器 ・ 石器 ・ 骨角器 な どの 人工遺物が混入 し た二次堆積の 場所 と 解釈で き ょ う 。 そ

し て 、 縄文時代前期 に は 鹿 角 器 そ の も の の使用 が少 な か っ た こ と を 示 す の か 、 も し く は 、 遺物の

供給地が鹿角器 を 使用 ・ 保管す る 場所 と は違 っ た 場所で あ っ た の だ ろ う か。

1 B - 3 区 の 13層 よ り 出 土 し た も の で、 鹿角の基部の部分 で あ る 。 こ の鹿角製品 は 、 鋭利 な 道

具 を 使 い 、 最初の 枝分かれ部分で切断 と 折 り 取 り を 施 し て い る 。 2 カ 所 に き れ い な 切断面 を 確認

で き る 。 ま た釣 り 針や銘 な ど の漁扮具 を 作 っ た可能性が あ る こ と を 示唆 し て く れ る 資料で あ る 。

な お、 頭蓋骨の一部が残 り 、 落角で は な い 。

2 A- 3 区の 13層 中 よ り 出 土 し て い る 。 ロ ー リ ン グを 受 け磨滅や剥離が著 し し 、 。 長 さ 10. 4cm . 

幅1 . 8冊 ・ 厚 さ 9 醐 を 測 る 。 お そ ら く 中型獣の 四 肢骨 と 判断 さ れ る 。 両端 を 打 ち 欠 い た 後 、 一 方

を さ ら に 細か く 調整 し 、 磨い た も の で あ る 。 先端 を 尖 ら せ単純 な 形態 を 呈す る 刺突具で あ ろ う 。

3 A - l 区の 13層 中 よ り 出 土 し た も の で あ る 。 こ の骨角器 も 、 2 と 同様中型獣 の 四 肢骨 を 利用

し た も の で あ ろ う 。 骨角器 は 、 長 さ 10. 3cm ・ 幅1 . 8cm . 厚 さ は基部が 5 胴てe先端部が 1 酬 を 測 り 、

形態は ス プ ー ン 状 を 呈 し て い る 。 基部の方 に は擦痕が観察で き る こ と か ら 、 全体 を 磨 い て 形 を 整

え て い る よ う で あ る 。 先端部 は 、 広 く 中央部が く ぼん で い る こ と か ら ス プ ー ン と し て 使用 し た も

の で あ ろ う 。

4 同 じ く A- l 区 の 13層 中 よ り 出土 し た も の で あ る 。 先端が尖 り 側縁部 に 人為的 と 思 わ れ る 剥

離痕が認め ら れ る こ と か ら 、 一応骨角器 と し 刺突具 と で き ょ う 。 基部 を 欠失 し た状態で、 長 さ 6. 7

m ・ 幅1 . 5 cm を 測 る 。

5 A - 3 区 の 14層 中 よ り 出 土 し た も の で あ る 。 剥離痕が認め ら れ な い が、 先端が尖 っ た 刺突具

と し て 取 り 扱 っ た 。 法量 は 、 長 さ 1 1 . lcm ・ 最大幅1. 5cm ・ 厚 さ 6 mm を 測 る 。

以上骨角器 を 報告で き た が 、 こ の ほ か に 鋭 く 尖 っ た獣骨片 が 出 土 し て い る 。 こ れ ら は 人工的 に

施 し た 加工痕 を 認め る こ と がで き な い の で骨角器 と 捉 え る こ と は で き な い が、 利器 と し て 使用 さ

れた可能性は強い と 思わ れ る 。

po

 



第 1 節 第 12 - 21 層 の遺物
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第39図 第 1 3層 出土骨角器実測図 ( 1 )
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第 E 章 縄文時 代 の 遺構 と 遺物
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第40圏 第 1 3層 出土骨角器実測図 (2)

5 . 流 木 類

大小 さ ま ざ ま の 流木類の 出土があ っ た が、 A - l ・ 2 グ リ ッ ド で は 自 然木が倒れた ま ま の状態

と 見れ る も の も あ っ た 。

こ れ ら の 中 に は半弧 を な し 弓 状 を 呈 す る も の の 出 土 も あ っ た が 、 加工 し た 痕跡が見 ら れず 弓 製

品 と の判断 に は し 、 た っ て い な い 。 ま た 、 半割 し て 先端が二股 に分かれ た も の ( 口 絵写真参照) も

見 ら れ た が用 途 を 明確 に で き て い な い 。 こ の ほ か、 桜の木片や、 木皮類 も 出 土 し て お り 木製品 の

装着 に 用 い ら れた 可能性が指摘 さ れ る 。

自 然流木は表皮が剥 げ た も の が多 く 流 さ れた痕跡 を 示 し て い る 。 こ の な か に は薪の燃え残 り の

状態 を 示す も の も 含 ま っ て お り 、 当時の 日 常的 な 火 の使用 を 偲ぶ こ と がで き ょ う 。
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第 2 節 第 11層の 遺物

第 2 節 第 1 1 層 の遺物

1 . 出土状況

第 1 1 層 は 暗灰褐色砂質 シ ル ト 層で あ る 。 上 ・ 下層 で あ る 第 10 ・ 12層 と の分離作業 を 行 っ た が、

そ の判断 と し た 事項 を 次表 に 記 し て み た 。

南北の縦断 し た下位線 は A - 1 グ リ ッ ド (西壁) 北側が2. 50 m で 、 B - 4 グ リ ッ ド (東壁) が

2. 65m で あ り 、 高低差15cm を 計 り 南側 が高 く 、 北側へ緩や か に 傾斜 し て い る こ と に な る 。 東西 に 横

断 す る 下位線は A - 1 グ リ ッ ド (南壁) 東側が2. 56m で 、 B - 1 グ リ ッ ド (南壁) 西側 は2. 58m

と な り 、 む し ろ 僅か に 高 く な っ て い る 。 残存状況が良好で あ る Aー し B - 1 両 グ リ ッ ド、 か ら 見

て 層の厚 さ は44 - 45佃 を 計 る の が本来的の よ う で あ る 。 A ー 3 ・ 4 ， B - 3 グ リ ッ ド で は 、 下位

線が2. 76- 2. 80m と 上昇 し 、 層 の厚 さ がlOcm以下 と な り 東 ・ 南方 向 に 進 む に つれ消失 し て い る 。

す な わ ち 、 地形の 高 ま り が あ っ た こ と を 示 し て い よ う 。

珪藻分析の結果は 『浮遊性海生珪藻が検出 さ れ、 海の影響の見 ら れ る 汽水の環境下 に お い て 堆

積 し た と 推定 さ れて い る 。』 ま た 、 何枚 も の薄い 「泥炭層」 が見 ら れ、 浅 い 皿状の 窪 地 に 木 の 葉

や 、 小枝が埋 っ た状況 も あ っ た 。 埋 っ た有機質物は崩れが少 な い 状況 を 示 し 、 組い堆積作用 で は

な い こ と や 、 供給地 と の距離が近い こ と な どが窺わ れた。

後述す る 貯蔵穴群 は こ の 第 1 1 層 の 中位か ら や上位か ら の切 り 込みが見 ら れた り し て お り 、 貯蔵

穴群が形成 さ れ る な か に も 、 堆積作用 が進ん で い た こ と を 理解で き ょ う 。 土器群 は第 1 1層 そ の も

の に 含 ま れて い る も の で あ り 、 以下報告 を進め る も の で あ る 。 概 し て 、 土器 に 明 瞭 な 煤が損 な わ

れ る こ と な く 付着 し た も の が あ っ た り 、 磨滅 を 受 け た痕跡が少 な い も の も あ り 、 水利作用 で粗 く

運ばれた り 、 磨滅が繰 り 返 し 行われた と も 見 ら れ な い の で、 本来的 な土器の供給地、 即 ち 生活居

住地 に 非常 に 近 い距離で あ る と の判断が さ れ る 。

な お 、 こ の層 の 上位は不整合 (波打 っ た状態) な 状況で あ り 、 粗 く 浸食 さ れて い る も の と 見れ

る 。 元来、 こ の 層が現況 よ り 厚か っ た こ と に 疑い は な く 、 そ の水利作用 に 海進現象の有無 を か ら

ん だ起 因 の究 明 は 、 高度3. 00m 前後 を 挟み重要 な 視点で あ る 。

『遺物の 平面分布状況J (第13図参照)

第 11 層 の 調査 は 上面で遺構検出作業 を 行い 、 確認で き た貯蔵穴群の検出、 調査 を 実施 し て い る 。

遺構が検出 さ れ な か っ た 調査 区 は lOcm を 原則 と し て 機械的 に 掘 り 下 げて い る 。 出 土 し た遺物に つ

い て は20分の l の縮尺で ド ッ ト を 落 と し 、 高度 を 記録 し て 取 り 上 げて い る 。 遺物に つ い て は大小

の 差異 に 関 わ ら ず一個一点 と し て 作業 を 行 っ て お り 、 ド ッ ト も そ れ に 基づ い て い る 。

作成 し た 平面分布図 (第13図 第 1 1 層 出土土器水平 ・ 垂直分布図) を 単 に 読 む と 、 遺物の平面

分布 は A - 2 グ リ ッ ド東部域 を 頂点 と し て 西側へ裾野が拡が る 形状が捉 え ら れ る 。 そ し て 、 A -

1 ・ 4 グ リ ッ ド の分布が非常 に う す い 。 A ・ B - 2 グ リ ッ ド の分布 も う す い が、 こ れ は 貯蔵穴群
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第E掌 縄文時代 の遺構 と 遺物

第 3 表 第1 1 層 『暗灰褐色砂質 シ ル ト 』 層 遺物出土状況一覧表

\\項 目 出 土 点 数 高

グ リ ァ ド\\ 土 器 ; 石器不 獣 骨 上位線引 下位線m 民 団

A- l グ リ ッ ド 1 : 3 : 7 

北側 2. 98 ! 2. 50 ! 48 

南側 2. 98 ! 2. 54 ! 44 

東側 2. 88 i 2. 56 i 32 

西側 2. 98 i 2. 55 : 43 

北側 2. 58 ! 2. 52 ! (6) 

西壁

南壁

A- 2 グ リ ッ ド 20 i 5 : 5 ・ : 西壁
南側 南方 向約 2 m か ら 消 失

. 目北側 2. 85 i 2. 80 i 上部削平
A- 3 グ リ ッ ド 1 1  : 5 ! 13 : ・ 西壁

南側 2. 84 ! 2. 80 ! 上部削平

東側 東方 向約1. 5 m 地点 で さ れ る 。
A- 4 グ リ ッ ド o i 0 ! 0 北壁

B - l グ リ ッ ド 28 : 10 i 19 

西側 2. 82 ! 2. 76 ! (6) 

」ヒJBII I ') CI&: イ 側 2. 96 i 2. 50 i 46 

南側 2. 88 ! 2. 52 ! 36 

東側 2. 88 ! 2. 50 ! 38 

西側 2. 79 ! 2. 58 ! 21 

北側 2. 58 ! 2. 52 ! 上部削平

東壁

南壁

B - 2 グ リ ッ ド 42 i 26  : 7 ・ 東壁
南側 南方 向約 2 m か ら 消失

北側 2. 88 i 2. 80 i 上部削平
B - 3 グ リ ッ ド 64 i 6 : 6 東壁

B - 4 グ リ ッ ド 129 : 4 ! 7 

南側 2. 84 ! 2. 80 ! 上部削平

北側 2. 95 i 2. 68 i 27 

南側 2. 88 ! 2. 65 ! 23 

東側 2. 90 ! 2. 68 ! 22 

西側 2. 70 ! 2. 60 ! 帥. ・. ー. 

* 出土遺物 は 大小 に 関 わ ら ずーっの破片 を 各一点 と し て 統計 し て い る 。

* 層位で の ( ) 内数字 は 上部が削平 さ れ、 本来的で な い も の で あ る 。

-65 -

東壁

北壁



第 2 節 第 1 1 層 の遺物

第 4 表 層位識別事項一覧表

云1L 第10層 第 1 1 層 第12層

厚 さ (約 2 0 cm) 約 4 0 佃 約 2 5 cm 

灰 褐 色 を 主 調 と す る 暗灰褐色、 黒褐色 を 呈 黄灰褐色や 明褐色 を 呈
(1) 色 調 が、 赤褐色 ・ 青褐色 を し 、 有機質 の た め よ り し 、 明 る い色調で あ る 。

呈 す る 所が あ る 。 暗 い 色調 と な る 。

5 - 6 cm の 磯石が多 く 、 磯石 は 2 - 3 cm と 比較 磯石は 2 - 3 cm と 比較

(2) 砂 礁 の 状 態
少 し 角 が 磨 滅 し て い 的小 さ く 、 少量で あ る 。 的小 さ い が、 多量で あ
る 。 多量の砂磯で あ り 、 砂質土で あ り 、 柔 ら か り 砂質土が少 な い 。 締
固 い 層 で あ る 。 し 、 。 ま り が あ り 固 い 。

(3) 粘質土の含有 粘質土 は 殆 ど含 ま れて 砂質土 と と も に 、 粘質 砂質土 に 粘質土が少 し
及 び保水状態 い な い 。 水が湧 き 出 て 土がか な り 含 ま れ る 。 含 ま れ る 。 保水性 は 弱

く る 。 幾分保水性が あ る 。 し 、 。

大 き な 自 然木や、 木の 何枚 も の う す い有機質 疎 ら に 小 さ な 流木、 小
(4) 有機質 の含有 根、 流木が あ る 。 流木 の集合物が あ る 。 木の 枝木、 そ れ に 木の葉 も

状態 は 表面 の 磨滅が激 し い 。 葉 と 小枝木が 多 い 。 小 少量含ん で い る 。
規模の泥炭層 を な す 。

轟式土器、 曽 畑式土器、 曽 畑式土器。 轟式土器。

(5) 出 土 土 器
阿高式土器、 南福寺式 轟 ー 曽 畑 ( 中 間式) 土
土器、 出水式土器、 古 器
閑式土器 な ど

前 ・ 中 ・ 後期土器 は小 小破片。 小破片。
(6) 出 土土器の状 破片

態 晩期土器 は 大 き な破片
が あ る 。

前 ・ 中 ・ 後期土器 は著 煤 は 殆 ど付着 し た ま ま 幾分 の 磨滅が見 ら れ る
(7) 出 土土器の 磨 し い 磨滅が あ る 。 で あ る 。 磨滅痕跡 は 見 が、 著 し い も の は認め

滅 の 状態 晩期土器 は煤の付着が ら れ な い 。 ら れ な い 。
あ り 、 粗れて い な い 。

* 第 1 1 層 と 12層 と は整合 し た状況 を 見 せ る が、 第1 1 層 と 10層 と は著 し い起伏が生 じ て い る 。
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第 皿章 縄文時代の遺構 と 遺物

の所在位置 と 重 な り 、 貯蔵穴群形成時の撹乱に よ り 生 じ た も の と の理解がで き る 。
こ れ ら の分布状況は石器の分布に も 同様の現象が現れ、 更に下層 に あ た る 第 12 - 15層 の土器 ・

石器の分布状況 も 同 じ 傾 向 が示 さ れて い る 。 そ し て 、 土器 を 見 る と 何れ も 小破片であ る こ と 、 接
合す る 点数が少 な い特長 も 述べ ら れ る 。 更に は土質の状況か ら充分残 り え る 木器類や骨角器等の
生活用 具が殆 ど出土 し て い な い こ と も あ り 、 生活そ の も のの位置 と は異に し て い る と 捉 え る べ き

で あ ろ う 。 先に記 し た堆積状況 と も 併せ る と 、 第1 1層 に 含 ま れ る 遺物 は 、 そ う 離れて は い な い 当

時の生活居住地か ら 、 自 然作用 に よ っ て 小 さ な土砂 と 共に運ばれた も の と 判断す る こ と が最 も 妥

当で あ ろ う 。

遺物分布の少 な い A- 1 ・ 2 グ リ ッ ド に つ い て 、 A- 1 グ リ ッ ド、 か ら 北方 向 へ傾斜 し て 行 く た

め、 分布が途切れ る も の と 理解で き る し 、 B - 1 グ リ ッ ド北側域で も 同様の傾向 が あ る 。 A-
4 グ リ ッ ド域は逆に地形が高 ま る傾向があ り 、 本来的に は包含層が幾分高 く 位置 し て い た も の と
思われ る が、 上面 に 不整合面が あ る こ と に よ り 自 然作用 での削平が生 じ 包含層が消失 し て い る も
の と 判断 さ れ る 。

ま た 、 高 ま り 行 く 方向 が遺物の供給地 と 思われ る が、 第1 1層の遺物の 出土高度 と 大 き な 差異の
な い状態で供給地、 す な わ ち 当時の居住地域が求め ら れれば、 生活場所は相当 に 低い所に位置す
る こ と に な る 。 海進海退に伴 っ て居住地域が変化す る 可能性や、 広 く 有明海 を 巡 る 地盤沈降現象
の有無 を 確認す る こ と な ど は今後の重要 な課題で あ ろ う 。

『遺物の垂直分布� (第13- 18図参照)
近年西北九州 を 中心に縄文時代前期の遺物の層位的検出 に 成功 し た 事例が報告 さ れて き て い る 。

特に 「轟式土器」 ・ 「 プ ロ ト 曽 畑式土器J • r 曽 畑式土器」 ら の前後関係 を 明 ら か に す る 適切 な
資料の提示が続 け ら れて い る 。

今回の調査に お い て 、 平面位置 と 出土高度 を記録に止め、 図表化 し た のが第13- 18図で あ る 。

第11 - 16層 に 包含 さ れ る 遺物 を 見 る と 「轟式土器J - r 曽 畑式土器」 で あ り 、 所謂、 縄文時代前期
の包含層で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 なかで も 第12- 16層 に つ い て は 既述 し て き た よ う に

「轟式土器」 の単純層 と し て 捉 え る こ と が可能 な状況で あ る 。
そ し て 、 第12層で取 り 上げた土器の中 に 「曽 畑式土器」 関係土器片 は数点 に 止 ま っ て お り 、 第

13層か ら 下位で は皆無で あ る 。 ま た 、 第11層 は 「轟式土器」 の 出土が少 な く 、 双方か ら の大 き な
侵略は見 ら れ な い と の判断がで き 、 両者は 明確な時期区分がで き る 安定 し た包含状態 を 示 し て い
る こ と が述べ ら れ る 。
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第 2 節 第 1 1 層 の遺物

2 . 第 E 群土器 (第41 図 16 - 第42図27)

16 は 、 深鉢の ロ 縁部片で、 口 縁部がやや外反 し 外面に 5 条の シ ャ ー プ な 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付

け た も の で 、 一番下の隆帯は 波状 を 呈 す る 。 ま た 、 器壁 は 口 唇部 に 近 く な る に 従 い薄 く な り 、 ナ

デて 丸 く し て お り 、 そ の 丸 く な っ た 口 唇部 に 刻 目 を 施 し て い る 。 E - 3 類 に 分類 し た も の で あ る 。

17 ・ 18は 、 細 く て シ ャ ー プ な 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け た 胴部片で、 口 唇部 を 欠失す る こ と か ら 刻

目 がつ く か ど う か は不 明 で 、 E - 1 類 に 分類 し た 。 19は 、 深鉢の直 口 し て 立 ち 上が る 口 縁部片で、

外面 に 細か く て シ ャ ー プ な 隆帯 を 4 条横走 さ せ貼 り 付け て い る も の で 、 そ の隆帯 閣 の 幅 は 狭 く 口

縁部に 集約 さ せ て い る の が特徴で、 E - 2 類 に 分類 し た も の で あ る 。 器 壁 は 、 口 唇部 に な る に 従

い 薄 く な り 、 口 唇部 は ナ デて 先端 を 尖 ら し て お り 刻 目 は無 い 。 ま た 、 器面調整 は ロ ー リ ン グ を 受

け磨滅が著 し く よ く 分か ら な い が、 条痕 と 考 え ら れ外面 は条痕の あ と ナ デて い る よ う で あ る 。 20

は 、 頭部で屈 曲 し た 後内湾 し な が ら 大 き く 聞 き 立 ち 上が っ て お り 、 口 縁部が膨 ら む器形 を 呈 す る

も の で あ ろ う 。 そ の 口 縁部 に は 、 隆帯 を 貼 り 付 け横走 さ せ て い る 。 一応 E - 1 類に 分類 し た 。 21

は 、 傾 き よ り 胴部で も 底部 に 近 い 部位 と 考 え ら れ る も の で あ る 。 底部 は 、 丸底 と 考 え ら れ、 胴部

に 隆帯 を 貼 り 付 け 横走 さ せ て い る 。 口 縁形態 な ど に つ い て は 、 そ の ほ と ん ど を 欠失す る こ と か ら

不 明 で 、 分類で は E - 6 類 に 属 す る も の で あ る 。 22 は、 胴部片で貼 り 付 け横走 さ せ た 数条の隆帯

聞 に 、 縦走 さ せ た 隆帯 を 貼 り 付 け た文様モ チ ー フ を 持つ も の で 、 E - 7 類 に 分類 し た 。 23 ・ 24 は 、

共 に 直 口 す る 口 縁部 に 半円状の隆帯 を l 条貼 り 付 け た も の で、 24 は 、 そ れ に 縦走 さ せ た 隆帯 も 併

用 し て い る 。 い ずれ も 、 口縁部の 中で も 口 唇部付近 に文様が集約 さ れ る の が特徴で あ る 。 25 は 、

直 口 し て 立 ち 上が る 胴部片で、 内外面 は条痕 に よ る 調整 を 行 っ て い る が、 隆帯で は な く 直径 1 cm 

程の粘土粒 を 貼 り 付 け て い る の が特徴で あ る 。 た だ し 、 小破片で あ る こ と か ら 口 縁形態、 底部形

態、 全体の文様構成 な ど に つ い て は不 明 で あ る 。 26は 、 内傾 し な が ら 立 ち 上が る 胴部片で、 半円

状 の 隆帯 を 数条単位で重弧文状 に 貼 り 付 け た も の で 、 分類で は E - 8 類 に 属す る も の で あ る 。 内

面 に は 、 条痕 に よ る 調整痕が残 り 外面 は ナ デて い る 。 27は 、 胴部片 で あ る が傾 さ よ り 底部 に 近 い

部位で、 丸底 に な る も の と 考 え ら れ る 。
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第 2 節 第 1 1 層 の遺物

3 . 第 E 群土器 (第43図 1 - 7 )

こ こ で述べ る 第 E 群土器 は 、 こ の章の第 1 節で報告 し た第 E 群土器に 後行 し て 、 昨今 「 プ ロ ト

曽 畑」 と 呼称 さ れ る も のの範時に は い る も の と 判断 し た 7 点 を 取 り 上げて い る 。
1 - 5 は何れ も 小破片で器形 を 明 ら か に し な い が、 沈線文 を 施 し て い る 。 微か に 区 画 を な す横

線が見 ら れ、 や や 曲線化 し た沈線文 4 は非常に細い沈線で あ る 。 5 ・ 6 は太 く シ ャ ー プな沈線で
あ り 、 直線の区画が見れ、 弧線文様 を 充填 さ せて い る 。 焼成 も 充分で非常に堅級 な土器で あ る 。

7 は二本の横沈線の区画 を な し 、 上下に平行す る 曲線を充填 さ せて い る 。 1 の 内面は条痕の痕跡
が あ り 、 ナ デ調整 を 重ねて い る 。 そ の ほか は ナ デ調整で あ る 。
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第 皿 章 縄文時 代 の 遺構と 遺物

4 . 第U 群土器 (第44図 8 - 第48図51 ・ 第101図 4 - 第108図84)

第W群土器は 『曽 畑式土器』 と す る 土器群で あ る 。 従来の 曽 畑貝塚 を 中心 に し た調査に よ っ て
「 曽 畑式土器」 と し て提示 さ れた土器で あ る が、 そ の標式遺跡で の土器内容 を 明確に 出来て い な

い 状況で あ る 。 今回、 標式遺跡そ の も ので新た な る 資料が出土 し た こ と に よ り 、 こ こ を 『 曽 畑式
土器』 の土器内容 を よ り 明 ら か に す る 機会 と し た い。

第1 1層か ら 出土 し た 曽 畑式土器は破片の大小に 係わ ら ず各一点 と し て 捉 え て い く と 、 合計273

点で あ る 。 そ し て 、 特長 を 持 ち 図示が可能な破片は51点であ っ た。

①器形 に つ い て
概念的 に は大型深鉢 と 小型深鉢、 それに椀形土器 と に分 け られ よ う が、 小破片が多い た め復原

作業が困難で あ る 。 数少な い な か に 状況を示す資料を提示 し て 器形概念の イ メ ー ジ化 を 計 っ て お

き fこ し 、 。
第1 1 層 出土土器だ けで は可能 な資料が な い た め 、 第 4 節で報告す る な かの資料 を も 用 い て 行い

Tこ し 、 。
『大型深鉢』 第44図 8 ・ 9 の深鉢を典型 と す る 。 当然 こ れ よ り 大型の も の も あ ろ う 。 そ し て 、

大型深鉢の なかでやや小 さ い も の を 第94図 3 で示 し て お き た い。
『小型深鉢』 上記の大型深鉢 よ り も 小型の も の を 対象 と し て い る 。 良好な資料に恵 ま れ な い が

第103図27 - 33な ど を 示 し て お き た い。
『椀形土器』 口 径に比較 し て 器高の低い も ので、 こ れ も 非常 に 資料が少 な い が第46図26 ・ 第 107

図70 を 示 し て お き た い。 「ボ ー ル状浅鉢」 と の表現 も さ れて き て い る 。 器形の大小 が あ ろ う が 、

こ こ で は一括 し て 椀形土器 と し て お き た い 。

以上、 因み に 全て が復原 し た も の を計測す る こ と に な る が、 目 安 と し て 捉 え る こ と と し て お き

fこ い。

器 形 図 版 番 号 口 径 cm 器 高 αn 

大型深鉢 第44図 ( 8 ) 2 4. 1 2 3. 6 

大型深鉢 第94図 ( 3 ) 2 0. 9 2 1 . 7 

小型深鉢 第103図 (27- 33) 1 5 佃程度 と 推定 1 3 佃程度 と 推定

小型深鉢 第106図 (63) 1 6. 3 1 7. 5 

椀形土器 第46図 (26) 1 2 . 8 6. 8  

椀形土器 第107図 (70) 1 3 . 8 7. 1 
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第 皿 章 縄文時代 の 遺構 と 遺 物

こ れ ら の土器群に つ い て は 出土遺物観察表に ま と めて い る 。 器形 は 深鉢が最 も 多 く 、 椀形土器

は 3 点 と 非常に 少 な い。

②器形形状

く 口縁部形状>
全体 を窺い知 る 資料は少な い が第44図 8 ・ 9 第45図10は大 き い破片で あ り 、 復原 を 試みて 見 た

8 は 口縁部がやや 内湾ぎみ に外反を な し て お り 、 9 ・ 10は若干外反 ぎみ で あ る 。 頭部が少 し 締 ま
り 、 胴部に幾分膨 ら み が見れ る 。底部は所謂丸底 を 呈 し て い る 。 深鉢での 口縁部は概 し て 外反 ぎみ

の も のが ほ と ん どで あ る 。 図示作業は 出土 し た小破片 を 用 い て の も の で あ り 、 誤 り も 指摘 さ れ る

か と 思われ る が、 図示 し た状態での 口 縁部の傾 き を 形態図 と 比較 し て み る と 次 の よ う に 示 さ れ る 。

第1 1 層 出土土器口 縁部形態図

対象 と し た 口縁部
類 l!! 類 l!!! 類 I IV 類 1 v 類 | 羽 類 l 第44図 8 ・ 9

く 口 唇部形状〉

第45図 10- 16
第46図 17 - 20 ・ 28
第47図 29 ・ 30

結果

合計 16点

E 類 9 点
W 類 7 点

合計 16点

口 唇部に お け る 施文文様に ついて は後述す る と し て 、 こ こ で は形状 を 主 と し て 分類 を 進 め て み
た い 。 な お 、 上記、 口縁部傾斜状況につ い て の考慮は し な い こ と に し て 作業 し て い る 。

口 唇部分類図

I 類 先端のや や 内側 に
I 類 I n 類 I m 類 | W類 | V 類 | 羽類 | 四 類 1 1 尖 り が あ る も の。

E 類 先端の直状 に や や
尖 る も の。

E 類 先端が丸 く な る も
の。

W類 先端のやや外側 に
尖 り が あ る も の。

V 類 平た く な る も の
VI類 やや平た く な る も

の
vn類 平 た く 、 つ ま みが

外側 に で る も の。
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以上の分類に該当す る も の は W類 9 点 8 ・ 9 ・ 12 ・ 13 ・ 15 ・ 16 ・ 17 ・ 20 ・ 30、 V 類 2 点18 ・ 29、
VI 類 4 点14 ・ 1 1 ・ 10 ・ 19、 vn類 l 点28 と な り W類 ' VI類が多い。

く底部形状>
4 点の底部資料第48図48- 51が出土 し て い る 。 何れ も 、 所謂丸底の範曙に 捉 え ら れ よ う が、 幾

分平た い座 り と な り 、 51 は やや上げ底 ぎみで あ る 。

③施文文様につ い て

〈文様呼称に つい て〉
全体文様. . . ・ H ・ . .総称. . . ・ H ・ . .… 『幾何学文様』
学史的 ・ 設定的文様の呼称 を 参照に
す る と 右表の よ う に ま と め ら れ よ う 。

③
④
⑤
 

柿原野田遺跡出土土器

〔水 ノ 江和同 (1 987) に よ る 〕

\ 文 様 帯 技 法 構成文様

① 第 I 文様帯 刺突技法 刺突文

② 第 2 文様帯 沈線技法 横線文、 沈線
(横) 文、 区画沈線

③ 第 3 文様帯 沈線技法 複合鋸歯文
(斜め)

④ 第 4 文様帯 沈線技法 横線文、 沈線
(横) 文、 区画沈線

⑤ 第 5 文様帯 沈線技法 複合鋸歯文
(斜め)

⑤ 第 6 文様帯 沈線技法 沈線文、 短沈
(横) 線文

以上、 福岡県甘木市、 柿原野田遺跡出土土器 を モ デル と た文様帯区分 と 文様技法 ・ 構成文様が

示 さ れ る が、 出土 し て い る 土器の文様は種 々 で あ る 。 主な る 文様 を 見て み た い。

全体文様

〔器面文様〕
全体文様が知れ る も の は少な い が、 第45図11 ・ 12は粛j突文 ・ 横区画沈線文 を 施 し 下位に 斜行す

る 沈線文が あ り 複合鋸歯文及び短沈線文 を 形成す る も のであ ろ う 。 14に も 弱し 、二本の横区画沈線
文 を 認め る こ と が.で き る 。 何れ も 口縁部か ら 胴部にか けて刺突文 ・ 横区画沈線文 ・ 複合鋸歯文 を
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な し 、 底部へ と 短沈線文 を 施す典型的 な施文 を 構成す る も の に 見れ る 。 12 ・ 14は裏面 に も 刺突文
を 施 し て い る 。

刺突文の下位 に 横区 画沈線文 を な す こ と な く 短沈線文 を 連続 さ せ る も の が多 い 。 8 ・ 9 ・ 10 ・ 1
3 ・ 17 - 20 ・ 27で あ り 、 28 は 刺突文が な く 短沈線文 だ け の施文で あ る 。

29の 口 縁 部 外 面 文 様 は 短 沈 線 に 斜行す る 沈線 を 重ね て お り 、 山 形文様 と 表現 し て お き た い 。
37 は 二 段 の 複 合 鋸 歯 文 が あ り 、 二 条 め の 区 画 沈 線文 を 挟ん で 施文 さ れた も の と 判断 さ れ る 。
38 は胴部片で あ る が、 縦横 の沈線文 を 施 し た網代文様で あ る 。

腕形土器 の な かで、 24は 口 縁部 に 斜行す る 沈線文が あ り 、 26は細か い 四条 の 刺突文で あ る 。 25
は 器形 を 明確に し な い が、 深 く 明瞭 な 刺突文で あ る 。

〔内面文様〕
内 面 に 刺突文が施 さ れた も の は 多 く 、 10点 を 数 え る 。 刺突文が殆 ど で 一条 と 二条の も の が あ り 、

一部 口 唇部 に かか る も の が あ る 。 17は 刺突文の下位に 二条の沈線文が あ り 、 27 も 同様で あ ろ う 。
28 - 30 は 器面 と 全 く 同様の短沈線文 を 施 し て い る 。

〔刺突文様〕

こ こ で 、 口 縁部 に 施文 さ れて い る 「刺突文様」 に つ い て 記 し て お き た い 。 各点 ご と の 形 を 次 に

示 し て み た 。

〔刺突文様 点状文様分類図〕

①類 ②類 ③類 ④類 ⑤類 ⑥類 ⑦類

回 国 固 函 園 田 N
丸点 長方形点 隅丸方形点 零状点 逆三角形点 楕 円形点 短沈線状点

器面で刺突文様 を 確認で き る 口 縁部が19点 あ り 、 以上の分類 を 行 う と ①類が多 く 10点で あ り 、

こ の ほ か で は ③ ・ ⑤類各 3 点、 @類 2 点、 ④類 1 点で あ る 。 ①類の な か で三条 (列) が 5 点、 四

条 が 4 点 と 措抗 し て い る 。 ③類 は非常 に 幅広 く 四条 も し く は 五条 に な り 羽状文 を 形成 し て い る 。

内面で は 8 点 を 確認で き 器面 同様①類が多 く 7 点 を 数 え る 。 残 り の l 点 は ③類で あ る 。

〔 口 唇部文様〕

口 唇部 に 施文 が 多 い の も 特色で 9 点 を 数 え る 。 上記、 刺突文 と 同様 に 円点が多 い 。 概 し て 小型

の器形の場合が密 に 施文 さ れ る 傾 向 が指摘 さ れ る 。

④製作技法 に 関 し て

日点の資料のなかで滑石が混入 さ れ た も の は 4 点 と 少 な い 。 胎土 を 見 る と 含 ま れ る 砂粒 は 角閃石、
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第 2 節 第 1 1 層 の遺物

長石、 石英が殆 ど に 見 ら れ る 。 粘土紐 を 巻 き 上げ製作 し た も の と 思わ れ る が、 器厚は器形の大小

に は係 わ ら ず均一性が あ り 、 5 - 6 mm に 集中 し て い る 。 焼成は概 し て 良好で あ る が、 器面が粗れ

た 不充分 な も の も 見 ら れ る 。 器面調整 は ナ デ調整で あ り 、 原調整の状況 を 明 ら か に で き な い が、

内 面 に は 原調整痕が幾分残 さ れて い る 。 口 縁部や胴部で は殆 ど ナ デ調整で あ る が底部近 く に は へ

ラ ナ デの痕跡や 弱 い 擦痕が認め ら れ る も の が あ る 。

文様の施文具 は幾種類か あ り そ う で あ る 。 前記の刺突文 に 丸点が あ る こ と か ら 先端の 丸 い も の 、

14の 刺突文 で は 先端がやや尖 っ た も の 、 8 で は先端がやや角張 っ た も の が あ る こ と が理解で き ょ

う 。 そ し て 、 大小 に よ り 更 に 数多 い 種類が想定 さ れ る 。

⑤接合状況

接合 し た 土器が 9 点 あ る 。 な かで 8 点 は第11層内 での接合で あ り 、 第10層 出 土土器 と 接合 し た

も の は た だ 1 点で あ っ た 。 第 1 1 層 に お さ ま る 安定 し た包含状態 と 述べ ら れ よ う 。

@ 出 土高度差 に よ る 新 ・ 旧 時期傾向

第 1 1 層 か ら 出土 し た51点の 土器片 に つ い て 高度分布状況図 を 作成 し て み た 。 全体的 な 状況 に つ

い て は 先 に 報告 し て い る が、 こ こ で は 4 群の土器群 に 分 け て 作業 を 進め て み た 。 4 群の 土器群内

容 を 記 し て お き た い 。

( A ) 第 E 群土器 r プ ロ ト 曽 畑式土器」 と 称 さ れ る 土器群 ( 1 - 7 )

( B ) 第 W 群- 1 類土器 r 曽 畑式土器」 の な かで も 古期 と 考 え ら れ る 土器で、 刺突文 + 区

画沈線文 + 複合鋸歯文 + 短沈線文 を 施文 し て い る と 判断 さ れ る 土

器で あ る 。 [11 . 12. 14. 32. 34. 36. 37. 38) 

( C ) 第 W 群- 2 類土器 r 曽 畑式土器」 の な かで単純 に 刺突文 + 短沈線文 を 施文 し て い る

土器で あ る 。

[ 8 . 9 . 10. 13. 17- 22. 27. 33) 

( D ) 第 W 群- 3 類土器 r 曽 畑式土器」 の な かで ( 1 ・ 2 類) を 除い た土器で あ る 。

[15.  16. 23 - 26. 28 - 31 .  33. 35. 39- 51)  

以上の高度位置 を 図表化す る と 次 の 図(1)- (4)で表 さ れ る 。

分布図 の 状況か ら 見 る と 、 第 E 群土器 は海抜高度2. 60 - 2. 80m に 纏 ま っ た 出 土状況 を 示 し て い

る 。 第 W 群- 1 類土器 は 少 な い 点数で の処理で あ る が、 2. 50m下位 ・ 2. 50 - 2. 80m ・ 2. 80m 以上

の 3 クール ー プ と で き ょ う 。 下位か ら 上位へ を 仮 に 第 1 - 皿 ク'ル ー プ と 呼ぶ こ と に し た い 。 と す る

と 、 も と に 戻 り 第 m 群土器 は 第 E ク'ル ー プ と し て 捉 え ら れ よ う 。 同様 に 第 W 群- 2 類 も 3 クール ー

プ と な る 。 第 W 群- 3 類は 最 も 点数が多 い が や は り 3 グル ー プに 明確 に 分 け る こ と がで き る 。 以

下、 各 クVレ ー プの 特色 を 見 て み た い 。
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3 . 00m 3 . 00m 

d三E列レープ 第 田 グルー プ
2 . 50m 2 . 50m プグ第「lノノパし
2 . 00m 2 . 00m 

図 1 第 E 群土器出土高度 図 図 2 第U群一 1 類土器出土高度 図
3 . 00m 3 . 00m ---------一一 第 皿 グルー プ. ・

2 . 50m 2 . 50m 

2 . 00m 2 . 00m 

図 3 第W群- 2 類土器出土高度 図 図 4 第U群ー 3 類土器出土高度図

く第 I グル ー プ〉

点数 は 最 も 少 な く 8 ・ 12 ・ 25 ・ 46 ・ 47の 5 点で あ る 。 な か で 、 8 ・ 12は上位 グル ー プ と の接合

資料で も あ る 。 46 ・ 47 は 胴部片で文様は短沈線文 と 網代文 と 判断 さ れ、 46 は滑石の混入が あ る 。

25は非常 に 小 さ な破片で あ り 明 確 な 状況 を 知 り え な い が、 器面及 び 口 唇部の 刺突文が強烈 な 土器

で あ る 。 焼成 も 充分 で 非常 に 堅徹 で あ る 。 8 は接合資料で第 10膚 も 含 め 6 点の破片が接合 し た も

の で 、 l 点 だ けが深い と こ ろ か ら の 出 土 で あ り 、 第 n - 第 rn クリレ ー プの可能性が強 い 。 同 じ く 接

合資料 の 12 は 深鉢の 口 縁部 で 、 刺突文 (四条) + 区画沈線文 (五条) + 複合鋸歯文 + 短沈線文の

典型的施文 を な す も の で あ る 。 口 唇部や内側 に も 丸点 を 施 し て い る 。 非常 に 整 っ た土器で あ る 。

く第 E ク.ル ー プ>

土器群の 混在が見 ら れ る 。 第 皿 群土器 は こ こ に 集中 し て お り 、 第 W 群ー l 類 ・ 2 類の集中 も 見

ら れ 1 類 は上層 へ と 少 な く な る 傾 向 、 2 類 は 引 き 続 き 残存す る 傾 向 が 見れ る 。 29 ・ 30の 刺突文 を

持つ こ と な く 、 短直線 を 施文 し た土器 も こ の グル ー プで捉 え ら れ る 。

く第 E グル ー プ>

最 も 多 く の土器片 が集中 し て お り 、 バ ラ エ テ ィ に と ん で い る 。 第 W 群- 2 類 の 残存傾 向 は指摘

さ れ る が、 1 類 は 少 な く な っ て い る 。 滑石 を 混入 し た土器 も こ の クツレ ー プ に は 見 ら れて い な い 。
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第 2 節 第 1 1 層の遺物

5 . 石器

1 は磨滅の進ん だ石鍛で、 長脚の 片方 を 失 し て い る 。 端正 な形状、 そ し て 綿密 な 調整剥離 を 行

っ て い る 。

2 は石匙で あ り 、 分厚い 安山岩の剥片 を 素材 と し て お り 粗い 加工で あ る 。 交互剥離に よ る 刃部

形成 を 行 い 、 簡単 な 扶 り を 施 し 幅広 い 摘 み部 と し て い る 。

3 ・ 4 は 磨製石斧で あ る 。 3 は偏平の緑泥片岩が素材で あ る が、 磨製 に よ り 鋭い 刃部の形成が

あ る 。 面への磨製 は 行 っ て い な い 。 4 は磨製石斧の壊れた小破片で あ り 、 面加工 さ れ た 磨製痕が

見 ら れ る 。

5 は 良質 の黒曜石の剥片で縁辺 に 細 か な使用痕が多 い 。

7制静
く=>

どf\\〉 2 

4 

てこ二二二ご� 3 

一時j一色
ζこ::::::::\. 5 

第49圏 第1 1 層 出土石器実測図
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第 田 章 縄文時代の遺構 と 遺物

第 3 節 貯蔵穴遺構

1 . 貯蔵穴遺構の分布状況 (第50図)

貯蔵穴群 は地表下約 2 - 2. 3 m の位置、 第11層 に検出面 が あ り 、 800m' の 調査区か ら 総数 6 2 基

が検出 さ れて い る 。 調査区 の ほ ぼ中央部 に集中 し て 分布 し て お り 、 グ リ ッ ド で示せば A - 2 ・ 3 、

B - 2 グ リ ッ ド で あ り 、 こ の ほかの グ リ ッ ド で は検出 さ れて い な い 。 す な わ ち 、 南北約1Q - 15 m

の帽で東西 に分布 し て い る こ と に な る 。 こ の な かで、 中央部南側 に や や 空 白 地帯が存在す る こ と

は 指摘 さ れ る が、 大 き な 視野で見れば、 ほぼ直線的 な分布傾向 と 見れ る 。 そ し て 、 調査区外へ は

東西方 向 へ は確実 に 延 び る も の と 判断 さ れ る 。 そ れ は 、 東側 へ は やや末広が り の傾 向 と と も に 、

縄文時代後 ・ 晩期 の 貯蔵穴 と の重複現象が確認 さ れ る こ と に よ り 、 加 え て 、 次第 に 後行 し て い く

と い う 、 時期的 な 変選 も 見せ な が ら 延 びて い く も の と 推定 さ れ る 。 逆 に 西側 へ は先行す る 貯蔵穴

群の 存在が推定 さ れ、 先細 り に 見れ る 。 こ れ ら の こ と は 、 東側の 台地か ら 延 び る 舌状の段丘や 、

砂鳴状 の 高 ま り は 直線的で あ っ た と 判断 さ れ る が、 こ の 高 ま り に の り 、 ま た 、 沿 っ て 貯蔵穴群が

形成 さ れた がた め に 、 以上の よ う な分布状況 を 示す も の と 理解 さ れ る 。 一方 、 時期的 な 後行 に 伴

い 、 貯蔵穴群が次第 に 東側 の 高 い 場所へ と 変遷す る 傾 向 は 、 立地的 な 変化が、 そ の大 き な 理 由 の

一つ に な っ た も の と 推測 さ れ る 。

さ て 、 全体的 に 貯蔵穴の重複 は 少 な く 、 適 当 な 空間域 も 存在 し て い る 。 規模 は不統一的で あ る

が、 全て が 円 形 も し く は 楕 円形 を な す平面形状 に は統一性 を 指摘で き ょ う 。 な お 、 貯蔵穴番号 は

検 出 の 順序 に 従 っ た も の で あ る 。

2 . 第 1 - 62号貯蔵穴遺構

第 l 号貯蔵穴

A - l グ リ ッ ド 内 で 、 グ リ ッ ド の 南東 コ ー ナ 一 部 に 検 出 し た 貯蔵穴で あ る 。 A - l グ リ ッ ド

で検出 し た の は こ の 1 基だ け で 、 貯蔵穴群の最 も 北側 に 位置 し て い る 。 こ の貯蔵穴 は 、 今 回 の 調

査で最初 に 検 出 し た記念す べ き 貯蔵穴で あ る 。 北側部分 の約 2 / 3 が 削 ら れ て な く な っ て い る が

直径 1 m程の 円 形 ま た は楕 円形 プ ラ ン を 呈 し た も の と 考 え ら れ、 断面 は U 字形で深 さ は わ り と 深

く 約ぽ加を測 る 。 昭和田年の試掘調査で は泥炭層 に 含 ま れ る 遺物 と 判断 さ れ、 編 み物片、 曽 畑式土

器片等が 出 土 し 、 近 く に 何等かの遺構が存在す る 可能性が述べ ら れて い る 。 貯蔵穴 は 、 断面観察

の結果、 第 1 1層 の 中位付近 よ り 掘 り 込 ま れて お り 、 網代編 み の 編 み物が確認 さ れ、 基底部 よ り 立

ち 上が っ て い る の が確認で き 、 カ ゴ状の も の で は な い か と 考 え て い る 。 ま た 、 貯蔵穴内 か ら は若

干の ド ン グ リ も 出土 し て お り 、 取 り 残 し た も の で あ ろ う 。 ま た 、 木 の葉や木片等の 自 然遺物 も 検

出 さ れて い る 。 こ れ は埋没時 に 入 り 込ん だ も の と 判断 し て い る 。 埋土が1 1 層 に 近 い こ と や貯蔵穴

掘 り 込み面の確認が で き 前期 の遺構で あ る 。
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第 2 号貯蔵穴実測図第51 図

(第51 図)第 2 号貯蔵穴

B - 2 グ リ ッ ド 内 で、 中央 よ り や や南寄 り の と こ ろ で検出 さ れ た貯蔵穴で あ る 。 貯蔵穴 は 、 長

径1l0cm、 短径97佃 の ほぼ東西 に長い楕円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面は U 字形で深 さ は3 7 叩 を 測 る 。

貯蔵穴内 に は、 直径10- 20叩程の石が数個 あ り 、 中央付近か ら は長 さ が50叩程 に 揃 え ら れた ツ ル

状の植物遺体が 出 土 し て い る 。 束ね ら れた よ う な 状態で あ る 。 こ の ほ か イ ノ シ シ の下顎骨等の獣

骨片や木片 も 出 土 し た。 土層断面 は貯蔵穴の基底部か ら 中位付近 ま で は 砂磯お よ び砂が堆積 し て

そ の上面 に は 自 然遺物 を 含む 灰色粘土が堆積 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 貯蔵穴が 中位付近お り 、

ま で 自 然堆積 し 、 生 じ た 凹部 を ツ ル状植物の 水づ け に 再利用 し た も の で あ ろ う 。 埋土状態 か ら 前
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第 3 節 貯蔵穴遺構

第 3 号貯蔵穴 (第52図)

B - 2 グ リ ッ ド の 2 号貯蔵穴の北側 か ら検出。 長径105冊、 短径101叩の 円 形 フ・ ラ ン を 呈 し 、 断
面 は U 字形で深 さ は32叩 を 測 る 。 35号貯蔵穴 と 切 り 合い が あ り 、 35号貯蔵穴が新 し い 。 中位付近
よ り 石皿 お よ び長 さ 30 - 40叩程の薄い 木の表皮が出土 し て お り 貯蔵穴の蓋材 と し て使用 さ れた も
の で あ ろ う 。 基底面 に は 、 多 く の ド ン グ り が詰 ま っ て い た 。 底面 に は 砂礁が 自 然堆積 し て い る 。

埋土 よ り 前期の遺構 と 判断 さ れ る 。

第 4 号貯蔵穴 (第52図)

B - 2 グ リ ッ ド の 3 号貯蔵穴の北側で検出。 南側 を 32号貯蔵穴 に よ り 切 ら れ る な ど し て い る が、

直径1 10佃程の不整 円形 プ ラ ン を 呈 し た も の と 考 え ら れ、 断面 は U 字形で深 さ は22 叩 を 測 る 。 貯

蔵穴内 か ら 曽 畑式土器片が 出 土 し て い る 。 基底面 に は ド ン グ り が詰 ま り 、 砂礁が 自 然堆積 し て い

る 。

第 5 号貯蔵穴 (第53図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 の 、 3 号貯蔵穴の東側で検出。 直径100叩程の 円形 プ ラ ン を 呈 し た も の と 考 え

ら れ 、 断面 は U 字形で深 さ は23叩 を 測 る 。 6 号 ・ 31号貯蔵穴の 2 基 と 切 り 合 っ て お り 、 31号貯蔵

穴が古 く 、 6 号 と の前後関係 は 明確 に で き て い な い 。 6 号貯蔵穴 と 接 し て 50 x 35cm程の 大 き な 安

山岩が置かれて い る こ と か ら 、 時期 を 同 じ く す る 可能性が強 い 。 貯蔵穴内 か ら は 、 編み物の断片

や木の葉や木片等 の 自 然遺物が出土 し 、 基底面 に は 多量の ド ン グ り が検 出 さ れ た 。 底面 に 砂礁が、

上面 に は粘土が 自 然堆積 し て い る 。

第 6 号貯蔵穴 (第53図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 の 、 5 号貯蔵穴 の す ぐ北側で検出 さ れた貯蔵穴で あ る 。 直径90叩程で 、 円 形

プ ラ ン を 呈す る も の と 考 え ら れ、 断面 は U 字形で深 さ は26佃 を 測 る 。 5 号貯蔵穴 と 切 り 合 っ て い

る が前後関係 に つ い て は 明 ら か に し な い 。 貯蔵穴内 か ら は 、 曽 畑式土器 片 が数点出土 し 、 ま た木片

や木の葉等 の 自 然遺物 も 出土 し て い る 。 ま た 、 貯蔵穴内 に は 、 ド ン グ リ が多量 に 詰 ま っ て お り 、

取 り 出 し た形跡 は認め ら れ な い 。

第 7 号貯蔵穴

B - 2 グ リ ッ ド の 、 6 号貯蔵穴 の す ぐ北側で検出。 長径136 叩、 短径100 叩の 楕 円 形 フ・ ラ ン を

呈 し て い る 。 将来の 調査 を 期 し て 、 全体 を 固定 し 取 り 上 げて い る 。

第 8 号貯蔵穴 (第54図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 の、 南側 の A ー 2 ・ B - 3 グ リ ッ ド の 境近 く で検出。 長径110 冊 、 短径92叩

で ほ ぼ東西 に 長 く な る 楕 円 形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は U 字形で深 さ は35叩 を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、

曽 畑式土器片 と 獣骨、 編み物片 そ れ に 、 ド ン グ り や木の葉等の 自 然遺物が 出土 し て い る 。 編み物片

は 東壁際の 中位付近で検出 さ れ、 土器 も 出土状況 を 同 じ く し て い る 。 ド ン グ り は基底面 に 少量出

土 し て い る 。 量が少 な い こ と か ら 取 り 残 し で あ ろ う 。 底 に 砂礁が堆積 し て い る 。
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第54圏 第 8 号貯蔵穴実測図
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第 9 号貯蔵穴 (第55図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 で、 8 号貯蔵穴の北側 に 37号貯蔵穴 と 切 り 合 っ て 検 出 さ れ た 貯蔵穴で あ る 。

長径99畑、 短径67叩 の ほ ぼ南北 に 長 い 楕 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は U 字形で深 さ は20叩 を 測 る 。

3 7 号 貯 蔵 穴 と 切 り 合 っ て お り 、 当貯蔵穴が古 い 。 検出面 に 直径25叩程で人頭大の軽石が あ り 、

あ た か も 目 印 と し て 置かれて い る よ う で あ る 。 貯蔵穴 内 か ら は 、 他 に 土器片や木片、 そ れ に 25 x

12佃程で薄い長方形の木皮片が出土 し て い る 。 貯蔵穴の基底面 に は 少量の ド ン グ り が 出 土 し て い

る 。 取 り 残 し 分で あ ろ う 。 底 に は砂礁が堆積 し て い る 。

第 10号貯蔵穴 (第56 ・ 57図)

A - 2 グ リ ッ ド 内 の 、 9 号 貯蔵穴の す ぐ東側で検出。 長径166cm 、 短径150佃 の ほ ぼ東西 に 長

い 楕 円 形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は U 字形で深 さ は42叩 を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 曽 畑式土器数片 と

石皿、 獣骨、 そ れ に 木片 や 木の葉等の 自 然遺物 と 、 基底部か ら は 少量の ド ン グ リ が 出 土 し て い る 。

ま た直径20叩程の軽石や 薄 い 表皮 ら し い 木片 も 出土 し て い る 。 底 に は 砂礁が堆積 し て お り そ の上

は 灰黒色粘土が お お う 。
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(第58図)第 1 1号貯蔵穴

A- 2 グ リ ッ ド 内 の 、 10号貯蔵穴の す ぐ東側で検出。 長径78叩、 短径70叩 の ほ ぼ円形 プ ラ ン を

呈 す る 。 断面 は 若干 オ ー バ ー ハ ン グ気味の部分が あ る が ほ ぼ U 字形 で 、 深 さ 65cm を 測 る 。 上面か

ま た 、 貯蔵穴 内 に は ク ヌ ギ が上面 ま で び っ し り 詰 ま っ て い た 。ら は 、 曽 畑式土器が 1 点 出 土 し 、

中位付近 よ り 下層 が ま だ 実 の詰 ま っ た状態の も の で、 上層 は 実 を 取 っ た 後 の 殻だ け の も の で あ っ

た 。 ク ヌ ギ の 出 土 は 当貯蔵穴 1 基だ けで あ る 。
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(第四図)第12号貯蔵穴

A - 2 グ リ ッ ド 内 の、 39号貯蔵穴のす ぐ東側で検出。 長径115叩、 短径103叩 の ほ ぼ 円形 プ ラ ン

を 呈 し 、 断面は皿状で深 さ 32叩 を 測 る 。 貯蔵穴内の検出面付近 に は 、 17 x 14叩程で楕 円 形 を 呈 し

た 安山岩が 1 個検 出 さ れた 。 ま た石 の す ぐ下か ら は イ ノ シ シ の下顎骨や肩牌骨等の獣骨が多 く 出

土 し た 。 投棄 さ れ た も の で あ ろ う 。 中位面の 南側壁画近 く に 編み物片 が 、 北側壁面 に は ツ ル状 の

植物が数本 円 く 束ね ら れ た よ う な状態で出土 し た 。 編み物 は 、 縦材が放射状 に 延 びて い る こ と か

カ ゴ の 底 に 近 い 部分 と 考 え ら れ る 。 ツ ル状植物は水づ け さ れた の で あ ろ う か。 底か ら 出土ら 、

し た ド ン グ リ は 、 極少量で あ る こ と か ら 取 り 残 し で あ ろ う 。

EON -N
 

E

0

4y .
N
 

⑧ 

2 . 50m 

2 . 30m 

50叩nu
，‘.

 
m
 
nu

 
'Ea・•

 

n，u

 -94 -

第1 2号貯蔵穴実測図第59図



第E章 縄文時代 の遺構 と 遺物

第 13号貯蔵穴 (第60 ・ 61図)

A - 2 グ リ ッ ド 内 の、 ほ ぼ中央付近 に検出 さ れた貯蔵穴で あ る 。 長径113畑、 短径104叩 の ほ ぼ

円 形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は U 字形で、 深 さ 75叩 を 測 る 。 貯蔵穴内上面 に は 、 破砕 さ れた ド ン グ り

の殻が10叩程皿状 に 堆積 し て お り 、 そ の上 に は 、 20- 30叩程の 楕 円形 を 呈 し た 安 山岩 と 石皿、 磨

石の石器や イ ノ シ シ の下顎骨、 木片が出土 し た 。 ま た 中位面付近か ら は 曽 畑式土器片 が数片出土

し た。 上面の ド ン グ リ の 殻 だ け が堆積 し て い る 部分 と 下面 と は 、 堆積の状況 に 明 ら か に 違 い が あ

る 。 完 全 に 自 然埋没 し て い な い段階 に 生 じ た 窪地 を ゴ ミ 捨て 場 と し た も の で あ ろ う か。
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第60圏 第1 3号貯蔵穴実測図 ( 1 )

nE

 



第 3 節 貯蔵穴遺構

唱
a 

D 

w 

a

ワ

⑨ 

第61 図 第1 3号貯蔵穴実測図 (2)

-96一

2 . 40m 

2 . 20m 

2 . 00m 

1 . 80m 
50咽
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(第62図)第 14号貯蔵穴

A- 2 ・ 8 - 2 グ リ ッ ド に 接 し た位置に検出。 全体形 を 明 確 に し な い が、 長径170cm、 短径138

m程の楕 円形 プ ラ ン を 呈 す る も の と 判断 し て い る 。 断面は U 字形で深 さ は60cm を 測 る 。 27号貯蔵

穴 と の切 り 合 い が あ り 、 当貯蔵穴が古 い 。 13号貯蔵穴 と 同 じ く 上面 に ド ン グ リ の殻だ け が捨て ら

れて い る 。 ゴ ミ 捨て 場 と し て 再利用 し た も の と 考 え ら れ る 。底か ら 編み物が出土 し 、 底全面 に 広が

っ て い る 。 上 に は30 - 40cm程の 大 き さ の安山岩や凝灰岩が数個見 ら れ る 。 ま た 、 貯蔵穴 内 か ら は

曽 畑式土器片や魚の う ろ こ が数枚 と 、 木片や木の葉そ れ に ド ン グ リ 等の 自 然、遺物 も 出土 し て い る 。
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第 15号貯蔵穴 (第63図)

A - 3 グ リ ッ ド 内 で 、 グ リ ッ ド の ほ ぼ中央付近に検出 さ れた貯蔵穴で あ る 。 今回検出 し た 貯蔵

穴群の 南端 を 示す 。 直径65叩の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は 皿状で深 さ は 15cmで あ る 。 底 に は 、 砂

質 土が 3 叩程堆積 し て お り 、 そ の上 に は 自 然遺物 を含んだ青灰色の粘土が堆積 し て い る 。 こ の二

つ の層 の 境付近か ら は 、 木皮が出土 し た 。 木皮は35 x 30畑 を 測 り 、 蓋 を し て い た も の で あ ろ う 。

編 み物片 も 出土 し て い る 。 断 片 で あ る が ツ ル状の植物で巻い た状態が見 ら れ カ ゴの 口 縁 で あ ろ う 。

第 16号貯蔵穴 (第63図)

A - 2 グ リ ッ ド 内 の 、 A - 3 ・ B - 3 グ リ ッ ド の境近 く で検出。 長径89cm、 短径71叩 の 楕 円 形

プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は皿状で、 深 さ 9 cm を 測 る 。 上部は か な り 削平 を 受 けて い る も の と 考 え ら れ

る 。 底 の 部分 よ り ド ン グ リ が少量出土 し て い る 。

第 17号貯蔵穴 (第64図)

A- 2 グ リ ッ ド 内 の 、 16号貯蔵穴の す ぐ北側 に 検出。 長径81叩、 短径79叩の 不整 な 形状 を 呈 し 、

断面は皿状で、 深 さ 7 畑 を 測 る 。 上部 は か な り 削平 を 受 け て い る も の と 考 え ら れ る 。 底の部分 よ

り ド ン グ リ が多量 に 出土 し て い る が、 取 り 残 し の も の で あ ろ う 。

第 18号貯蔵穴 (第64図)

A - 2 グ リ ッ ド 内 の 、 17号貯蔵穴の す ぐ東側で検出。 直径70cm の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面は皿
状で、 深 さ 12冊 を 測 る 。 上部 は か な り 削平 を 受 け て い る も の と 考 え ら れ る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 獣

骨 と 底 よ り ド ン グ り が少量出 土 し て い る 。

第 19号貯蔵穴 (第65図)

A- 2 グ リ ッ ド 内 の 、 17号貯蔵穴の す ぐ北側で検出。 長径96cm、 短径90叩 の 円形 フ・ ラ ン を 呈 し 、

断面は皿状で、 深 さ は 9 cm を 測 る 。 上部はか な り 削平 を 受 けて い る 。 直径28cm程の安山岩 と ド ン

グ り が少量出土 し て い る 。

第20号貯蔵穴 (第66図)

A - 2 グ リ ッ ド 内 の 、 10号貯蔵穴のす ぐ南側で検出。 長径1 12 cm、 短径71叩で東西 に 長 い 楕 円

形 プ ラ ン を 呈 す る 。 断 面 は U 字形で、 深 さ は 17叩 を 測 る 。 上部 は か な り 削平 を 受 け て い る 。 貯

蔵穴内 の東壁際 よ り 編み物片が 出土 し た 。 ま た 、 西側壁際か ら は 、 直径48叩程の 安 山岩 も 出土 し

て い る 。 底 か ら ド ン グ り が少量出土 し て い る 。 取 り 残 し で あ ろ う

第21号貯蔵穴 (第67図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 の 、 北東域で検出。 長径91叩、 短径81閣 の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は U 字形

で 、 深 さ 25仰 を 測 る 。上位面の 北側近 く に 、 直径33叩程の軽石 が あ る 。 ま た 、 軽石の下か ら は イ ノ

シ シ と 考 え ら れ る 獣骨片が多 く 出土 し た。 投棄 さ れた も の と 考 え ら れ る 。

第22号貯蔵穴 (第67図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 の ほ ぼ中央付近で、 4 号貯蔵穴 と 7 号貯蔵穴の 聞 に 並ん で検 出 さ れた 。 長径

74cm、 短径57叩の 楕 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ 7 叩 を 測 る 。 断面 は U 字形で あ ろ う 。 上面 は か な り
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第65図 第1 9号貯蔵穴実測図

削平 を 受 け て い る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 ド ン グ り が少量出土 し て い る 。 取 り 残 し 分 で あ ろ う 。

第23号貯蔵穴 (第68図)

B - 2 グ リ ッ ド の 、 3 号貯蔵穴の す ぐ 西側で、 47号貯蔵穴が完全 に 埋没 し た の ち 、 こ の 2 3 号

貯蔵穴 を つ く っ て い る 。 直径48佃程で 円形 プ ラ ン を 呈す る も の で あ ろ う 。 深 さ 40叩 を 測 り 、 断面

は U 字形で あ る 。 貯蔵穴内 か ら 曽 畑式土器片が数片 出土 し て い る 。

第24号貯蔵穴 (第69図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 で、 4 ・ 23 ・ 47号貯蔵穴 と 接 し て 出土。 長径87畑、 短径82叩 の 円形 プ ラ ン を

呈 す る 。 断面 は U 字形で、 深 さ 37叩 を 測 る 。 貯蔵穴の上面 と 縁か ら 平石二点 が 出 土 し 、 前 者 は 石

皿 と 見れ る 。 基底面近 く か ら 曽 畑式土器が数片 、 多量の ド ン グ り は 基底 に の る 。 ド ン グ リ は取 り

残 し 分で あ ろ う 。

第25号貯蔵穴 (第70図)

B - 3 グ リ ッ ド 内 の 、 北西部分で検出。 グ リ ッ ド 内 か ら の検出 は 1 基 だ け で 、 貯蔵穴群 の端で

あ る 。 長径115佃、 短径82佃 で南北 に 長い楕円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は 中位付近が若 干 膨 ら む 袋

状 の も の で あ る 。 深 さ 77叩 を 測 る 。 上面の北及 ぴ南側の壁画近 く に は 、 30 - 50cm程の 長方形の安

山岩 と 軽石が出土 し て い る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 ド ン グ リ 、 木の葉等 の 自 然遺物が 出土 し て い る 。
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一方上面の 大石の下か ら 編み物が出土 し て お り 、 外側へ拡が っ て い る 。 こ の貯蔵穴の埋没後 に 置

かれた も の で あ ろ う が、 編 み 物 に 補強 と し た ツ ル材 も 見れ る 。

(第71図)第26号貯蔵穴

B - 2 グ リ ッ ド 内 西側域で23 ・ 47 ・ 50号 に は さ ま れた状態で検出。 長径62cm、 短径59佃 を 測 り 、

楕 円形 プ ラ ン を 呈す る も の で あ ろ う 。 断面は U 字形で、 深 さ 22cm を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら 、 木片や
木の葉、 そ れ に 若干の ド ン グ リ 等が出土 し て い る 。
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第27号貯蔵穴 (第71 図)
A- 2 グ リ ッ ド 内 の東側域で検出。 14号貯蔵穴 と 切 り 合い新 し く 、 長径100畑、 短径90叩 の 円

形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は 10叩 と 浅い 。 上面 は 削平 を 受 け て い る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 基底面 よ り 多
量 の ド ン グ り と 木 の 葉等 の 自 然遺物が出土 し た 。 ド ン グ リ は取 り 残 し 分 で あ ろ う 。 埋土 に 上層 の
砂混 じ り の 灰色粘土が入 っ て い る こ と か ら 、 新 し い縄文後期か晩期頃 と 考 え ら れ る 。
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第28号貯蔵穴 (第72図)
A - 3 グ リ ッ ド 内 の北東部域で、 14号貯蔵穴のす ぐ東側で検出。 長径123叩、 短径122叩の不整

円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は 12cm と 浅い 。 上面 は か な り 削平 を 受 け て い る 。 貯蔵穴 内 か ら は 、 基底
面 よ り 曽 畑式土器が一片 と 、 ド ン グ リ が少量出土 し て い る 。 ド ン グ リ は取 り 残 し 分で あ ろ う 。

伊

④ 

;;;戸ヒミ二ごフ------ .L プー

第72図 第28号貯蔵穴実測図 I 
50cm 

第29号貯蔵穴 (第73図)

A - 2 グ リ ッ ド 、 東南 コ ー ナ ー で検 出 。 全体調査 は 出来て い な い が、 直径120cm程 の 円 形 プ ラ

ン を 呈す る も の で あ ろ う 。 深 さ 19cm と 浅 く 、 上面 は 削平 を 受 け て い る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 ド ン グ

り が多 量 に 出土 し て い る 。 27号貯蔵穴 と 同 じ く 埋土が上層の灰色粘土で あ る こ と か ら 、 後期か晩

期噴 と 考 え ら れ る 。

第30号貯蔵穴 (第73図)

A - 3 グ リ ッ ド の北側域で、 14号貯蔵穴の す ぐ南側で検出。 長径80冊以上で短径71cmの楕円形

プ ラ ン を 呈 す る も の で 、 深 さ は 7 叩 と 浅い 。 上部 は か な り 削平 を 受 け て い る 。 基底面 よ り ド ン グ

り が多量 に 出土 し て い る 。
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第31号貯蔵穴 (第53図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 、 中央部で検出。 5 号貯蔵穴 と 切 り 合い が あ り 、 5 号貯蔵穴が新 し し 、 。 西側

部分が 削 ら れて い る が、 長径52冊以上で、 短径50佃の楕円形 プ ラ ン を 呈す る 。 深 さ は 11冊で 浅 い 。

貯蔵穴内 か ら の遺物の 出 土 は 無 い 。

第32号貯蔵穴 (第52図)

B - 2 グ リ ッ ド の 中央部で、 3 号貯蔵穴のす ぐ北側で検出。 4 号貯蔵穴 と 切 り 合い 、 こ の貯蔵穴

が新 し い 。 ま た 、 貯蔵穴 は 西側 の半分程 を 排水溝に よ り 削平 さ れて い る が、 直径80佃程の 円形 プ

ラ ン を 呈す る も の と 考 え ら れ、 深 さ は30叩 を 測 る 。 基底面 よ り 多量の ド ン グ り が 出土 し た 。 ド ン

グ リ は 取 り 残 し 分 で あ ろ う 。

第33号貯蔵穴 (第74図)

B - 2 グ リ ッ ド の 南西部域、 2 号貯蔵穴の す ぐ 南側で検出。 直径100cm程の 円形 プ ラ ン を 呈 す

る も の と 考 え ら れ、 深 さ 35cm を 測 る 。 基底面か ら ド ン グ リ が多量 に 出土 し て い る 。 ド ン グ リ は 、
取 り 残 し 分で あ ろ う 。

第34号貯蔵穴 (第74図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 の南西部域で、 33号貯蔵穴 に 並んで検出。 推定直径90cm前後 の 円形 プ ラ ン を

呈 す る も の と 考 え ら れ 、 深 さ 20叩 を 測 る 。 貯蔵穴 内 の 上面 に は 、 直径30叩程の安山岩があ り 、

そ の下か ら 、 編み物が出土 し た 。 編み物は、 残存状態が良 く 基底面か ら 壁面 に 沿 っ て 立 ち 上が り 、

カ ゴ状 の入れ物 と 判断で き る 。 加 え て 、 そ の下位 に 2 枚 ほ ど確認で き 、 複数の編 み物が入 っ て い

る 。 編 み 物 の 中 か ら の ド ン グ リ の検出 は な い 。

第35号貯蔵穴 (第52図)

B - 2 グ リ ッ ド の ほぼ 中央付近で検出。 4 号貯蔵穴の す ぐ 南側 に 位置 し て い る 。 3 号貯蔵穴 と

切 り 合 っ て い る が、 前後関係 に つ い て の確認 は 出来 な か っ た 。 直径35佃 の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深

さ 23叩 を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら 少量の ド ン グ リ と 木の葉等の 自 然遺物が出土 し て い る 。

第36号貯蔵穴 (第75図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 の東北 コ ー ナ ー 近 く で検出。 21号貯蔵穴の す ぐ北側 に 位置 し て い る 。 長径96

叩 、 短径72cm の ほ ぼ南北 に 長い 楕 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ 17cm を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 多量の

ド ン グ リ が 出土 し た 。 ド ン グ リ は 、 10cm程の高 さ に 積 ま れた よ う な状態で貯蔵穴全体 に 広が っ て

い る 。 そ し て 、 こ の ド ン グ リ の下か ら 、 編み物が 出土 し て い る 。 編み物は、 底 の 部分か ら 、 壁面

に 沿 っ て 立 ち 上 が っ て き て お り 、 ド ン グ リ を 覆 っ た状態で あ る 。 ま た 、 ド ン グ リ の上面 に も 編み

物の断片が確認 さ れて い る こ と か ら 、 ド ン グ り を 編み物の 中 に 入れ て 貯蔵穴 内 に 保存 し て い た も

の と 考 え ら れ る 。 編 み物の形状 は 、 カ ゴ状の わ り と 深い 入れ物で あ ろ う 。 こ れ ら ド ン グ リ と 編 み

物の ほか木の葉等 の 自 然遺物が 出土 し て い る 。

第37号貯蔵穴 (第55図)

B - 2 グ リ ッ ド 内 で 、 5 号 ・ 6 号貯蔵穴の す ぐ 東側で検出。 9 号貯蔵穴 と 切 り 合い が あ り 、 9
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第36号貯蔵穴実測図第75図

号 貯 蔵穴 を 切 っ て い る 。 直 径70佃前後の 円形 フ。 ラ ン を 呈す る も の で、 深 さ 22叩 を 測 る 。 上面 に

は 、 直径30畑穫の安山岩が乗 っ て い る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 他 に 曽 畑式土器片が数片 と 木片や木 の

ド ン グ リ 等 の 自 然遺物が 出 土 し て い る 。葉、

(第76図)第38号貯蔵穴

B - 2 グ リ ッ ド の 北西 コ ー ナ ー 近 く で検出。 12号貯蔵穴の す ぐ 西側 に 位置 し て い る 。 39号貯蔵

こ の貯蔵穴が古 い 。 直径70畑程の プ ラ ン を 呈す る も の と 考 え ら れ、 深 さ は穴 と 切 り 合 っ て お り 、

16畑 を 測 る 。 貯蔵穴の上面で 、 39号貯蔵穴 と の切 り 合い部分 に は 直径35叩程の安山岩が出土 し て

い る 。 貯蔵穴内 か ら 、 曽 畑式土器片が数片 と ド ン グ り や木の葉等の 自 然遺物が少量出 土 し て い る 。
(第76図)第39号貯蔵穴

B - 2 グ リ ッ ド 内 で、 38号貯蔵穴 と 同 じ 場所で切 り 合 っ て 検出 さ れ た 貯蔵穴で あ る 。 38号貯蔵

穴 を 切 り 、 新 し い 。 長 径 8 1畑、 短径71叩の ほぼ円形 フ・ ラ ン を 呈 し 、 深 さ 22叩 を 測 る 。 基底面 に

3 佃程堆積 し た砂層の上面 に 乗 っ た 状態で編み物が出土 し て い る 。 編 み物の形状 は 、 底か ら 壁面

カ ゴ状の入れ物 と 判断 さ れ る 。 そ し て 、 細 い ツ ル状の植物 をに 沿 っ て 立 ち 上が っ た 状態 に あ り 、

こ の編み物に は 、 一部 ド ン グ り が乗 っ て お り 、

ド ン グ り を カ ゴ状 の 編 み物の 中 に 入れて い た と 考 え ら れ る 。

司L
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ED問 .N

‘ 、

EC凹 .N

縄文時代の遺構と 遺物

第38号

⑩ 

第E章

第39号

， 、 ，‘ ・ーーーー一一一一一通h 画 。 "Oo.qzーーーーーー
一一ーベ\ 。 o /1-一一 2 . 50m

、 、』 雪、、 〆〆 ./ー一一一一一一一一ーーーーミ ー 、--=-----.... .r -'"乙一一一一一ーーーー
2 . 30m 

50咽

2 . 50m 

句。
第38号、39号貯蔵穴実測図第76図



第 3 節 貯蔵穴遺構

第40号貯蔵穴 (第77図)

A - 3 グ リ ッ ド の 中央部やや西側で検出。 15号貯蔵穴の北側 に 位置す る 。 長径77畑、 短径56叩

の 楕 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ 8 佃 を 測 る 。 上部 は か な り 削平 を 受 け て い る 。 基底面 に ド ン グ り が

出 土 し て い る 。
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第n圏 第40号貯蔵穴実測図

第41 号貯蔵穴 (第78図)

A - 2 グ リ ッ ド の東南 コ ー ナ ー近 く で検出。 27号 ・ 29号貯蔵穴の 聞 に 位置 し て い る 。 ま た、 60

号貯蔵穴 の 真上 に 作 ら れて お り 、 切 り 合 っ て い な い こ と か ら 、 60号貯蔵穴が完全 に 埋没 し た後 に

作 ら れた も の と 考 え ら れ る 。 長径130畑、 短径95叩 の ほぼ南北 に 長 い 楕 円 形 フ. ラ ン を 呈 し 、 深 さ 23

叩 を 測 る 。 貯蔵穴 内 か ら 、 長 さ 60佃程で長方形の薄い木片 が上面 に 出土 し 、 基底面 に は ド ン グ り

が少量 出 土 し た 。 上面か ら 出土 し た 木 片 は 、 貯蔵穴の上面 に かぶ せ た 蓋で あ ろ う 。 60号貯蔵穴 と

の切 り 合 い が な く 、 上 層 の灰色粘土層で あ る こ と か ら 後期か晩期頃 と 判断 さ れ る 。

第42号貯蔵穴 (第79図)

8 - 2 グ リ ッ ド の北西部域で検出。 直径70叩以上の 円形 アー ラ ン を 呈 す る も の と 考 え ら れ、 深 さ

は 上部 を 削平 さ れて 、 基底部 だ け が残 っ て い る 。 貯蔵穴か ら は、 カ ゴ状の編み物が出土 し て い る 。

上下に 重 な っ て お り 、 複数の可能性 も あ る 。
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(第80図)第43号貯蔵穴

A - 2 グ リ ッ ド の東北 コ ー ナ ー 近 く で検出。 44号 ・ 46号貯蔵穴の す ぐ 南側 に 位置 し て い る 。 長
径73佃で、 短径69叩 の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は U 字形で深 さ 55cm を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 曽 畑

式土器が数片 と 木の葉等の 自 然遺物が出土 し て い る 。 ま た 、 貯蔵穴の基底面 よ り やや上面か ら は

口 の部分か ら 底 ま で確認 さ れ、 形状 を 推定で き る 。 ほ網代編 み の編み物が出土 し た 。 編み物 は 、

ぼ完全 に 近 い も の で、 横 向 き に な り 土圧で潰れた状態で あ る 。 編み物の編み方 は 、 基本的 に は 材

料 を 2 本単位 と し た 1 本送 り ・ 2 本潜 り ・ 2 本越 え の よ う で あ る 。 一方、 編み方 に は か な り の パ

さ ら に ツ ル状の植物ラ ツ キ が見 ら れ る 。 編み物の 口 の部分 は 、 縦材の余 っ た 所 を ま と め て 束ね、

口 の部分 を つ く り あ げて い る 。 深 さ が浅い こ と か ら サソレ状の 入れ物 と 考 え ら れを 巻 い て 固定 し 、

る 。 こ の編 み物 は 、 貯蔵穴 の 中位付近 よ り 出土 し て い る こ と か ら 、 投棄 し た も の で あ ろ う か。 な

こ れ は取 り 残 し 分で あ ろ う 。

nhv

 

お 、 編み物の下か ら ド ン グ リ が少量出土 し て い る が、
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第43号貯蔵穴実測図第80図

(第81 図)第44号貯蔵穴

A- 2 グ リ ッ ド の東北 コ ー ナ ー 近 く に検出。 43号貯蔵穴の す ぐ南側 に 位置 し て い る 。 46号貯蔵

そ の前後関係 に つ い て の確認 ま で至 っ て い な い 。 長径110 叩前後で、 短穴 と 切 り 合い が あ る が、

径79cmの 楕 円形 プ ラ ン を 呈 す る も の と 考 え ら れ、 深 さ 38cm を 測 る 。 貯蔵穴 内 の 上面 か ら 長 さ 35佃

程 の 薄 い 木皮片 が 出土 し て い る 。 ま た 、 基底面付近か ら 長 さ 70叩程の 木片 と 曽 畑式土器が数片 出

土 し 、 底 に 密着 し た ド ン グ リ も 少量 あ る 。

勾t
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第45号貯蔵穴 (第82図)

A - 2 グ リ ッ ド の 東北 コ ー ナ ー で検出。 28号貯蔵穴の す ぐ 南側 に 位置す る 。 長径132畑、 短径

127cm の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面は U 字形で深 さ は21cm を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 無 文 の 土 器 が
数片 と 編み物が出土 し た 。 そ れ に 長 さ 75cm程の木片 と ド ン グ リ も 出 土 し て い る 。 編み物 は 、 断片
で あ っ た 。 埋土 は 上 層 の 灰色粘土で あ る 、 27号 ・ 29号 ・ 41号貯蔵穴 と 同 じ で あ り 、 後期か晩期で
あ ろ う 。

⑧ 

;:::1 L L- -LJd三
第82図 第45号貯蔵穴実測図
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第46号貯蔵穴 (第81図)
A- 2 グ リ ッ ド の 東北 コ ー ナ ー 付近で検出。 43号貯蔵穴の す ぐ 北側 に 位置 し て い る 。 44号貯蔵

穴 と 切 り 合 っ て い る が前後関係に つ い て は確認出来 な か っ た 。 直径80叩程度 の 円 形 プ ラ ン を 呈 す
る も の と 考 え ら れ、 深 さ は38叩 を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 曽 畑式土器が数片 と 獣骨、 お よ び直径
7 mrnで長 さ 5 叩程の粘土紐の断片 と 考 え ら れ る も の も 出土 し て い る 。 木の葉等の 自 然遺物や ド ン
グ リ も 基底面 に 多量 に 出 土 し て い る 。



第 3 節 貯蔵穴遺構

第47号貯蔵穴 (第68図)
B - 2 グ リ ッ ド の 西側域で検出。 23号貯蔵穴 と 近接す る 。 23号貯蔵穴 と 切 り 合 っ て い る が、 当

貯蔵穴が古 く 、 あ る 程度埋没 し た 後 に 23号貯蔵穴が作 ら れて い る 。 直径105cm程の 円 形 プ ラ ン を

呈 す る も の と 考 え ら れ、 断面 は U 字形で深 さ は53叩 を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 曽 畑式土器が数片

と 木の葉や木片等の 自 然遺物、 そ れ に 貯蔵穴の基底面か ら 少量の ド ン グ リ が 出土 し て い る 。 ま た 、

基底面か ら は編 み物 も 出土 し て い る 。 編み物 は 、 貯蔵穴の基底面全体 に 広が っ て お り 、 高 さ 60佃

以上の カ ゴ状の 入れ物 と 考 え ら れ る 。

第48号貯蔵穴 (第83図)

A - 2 グ リ ッ ド の 中央 よ り やや東側で検出。49号貯蔵穴 と 切 り 合 い 、 62号貯蔵穴の 中 に 掘 り 込 ま

⑨ 
第48号

第49号

Z . 70m 

。 �<>;<> :: ・ ・ムムムニ斗三己二
6ヂPP

2 . 00 

第83図 第48号、49号貯蔵穴実測図
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第 田 章 縄文時 代 の 遺構 と 遺物

れて い る 。 前後関係 は 、 当貯蔵穴 と 49号貯蔵穴 は62号貯蔵穴の 中 に 掘 り 込 ま れて い る こ と か ら 、

62号貯蔵穴が最 も 古 し 、 。 次 に 49号貯蔵穴が当貯蔵穴 を 切 っ て い る 。 す な わ ち 、 古 い 方 か ら 62号 ・

48号 ・ 49号 の 順 と な る 。 こ の貯蔵穴 は 、 直径70cmの 円形 プ ラ ン を 呈 す る も の と 考 え ら れ、 深 さ は

29叩 を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 木の葉や木片等の 自 然遺物が 出土 し 、 基底面 に 少量の ド ン グ リ が

見 ら れ た 。

第49号貯蔵穴 (第83図)

A- 2 グ リ ッ ド 内 で、 48号貯蔵穴 と 切 り 合 っ て検出 さ れ た 貯蔵穴で あ る 。 48号が切 ら れて い る 。

こ の貯蔵穴 は 、 長径93cm 、 短径85cm の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 断面 は U 字形で深 さ は68cm を 測 る 。 貯

蔵穴内 か ら は 、 曽 畑式土器片が数片 と 木の葉や木片等の 自 然遺物が 出 土 し 、 ド ン グ リ が少量見 ら

れ る 。

第50号貯蔵穴 (第84図)

B - 2 グ リ ッ ド の 西南 コ ー ナ ー 近 く で検出。 33号貯蔵穴 の す ぐ 西側 に 位置 し て い る 。 貯蔵穴 は 、
長径127cm 、 短径1 15cmの 円 形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ 19叩 を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 木の葉や木片等

の 自 然遺物が出土 し 、 基底面 に は ド ン グ り が多量 に 出土 し た 。

\

 

\
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第84図 第50号貯蔵穴実測図
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第51号貯蔵穴 (第85図)

A - 2 グ リ ッ ド の 東側境界近 く で検出。 貯蔵穴 は 、 直径100cm前後の 円形 プ ラ ン を 呈 す る も の

と 考 え ら れ、 深 さ は 55慨 を 測 る 。 貯蔵穴内か ら は 、 30叩程の安山岩 と 木の葉等の 自 然遺物 と ド ン
グ リ が少量出土 し て い る 。

第85図

. 、

T T T T T T T T 

L \工-
⑩ 

第51 号貯蔵穴実測図

第52号貯蔵穴 (第86図)

. ， 

2 . 70m 

50叩

A - 3 グ リ ッ ド の 中央付近で検出。 今回調査 し た貯蔵穴群の 中 の 南端 と な る 。 53号貯蔵穴 と 切
り 合い 、 当貯蔵穴が新 し い 。 貯蔵穴は 、 西側半分 ほ ど を 削平 さ れて い る が、 直径15 0 叩 程 の 円 形
プ ラ ン を 呈す る も の と 考 え ら れ、 深 さ は38cm を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 木の葉等の 自 然遺物 と ド

ン グ リ が少量出土 し て い る 。 埋土は上層の灰色粘土で あ り 、 ま た 9 層 - 8 層 か ら の掘 り 込みが確
認で き 、 後期か晩期 の所産で あ ろ う 。

第53号貯蔵穴 (第86図)
A - 3 グ リ ッ ド 内 で 、 52号貯蔵穴 と 切 り 合 っ て検出 さ れた貯蔵穴で あ る 。 52号貯蔵穴 に 切 ら れ

て お り 、 当貯蔵穴が古 い 。 西側部分 を 削平 さ れて い る が、 直径80cm程の 円形 プ ラ ン を 呈 す る も の
と 考 え ら れ、 深 さ は54佃 を 測 る 。 貯蔵穴内か ら は 、 木葉等の 自 然遺物 と 、 少量の ド ン グ リ 、 そ れ
に 編 み物 が 出土 し た 。 編み物 は 、 縦材が中心 よ り 放射状 に 延 びて い る こ と か ら 底の部分 と 考 え ら

れ る 。 カ ゴ状の入れ物で あ ろ う 。

- 1 22 -
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第 3 節 貯蔵穴遺構

第54号貯蔵穴 (第87図)

A - 2 グ リ ッ ド の 西北 コ ー ナ ー 付近で検出。 39号 ・ 12号貯蔵穴の す ぐ北側 に 位置 し て い る 。 長

径63畑、 短径53叩 の 円 形 プ ラ ン を 呈 し て い る が、 基底面 だ け が残存 し た も の で あ る 。 貯蔵穴内 か

ら は 、 木葉等の 自 然遺物 と 少量の ド ン グ リ 、 そ れ に 編み物が出土 し た 。 編み物 は 、 土圧 に よ り 潰

れ た 状態で 出土 し 、 カ ゴ状 の 入れ物 と 考 え ら れ る 。

第55号貯蔵穴 (第87図)

A - 2 グ リ ッ ド の 西側域で検出。 11号貯蔵穴の す ぐ北側 に 位置 し て い る 。 貯蔵穴 は 、 直径81畑

の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は 10cm を 測 る 。 貯蔵穴内か ら は 、 木の葉等の 自 然遺物が 出土 し 、 基底

面 に は ド ン グ リ が多量 に 見 ら れ た 。 ド ン グ リ は取 り 残 し 分で あ ろ う 。

第56号貯蔵穴 (第88図)

A - 2 グ リ ッ ド の北側域で検出。 12号貯蔵穴 と 13号貯蔵穴の聞 に位置 し て い る 。 貯蔵穴 は 、 長

径10畑、 短径100叩 の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は59叩 を 測 る 。 貯蔵穴 内 か ら は 、 曽 畑 式 土 器 が 数

片 と 木葉等 の 自 然遺物が 出 土 し 、 基底面 に は 多量の ド ン グ り が 出土 し て い る 。 ド ン グ リ は取 り 残

し 分で あ ろ う 。

第57号貯蔵穴 (第89図)

A- 2 グ リ ッ ド の 東北 コ ー ナ ー近 く で検出。 44号貯蔵穴 の す ぐ東側 に 位置 し て い る 。 44号貯蔵

穴の下か ら 検出 さ れて お り 、 44号貯蔵穴 よ り 古い 。 貯蔵穴 は 、 直径90叩程の 円形 プ ラ ン を 呈 す る

も の と 考 え ら れ、 深 さ は38cm を 測 る 。 貯蔵穴内 か ら は、 曽 畑式土器 が数片 と 木の葉等の 自 然遺物

が 出 土 し 、 基底面 に 少量の ド ン グ り が見 ら れ た 。

第58号貯蔵穴 (第89図)

A- 2 グ リ ッ ド の東南 コ ー ナ ー近 く で検出。 29号 ・ 41号貯蔵穴の す ぐ北側 に 位置 し て い る 。 貯
蔵穴は 、 長径70cm 、 短径65cm の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は30cm を 測 る 。 貯蔵穴 内 か ら は 、 曽 畑式
土器が数片 と 木葉等の 自 然遺物が出土 し 、 基底面 に は少量の ド ン グ リ が見 ら れた 。

第59号貯蔵穴 (第90図)

A - 3 グ リ ッ ド の 東北 コ ー ナ ー近 く で検出。 貯蔵穴 は 、 直径44cm の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は
1 1cmで 浅 く 、 上面 は 削平 を 受 け て い る も の と 考 え ら れ る 。 貯蔵穴内 か ら は 、 木葉等の 自 然遺物が
出 土 し 、 基底面 に ド ン グ リ が見 ら れ た 。

第60号貯蔵穴 (第90図)
A - 2 グ リ ッ ド の 東南 コ ー ナ ー近 く で検出。 当貯蔵穴 は41号貯蔵穴の直下か ら 検 出 さ れ た 。 長

径95冊、 短径88叩 の 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は41号貯蔵穴 に よ り 上面 を 削平 さ れて お り 、 8 cm が
残存す る 。 貯蔵穴か ら は 、 木葉や ド ン グ リ が多量に 出土 し て い る 。

第61号貯蔵穴 (第91 図)
A - 3 グ リ ッ ド の 中央 よ り やや東側で検出。 56号 ・ 45号貯蔵穴 の 聞 に 位置 し て い る 。 長径106

叩、 短径84佃 の 楕 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は70cm を 測 る 。 貯蔵穴 内 の 中位付近か ら 、 編み物 と 獣骨
が 出 土 し 、 ま た基底面か ら は 木の葉等の 自 然遺物 と ド ン グ リ が少量出土 し た 。 出土 し た編み物 は 、

-1 2 4  -
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(第92 ・ 93図)
A - 2 グ リ ッ ド の 中央部やや東側で検出。 48号 ・ 49号貯蔵穴が中 に 掘 り 込ん で い る こ と か ら 、

そ の 2 基の貯蔵穴 よ り 古 い 。 貯蔵穴 は 、 長径172佃、 短径130佃 の 楕 円 形 プ ラ ン を 呈 し 、 深 さ は79
佃 を 測 る 。 貯蔵穴 内 か ら の基底面か ら は 、 編み物が出土 し た 。 編 み 物 は カ ゴ状の も の で あ ろ う 。
貯蔵穴内 か ら は 、 木の葉や ド ン グ り も 少量出土 し て い る 。

- 131 一

第93図

断片で あ る 。 ま た 貯蔵穴の 中位付近か ら 出土 し て い る た め投棄 さ れた可能性 も あ る 。
第62号貯蔵穴



第 3 節 貯蔵穴遺構

3 . 貯蔵穴遺構の時期判断

今回 の 調査で は 、 調査区 中央付近 に 集中 し て 総数62基の貯蔵穴 を 検 出 で き た 。 こ れ ら の 貯蔵穴

の 時期 は 、 62基の貯蔵穴の 内約92% に 当 た る 57基が縄文前期の 曽 畑期 に 属 し 、 約 8 % に 当 た る 5

基 が縄文後期 ま た は 晩期 に 属す る も の と 判断 し た。 そ れ は 、 以下 に よ る 事項 を 根拠 と し て い る 。

( 1 ) 仮 り に 縄文前期の貯蔵穴 を A 群、 後 ・ 晩期の貯蔵穴 を B 群 と すれば、 両者の埋土に は 明 ら か な

相違が見 ら れた 。 前 者 は 第 1 1 層 と 相通 じ る 暗褐色 を 呈す る 土質 で あ り 、 後者 は 第 8 - 9 層 に起因

す る 青灰褐色 を 呈 す る 粘性 を も っ土質で あ る 。
(2) 幸 い に 両者が切 り 合 う 状況が検出 さ れ、 前後関係が明確 に で き て い る 。 そ れ は 、 第52号 と 53

号 で あ り 、 後者が完全 に 埋没 し た の ち に 前者が形成 さ れて い る 。 そ し て 、 そ れぞれの埋土 は 、 先

述の様相 を 明確 に 示 し て い る 。
(3) 加 え て 、 第52号 は 第 9 層 か ら 掘 り 込 ま れ、 第53号 は 第 1 1 層 に 掘 り 込み面 を 持つ こ と が 明 瞭 に

検 出 で き て い る 。

(4) ま た 、 A 群の貯蔵穴で第1 1 層の 中 に 掘 り 込み面 を 明瞭に検出 で き る も の (第 1 号) が あ っ た。

そ し て 、 A 群の貯蔵穴の底面か ら 深 さ を 考慮す る と 、 ほ と ん どが第1 1 層 に 納 ま る と 判断 さ れ る 。

(5) 第 1 1 層 は 第 rn . N 群土器 を 主 と す る 包含層で あ り 、 後行す る 土器 を 含 ん で い な い 。 逆 に 第 8

- 10層 は 後 ・ 晩期遺物 を 主 と し た包含層で あ る 。
(6) A 群の貯蔵穴か ら 検出 さ れた 土器 は 第 rn . N 群土器 に 集約 さ れて い る 。

以上の現象 を 把握で き 、 A 群 を 前期、 B 群 を 後 ・ 晩期の所産 と の判断 に至 っ て い る 。

4 . 貯蔵穴群の構造 と 貯蔵物

貯蔵穴群 は現地表下約1. 5 - 2 m の深い と こ ろ か ら 検出 さ れて い る 。 現貝塚は海抜標高約 7 -

8 m  の 台地縁 に 立地 し て お り 、 そ の 聞の距離は約100m 、 比高差約 5 m が あ る 。

調査区 内 で の 土層 は 、 縄文時代前期 ~ 晩期 に お け る 水作用 に よ る 再堆積土 で あ る こ と を 示 し て

い る 。 貯蔵穴群の成立期 に お け る 堆積状況は 、 若干北側へ と 傾斜 し て い る が ほ ぼ フ ラ ッ ト な状態

と 見れ よ う 。 フ ラ ッ ト な 状況が、 現貝塚方 向 へ い か に 延長 さ れ る か は 明 ら か に で き て い な い が 、

途 中 に 段落 ち が形成 さ れ る 可能性 も あ ろ う 。

花園 山 の 北麓に そ っ て 、 雁回 山 ・ 花園 山 を 供給地 と す る 土砂が運ばれ、 今 回 の 調査地付近 ま で

扇状地状の地形 を 形成 し た も の と 考 え ら れ る 。 そ し て 末端部 に位置 し た 場所 に は 、 豊富 な 地下水

の 湧水が生 じ る 状況が浮か び上が る 。 こ の様な場所 を セ レ ク ト し て 貯蔵穴群が構成 さ れた可能性

は 強 い 。 す な わ ち 貯蔵穴群 は 、 水 を 冠水 さ せ る こ と を 考 え て 作 ら れ た の で あ ろ う 。 大 き さ は バ ラ

ツ キ が認め ら れ る が、 お よ そ 80 - 140叩程で、 形状 は 円形 ま た は楕円形 プ ラ ン を 呈 し て い る 。 円

形の貯蔵穴が43基で全体の約2/3 を 占 め 、 残 り 約1/3程の19基は楕円形で あ る 。 こ の形態の差異

は 、 後 ・ 晩期 と 考 え た貯蔵穴が形の整 っ た 円形で あ る こ と か ら 、 楕 円形の貯蔵穴が古い形態の も
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の で 、 新 し く な る に し た が い 円形 に 変化 し て い く も の 、 つ ま り 貯蔵穴の形態の差異 は時期的 な 形

態の変化 と し て 捉 え て よ さ そ う で あ る 。 ま た 、 貯蔵穴の深 さ は30叩前後 と 70cm前後 に 集約 さ れ る

が、 前者 は 削平 を 受 け た も の で あ ろ う し 、 本来の深 さ は70cm前後 と 判断 さ れ る 。 一方、 貯蔵穴の

断面 は 、 ほ と ん どが U 字形 を 示 し て い る 。 浅 く て 皿状 を 呈 し て い る も の が あ る が、 底部だ け が残

さ れた も の で 、 本来的 に は U 字形 を 呈す る も の と 見れ よ う 。 次 に 、 す べ て の 貯蔵穴 内 か ら ド ン グ

リ が出 土 し て お り 、 貯蔵の 対象 は ド ン グ リ 類で あ っ た こ と が 明 ら か で あ る 。 ド ン グ リ の 下 に は 編

み物が多 く 出土 し て い る 。 木の葉や木片等を し い て は し 、 な い よ う で あ る 。 こ こ に は共通 し て 砂層

が堆積 し て い る 状況が認め ら れ る 。 堆積 は薄 く 3 - 5 叩程度で あ り 、 中央部分が薄 く 壁面近 く が

厚 い こ と か ら 、 自 然堆積で あ る 。 構造 に かかわ る 現象で は な い よ う で あ る 。 さ て 、 貯蔵穴内 か ら

多 く の編み物が出土 し て い る 。 加 え て 、 36号貯蔵穴で は ド ン グ り を お お っ た 状態 に 見れ る 編 み物

が 出土 し て い る 。 す な わ ち カ ゴ状の編み物 に 入れて 貯蔵 し て い た も の と 判断 で き る 。 編み物 は こ

の カ ゴ状 の 容器 に 入れた も の の ほか、 底面 に 敷 い た も の 、 浅 い カ ゴ状 の も の な ど の 出 土状況 を 示

し て お り 、 種 々 の方法が と ら れて い る 。

一方、 適 当 な 木皮や木の葉 も 出土 し て お り 、 上部構造 を 示す も の で あ る 。 木皮 に よ る 覆 い 、 す

な わ ち 蓋が な さ れた も の で あ ろ う し 、 多量の 木の葉 は そ の 際 に つ め ら れた可能性 を 有 し て い る 。

つ い で大石 の 出土が あ り 、 こ の上 に お も し と し て 乗せ ら れ た も の と 判断 さ れ る 。

以上 に よ り 、 貯蔵穴の典型的構造 を 次 の模式図 に 示 し て お き た い 。

ヨ E 三王

主 E 一平

え一三 主三
主�
貯蔵穴断面形館模式図

※ 深 さ (貯蔵穴の残存状態)
A : ほ ぼ完全
B : 半分程度

C : 底面 だ け

※ 断面形
1 底面が フ ラ ッ ト で垂直 に 立 ち 上 が る 。
2 : 底面が フ ラ ッ ト で立 ち 上 が り 角度が70。 以上。
3 : 底面が プ ラ ッ ト で立 ち 上が り 角度が70。 以下。
4 : 底面が フ ラ ッ ト で垂直 に 立 ち 上が り 上面 が 開 く 。
5 : 袋状の も の。
6 : 底面が レ ン ズ状に な り 立 ち上 が り 角度が70。 以上。
7 : 底面が レ ン ズ状に な り 立 ち上 が り 角度 が70。 以下。
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② 

③ @ 

貯蔵穴推定模式図

① 編み物製品 を 使用 す る こ と な く 、 木の皮

の蓋 と 重 し だ け の も の。

② 底部 に だ け編み物製品 を し い て い る も の。

③ 浅 い サツレの様 な 編み物製品が底部 に あ る
も の。

④ 深 い バ ス ケ ッ ト の 様 な 編 み物製品 に 納 め

る も の。

⑤ ⑤ 網駕龍の 口 を 閉 じ て 、 数個 を 一緒 に 貯蔵

す る も の。

aaτ

 

qa
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5 . 貯蔵穴 内 出土土器 ・ 石器

貯蔵穴遺構の な かか ら 出土 し た22点の土器が あ る 。

1 ) 第 E 群土器 (第94図 1 ・ 2 )

1 は胴部片で沈線文が見れ区画 を な し 曲線 を 充填 さ せ て い る が、 粗 い 施文で あ る 。 2 は 口 縁部

片で確か な 資料 と で き な い が、 細い 沈線文が あ る 。 内 面 は 粗 い 調整で あ り 、 今後 に 検討 を 要 し よ

つ 。

2 ) 第 N 群土器 (第94図 3 - 第96図22)

3 は今回 の調査で最 も 良好 に 残存 し て い た 土器で、 完全な復原がで き て い る 。 口 径20. 9佃、 器

高21 . 7叩 を 計 る 深鉢で あ る 。 第 1 文様帯 はやや ウ ェ ー プす る 刺突文 を 3 条 に 巡 ら し て い る 。 2 条

の 区画沈線 を 施 し 、 第 3 文様帯 に 幾何学文が あ る 。 r X J 及 び r + J の割 り つ け を 繰 り 返 し 、

短沈線 を 充填 し て い る も の で あ る 。 六弥太格子文 と の表現が適当 で あ ろ う か。 胴部下半か ら 底部

に 短沈線 を 施 し て い る 。 器面 に は 多量の煤の付着が あ る 。

4 ・ 5 は 3 条の 刺突文 と 区画沈線が あ り 、 胴部 に 複合鋸歯文 を 有す る 典型的施文 を 示す も の で

あ ろ う 。 6 - 9 は 刺突文 + 短沈線文の施文 を 施す も ので、 7 は 口 縁部がやや波状 し て い る 。 器形の

バ ラ エ テ ィ が あ り 、 口 縁部 は前者 2 点が外反 し 、 後者 2 点 は 内傾が見 ら れ る 。 10は器面 に 短沈線

文だ け を 施文す る も の で、 以外 に も 内面 に 長 い 刺突文が あ る 。 ま た 、 内 面 に は ナ デ調整が不充分

で、 条痕が見れ る 。

1 1 - 18は胴部片 で あ り 、 文様 は複合鋸歯文、 沈線文、 網代文 と 見れ る 。 13は沈線文 の 聞 に 縦 に

並ぶ二条の 刺突文 を 充填 さ せ て い る 。 17 ・ 18は底部へ と 短沈線文 を 連続 さ せ て お り 、 18 は 底部 ま

で施文 し て い る 可能性が強い 。 19- 22は底部片で あ り 、 20 は 全面施文で あ る 。 22 は 底部貼 り 付 け

を 示 し て い る 。

23は第46号貯蔵穴の埋土か ら 出土 し た灰褐色 を 呈す る 粘土紐で 、 長 さ 4. 1叩、 直径1. 1叩 で あ る 。

粘土紐 を 輪積み し て 土器の製作 を 行 う こ と を 示す資料で あ ろ う 。

貯蔵穴 内 か ら 出土 し た土器は磨滅 を 受 け た も のが少な く 、 煤の付着が顕著で あ っ た り 、 破片が

大 き め の も の が 多 い な ど全体的 に 残 り の 良 い 出土状況 を 示 し て い た 。

な お 、 貯蔵穴 に 大石が伴 う こ と の確認は大 き な 成果の

ーっ と で き る が、 も う 一つ大石 に 混 じ っ て 、 板状の石の
出土が あ る 。 第 3 . 10. 13. 24号で は 明 ら か に 石皿 と 判

断 がで き る も の で、 第13号 で は磨石が伴 っ て 出土 し て い

る 。 周 辺 に は ド ン グ リ 類の殻 も 多 〈 、 こ こ で調理 を 行 っ

て い た こ と の証 と で き ょ う 。
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第 E 章 縄文時代 の遺構 と 遺物

6 . 貯蔵穴 に伴 う 遺物

( 1 ) 編み物

今回、 調査区 よ り 検出 さ れ た 貯蔵穴内 か ら ド ン グ リ 等の 自 然遺物 と 共 に 編み物が出土 し た。 編

み物は、 総数62基の う ち 20基か ら 出土 し て お り 、 全体の ほ ぼ1/3程で あ る 。 貯蔵穴の基底面か ら

の 出土 が そ の ほ と ん どで あ る が、 貯蔵穴の 中位面付近 よ り 出 土 し て い る も の も 数例認め ら れ る 。

貯蔵穴の基底面 よ り 出土 し た編み物は、 l 号 ・ 9 号 ・ 34号 ・ 36号 ・ 39号貯蔵穴 な どで壁面 に 沿 っ

て 上方 に 立 ち 上が っ て い る の が確認で き て い る 。 ま た 、 36号貯蔵穴で は ド ン グ り が貯蔵 さ れた ま

ま の状態で 出土 し て お り 、 編み物の 中 に ド ン グ リ を 入れて 貯蔵 し た 状態が見 ら れ た 。 編 み 物 は 、

入 れ 口 の 部分が大 き く 、 深 い カ ゴ状の入れ物で厚 さ 1 mm程 に 薄 く 裂い た も の を 網代編 みで編んで

お り 、 基本的 に は 2 本単位の 2 本越 え 2 本潜 り の編み方 と 思 われ る 。 そ し て 水 に 強 い 材質 を 選 び

作成 し た も の と 思わ れ る 。 編み物は全体の ほぼ1/3に あ た る 20基か ら 検 出 し て い る が、 お そ ら く

全て の貯蔵穴 に 使用 さ れて い た も の で あ ろ う 。 詳細 は第 W 章第 2 節10で報告 を 行 い た い 。

(2) 円 座

第 1 1 層 の 木の葉等の 自 然遺物 を 多 く 含む灰色粘土層の 中 か ら 出土 し て お り 、 貯蔵穴 内 の 可能性

が強い。 二点出土 し て お り 、 一方は植物の茎 と 恩われ る 細 い 植物 を 数十本ほ ど束ねて 直径10cm程

の 輸 を 作 っ て い る 。 他方 は 、 ツ ル と 考 え ら れ る 植物材料 を 束ねて 直径23cm程の輸 を 作 っ て い る 。

双方 と も 、 同 じ 材料 を 数本使 っ て コ イ ル状 に 巻 い て 束ねて い る 。 用 途 に つ い て は 、 土器 を 安定 さ

せ て お い て 置 く た め の敷物、 ま た は 、 土器や も の を 頭の 上 に 乗 せ て 運搬す る た め の敷物 な ど を 考

え て い る 。 特 に 曽 畑式土器 は 丸底で あ り 必要性が あ る 。

(3) 木製品

今回調査 し た 貯蔵穴内 か ら は 、 明確に 加工痕が認め ら れ る 木製品 は 出土 は 全 く 無 い 。 し か し 数

基の貯蔵穴内 か ら は 、 長 さ 70叩程の木片が出土 し て い る 。 未加工の ま ま 使用 し た 可能性 を 持つ。

(4) 瓢箪

Aー 2 グ リ ッ ド の北側部分で土層観察の た め に 残 し て お い た ブ リ ッ ジ の調査で検出 さ れた も の

で あ る 。 現地表 よ り 2. 2 m 程下げた第11層中か ら の 出土で あ る 。 43号貯蔵穴の す ぐ西側 に 位置 し

て い る 。 土圧に よ り 潰れ上面が少 し 破れて い た が完全で 中 に は種 が び っ し り 詰 ま っ て い た 。 形状

は 、 く びれが無い 、 洋 な し 型 を 呈 し て お り 、 長 さ が19. 1冊、 幅が13. 4叩 を 測 る 。 な り く ち 部分 に は 、

ツ ルが 8 剛程残 っ て い る 。 残 さ れた ツ ル は 自 然落下で は な く 、 切断 さ れた も の と 見 ら れ、 切 り 取

っ たか 、 も し く は 手で も ぎ取 っ た も の で あ ろ う 。 外皮に 加工痕は な い 。 自 生 し て い た の か 、 そ れ

と も 栽培 し て い た の か は 、 こ の地への伝来経路解 明 と と も に 大 き な 問題で あ る 。 明 ら か に な っ た
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第 3 節 貯蔵穴遺構

こ と の一 つ に 、 種の形状が福井県の鳥浜貝塚 よ り 出土 し た ひ ょ う た ん の種 に 、 極 め て 類似 し て い

る こ と が あ げ ら れ る 。 今後の事例の追加 を 待 た ね ば な ら な い が、 こ の時期 に お い て 、 小規模の栽

培が行 な われて い た可能性 も 充分考慮 さ れね ば な ら な い こ と で あ ろ う 。 外皮 に 全 く 損傷が無い こ

と か ら 、 貯蔵穴の そ ば に 置かれて い た可能性が あ り 、 流 さ れて 来 た と し て も 、 近 い 距離か ら で あ

ろ う 。

O GD  j 

5 cm 

第97図 瓢箪実測図

(5) そ の他

上記の も の 以外で、 貯蔵穴内 か ら 出土 し た も の と し て ま ず、 魚の鱗が挙 げ ら れ る 。 魚 の 鱗 は 、

14号貯蔵穴か ら の 出土で あ る 。 2 号 ・ 8 号 ・ 10号 ・ 12号 な ど数基の貯蔵穴内 か ら は 、 イ ノ シ シ の

下顎骨等の獣骨が出土 し て い る 。 ま た 、 13号 ・ 14号貯蔵穴 な ど数基の貯蔵穴 内 か ら は ド ン グ リ の

破砕 さ れ た 表皮が出土 し て い る 。 こ れ ら の遺物 は 、 すべて 貯蔵穴の上面か ら の 出土で あ り 獣骨 は

小 さ く 割 ら れ、 ド ン グ リ は破砕 さ れ た 表皮で あ る こ と か ら 、 当地は調理の作業場 と も さ れた の で

あ ろ う 。 ま た 、 古 い 貯蔵穴の く ぼみ は ゴ ミ 捨て 場 と さ れた も の と 思わ れ る 。
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番号

1 
2 
3 

4 

5 
6 
7 
8 
9 

1 0  

1 1 
1 2 

1 3 

1 4 
1 5 
1 6  
1 7 
1 8  
1 9  
2 0 
2 1 
2 2 

2 3 

2 4 
2 5 
2 6 
2 7 
2 8 
2 9 
3 0  
3 1 
3 2 
3 3 
3 4  
3 5 

3 6 

3 7  
3 8  
3 9  
4 0  
4 1 
4 2 
4 3 
4 4  
4 5 
4 6  
4 7 
4 8  
4 9  
5 0 
5 1 
5 2 

5 3 

5 4  
5 5  
5 6  
5 7  
5 8  
5 9  
6 0  
6 1  
6 2 

第 E 章 縄文時 代 の 遺 構 と 遺物

第 5 表 貯 蔵 穴 一 覧 表

グ リ ッ ド 規模 (cm) 深 さ (cm) 平面形 断面形 出土遺物
直 径 長径 × 短径 編み物 土 器 石 器 猷 骨

A - l 約100 約60 ( A ) 門は衛ま 門た O { 僧 L畑J式)
B - 2 1 1 0  x 97 37 ( B ) 術 円 4 | 下イ 顎ノ なン どゾ
B - 2 105 x 101 32 ( B ) 円 4 石皿
B - 2 1 10 22 ( B ) 不整円 4 ( 曽 υ畑式}
B - 2 100 23 ( B ) 円 3 O 
B - 2 90 26 ( B ) 円 4 (曽t畑J式)
B - 2 136 x 100 楠 円
B - 2 1 1 0  x 92 35 ( 6 ) 情 円 2 O ( 曽 L畑J式) O 
B - 2 99 x 67 20 ( C )  楕 円 7 O O 
A - 2 166 x 150 42( B ) 楕 円 4 」盟盟u主i 石皿 O 
A - 2 78 x 70 65 ( A ) 円 1 ( 曾 仁畑J式}
A - 2 1 15 x 103 32 ( C )  円 7 O 周イ 牌ノ 骨ν なγ 町ど
A - 2 1 1 3  x 104 75 ( A ) 円 2 (曽t畑J式) | 官自 下イ 顎ノ γ γ σ〉

A
B - 2

2
の・ 績 170 x 138 60 ( A ) 楕 円 2 O ( 曽 畑u式}

A - 3 65 1 5 ( C ) 円 6 カ‘ 7 O 
A - 2 89 x 71 9 ( C ) 楕 円 6 か 7
A - 2  8 1  x 79 7 ( C )  不墜円 6 幼‘ 7
A - 2 74 12 ( C )  円 6 か 7 O 
A - 2  96 ， 90 9 ( C ) 円 6 語、 7
A - 2  1 12 x 71  1 7 ( C )  楕 円 2 O 
B - 2  9 1  x 81 25 ( C )  門 7 イ ノ シ シ
B - 2  7 4  x 57 7 ( C )  楠 門 7 ( 曽L畑J式)
B - 2  48 40( B ) 円 2 (曽ι畑J式)
B - 2  87 x 82 37 ( B ) 円 { 僧L個J室聖 } 石皿
B - 3 1 1 5  x 82 77( A )  楕 円 5 O 
B - 2  62 x 59 22 ( B ) 楕 円
A - 2  100 x 90 10( C )  円 7 
A - 3 123 x 122 12 ( C )  不盤円 3 ( 曽 L畑J式)
A - 2  1 20 1 9 ( C )  円 2 
A - 3 80 x 71  7 ( C )  稿 円 3 
B - 2 50以上 x 50 1 1 (  B ) 惰 円 7 
B - 2  80 3O ( B ) 円 2 
B - 2  100 35 ( B ) 円 4 
B - 2 高 BEO 20 ( C )  円 3 O 
B - 2 35 23 ( B ) 円
B - 2 96 x 72 1 7 1 C )  楕 円 7 O 
B - 2 70 22 1 B ) 円 2 t 曽 t畑J式)
B - 2 70 16 ( C )  円 3 
B - 2 81 x 71  22 ( B ) 円 3 O 
A - 3 77 x 56 8 ( C J  情 円 3 
A 一一 2 130 x 95 23 1 C  J 摘 円 2 
B - 2 70 2 I C  J 円 ワ O 
A - 2 73 x 69 55 1 A J 門 6 O (曽L畑J式)
A - 2 推定1 10 x 79 381 B J 楕 円 7 (曽υ畑式}
A - 2 132 x 127 21 1 B J 円 O O 
A - 2 佃 38 1 A J  円 7 { 曽t畑J式) O 
B - 2 105 53 1 A J 円 2 O ( 曽L畑J式)
A- 2 70 29 ( B J 円 3 
A - 2 93 x 85 68 ( A J 円 4 ( 曽 υ焔式)
6 - 2 1 27 x 1 1 5  1 9 ( C )  円 7 
A - 2 100 55 1 A J 円 3 
A - 3 150 38 ( B J 円 2 

A - 3 80 54 1 A J 円 6 O 
A - 2 63 x 53 不明 I C J 円 7 O 
A- 2 81 10 ( C  J 円 7 
A - 2 110  x 100 59 ( A J 円 2 ( 曽t姻J式}
A - 2 90 38( B J  円 2 ( 曽 に畑J式}
A - 2 70 x 65 30 1 B J  円 2 ( 曽t畑J式J
A - 3 44 1 1 I C J  円 6 治、 7
A - 2 95 x 88 8 ( C J  門 6 tJ' 7 
A - 3 106 x 84 70 ( A  J 楕 円 2 O O 
A - 2 172 x 130 79 ( A )  楠 円 2 O 
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備考
その他 自 然遺物

木 の 葉
l 植ツ 物ル状 木片 ド シ ク リ { 少) 上面に 人頭大町 自 然石

ド ン グ リ (合)
ド ン グ 'J (少)

木
ド

町
ン 藁グ リ・ 木

(告
片
、} ・ 上 面 に 人頭大町 自 鉱石

木ド 片ン グ田 木リ 町(少葉) ・ 上 面 に 人頭犬同 自 然石
川は費よ出If.時収の藍ま塵ま I全E 体保掘存 り

木
ド

町
ン

草グ
'J ( 少、

| 長材方形・ ド町
ン
本グ町川庄少} 上面に 人頭大町軽石

本片 木の葉
ク ヌ ギ {多 }

の
'"欄ル状物 ド ン ク リ ( 少)

ド ン グ リ ( 少) 木片 | 埋L 没て し世、
にる コ ミ す て 場に

風う 向ろよ 木ド 片ン グ
・ 木リ 町

( 少革) 
| 埋L 世て い世

にる コ ミ す て 唱に

木 片 ・ 木町糞
ド ン グ リ ( 少)
ド ン グ リ (少)
ド ン グ 1) ( 1-')
ド ン グ リ (少} 上面に 人頭大町 自 然石
ド ン グ リ (少 ) 上面に 人頭大町 自 然石

木 片 ・ ド 〆 グ リ { 少 ) 人頭大 町 自 然石
ド ン グ リ ( 少)

| 木ド
町
ン 葉グ リ {少卜

| 木ド 町
ン

葉
グ リ

・ 木
{ 少片ト

ド ン グ リ { 少 ) 木町署
不ド 庁ν グ 木リ {町少君) 
ド ン グ リ { 少) 木 の 事 後期か晩期
ド ン ク リ ( 少 )
ド ン ク リ (少 ) 後期か晩期
ド ン グ リ

ド 〆 グ リ { 少 }
ド ン グ リ { 少 } ー 木片
ド ン グ リ ( 少 ) 人頭大の 自 然石
ド ン ク 'J I 少 ) 木町
ド ン グ リ ( 多 )

下り
ド

I‘
ノ
伺 に

グ
ド

蝿

リ
〆

が

み
グ

物
そリ

の
の上ま 面ま

西と
木町葉

木ド町〆 輩ク リ 木(少片}
・ 上面に 人頭大 的 自 然E

ド ン グ リ { 少 } ・ 本の華
ド ン グ リ { 少) 上面に 人頭大町 自 然石
ド ン グ リ { 少 l

木H
・

ド ン ク リ ( 少 ) 後期か晩期

木ド のン 葉
ク リ { 少 ) ・

本片 ・ ド ノ グ リ { 少 }
本片

・
ド ノ グ リ ( 少 } 後期か晩期

本ド的ン 襲グ リ {少} 粘士紐の断片

本ド 町ノ 察グ リ・ { 少)
・ 木片

| 本ド 向シ 車グ 'J ( 少 ・ 木片
本ド 町ン 車グ リ・ { 少) ・ 木 片
木ド 町ン 築ク リ (少)

・
木片

本ド 町〆 集グ リ・ {少j
| 木ド 町ン 聾グ リ・ {少}

木ド 町
ン 聾ク リ・ (少

| 木ド 町〆 葉グ リ・ ( 少}
| 木ド 町シ 聾グ リ

・
( 少

木ド
町シ 栗タ 1田J (少j

| 木ド のシ 葉グ リ・ ドル}
| 木ド

町ノ 葉グ リ・ { 少)
木ド 町ン 事グ リ・ ドレ}

| 木ド 町ン 事グ リ・ (少
木ド 町ン 事グ リ・ (少)

| 木ド
町シ 構グ リ

・
( 少)



第 4 節 第 8 - 10層 の遺物

第 4 節 第 8 - 1 0層の遺物

1 . 出土状況

調査 は 第10層上面 ま で重機 に よ る 排土作業 を 実施 し 、 そ の 聞 は 遺物の採集程度の調査で終 え て

い る 。 第 10層 は 本来的 な 調査 を 行 っ て い る が、 遺物の混在状況 を 見 て 一括での取 り 上 げ作業 を 行

っ て い る 。 ま た 、 調査当 初 は遮水 ・ 排水状態の不備 な状況の も と で調査 を 進 め て い た た め 、 第10

層 と 第1 1 層 と の 区分 を 明確 に で き ず に 第 10層 と し て 一括 し て 取 り 上 げて い る 遺物 が あ る 。 こ こ で

は 、 多 く の時期 の遺物が あ る た め 、 可能 な 限 り 区分 を 行 っ て 報告 を 行 い た い 。

2 . 第 I . n 群土器

第 I 群土器 (第99図15)

こ の 層 よ り 出土 し た第 I 群土器 は 、 1 点だ け で15が そ れ に あ た る 。 15は、 ロ ー リ ン グ を 受 け か

な り 摩滅 し て い る が、 外面 に 粗大化 し た 大型の精円押型文が施文 さ れて お り 、 傾 き 具合 よ り 深鉢

の 底部 に 近い部位で、 底部は尖底に な る も の と 考 え ら れ る 。

第 E 群土器 (第98図 1 - 第99図14)

l は 、 深鉢の 口 縁部片で 口 縁部が大 き く 外傾 し 広が る こ と か ら 、 頭部で く の 字状 に 屈 曲 す る 朝

顔形の器形 に な る も の と 考 え ら れ る 。 文様は 、 そ の大 き く 広が る 口 縁部 に 棒状工具 に よ り 刺突文

が施 さ れ る 。 器面調整 は 、 内 外面共 に 丁寧な条痕で あ る 。 2 は 、 胴部片 で あ る が l と 同 じ も の で 、

丁寧 な 条痕調整の 後外面 に 刺突文 を 施 し て い る 。 1 と 2 は共 に A 類 に 分類 し た 。 3 は 、 深鉢の胴

部片で胴部上半か ら 口 縁部 に か け て 細 い 沈線状の押引 き 文 を 施文 し て い る 。 た だ し 、 口 縁部 と 底

部 を 欠失す る た め形態は不 明 で あ る が、 直 口 す る 口 縁部で底部は傾 き よ り 丸底 と 考 え ら れ、 B -

1 類に分類 し た 。 4 は 、 条痕調整 だ け の無文の 口 縁部片で、 口 縁端部 は ナ デて 平坦面 を 作 り 出 し て

い る が刻 目 は施 さ ず、 器壁 は 薄 い。 D - 2 類に分類 し た。 5 は 、 外傾 し な が ら 立 ち 上が る 胴部片で、

そ の胴部 に 明確 に は 不 明 で あ る が刺突状の刻 目 を 施 し た 隆帯 を 縦 と 横 に 貼 り 付 け た 区画帯 を 作 り

出 し た後、 中 に 区画帯 と 同 じ 刺突状の刻 目 を 施 し た 隆帯 を X 状 に 貼 り 付 け充填 し て い る よ う で あ

る 。 条痕 に よ る 調整 は 、 非常に 丁寧で器壁が薄 く 焼成が良好 な の が特徴で あ る 。 E - lO類 に分類

し た。 6 ・ 7 は 、 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け た 口縁部 ま た は近 く の も の で、 口 唇部 に 刻 目 を 施 さ な

い E - 1 b 類に 分類 し た も の で あ る 。 口 縁部の形態 は 、 共 に 直 口 す る も の でやや外傾す る 。 7 の

口 唇部 は 、 やや尖 り 気味 で あ る 。 8 は 、 口 縁部 に 隆帯 を 4 条横走 さ せ た も の で、 口 唇部 は ナ デて

丸 く な る が刻 目 は 施 さ な い 。 6 . 7 と 同 じ く E - 1 a 類 に 属す る 。 た だ し 、 器形 は異 な り 胴部上

半で 内側 に 内傾 し そ の ま ま 口 唇部 に 至 る も の で、 器高が浅 い 浅鉢 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 外面 よ り

穿孔 し た 補修孔が認め ら れ る 。 9 は 、 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け た 口 縁部近 く の破片で、 口 縁形態

や刻 目 を 施 す か ど う か は 欠失す る た め不 明 で あ る 。 E - 1 類 に 属す る も の で あ る 。 1 0 は 、 直 口 す
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第 4 節 第 8 - 101曹の遺物

司

第99圏 第 1 0層 出土土器実測図(2)

殺与高丸 令�'� l: '; ' f1 
稲司，.; :-:. コ. 、九‘ 一‘A、守叩之;沌屯

.f":恥Fムtl:.函 戸、手，�:.:�守れ?屯VJ
椛 () '
理

咽nu
a』E

る 口縁部 を も っ鉢 ま た は 深鉢の 口 縁部片で、 全体の文様 モ チ ー フ は不明 で あ る が 口 唇部 よ り 1 本

単位の 隆帯 を 縦走 さ せ区 画帯 を 設 け た後、 さ ら に 口 唇部 よ り 長 さ 1 . 5叩程の粘土紐 を 縦方 向 に 張

り 付 けて い る が、 こ の粘土紐 は 雑 に 貼 り 付 け ら れて い る 。 こ の土器の 口 唇部の文様 は 、 雑 に 貼 り

付 け た の が意図的 な も の か ど う か は 不 明 だ が、 今回 の調査で43号貯蔵穴内 よ り 出 土 し た 編 み物の

口 の 部 分 、 つ ま り 余 っ た 材 質 を ツ ル状の植物 を 巻 い て 束ね た部分 に そ っ く り で あ る こ と を 付 け

加 え て お き た い 。 ま た 、 口 唇部 は 丸 く な り 土器 自 体が ロ ー リ ン グ を 受 け磨滅 し て い る が、 内外面

共 に 丁 寧 な 貝殻条痕 に よ る 器面調整 を 行 っ て い る 。 1 1 は 、 直 口 し て 立 ち 上が る 口 縁部 に 隆帯 を 横

走 さ せ貼 り 付 け た 後、 口 唇部 と の 聞 に 約 5 剛間隔で陸帯 を 縦走 さ せ貼 り 付 け た 文様モ チ ー フ を も

つも ので、 E - 4 類に属す る も の で あ る 。 12は、 こ れ も 特殊 な 土器で浅鉢 と 考 え ら れ る 口 縁部片

で あ る 。 底部 よ り 、 外傾 し な が ら 立 ち 上が り 口縁部 に 至 る も ので、 口 唇部直下で 内湾す る 。 文様

は 、 土器の 大部分 を 欠失す る こ と か ら どの よ う な文様モ チ ー フ な る か は 不 明 で あ る が、 口 縁部 を

中心に 隆帯 を 横 に 長 い 楕 円形 に 貼 り 付 け て い る 。 口 縁部 は 、 ナ デて 端部 は 丸 く な る が刻 目 は施 さ

な い 。 ま た 、 こ の土器 は器壁がか な り 薄 い の が特徴で、 器面調整の 貝殻条痕 は 丁寧で外面 は貝殻

条痕の 後丁寧な ナ デで あ る 。 一応 E - 5 類に 分類 し て お き た い 。 13は、 胴部片で外面 に 幅が広 く

先の丸い棒状工具 に よ る 回線で重弧文状の文様 を 施文 し て い る 。 内 面 は 、 外面文様の施文具 と 同

ーの も の で器面調整 を 行 っ て い る 。 こ の土器 は 、 外面 に 凹線状の文様 を 施文 し て い る が、 中期の

阿高式で は な く ま た 内面 を 条痕 に よ る 調整 を 行 っ て い る こ と か ら 第 E 群の 中 に 入 る も の と 考 え た 。

14は、 貝殻条痕 に よ る 深鉢の胴部片で、 斜方 向 の条痕 を 組み合わ せ て 複合鋸歯文 ら し き も の を 描

い て い る 。 ま た 、 器壁が厚 く 焼成 も あ ま り 良 く な い こ と か ら 、 D 類 に 属す る も の で松本 ・ 富樫分
類で は 轟 A 式に 当 た る も の と 考 え ら れ る 。
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3 . 第 E 群土器

第 E 群土器が 3 点 あ る 。 1 は二条の 明瞭 な 横区画 を な し 、 上下 に 向 き 合 う 重弧沈線文 を 充填 さ

せ て い る 。 2 も 同様 に 横区 画 と 重弧沈線文様 を 施 し た土器で あ る が簡素化 さ れた 文様 と 見れ る 。

3 は細 い 沈線文が あ る も の で 、 内面 も ナ デ調整で あ り 所在 を 明確 に で き な い 土器で あ る 。 一応、

こ の時期の 範曙 に は い る 可能性が あ る も の と し て 取 り 上 げて お き た い 。
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υ

門川パM，，

第 1 00 図 第1 0層 出土土器実測図 (3)

4 . 第 U 群土器

第 W 群土器 と し て 84点 を 取 り 上 げて い る 。 第 W 群-A - E 類 ら に 分類 し て 報告 を 進 め た い 。 分

類の主な る (原則的) と こ ろ は 以下の通 り 。

第 W 群ー A 類 : 刺突文 + 横区画沈線文 ・ 充填文様 (複合鋸歯文 ・ 直線文)

第 W 群- B 類 : 刺突文 + 山形文

第 W 群ー C 類 : 刺突文 + 横沈線文

第 W 群- D 類 : 刺突文 な し 、 縦区画沈線文 + 菱形状文様

第 W 群- E 類 : 刺突文 な し 、 横沈線文

第 W 群- F 類 : 刺突文 な し 、 斜格子文 ・ 沈線羽状文 ・ そ の他

- 1 45 -



第 8 - 10層 の 遺物第 4 節

も唱t連軍主省高P明野跡

J胤
4hι円九FJ

吋
ww一…れい

グリJピ咽駒山明ι)

~JMN
Cdy~b

 

n-掛川閉伊川河、lMh

dUM
PM1

 

守的対狩
1jきま

7げパμバ

d ・わJoI'"，;ç�w.); 

v，r

 

h，、JA辺J
ど一一-JU--日比
WP

一回一二、京、f・1t a『

Fum'Fqha刊。i

TiE 
fr.Pf.:!.� ヲ?

ムエム:I<J:品;「自 若骨i弓Tモ:::��T

�:!rir' 

、 4月、さ t : ‘主!. <l，

一JU υ

酒税一一ワ
必要

一 45
民、、

2・_."'.....-一一角h‘ ."01":;./ ';'''"'':�'� '- .!'J匂0;....
r: -::- 叩川怜骨��:��，�;-:， �
J争H与叫が'.}� ， ょ 目旬、\.，:.... �;:;.� 、c•• �.，凶!-._'.-<��

同ø.';ii":':>:-=ニヂiー し
-百二?円 マ三? ー-...�.，..:.，..;.，・-" .� 

一FHUR

L広
之助di

AA校
お
かω

すHMM
h

tj，，， - .';: .'，� ι 
4，町、， ー ~ー'局、ーー"ーコ，ー，e 、 九 戸� ，- .{， rrl 一 一酌;.;.. .... 、 I"'�.:. ' : :_�� ( J ・ ・ f d』 ト ー 川、 川必ム肺門一品 :， -. � 】 U、 .0"""- __"':.:- ・ ・ー ドマ 一、 ‘. . . .. . . \ I t W ‘崎 、 “ 、ι一ー I ( l ‘ 1 \ 、 品 川~、 a ・ > ι t

: : 13 

一

同げMU
h

õ..?1:':�..J..��占企叫ん
tZ喜重三三三主
税iW

. . . . .'�ι /， 

po

 

Aせ

lOcm 

第 1 0層 出土土器実測図(4)

。

第1 01 図



第 E 章 縄文時 代 の 遺構 と 遺物

1 ) 第 W 群-A 類土器 (第101図 4 - 第102図26)
こ の土器群 と し て23点 を 取 り 上げて い る 。 10点の 口 縁部 は E 類 7 、 E 類 4 - 6 ・ 8 - 13 と な

り 、 5 ・ 9 ・ 1 1 はやや外寄ぎみで あ る 。 口 唇部の形状は E 類 6 、 E 類 7 ・ 13、 W類 4 ・ 5 、 羽
類 8 - 10な ど に分 け ら れ よ う 。

特徴的 に 刺突文、 横区画沈線文、 複合鋸歯文、 短沈線文 と 連続す る こ と が見 られ る 。 刺突文
は 2 条 5 - 7 、 3 条 4 ・ 8 - 1 1 ・ 13 と が あ る 。 刺突文の各点は 「逆三角形点」 、 「楕 円形点」 、
「丸点」 、 「短沈線状点」 が あ り 、 ノ く ラ エ テ ィ ー に 富む。 構成文様は 「帯列」 や 、 く の 字 、 「 羽

状文」 を 形成す る 。 口 唇部文様の施文 も 半数 を越えて い る 。 内面文様 も 多 く 、 7 点 に 見 ら れ る 。
刺突文 + 横沈線文が原則 と 見 られ、 両者が単独 と な る 場合 と 、 逆 に 10に 見 ら れ る よ う に 重厚に
施す も の も あ る 。 横区画沈線文は 2 - 4 条あ り 、 短沈線文で あ る 。

12は斜行沈線文 を 密 に 施 し た所謂複合鋸歯文が見 られ、 同様 に 15- 24 に も 見 る こ と がで き る 。
21で は破片の 中央部 に 横区画沈線文があ り 、 複合鋸歯文が上下 2 段に構成 さ れて い る も の が あ

る こ と を 確認で き る 。 また、 22は乱れた沈線文で あ る が、 粗い施文の な か に複合鋸歯文 と 底部

へ続 く 短沈線文 を 認め る こ と がで き る 。
25 ・ 26は胴部か ら 底部へかけて の資料で あ る が、 横沈線文が あ り 、 複合沈線文で は な く 、 縦

沈線文 を 充填 さ せ た も の と 判断で き る 。
2 ) 第 W 群-B 類土器 (第103図24 - 40)

器面や内面に 山形文の施文が あ る 土器群14点 を纏め て 見 た も の で あ る 。 8 点の 口縁部は I 類
29、 E 類27 ・ 28 ・ 31 - 33、 V 類30 ・ 34 と 分 け ら れ る 。 口 唇部はやや平た く な る も の が凌駕 し て

い る 。 刺突文は 6 点に 見 ら れ、 1 - 3 条があ り 、 丸点が多 く 「帯列」 と な る こ と を 指摘 さ れ る 。

また、 口 縁部 8 点全て の 内面に施文 さ れて い る 高率が注 目 さ れ る 。 口 唇部施文 も 5 点 あ り 過半
数 と な っ て い る 。 刺突文 と 短沈線文様に 山形文 を 加 え る 文様構成が普遍 と 見れ、 山形文は両面
に あ る も の と 、 片面だ け に 施文 さ れた も の があ る 。

35は第 3 文様帯 に弧沈線が あ り 、 36 ・ 38は網代文、 37は複合鋸歯文 も あ り パ ラ テ ィ に 富 む。

39は小破片で あ る が、 波状す る 口縁に細い 山形文、 横区画沈線文 を 確認で き る 。 同 じ く 40 も 刺
突文 を 持た な い が、 複合鋸歯文の下位に横区画文 を 施 し 、 山形文 を 重ねて い る 。 鋸歯文 と 山形
文 と の関わ り を 示 し て い る も ので あ ろ う か。
3 ) 第 W 群-C 類土器 (第104図41 - 48)

刺突文の後、 下位は すべて 沈線文 を施す土器群があ る 。 41 はやや外反す る 深鉢で、 口 唇部 は
幾分平 ら と な っ て い る 。 横 に 長い沈線文で も あ る 。 な お 、 刺突文は 5 条 と 多 く 、 羽状文 を 構成

し て い る 。 42- 44 は そ の胴部片 と 思われる 。
4 ) 第 W 群-A - C 類土器 : 口縁部 (第104図45 - 第105図61 )

刺突文 を 施す17点の 口 縁部があ る が、 何れ も 小破片で あ り 、 全体の構成文様 を 明 ら か に 出来
な い も の で あ る 。 楕円点の刺突文は羽状文 を 、 丸点の刺突文は帯状文 を 構成す る 傾 向 が あ る 。
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第 皿 章 縄文時 代 の 遺 構 と 遺物

第 2 文様帯が横区 画沈線文 と な る の か、 単に 沈線文に な る の か の判断が困難で あ る 。 恐 ら く 横

区画沈線文 を 有す る 可能性が強い も の と し て 、 46 ・ 47 ・ 49 ・ 50 ・ 52 - 54 な ど を 挙げ ら れ よ う o

w 群- A 類 に 相 当 し よ う 。 45 ・ 55 は 7 条の 刺突文で特異で あ り 、 48 は 内 面 に 3 条の沈線文 と 多

い 。 57 - 60は小型の深鉢で57 は波状 口 縁、 59は非常に 小 さ な刺突文 を 施文す る 特色 が あ る 。 ま

た 、 60 は短沈線文状の 口 縁文様で あ り 、 刺突文の範鴫 に 含め る の か判断が困難で あ る 。 61 も 特

異 な 大 き く 外反 し やや羽状す る 口縁部で、 独特の文様 を 構成 し て い る 。 内 面 は 上下の沈線文 に

挟 ま れ た 状態で、 期j突文が施 さ れて い る 。 内面調整の ナ デ調整が不充分 で、 へ ラ 調整や条痕が

若干認め ら れ る も の も あ る 。

5 ) 第 W 群- D 類土器 (第106図62 ・ 63)

D 類 は 刺突文が な く 縦区画沈線文 を 施 し 、 幾何学文様 を 充填 さ せ て い る 土器 で あ る 。 62は 口

縁部がやや外反す る 大形の深鉢で あ る 。 3 本の縦区画沈線文が 3 組確認で き る 。 こ の 区 画 を 行

っ た 後、 r X J で小区画 を 行 い 、 「六弥太格子文」 状の施文が見れ る 。 形成 さ れた 「菱文」 の 内

側 は 刺突文で埋 め て い る 。 隣の文様帯 は斜行す る 沈線文様で鋸歯文 を 構成 し て お り 、 こ の施文

形態 を 横方 向 に 繰 り 返す も の で あ ろ う 。 63 は 口 縁部がやや 内傾す る 深鉢で あ る が、 全 く 同様の

施文形態 を 示 し て い る 。

6 ) 第 W 群- E 類土器 (第 106図64 - 68)

E 類 は 器面 に 刺突文が な く 、 短沈線文 だ け の施文で あ る 。 刺突文の幅や深 さ は種 々 で あ り 、

口 唇部、 内面 に 刺突文 を 施 し た も の が あ る 。
7 ) 第 W 群- F 類土器 (第107図69- 73)

69 ・ 70 ・ 72 は沈線 に よ る 羽状文で あ る 。 「沈線羽状文」 と で も 呼べ ょ う か。 70 の 器 形 は 椀 形

土器で あ る 。 72 は滑石が混入 さ れて お り 、 特徴的 な こ と に カ マ ボ コ 状で刻み を 施 し た 突帯 を 有

し て い る 。 71 は 内面 に 条痕の調整痕 を 残 し 、 特異 な文様構成 を 示す資料で あ る 。 73 も 同様の形

態 を 示す も の で あ る が、 浅 い 沈線で 「菱格子文」 を 見 せ て い る 。 や は り 、 内 面 に 条痕の 調整痕

を 残 し て い る 。

8 ) 第 W 群土器 : 胴部 ・ 底部 (第 107図74 - 第 108図84)

全体文様 を 明確 に で き な い 胴部 ・ 底部片で あ る 。 74は 内面の短沈線文か ら 口 縁部で あ り 、 刺

突文 を 持つ こ と な く 短沈線文、 鋸歯文 を 構成す る も の で あ ろ う 。 75 は 雷文状で あ る 。 76 は斜行

す る 沈線文 と 菱形内 を 刺突文で埋め る こ と に よ り 、 D 類の胴部片 と 判断 さ れ る 。77 ・ 78 は 網代文

と 見れ る 。 82 は 底部近 く の破片で あ る が、 沈線文 に 挟 ま れ 2 条の 刺突文が あ る 。 縦区画沈線文

も 有 し て い る 。 84 は 鋸歯文の施文が 明確で あ る 。
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第1 08図 第 1 0層 出土土器実測図 (1 1 )

5 . 第 V 群土器 (第 109図 1 � 6 )  

こ の群の土器の 出土点数 は、 非常 に 少 な い 。 1 � 3 と 5 は 、 直 口 し て 立 ち 上が る 鉢 ま た は深鉢
の 口縁部片 で あ る 。 い ずれ も 、 口 唇部に は指を 器面 に 深 く 押 し 付 け刻 目 状 に 刻 ん で い る こ と か ら 、
口 縁部 は さ ざ波 を 呈 し て い る の が特徴で あ る 。 口縁部の破片 で あ る こ と か ら 胴部の形態や文様 に

つ い て は不明 で あ る が、 口縁部文様は凹点文 と 直線的 な やや幅広の凹線文 を 組み合 わ せ て 施 し て

い る 。 1 に は 、 胎土に 少量の滑石粒 を 含むが、 他の土器 に は 全 く 含 ま な し 、 。 器面調整 は 、 す べ て

ナ デで、 色調 は l が淡い暗褐色で 2 ・ 3 は赤褐色、 5 は黒み を 帯びた赤褐色で あ る 。 4 は 、 復原

口 径20. 4cm を 測 る 鉢の 口 縁部片で あ る 。 口唇部は、 ナ デて 平坦面 を 作 り 出 し た 後山形の突帯 を 貼
り 付け 、 そ の突帯の頂部 に は 2 カ 所指 を 押 し 付 け刻 目 状に刻んでい る 。 口 縁部文様は 、 前記の土

器 と 同 じ く 凹点文 と やや幅広の凹線文 を 組み 々 わ せて 作 り 出 し て い る が、 前記の土器 と の相違点

は 簡略化 し た渦巻文 と 思わ れ る 曲線の文様が入 る こ と で あ る 。 器面調整は 、 ナ デで色調は暗褐色

を 呈す る 。 6 は 、 復原 口径26. 4cm を 測 る 深鉢の 口縁部片で あ る 。 頭部で く の字状 に 屈 曲 し た後、 直
口 気味 に やや外傾 し て 立 ち 上が り 口 唇部 に 至 り 、 胴部は若干膨 ら む も の と 考 え ら れ る 。 口 唇部 は 、
4 と 同 じ く ナ デて 平坦面 を 作 り 出 し た 後、 山形の突帯 を 貼 り 付 け た後頂部 を 4 カ 所刻 目 状 に刻ん
でい る 。 文様は 、 口 縁部の みで胴部に は施さ な い 。 口縁部文様は、 凹点文 と 曲 線化 し た細い回線
文 を 組み合わせた も の を 施 し て い る 。 曲線化 し た 凹線文は、 入組文の簡略化 し た も の で あ ろ う か。

以上の土器 は 、 一般的 に 阿高式 ま た は阿高系 と 呼ばれ る 土器群で 、 い ずれ も 、 文様が 口 縁部 に
集約 さ れ る こ と や凹線文が直線化す る こ と 、 ま た それぞれの文様が簡略化 さ れて い る こ と な どの



第 4 節 第 8 - 10層 の遺物

理 由 よ り 、 阿高式土器 の 中 で も 後出 の も の と 考 え ら れ中期の後葉か ら 末 に 位置付 け ら れ る も の と
考 え ら れ る 。

時戦 過 ?
7ハハ

5

崎
市、

。 5 10叩

第 1 09圏 第 1 0層 出土土器実測図 (第 V 群) 中期

6 . 第U 群土器 (第110図 1 - 第11 1図10)

こ の群の土器 は 、 型式的 に 数型式の土器群 に 分 け ら れ る が、 こ こ で は 後期 に 属 す る 凹線文系の

土器 と し て 一括 し て 取 り 扱い 「第 羽 群土器」 と し た 。
1 と 2 は 、 直 口 す る 深鉢 ま た は鉢の ロ 縁部片で、 口唇部は指 を 深 〈 押 し 付 け刻 目 状 に 刻ん で い

る こ と か ら さ ざ波状 を 呈 す る 。 文様 は 、 肥厚 さ せ た 口縁帯に rWJ 字状の凹線文 を 併列 さ せ て い

る 。器面調整 は 、 共 に ナ デて 、 色 調 は 共 に 黒み を 帯びた黄灰色 で あ る 。 3 は 、 口 唇部 を ナ デて平坦

面 を 作 り 出 し た 後 山形の突帯 を 貼 り 付 け た深鉢の 口縁部片で、 口 縁部 は 直 口 し て 立 ち 上が る 。 文

様 は 、 口 縁直下 に 棒 ま た は 箆状工具 に よ る 細 い 回 線 を 横走 さ せ文様帯 を 作 り 出 し 、 そ の文様帯の

中 に 同施文具 に よ り r S J 字状の文様 を 描 き 並列 さ せて い る 。 器面調整 は 、 ナ デで色調 は 淡 い 黄

灰色 を し て い る 。 4 は 、 直 口 し て 立 ち 上が る 深鉢 口 縁部で、 口 唇部 に は指 を 深 〈 押 し 付 け刻 目 状

に 刻 ん で い る こ と か ら さ ざ波状 を 呈す る 。 口 縁部 に は、 幅1 . 5叩程の文様帯 を 作 り 出 し て い る が文

様 は な い 。 器面調整 は ナ デで色調は 淡 い 褐色 を 呈す る 。 5 は 、 若干 内湾す る 深鉢の 口 縁部片で、

ナ デて 平 坦 に し た 口 唇部 に は 突帯 を 貼 り 付 けて い る 。 文様 は 、 口 縁部 に の み施 さ れ、 やや帽の狭

い 回線 と 凹 点 を 組み合わ せ て 文様 を 描 い て い る 。 器面調整 は 、 ナ デで色調 は 薄 い 暗褐色 を 呈す る 。

6 は 、 5 と 同 じ く 若干内湾す る 深鉢の 口 縁部片で、 やや幅の狭い 回線で入組文 と 考 え ら れ る 曲線

化 し た 文様 を 施文 し た も の で、 文様は 口 縁部 に集約 さ れ る 。 器面調整 は 、 ロ ー リ ン グ を 受 け磨滅

し て い る た め不 明 で 、 色調 は 薄 い 黄灰色 を 呈 す る 。 7 は 、 直 口 し て 立 ち 上が る 深鉢の 口 縁部片で、
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第 E 章 縄文時 代 の 遺 構 と 遺物

口 唇部 と 直下の 口 縁部 に 幅 1 cm程の断面が カ マ ボ コ 形 を 呈 し た 2 条の 突帯 を 平行 さ せ貼 り 付 け 、

そ の突帯 に は指頭 に よ る 凹点 に よ り 刻み を 施す。 突帯聞 の文様帯 に は 、 縦 と 横 の 凹線文 を 組み合

わ せ た文様 を 構成す る 。 器面調整 は 、 ナ デで色調 は薄い暗褐色 を 呈 す る 。 8 は 、 肥厚 さ せ た 山形

の 口 縁部 を 持つ も の で 、 頂部 に は刻み を 施す。 器形 は 、 頭部で屈 曲 し た 後 口 縁部 は 外反す る 。 ま

た 、 頭部屈 曲 部 の や や上方 に は幅 l 叩高 さ 1 . 5叩程の突帯 を 貼 り 付 け 、 そ の突帯 に は 細 い 刻 目 を

施す。 器面調整 は 、 ナ デで色調 は 薄 い 黄灰色 を 呈す る 。 9 は 、 ロ 縁部が外傾 し な が ら 大 き く 開 く

も の で、 器形 は 深鉢 と 考 え ら れ る 。 口 唇部直下に は 、 幅 1 叩 ほ ど の 文様帯 を 作 り 出 し 、 文様帯 に

は 棒状工具 に よ る と 考 え ら れ る 細 く て 深い回線文 を 3 条縦 に 施 し た も の を 基本 と し て 、 左右 に 2

条平行 し て 横走 さ せ文様 を 展開 さ せ て い る 。 器面調整 は 、 ロ ー リ ン グ を 受 け て 磨滅 し て い る こ と

か ら 不 明 で 、 色 調 は 薄 い 褐灰色 を 呈 す る 。 10は 、 口 縁部が内傾す る 深鉢の 口 縁部片で、 口 縁部 は
低 い 山形 を 呈す る 。 口 唇部 に は 、 山形の一番低い部分 に 合 わ せて 平坦面 を 作 り 出 し そ の面 に は 凹

点文 を 施す 。 ま た 、 山形の峰部分 に も 刻 目 を 施 し て い る 。 口 縁部外面 に は 、 棒状工具 に よ る 細 い

回線で渦巻文 ら し さ 文様 を 描 い て い る 。 器面調整 は 、 ナ デで色調 は 黒味 を 帯 び た 薄 い 灰褐色 を 呈

す る 。

以上、 「第 羽 群土器」 に つ い て 説 明 を 行 っ て き た が、 こ れ ら の土器群 は 回線文 に よ り 文 様 を 構

成す る こ と か ら 中期阿高式土器の流れ を く む も の と 考 え ら れ、 前述 し た よ う に 文様 の 特徴 よ り 後
期 の初頭か ら 中葉 に か け て 数型式に 分 け ら れ る 。 1 - 4 は 後期初頭の 南福寺式 に 、 5 - 8 は 出 水

式 に そ れぞれ比定で き る も の と 考 え ら れ、 ま た 9 ・ 10は 中葉頃 に 位置付 け ら れ る も の と 考 え ら れ

る 。 た だ 、 10は文様 モ チ ー フ の特徴 よ り 磨消縄文が施 さ れ る 直前 の も の と 考 え ら れ鐘 ガ崎系の土

器で あ ろ う か。

7 . 第VJI群土器 (第 1 1 1 図 11 ・ 12)

磨消縄文系の 土器群 を 「第四群土器」 と し た 。 1 1 と 12は 、 共に 胴部が膨 ら み頚部が く の字状 に

屈 曲 し た 後 、 口 縁部が大 き く 聞 く 器形の深鉢胴部片で あ る 。 1 1 は 、 胴部 に 縄文 を 施 し た 後箆状工

具 に よ る 細 く て 深 い 凹線 に よ り 入組文 を 施 し 、 中の縄文 を 部分的 に 磨 り 消 し て い る 。 器 壁 は 薄 〈

器面調整 は ナ デで色調は暗黒灰色 を 呈 し て い る 。 ま た 、 器面 は ロ ー リ ン グ を 受 け 磨滅 し て お り 縄

文 は 消 え か か っ て い る 。 12は、 胴部上半 よ り 頭部 に か け て 文様 を 施 し た も の で、 縄文 を 施 し た 後

箆状工具 に よ る 細 く て シ ャ ー プ な回線に よ り 、 左右対象の文様 を 描 き 中 の縄文 を 部分的 に 磨 り 消

し て い る 。 回線文 は 、 曲 線 も 含 む が全体的 に 直線的 な感 じ を 受 け る 。 器壁 は 、 4 mm と 非常 に 薄 く 、

器面調整 は 外面が研磨内面がへ ラ 削 り で あ る 。 ま た 、 色調 は 外面 が黒色 内面が暗褐色 を 呈 す る 。

1 1 は 、 鐘ケ崎式 に 12 は 三万 図 式 に 比定 さ れ る も の と 考 え ら れ る 。

8 . 第四群土器 (第 1 1 1 図13 ・ 14)

後期末の 土器群 を 『第四群土器』 と し た。 こ の土器群 は 、 器形 ・ 文様 ・ 器面調整 な ど の 特徴 よ
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第 皿 章 縄文時代 の 遺構 と 遺物

り 御領式 に 比定 さ れ る 。 1 3 は 、 浅鉢片で復原 口 径22. 6叩、 現存高5. 2佃 を 測 る 。 底 部 よ り ほ ぼ直

線的 に 大 き く 聞 い て 立 ち 上が っ て き た 後、 幅 1 叩程の 内傾す る 口 縁帯が付 く 。 口 唇部 は 、 面 を 作

り 出 し 、 ロ縁帯に は 2 条の沈線が施 さ れ る 。 器面調整 は 、 内 外面共 に 研磨で色調は黒色 を 呈す る 。

14は、 精製深鉢土器の 口 縁部片で、 復原 口径35. 8叩、 現存高5. 9叩 を 測 る 。 頭部が す ぼ ま っ た 後

緩やか に 外反 し な が ら 広が り 口 縁部 に 至 る も の で、 口縁部に は幅 2 佃程の 口 縁帯 を も っ。 口 縁帯

は 、 内傾 し 2 条の沈線が施 さ れ る 。 器面調整 は 、 内外面共 に 研磨で色調 は 淡 い 暗褐色 を 呈す る 。

9 . 第 区群土器 (第1 12図 1 - 3 ) 

晩期 の 土器 を 一括 し て 「第 E 群土器」 と し た。 こ の群の 土器 も 、 数型式 に 分 け ら れ る 。 1 は 、

浅鉢で復原 口 径23. 4側、 現存高5. 6佃 を 測 る 。 器形 は、 胴部が 内 側 に 屈 曲 し た 後頭 部 下 半 で 一 旦

す ぼ ま り 、 緩やか に 外反 し な が ら 広 が り 口縁部に 至 る 。 口 縁部 に は 、 幅 l 叩程の 口 縁帯 を も っ。

口 縁帯 は 、 内傾 し 2 条の 浅 い 沈線が施 さ れ る 。 器面調整 は 、 ロ ー リ ン グ を 受 け磨滅 し て い る た め

不 明 だ が 、 色調 は 淡い暗褐色 を 呈す る 。 2 は 、 大型の浅鉢で 口 縁部 を 欠失す る た め 口 径 は 不 明 で

あ る が、 胴部最大径34. 8叩、 現存高17. 6佃 を 測 る 。 底部 は 、 丸底で 内湾 し 大 き く 聞 き な が ら 立 ち

上が り 、 胴部で は や や 内 側 に 屈 曲 し 頭部 は 内傾気味 に 直 口 し な が ら 長 く 立 ち 上が る 。 胴部の 屈 曲

部 に は 、 明 確 な 稜が認め ら れ屈 曲部は底部近 く に 下が る の が特徴で あ る 。 口 縁部 は 、 大 き く く の

字 に 屈 曲 し た 後外傾す る 口 縁帯が付 き 、 そ の 口 縁帯 に は 数条の沈線が施 さ れ る も の と 考 え ら れ る 。

器面調整 は 、 内 外面共 に 研磨で色調 は黒色 を 呈 し 、 ま た 内 外面 に は 多量の ス ス が付着 し て い る 。

3 は 、 粗製深鉢片 で底部の形態の みが不明 で あ る 。 器形 は 、 胴部で 内側 に 屈 曲 し た 後、 直 口 気味

に 立 ち 上が り 口 縁部がやや外反 し て 広が る 形態 を も っ。 土器の 法量 は 、 復原 口 径 は39. 6価、 現存

高30. 4叩 を 測 る 。 器面調整 は 、 内 外面共 に条痕で外面 に は ス ス が付着 し て い る 。 ま た 、 色調 は 内

面が暗褐色外面が黒色 を 呈 し て い る 。 器形の特徴 よ り 、 1 と 2 は晩期初頭の 天城式 に 、 3 は晩期

前半の古閑式 に 比定 さ れ る 土器 と 考 え ら れ る 。

1 0 . 底部 (第 113図 1 - 7 ) 

1 - 3 は 、 平底の底部片で、 法量 は 1 が底径1 1叩、 2 が底径13. 8畑、 3 が底径8. 2叩 を 測 る 。

い ずれ も 、 深鉢 ま た は鉢の底部片で あ ろ う 。 器面調整 は 、 1 と 3 の 底部外面 が へ ラ 削 り で 外面 の

他の部分 と 内面 は ナ デで 、 2 は 全体ナ デで仕上 げて い る 。 ま た 、 色調 は 1 と 3 が薄い 黄撞色で 2

が 明 る い 暗褐色で あ る 。 4 - 7 は、 底部 を 削 り 取 っ た も の で い わ ゆ る 上 げ底 の 底部片 で あ る 。 法

量 は 、 4 が底径6. 8叩、 5 が6. 6佃、 6 が5. 2叩、 7 が7. 4叩 を 測 る 。 器面調整 は 、 4 と 5 の 外面 が

研磨で 内 面 が ナ デ、 6 が 内 外面共 に ナ デ、 7 が 内 外面共 に へ ラ 削 り で あ る 。 色 調 は 、 4 が薄い黄

灰色、 5 が 内面黒色で外面が薄い 明褐色、 6 が内面黒褐色で外面が淡い 黄置色、 7 がやや 明 る い

暗褐色で あ る 。 ま た 、 5 と 6 は 、 内面に ス ス が付着 し て い る 。 い ずれ も 、 時期的 に は 後期 に 属 す

る 底部 と 考 え ら れ る 。
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第 E 章 縄文時代 の 遺 構 と 遺物

1 1 . 石器 ・ 挟状耳飾

時期 を 明確 に で き な い 資料で あ る が、 17点の石器 を 報告 し て お き た い 。

1 ・ 2 は 石鍍で あ る 。 1 は薄い査みの あ る 安山岩の剥片 を 素材 と し て お り 、 組 い リ タ ッ チ で終

了 し て い る 。 2 は部厚い チ ャ ー ト が素材で、 プ レ ッ シ ャ ー ブ レ ー キ ン グ を 施 し て い る が良質で な

い石材が原 因 し て い る の で も あ ろ う か端正 な仕上が り と は な っ て い な い 。 先端の尖 り も 不充分 で 、

脚部は 不揃 い で あ る 。

3 は リ タ ッ チ の 見れ る 石器で あ る が、 器種 を 明確 に で き な し 、 。 不定 の 調整剥離で あ る が 、 先端

が尖 る こ と に よ り ド リ ル と し て 用 い ら れ た も の で あ ろ う か。

4 - 6 は 石匙で あ る 。 4 は 安 山岩、 5 ・ 6 は黒色の チ ャ ー ト の剥片 を 素材 と し て い る 。 4 は 粗

い 刃部加工で不整 な 形状 を 示す が、 折れ た あ と 再加工 を 施 し て い る 。 後者の 2 点 は綿密 な 刃部加

工 を 行 い 、 摘み部位 を 丁寧 に 作成 し て い る 。
7 は 打製石斧で あ る が、 安山岩の剥片 を 素材 と し た も の で、 側 面 は 一方が組 い 調整で片方は折

断 し た平坦面 を そ の 憧 に 残 し て い る 。 刃部は細か な 剥離 を 加 え弧 を 描 く 。 8 ・ 10 は 磨製石斧、 9

は打製石斧の破片で あ る 。

1 1 は 円 盤形石器で あ る 。 両面は 自 然、面 で あ り 粗い調整剥離 を 加 え 円形化 を は か っ て い る 。

12- 14は何れ も 黒曜石 の 、 使用痕の あ る 剥片で あ る 。 良質 の黒曜石で あ り 、 そ れ な り の 剥 片剥

離技術の展開 が見れ る 。

15 - 17 は ス ク レ ー パ ー と 見れ る 。 不整形剥片の縁片 に 刃部加工 し て お り 、 16は ラ ウ ン ド ス ク レ

ー ノ f ー と で き る 。

1 8 は A - 2 区 第 1 0 ( 砂 磯) 層か ら 出土 し て い る 。 扶状耳飾の 欠損品で全体の半分程 を 欠失 す

る 。 形態は 、 逆三角形 を 呈 す る も の と 考 え ら れ下方 に 切 り 込みが入 る 。 両端の 欠損部分 に は 、

直径 5 mmで 中心径 1 mmの 孔 を 両側か ら あ け て お り 、 上方の孔は貫通 し 、 下方の は 途 中 で 止 め て い

る 。 こ れ は 、 欠損 し た扶状耳飾 り に 穴 を あ け 、 ベ ン ダ ン ト に 再利用 し た も の で あ ろ う 。 石材 は 、

乳 白 色 を 帯 びた く す ん だ縁色 を 呈 し 、 硬玉 と 判断 さ れ る で あ ろ う 。
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第 4 節 第 8 - 10層 の 遺物

第 6 表 出土土器観察一覧表 ・ 第 1 • n 群土器 ( 1 )

書号 分 銅 事 リ ヲ事 "種 残位存l!lI 形
g
ロ舗のa特徴

; 
文 惜 の 神 揖 施口容支

郎 色 側
3
胎2
1 土5石向毛閃石英E 焼成 盤 面 周 盤 備 考.. 名 m 外 内 外 内

l 1 U � A - .  2. 756 B震銚 ロ館館 aEE里TJ " 院の刺費文 ナ γ 0.9 風色 やい暗や明褐色る 目‘ .. [ 只優粂拠 | 民震最悦
2 1 1 =  A . B ・ 2 探鉱 胸部 3 条何事l兜文 0. 9 風色 やい暗や明副島色

る ， ‘ 血 貝個条Il( 民あ観と 条ナaデの
3 1 :�静3叙 A - .  l2d S“拘6 探鉢 嗣郎 ン ャ ー プ主押引 車 文 0.65 情褐色 | 蹄明絹るい�. 1 1 Q l '除侭 条Il( 外面は'" ス付着
4 1 g�朗 A - .  2. 741 '，3a 翠 ロOl!ll '" ロ ナ y 0.6 1 ;m�い や賞優冊色 、
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1 良 条" 条Il(
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突
すatB.竃 Lさ中らににs A ' 8 - 2 .... 民館 瞳掃の上か ら 刺突 0.6 鳳色 関色E- IO 阻

6 1 �� b 観 B - .  2.649 深隊 目録保 直 ロ L やや外価 断貼面り 付ー 角け形の隆需 を 繍位に 0. 8 前凪灰色 賀県灰色 ; 不や良や 条Il( 条Il( やや周減
7 1 �� b 銅 A - .  2， 766 探鉱 ロ緑l!lI 11 口 L やや外価 摘位の貼 り 付け随帯 ナ ν 1 . 0 既褐色 前灰色 Z 良 条ヂaの後 ナ 祖い条痕 やや膚棋

0 "  
む関節でそは

内の内
側傾ま

にま 毘ロ 位腿の闘悩l!lI より 付り 上け隆自B衛に官三条の倒 0・ 7 1 :い質問 海色い貧掲 l 3 省や修やm孔� りし て い るs " ' 8 - 2 "'.本 目配季節 + '/ 良 条痕 4長a
E- l b JD.  

9 1 ��願 A ・ 4 探鉱 周箇 横位向貼 唖 付け極構 0. 8 暗喝色 制色 ; "" 条" a長仮
10 1 0 群 A '  B ・ 2 様鉢 ロ縁舗 直ロ 隆
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敏位eる軍

野
条

.
ゆに部

を
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"， ， 8 - 2 
けら にし 後て 、 2 やや....11 

E-'阻
機.. ロ'181/ 盛 口 ナ γ 0 . ' 暗褐色 晴何色

3 
不良 条" a長a

12 1 ��II A . B ・ 2 小
鉢

型 ロ0" 海ロ.."直下で内 路{舗槻置門を 砧司限 り引付げ る づ砂 γ 0. 3 鳳色 黒色 不良 条ヂ鹿の後ナ 重い貝醐 やや....3 

1 3 1 11 群 A - ・ 2. 1 1 1  .. 銚 制邸 1 . 0 樋色 明褐色 2 良 好 惨よ統る工条具aに 徳よ 之る定工条具aに3 日 目撃 暗褐色 2 3 
や良や.. A . I 2. 135 探悌 厨院 条慣が担杉杭に 配 る 1 . 0 昭和褐色 租い条凪 但い条痕 訟本 ・ 宮哩踊年の A 式DØI 

15 1 1 1障 B - .  2.'ω 探隊
底罰近 暗灰錫色 2 t 不良 不明 麿援する〈 外国に 隔円押盟主 を施文 1. 1 旬既褐色
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不明
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す
"ーる島.
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16  B - 3 2.639 探鉱 ロ摩季節 網目 0. 9 凪色 灰 白 色 良 条Il( a長邸 外面に . . 付着
E-3Ø! 3 多

17 1 ��aØl B - 1 2.'郎 探鉱 近ロ緑〈 樹 構位の崎情貼 り 付rt 0. 6 暗胤褐色 黒色 3 少 良 包い条痕 組い条痕
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aee少
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多量18 

E- I 顕
B - 3 2.483 様.. 胸部 0.8 灰周色 灰鳳色 良 条a 条Il(
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" 碍

A . B ・ 2 深鉢
底間近 〈 で 0.7 白檀色 崎褐色 2 条8鹿 a長倶
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3 少25 1 ��浮" 01 " - 8- 2 探鉱 胴郎 {

け
Eる1 ，由慌の 粘 』 粒 . 貼 り /t 0. 8 間降鳩色 2

3

2
1 告少少

少
多 良

卜
条一痕一一一 a民健

目 緯
"lEcMJI 

A - 8- 2 "銚 周航 付殴aげ長をる.明院{降也傍と tLa g備E状
でR』こE

貼
貼 η 0. 9 "褐色 県色 良 粗い 十 ヂ 租い条"
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29 1 g�静l傾 A - .  2.044 潔鉢 ロ縁部 il!" 弓5 食 条痕 条Il( | 輔し き にも のよ る 硯聞の".. '例日調3 DE -S障1 銅
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具ら31 A - .  2.421 傑鉢 ロ緑" 11ロ 則It 1 . 1  関 色 黒 色 Eミ 貝鍵条Il( a長側0-111 

32 1 �!孝10. A ・ 4 1 .971 探鉱 ロ縁側 il!u 剣H 0.8  ，.尚色 暗世褐色 良 少の後十 条ヲ 慌の後十 条L aS でも 織の と 併方向の文後 ら
01写 直 口 L て 立 ち 上 トー一一" A - 3 2.21 探鉱 ロ'181' が り ロ障がやや 欄位向陽情貼 り 付It 剣 It 0.' 時悔色 月限色 2 少 良 条痕 条Il(
E- I ð 餌 内海 卜一一一0 1孝 竹曹に 1 少" A - .  2. 511 探鉢 ロ松郎 iO:n 楠位向峰帯貼 り 付 1 1 1 4 争 h よ る4阿 1 . 0 風色 黒色 2 � Sミ降 粗い条瓜 租い高島直
E-1 8 悶 句砲 ト一一 3 

35 1 �!写l b 照 A - .  2.341 湾総 口線l!lI a口 摘位の陣帯貼 り 付 け 0. 8 胤色 時褐色 2 少 良 少の後 ナ 条例
. .  写 l 少" A . 3 2.606 探鉱 ロ縁I/ll "，u 備位の崎情鮎 り 付" 。 自 民I�I色 ほ鈍灰色 3 • 廃 条a a島民
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51 A - .  1.812 深鉢 底認 尖底
52 1 l a A - 2 2.387 探鉱 .... 
図 u‘， 園 A - • 2. "" 探鉱 目録音思 直が ロり やL でや 外立側ら上
“ B凪 -3m B - '  2.'舗 擦鉢 綱領 毘 曲 す る岡郡
55 1 Ö凪 -静3" B - 4 2 匁3 襟鉢 問領 やgR4 ふ <，�胴
穏 B凪 -

静
2m 

B - 3 2.1.‘' 擦鉢 ロ縁.. 内拷

51 1 Ë・- 1 1m. B - 2 2.373 罷.. 園部 ふ く らむ胴郁
弱 EE-醇1 1鏑 A - 3 2.401 探.. ! 嗣ら腹怖か部 ふ 〈 らむ嗣郎
鈎 12 A . 3 2. 516 深鉢 口縁部 直 口 し やや件傾
的 A - 3 2.54 探鉱 口縁部 直 ロ L やや外傾
61 1 ñ:出 A - ， 2.381 潔鉢 ロ縁餌 直ロ
621 ö�銅 B - 4 2.25 深鉢 口縁.. 直 口
631 Ë�II悶 B - 4 2.296 探鉢 ロ緑偲 直 口 し やや外反

' " “ B - 4 2.281 深鉱 口縁部 直 口 し やや外皮E- 1 1I 隅
舗 ' "E- l a 嗣 B - .  2. 199 探鉱 ロ 緑.. 自ロ
“ ' " E- ' 且 阻 B - 2 之07. 探銚 ロ'U!I 直 口

' "  67 B - 3 2."" 探鉱 日綾部 白日E- ! a ll  
個 EE -騨1 0 罰 B - .  2.221 探鉱 ロ録儲 若干内向

回 EE -騨1 0 m B - 4 Z日3 採鉱 ロ縁留 位ロ
70 I ��醇1 0阻 B - .  2. 2"4 探鉢 ロ緑笛 直 口
71 1 E日 -醇1 0悶

8- 4 2.� 2. 141 潔鉢 口線.. 直 ロB - ， 2.229 
72 1 E目 -醇1 0 閉 B - ， 2. 3ω 探鉱 口縁.. 直口

.. ， 73 B - .  2. 188 習震.. 口縁部 自口E- l b 閉
74 1 E:日 w醇，m B - 4 2.218 潔鉢 腕節 直口
75 1 E日 醇，m 

口最内樽8 - 4 2. 296 深鉢 胸部 劇部』、 〈 ら む. .  ， 76 B ・ 4 2. 239 探鉱 胴郡 直口E- '閉
.. ， 77 B ・ 4 2. 16 探鉢 閤" 直口E-'阻

78 1 ��癖t聞 A - ) 2. 1(隠 探鉱 崩自臨 直口
79 1 :騨- ， 銅 B - 4 z ま26 探鉱 胴2略 直日

0 11  ω B ・ 4 2.'舗 探鉢 関節 a口E- 11II 
81 J :・R1餌 A - • 2.386 夜鈴 照認 く の字 放 に 組 曲
U EE ・S障1 鯛 ， - 4 2. m 係抽 駒郡 綱

ロ縁
審客
内ふ海〈 らむ

83 EE -a im 8 ・ 3 2.051 穏当棒 胴官事 限口

" 尊a‘ A - ， 2.381 探鉱 ロ縁部 置口 L やや件反'-2限
8s zg ・a4頗 A - ， 2. 33 深鉢 ロ 録 保 外傾

'" 飴 A - ， 2.25 探鉱 ロ縁部 直口 L やや外�E-'銅
目 勝 服口緑部がが開鈎 ま〈 りlJ1 B - .  � .・7 鉢 腐認E-7闘舗 EE -a lm B - .  2.275 探鉱 僻"

89 EE -a 1m A - ， 2 侃5 罷鉱 岡部
関 EE -R lm B - .  2. 318 援隊 胴認

91 1 U ø  8 ・ 3 2. 131 探鉱 嗣"

招 '" B - 3 2. 207 探鉱 闘箪

関 '" A - 1 2.446 課総 胴部

9( 1 11 " A - 1 2. 421 探鉢 周奇形

95 1 II If  A - ， 2. 153 深鉢 周"

舗 E俳 A - 1 1 . 955 探鉱 a〈za倍近 丸底 '

97 1 11 " A - ， 2.015 機鉢 底〈 部近 丸'"

98 1 IUf A - 2 2‘ 161 深鉢 底額l 尖底 ?

掬 ' " A - 3 2. 24 深鉱 底〈 解近 丸底 ?

1同 E騨
B - .  2. ' 探鉱 底〈 綴近 九. "

101 1 ll a A - 1 2.341 探鉱 "" 九正記 '
100 1 1 A ， - ‘ 2 認 認噂 底部 尖医

E凶 11軍 A - ， � 鈍 1 探鉱 胸部

104 1 '" B - 3 2. 176 探鉱 "" 乎底
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隆情的踊走砧 り 付け 剣目
陸備の倒走貼 唖 付 け 周目 刻，.，
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陸帯の慣走貼 IJ HCf
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継 す

- 167 -

1 . 4  揖い褐色
' . 3 既 白 色
... 褐色

0.6 1 �単色
... 黒色
O. 4 1 !U色
'.8 庚黒色
臥 7 1 m褐色
.. . 凧色
.. . 臣Mt
0， 7 風間色
'. ' 1 浅輩格

い負
。. 7 鳳色

O. 6 1 i史民間色

0. 8 1 !略色

O. 6 1 .�色

0. 7 黒褐色

0. 9 1  !司色

0. 7 暗掲色

'. 7 黒崎色

O.7 1 .!J.\色

0. 7 既褐色

0.8 風色

0.' 暗褐色

。‘ 7 凧褐色

0. 7 暗褐色

0. 8 黒色

0. 6 1 '"'色

0. 7 I .'�l咽色

0. 8 蝿恒色

.. . 思色
0. 7 F黒色
0. 7 

0. 7 黒褐色

0.8 黒色

0.8 黒色

'. 7 貝灰色

。 8 灰黒色
.. . 国主 →
1 . 1 1 1高賞胞色
0. 7 町南色
0. ' 暗闇色

0. ' 附鼻咽色

0. ' 晴岐褐色

0. . 1  �ν 明禍

0. 9 前掲色

0. 7 晴凪褐色
1.0 I i�M:但色

0.8 灰白色

..自 椛褐灰色

凪 7 黒色
i� � '. 7 庇 白 色

.. . 明褐色

置みがか
'-. っ た 灰 白

色

鋼
23

胎
I 土角5
5
E
閃

9
石宅石内

凧灰色 2 
凪灰色 3 
黒色 2 3 
E灰炎L黒・色

1 
3 

| 桜色 3 

黒色 2 3 
旋風色 3 
決灰偲L 色 3 
風色 2 
| 蜘貧灰 l 

黒褐色 l 
l 浅賓い仰向 2 

黒色
1 

機褐色 2 3 
..前灰色 ; 
国色 l 

絡色 2 3 
使白色 ; 
暗闇色 E 
書院褐色 』
同色 ; 
灰褐色 ; 
J高黄" 色 2 3 
時褐色 ; 
健褐色

時憾色 3 

黒色 2 3 
県色 3 
明掲色 2 

貝色 2 t 3 
1 阪褐色 3 
3 

崎
黒色

褐色 2 

時褐色 2 3 
明褐色 3 
阪黒色 2 3 
棋院峰色 2 3 
品買収色 2 

2 貝色 3 
措置値色 ; 
月R色 市行
黒色 判時6
暗 串 褐 色

市
31 
街

1 
暗阪尚色 2 3 
.11\色 2 1 

黒色 2 3 
黒色 2 3 
黒色 3 
灰 白 色 j 
貧色 3 2 

靖褐色 ; 
2- 色 i
黒色 2 3 
貧灰色 3 

一一一一一 「幌配 置 薗 調 聾
外 内

" Il長a 条"
良 + デ

" 1 �ヂ長僚の 俊 + 条a区

良 事
a
ER量五 浅a

い貝侵条

良好 成'.貝ミ 侵1ζ条』 事a l 浅'"民
〈
告て書条丁寧復

韮
条"

| 皆 、只銀傘
1 2P“ 

貝侵条度

良 条a 条"

良僻 包ぃ.." 値い条痕

民 条" 粂"
良 条自民 条'"

良野 条" 条'"

良好 各債の佳 十 条鹿町笹十
ヂ ヂ

良好 条a 条"

良 a陸自民 条.. 

Q l '長鏑 条.. 

良 轟倒的世 十 "..'"捷ナ
ヂ ア

良好 条底的蜂十
条.. ヂ

良好 条腐の 横 ナ 条..の佳 十
ヂ デ

良 条鍵 条.. 

不良 条a健 条痕

良野 a長a 条a

良" 粗い条痕 坦い条痕

良 a長.. 条痕

良 集.. 条"

"" 集'" 条e医
良 条例 条痕
良 a時a 条.. 

「五
条

条a

a 

条a

良 条.. 

良 条'" 条'"

a 象デ8患のf量ナ 民限条a

良 貝ナ侵デ条筑 条鏑

良 少の後チ 条.. 

" " 島健 条a理

良 粗い呆但 粗い条直

良 阻ぃ.... 祖ν条瓜
や不や
良 ....が硯る 不明

や不や良 不明 条瓜.'直る

" " 民鍵 条.. 

良 条俄 条自民

良 祖ぃ条.. 値い条痕

段 条a 条健

良 条8ミ 条.. 

良 事僚の後 サ 粗い条痕

良 条自民 条'"

" " 長'" 粂'"
昆 包ぃa隆副 組" �長'"

やや 民鎗条a 笹ν貝慣不良 条.. 

a 不明 不明

良 ナ デ ナ デ

鋼 考

| 阻包 がリ眠ν グ &受付磨滅

全体的に丁寧

冒頭に荒沢あ り

内面腐化物若干

外面劇化物付着

産面に カ ー ボ ン 付置

一 一一 .ー
外面に " '付着

ロ リ ン グ 世 受け晒棋す る

外面に " '付着

滑石を多量に含む

滑石を多量に含む

滑石量 多量に含む
補陣孔有 。
か な り 層減がは げ し い

内面底極付近に " '付置

ロ ー リ ン グに よ ，.. 誠



書号 分 厩
Z写 名
E 勝

105 
B - 3 悶

1崎 群・ 3悶E 興
107 

B - 3 悶

日 野l個 D '  l '悶
l伺 騨司 1 網
1 10 I õ 日 醇・ 2 鼠

112 1 白岨 軒田
1 I3 1 Ë�am 
114 1 �目 -標l . m  0 "  
115 

E- l b tJI: ， .. 
116 

E-i b悶
117 1 ��野l b 姐
118 1 Ë岨 -軒l b副

121 1 Ë 且僻- 1 m 
12沼 I Ë品 -"E b  m 
123 1 �'! 1 m  
124 I Ë 日野- 1m 

125 1 :騨- 1 悶

l指 E
E群・ 1 罰

127 1  :醇
- 1 阻

128 1  :
醇
- 1 悶' "  

129 
0 - 1 阻

130 I Ë目 騨・ 6 悶

131 1 �騨- ， m 
"草

132 
0 - ' 剛

133 1 E 
日 群- 8 周
目 勝

13同
E - UI . .  写

135 
0 - 3 阻

l指 E 
E 碍・ 3 悶

137 1 Ë:日
醇
- 3 周

' "  
138 

E - 7 11  

139 目醇

'40 1 IJ 群

141 目 醇

142 日 韓

'43 1 11 群

" ' l lI 群

145 1 11 騨

146 1 11 "  

147 1 11 醇

148 1 11 騨
149 1 11 醇

l曲 目 l騨

151 1 D 醇

152 1 D W  

153 1 D If  

154 I I1B 

事 リ ヲ 事 量 産m 
A - 2 2. 1侃

B ' .3 2.02じ3

B - . 2 ω" 

B - 1 1 . 79 

A - 1 1. 155 

A - 1 l. 73 

， - 1 1 . 89 ， - 1 1 . 735 • - 1 1 .“ 
. - ，  2 側3

1.71 ， - 1 
1 .83 

B ・ 4
2
2 21378 1 
2." ， - 3 1 .995 • - 2 2.ω7 • - 3 1 .9:凶16

A - 3 2.007 

B - 4 2.203 • - 2 1 .969 
A - 1 1 . 82 
. - ，  2. 175 

B - 3 2. 12' 

. - ‘ 2. 1お

A - 2 1. 739 

B ・ 4 2. 1鍋

' - 3 a ω‘ 
A - 3 2.ω3 

B - ，  2.203 

包 - ， 2.2目21

• - 1 1. 8渇5

• - 2 1. 925 

• - 2 2. o.t8 

. - ，  2. 187 

• - 1 1 . 89 

( B-21 
' - 2 2. 101 

A - 1 1 . 75 

， - 1 1 . 8 

A - 1 1 . 72 

A . l 1 . 81 

A . l 1 . 14 

. . 3 2 隠S

A . l 1 . 795 

A . 2 1 .'" 
. . 2 2. 121 

' . 1 1 . 75 

' . 2 1 .887 

A . l 1. 715 

A . 3 2. 192 

A . l 1 . 79 

A . l 1 . 785 

' . 1 1 . 795 

包種 位箆存.. 

際鉢 ロ緑郎 外反

深鉢 胴船 胴部で内側に屈薗
胴"か

機鉢 九底ら底"

探鉱 ロ縁節 直 口

探鉱 目録音事 置 口 L やや外反

震銚 口腹自B 直 口 し やや外価

探鉱 ロ段郎 aロ
E軍隊 刷.. 

務鉢 ロ騒.. 直 臼
夜 隊 口線偲 外反

11 ロ L ロ邑部や
探鉱 目録.. 

や外反

探鉱 ロ級協
直 口 L 口Il"，や
や外反

禄鉢 ロ 録音部 直 口
探鉱 ロ級"' I �。外ロ度し 口融酔

"鉢 ロ緑郎 日程EtR置 し

探鉱 口健衛1 自ロ
深鉢 腕部
探鉱 ロ緑郎 内観
擦係 胴係
潔鉱 周.. 

捜鉢 周回

探鉱 a同節

深鉢 胸底

環" 周節

.. 鈴 例節

探鉱 胴邸

探鉱 ロ級" 自ロ
探 鉱 ロ録音部 自 口 L 外反

機鉢 胴部

商震鉢 腕節

探鉱 胴.. 

視鉢 嗣郎

深" 胸部

S礎.. .." 

穏健 創廊

深鉢 胸部

深隊
底
重

節
い嗣に

探鉱 底
〈

侭近

機体 胴鶴

深鉢 E乞iã福近 九陛 ?

探体 周部

探鉱 刷邸

深銚 Fm近 丸庭 ，
.. .." 

探鉱 亘
〈
sa近 丸庭 '

深鉢 車〈面返 九底 '

洩体 幸福量 九.. ，

深銚 底濁
底
が
考

8尖
え
5底eら

欠
れに

失Z
る
K する

ると

探鉱 周部

探鈴 腕"

第 4 節 第 8 - 10層 の遺物

(3) 
文 揮 の 特 億 EZ舘 色

外

幅広の押引 S 文 世 構定 ナ ν 0. 6 風色

押引 車 文 を 欄定 0. 8 黒色

押 引 S 文 世 国 定 0.6 周色

則自 t 口 也色

"目 調 2 0. 7 明褐色

ナ ν 0_7 明也色

ナ v 0. 8 1 J!il同色

1 . 0 鳳褐色
瞳情的損走砧 り 付け m目 0. ' 凪褐色
唖帯の慣走貼 り 付け 刻目 0.5 褐色

峰帯の慣走魅 0 付It 刻且 議1. 1 0 . 7 黒色

隆帽の慣竜貼 唖 付吋 ナ ν 26. ' 0.8 1 !1!\褐色

瞳帯の勘定貼 0 付け ヨト γ 0.6 灰隅色
陵情の横走貼 り 付け ナ γ 0. 6 1 1尭褐色

陽惜の網走 貼 り 付 け ナ γ 0. ' 凪 色

随惜の横道貼 り 付け ナ ν 0. 8 薄灰凧色

撞憎の倒見!貼 り 付It 0.8 縄色
陣情的構定貼 り 付け ナ ν 0. 5 凧色
陸帯の慣斑貼 り 付l寸 0.7 鼎色
隆帯の慣走貼 り 付付 0. 7 黒色

白骨肉幌定貼 唖 付付 0.6 灰黒色

瞳帯的慣走路 0 付け 0. 5 思色

箇惜の回走酷 唖 付It 決い0. 8 貧褐色
瞳帯の固定貼 0 付It 0.8 [ ，"1色

' "の陸帯の回走砧付It 1 . 0 県灰色

陣備の楠走貼 り 付け 1 . 0  蝿灰色

随情の倒 + 幌 ( 口 唇部l 0. 8 風色

慌の踊帯 世 中心Jこ 欄方向に 1 . 0 暗褐色陣帯 を貼 り 付け る

鴎帯.抵弧文�，に貼 り 付け る 1 . 0 暗闇色

陪帯.".. 文状に貼 り 付け る 0.6 暗 褐 色

世状に峰帽 を 貼 唖 付 け る 0_ 8 庇禍色

陸帯の摘走貼 0 付It 0. 6 暗咽色直 埠 + 揖扶
瞳惜の倒産貼 叩 付It 日. 7 思色直 楓 + 盤 状
隆備の貼 町 村付
慣 + 鍵 0. 8 灰黒色

0. ' 黒色

0. ' 
黒
色
あ

色
の
り

に
部

也分

1 . 0 I i郎、値色

0.' 赤褐色

0. 8 赤也色

0.' 班慣白色

1 . 1 明毘褐色

0. 7 鳳色

日. 7 晴褐色

日. ， 県南色

0. 7 既白色
浅い0. 8 蘭也色

外面に 円弧棋のF 郎 、 i't嶋 0.7 灰鳳色

0 7 2出
外聞に た出向栴門押型文 0. ' 院白色

膚，
文
Z雌が

"鎗
が
外聞t

さ
a

れ
tにず小

て
L

い
いさ

た
伝
る
め情内ι不

押
明君臨 。. 6 町白色

- 1 68 -

調 ;ii石内

崎健色 3 少

JII.色 3 少

黒色 B 少

a貧L也色 l i 
明畑色 Z 
明也色 2 

県褐色 2 
3 

凪禍色 2 

脚色 ; 
捜賀補色 1 

暗前掲色 2
3
1 少

少
少

照褐色 A帽石灰凧色 3 

『長崎色 3 
Ii! 色

3
1 5

少
P 

:量産品 1 少

�色 2 少

灰 白 色 I " 
3 ， 

鳳褐色 2 

震飴色 2 

灰褐色 ; 

黒色 1 少

'"褐色 l 

調灰色 ; 

灰白色
3 
2 

貧灰色 1 少
3 少

褐色 3 少

2 少
也色 ほ と ん ど

人 ら " い
憧色 2 

3 
t 少

'.色 2 
3 多
l 少

灰 白 色 2 少
3 少

暗褐色 2 少
t麦、 、
貫目色 3 

t車L 、 E
灰褐色 : 

"い極色 2 
3 

2 
黒色

3 

挽い也色
2 

灰
色
勺 色た暗

がか褐 2 
3 
1 

黒
{ う

色
す い ) I � 

棟 前 白 色 3 少

貧
色
ゥ 峻た陪がか渇
黒色 2 少

灰褐色 2 
3 

黒褐色 2 多
3 少

自路色 2 

Ii!色 3 
2 少

貧殴色 あ ま り 入
ら " い
1 多

灰白色
2 多

灰白色 2 冨.. 
鼎褐色 2 

3 

句隆成 盟 国 周 聾 儒 考
外 内

良 す デ 只俺侵飼条
い倶ナ

のデ

良 条倒的使 ナ
デ 条I!I

良 条例 条瓜

や
不

や良 条'" 条痕

良 条自民 調降G道
9'予 包い畢a 祖い華民

や
不良

や 条"' 条"' 緩の条痕

" " 軽"' | ヂの後ナ 卜し外E闘.，
に
量聞￡

の文僚 ら し 3 も

良 条自民 条a
良 降 議

ヂ院の後サ | 季瓜の後ナ
長自の佳τト

良 ヂ a島民
畢慣の陸ナ

良好 条a健デ
" " 長侃 条"'
良 a陸自信 条"'

良 条111 言デ語慨は ナ 外 面 に ス スが多量に付着

良釘 Eい
ナ制デ の 粗い;\\痕

" l '帳"' 哩ア割高の後ナ
" 14民"' 条'"
良 条痕 条自民
良 条"' 条a
"" 条瓜の民医 強い貝，.条 外面に ス ス 付着〈 ナ ヂ 腐文

良 条"' 条'" 内面に ス ス付着

良 a島a 条.. 

" " 降彼 条民

a 上下
ナ

S条ヂ
... 慎の怯 4民健 傾 き よ り 底値に近い揮位

良 条"' 粗い条痕

良野 a民a 貝信条痕の 外箇炭化物付倉後ナ ヂ

条慌の横 ナ 貝恒条'"の 外面脱化物付着良好
ヂ 憐聴い ナ ヂ 般の掻帯が太い

良 a帳倶 闘い条痕

やや 条慌の隣 ナ
不良 ヂ 条a ロ ー リ ン グを 受け層調E

暴風の後ナ良 粂"' ヂ

不良 条凪の峰 ナ 条"' ロ ー リ ン グ を受け膚櫨ヂ
Sミ 条.. a帳侃 外面に ス ス 付着

良 暴風の樋 ナ
ヂ 条"'

良 割い条瓜 包い条"' E盟は厚手
良 聞い4隆副 担い条"'

良 粗い条痕 包い条痕 厚手
良府 条111 条111 穏健I孟軍手

良 岨. .，陸風 闘い条痕

6込町 健方向の条 綱方向の条
a a 

員 組い条"' 恒い条"' 器量"厚手
良 粗い条"' 岨い帯慎

" I jア�mの後ナ 条"'

自 祖い条償 祖い条瓜 寝径は小 さ い も の と 考え
ら れ る

良 条院 条"'

良 粗い轟慎 呆副の後ナ
ヂ

良 条倒的雄 十デ 条111

良 不明 条111 ロ ー リ ン グ を受付'棋

やや 盟国はかな り ロ ー リ ン グ
不良 + ヂ を う けτ い る

不良 不明 ロ ー リ ン グがはげ L い



書号 分 銅 幽グリ ， jpt 器 産 11M 残位存続 調
底ロ
路怨eの符億m 郎

S尊 名 m 
155 1 Ö'! ・ 1 m B - ，  1 . 79 探鉱 口組甑 直 ロ
�_�_UA 2.743 探鉱 ロ級官事 "，0 
157 1 Ë日 -田" A - 2 1 . 8ω 探鉱 回線鶴 直口
四 日h困 A - 2 1 . 675 探鉱 ロ縁部 直ロ

日 目撃l関 A - ，  2. 12 探鉱 ロa，認 ill ロE. l b 観

160 E U W - 1 悶
A - 2 2.58 8属鉱 嗣 "

' " 
161 A - ，  1 製渇 深鉢 胴自都E - I 回
162 掴E-脚10 m 
B - ， 2. 12 房総 ロ緑笛 やや内清

1臼 E -
醇
13 " A - 2 1 . 7:謁 S震鉢 ロ縁" やや内海

目 腐16‘ B - 2 1 . 71抱 援鉱 ."， E.IO 11 
l鴎 凪E. 13 銅
B - 2 1 . 82 探鉱 .." 

166 日 野 B ' • 1. 842 潔鉢 周筋

167 日 群 A - ， 1 . 769 爆体 胴"

l伺 E 群 B - . 1 . 911 探鉢 嗣倒1
169 1 11 騨 A '  ， 1 .671 深鉢 岡部

170 1 11 騨 A - 2 1. 857 探鉢 胸部

111 1 D " A - ，  2. 0 13 深銚 腕部

172 日 酔 A - ， 1 . 762 探鉱 劇部

173 目 醇 A - 3 1 . 671 機銚 胴"

m l u 醇 A - 2 1 . 178 潔鉢 周郵

175 日 廓 A - 2 1 . 652 探鉱 l 'flml'l 丸庭 '
176 1 0 Ø  B - I 1. 519 深銚 E〈 az近 丸庭 ?
I77 I D 騨 A - ，  1 . 638 B震銚 1 '<'削 丸庭 '
ロ8 1 . 醇 B - ・ 1 . 519 標銘 1 '<'館近 丸庭 '
179 1 D 醇 A - 2 1 .&19 潔鉱 F宙返 丸庭 ?
I回 E 醇 A - '  1 . 487 習曜鉢 胴"
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(4) 

文 悔 の 特 置 施口 容文解

網 目

路ヘ傍ヲ 状工品に よ る 附 り 凶
騒幡町横車貼 り 付け
隆構内閣走貼 り 付け

瞳帯の慣走砧 り 付け

隆帯の横走貼 り 付"

周《 囲2 屋a房副書院官の位積} 走防 吻 付" ，
の
4、符宵イ 面医ガ

綱t gカ跨マ備ポ の2 聞形達' 脳 り 付 " 網 目

渇刻t 巻目2 隆a3隆司状司書院の位
の沈

網} 鎗走儲 ' 付 "

付カ マけ ポ4 ヨ2 轟耐極単帯位の} 帽走貼 0

条状眠に 繍と 足之早われる が積合儲筒
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色

9も

0. 8 灰白色

0. 8 凧色
0. 6 暗褐色

0.8 1 1.赤Rい褐色

0.9 灰蝿色

0. 8 邸色

1. 1 使風色

0.8 周 色

0.1 1 *'喝色

0. 7 暗冊色

1 . 0 凪褐色

0. 8 埼暗褐色
1.0 匝凧色
0.7 胤色
0. 6 1  ��袖、供
0. 8 時赤褐色
0. 7 暗褐色

0. 8 暗褐色

0. 9 に貧ぶ筒も色
0.7 戊薗灰色

0. 7 褐色

1.1 債色

臥5 鳳褐色

0. 9 貧担色

0. 9 上廊. 崎甑悶に絶巴少供
0 .6 貫褐色

関
内

灰白色 2 
灰'"色 担二階褐色

r赤.. 倒1色
灰'"色 2

1 

3 

機灰L地、色 何5 
黒 色 2 

3 

黒 色 2 • 

..喝色 2 
3 

少
情網島色

3 

県樋色 2 
3 

削色 ; 
'"灰色 2 • 

'"色 2 
| 邸側 • 
I!l色 2 • 

同官制ßC> 2 • 

階褐色 2 
3 

に
R晶褐色、 i l 
暗18色 2

1 
3 

自民俗色 2 
貿色 32 

少多
灰喝色 2 少

'"褐色 2 " 
県褐色

1 3  '. 
"縄色 2 

機成 書 面 .. .. 鋼
H 内

� 

l! I l島健 1 �1J(の後 ナ
t提 条倶 | 季恨の肘
良 不明 条8ミ

良 条8民 条aミ

良 也い条lJ( 粗い条a

や不良や 坦い条倶 粗い畠痕

や不や良 条例 条"

良好 担ν条慎 粗い暴風
良好 で

す
タ 複y 状XIにS 施民 | です，…a様ν司巾受状叉引tはにま B健E 

R& 坦い条痕 祖い轟痕

良好 恒レ条.. 租い条痕

良 租ν条.. 粗い条瓜

良 也い条痕 粗い轟痕
良野 組. .，陸風 粗い条痕
良 租い条.. 祖ぃ長唄
具 象a 租い条痕
血 相い条痕 租い条痕

良 霊力再同条 �Iflの後 ナ

良好 包ぃ粂瓜 包い条痕 密画膚植 し てい る

良 圏弘 、... 粗い条痕

良野 但ぃ轟慎 粗い条血

良 包い条瓜 粗い条a 厚手 で あ る
良傍 包い条a 粗い条.. 

a 包い条a 組い条痕

良好 包い条復 組い条.. 外面に Z えが付着
鹿野 包い条a 組も 条.. 



第 4 節 第 8 - 10層 の遺物

第 7 表 第1 1 層 出土土器観察一覧表

分銅 出 土 監 査 |一文仰の一特徴 口信III E5 2墜 色 凋番号 " 橿 後存部位 郡鹿の特慣解名 グ 1) _� ド 施 文 外 内
1 E彦容 A -2 2. 473 聖 書 胴 III

属:
不 明 iz (極ii上2 m !草 8 -2 2. 69 深 鉢 岡 田 な

な
与t

し
L 
し
し

不 明 - I ; 圃悶
3 国務 8 -3 2. 705 探 鉢 嗣 郎 司 明 - I �: 撃選色4 沼野 A . 8・2 l 't 富 胴 部 不 明 掴7閣

5 m.事 8 -2 深 鉢 田 III 不 明
6 m!浮 B 喝2 2. 62 E震 鉢 胴 都 v明 信 L 不 明

66国m 灰白色
7 I ml草 B ・2 2.802 聖 書 田 部 頭金り 伝 L 不 明 陶灰色 猛毒足
B 1 IV I障 8-2 

副
4
8

8
9

26 ， 得 鉢 時から U.!It 駿品 。 沈線文 f" し 有 24 . 2  iz 慢富島 mmi m 
9 I iVl浮 8 - 2  探 鉢 蹴竺 " 崩望書(H} 枕線宝 似 し 6自聞m | 富描居 晴俗色

時から " f" し 釘 23. 1 聞 褐 色10 W!手 包-， 2.687 探 鉱 叩
1. L 釘 凶 浅賀憧色 長話" W !手 探 鉱 日 縁 部 5m 

12 W !事 A ・2 2
2

3
7田
37 様 '* ロ録音r. やや外民 r， 自灰E ji"ë 

13 W !浮 AA -- 2. 644 探 鉱 口緑郡 f" し 11. L 19. 1 6lF国m 褐灰色 理詰陸合
1 4  W !草 A -3 2. 831 深 鉢 ロ 縁 部 年 し 5

5悶国 自福島 灰褐色
15 W!障 8-2 ，..回 深 鉢 口綾部 な し 母6.国z !!I褐色 灰褐色
16 W!字 8 - '  2. 69 機 鉢 ロ 縁III な し t6母国m 島県淘色 福宮、
17 W '孝 8 -3 2.939 深 鉢 ロ緑郎 有 自��色 灰白色
18  I IV 醇 8 - 2  深 鉢 ロS季節 " 届理主占} 拙文 信 し 6

6回m 禍灰色 l鐙�t�
19 r JV 群 8 ・3 2. 5甜 壁 E ロぬ部 " 

麿
釘 5

S国m 掲灰色 猛毒足
20 1 W 欝 A -2 2.801 | 華 麗 ロ緑郎 " 有 b5

m 倒閣 筒灰色 a岳"栂ーも魚巴
21 1 IV 群 B -3 2. 929 | 空 軍 ロ縁部 " な し ff b5聞m 掲灰色 灰前侮色
22 I IV 群 8-3 2. 858 聖 書 口 縁 部 " 不 明 5

5m m 灰111崎色 4健"也"色、
23 I IV I孝 A

-2
-
・: 聖 書 ロ 縁 部 " 区画不明 Ií - 1 1: 園 t誕III色 にに健街ふ也ふ抱よい

い色負
2沌 W群 A -2 2. 707 聖 書 口 縁 部 やや内m 届爾沌録不明 ，-= L 11. L 認 褐灰色 盤ー25 I W 群 A -3 2. 4刷 | 聖 書 ロ 緑 郎 噛塁王竺 11. L (; 四h にEぶ68U4b 
百 W !草 A -4 2. 761 鉢土 � ロ 緑III やや内清 信 L fí 陸自E色
27 W !障 A - l 空 E 江口L聞線出郡 不 明 一語 盤;刷".鳥 時. "，，� 28 w.孝 A -2 2. 889 u ロ 縁 部 fí 
29 W !写 8-3 2. 661 鉢土 骨留i ロ緑郎 (j 5

6悶m 偽灰色
30 W Il  8-4 2. 7 16 辛 醤 日 縁 部 広 L 極左L
31 W '手 8 -3 2. 5制 聖 書 ロ 縁 部 11. L 信 L 民俗色
32 W !孝 A -2 2. 762 堂 書 . .口"竜総"'首旨都\ . 11. L 4、 明 副首灰色 有"色
担 W !浮 B ・3 2.564 ili1 鉢 胴 部 11. l 不 明 罷色 器34 W !孝 8 -3 2.895 機 鉢 胸 部 年 し 4、 ')1 宣銅
35 w.挙 8 - 2  2. 691 聖 書 胴 部 fぷ L 4、 '" 4

5悶m 尚限色
35 W Il  8-2 2.師I 聖 書 胴 部 々 L 4 時刻 日5 渇灰色 尚fJ;色

トー ai; 37 lVI孝 8-2 2 師1 探 鉱 園 都 'ぷ し 不 明 は; 褐灰色
2
2

467 83 鰐ZT繍 ・ 酌
ト一一

[震
崎に賃吹ふ盛巴L色、38 lVll 8-2 探 鉱 田 範 往 し 千 明

区画不明 4包 眼健網島色39 W !写 8 -3 2. 863 積百 鉢 胸 部 沈線文 得点文 信 L 不 明
4国 燭灰色

1. � 
40 I IVC手 8-2 2.741  聖 書 腕 節 聴E九線文 似 し 4 明 - 1 í聞m 崎区 !国雪高5再色
41 1 1V酵 8 -2 2. 693 探 鉱 嗣 郎 臣殿り品器産E 不 明 不 明 - 1 ; 闘回 l mに償ぶ也巴い色 iif 42 I IV 群 A -2 深 鉢 周 郎 揖罪:a; : 車普苦 11. L 不 明 昌民国団 | 品目島偽
崎 町野 8 - 2  2

2
7
75
77 

5 探 鉱 嗣 郎 f" l 4 明 iz 監 EEE色
“ W !障 A -3 2.643 深 鉢 胴 部 な L 不 明 3国 民黄色
45 I IV I'孝 8 -3 2. 89 深 鉢 嗣 郎 不 明 一 間直重量色 院前掲色
46 I IVI事 A -2 2. 27 深 鉢 胴 liI! f" し 不 明 ~ 悶 関灰色 灰白色
4 7  I IVI写 A -2 2 お6 深 銚 劇 郎 な L 不 明 国 渇灰色 褐灰色
錦 町欝 8 - '  2. 5田 l 埜 書 底 liI! 11. L 不 明 一 周 筒灰色 褐灰色
49 I lV ø 8 -3 2. 921 深 鉢 底 都 11. L 不 明 ー 包 | 醇富島a 明褐灰色
田 lVll B ・2 Etg 深 鉢 底 邸 f" l 不 明 詰 | 騒; 禍灰色
51 I IV 群 8 -2 2. 796 探 鉱 底 部 皇自主明 な し 不 明 7

7
m m l iF 褐灰色

※胎土 1 . &石 2 . 角閃石 3 石英粒 4 . :11咽石 5 滑石 6 冨時 7 砂粒
器商調整 l 貝般条痕 2 条痕→ナデ消 し 3 ナデ 4 ヘ ラ ナ デ 5 . ヘ ラ ミ ガキ状 6 機痕状調艶
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胎 l 情a
2屯

1 ・ 2・3
トー l会' . 2 .3 

1 .2 ・3 ・ 4
1 ・2・ 3
1 ・2 ・ 3
1 ・2・ 3

1 ・2 '3 1 �￥ 
1 ・， ，3 島
1 . ' ・3 島
1 ・ 2 ・3 l野生

1 . 2・3 ・ 4 民俗
1 ，'・ 3 S民客
1 ・2・3 島
1 .2 ・3 民好

" 2 .3 .4 島
" 2 '3  毘
1 ・ 2・3 I �� 
1 ・ 2 ・3 民野
1 ・" 3 1 百#
2 ・2. 3 辞
1 -2 - 3 1 íIì 

1 ・ 2・ 3 -4 良4、
1 . 2. 3 島
1 ・2 ・3 民好
ト2・ 3 轟
1 . 2・3

1 ・2 ・ 3
1 .2 .3 ・ 4

1 ， '・ 3

1 ・ 2 ・3
1 

1 ・ 2
' .2. 3 

' -2 ，3 

世
1 . 2- 3 

世
5 

ti: 
5 L茸

1 ・ 2・3

不
1 - 2，3 lミ

1 ・ 2 e 7 1S4 F 
' 1 6 

1 - 2' 3 民

1 ，2 '3 好" 
1 ・ 2 '4 1 N 
1 . 2.3 、

1 ・2 ・3 ・5
1 ・2 ・3
1 ・3 ・5
1 .2 ・3 、

l ・2 ・ 3 1 g 、

1 ， '・3 良

様1耐d国'" 府 政
外 内 状 態

3 1 少 守 あ り
3 1 著 L い
3 1 著 L い
3 1 あ り
3 1 少 今 あ り
3 1 少 々 あ り
3 1  著 L い
3 1 4 →3 な し
3 3 な し
3 1 な し
3 1 あ り
3 1 あ り
3 1 な し
3 1 少 々 あ り
3 1 少々あ り
3 1  あ り
3 1  少 キ あ り
3 1 少 4 あ 9
3 1 あ り
3 1 あ り
3 1  あ り
3 I あ り
3 1  あ り
3 I あ り
3 1 少 . あ り
3 3 少 々 あ り
3 Iz 陸:3 ト ?
3 3 少 々 あ り
3 3 あ り
3 3 少 ャ あ り
3 医り3 

3 4 著 し い
3 3 普 L い
3 2 あ り
3 4 あ り
3 3 少 守 品 。

4、砂i 3 少 ャ あ り

3 1 少 々 あ り
3 1  著 l . '
3 1 あ り
3 1 少 骨 あ り
3 1 少 々 あ り
3 3 著 L い
3 1 少 セ あ り
3 1  少 今 あ り
3 1 著 L い
3 1 著 L い
3 1  著 L い
3 1 著 し い

備 考

r主. . スH8 \内 外
:l. :l. f・Ul (外面l
u 付着 4外面}

品品証g �\外函}
| 晶品耳宮 J外聞}
ス ス付着 (外面}
ス ス付着 {外面}

雪�祥事 t外冊
ス ス付着 [外面}
ス ス付着 {外面)
"付着 t外面)

"付着 {外面}

ス ス付着 l外国}

;1. ;J，H8 1外面}

. .付着 t外面}
街ス Bえ町曹寸宵ア予r
. .付荷 (外面
部}

. .付着 t外面』
u 付着 l鼻面h

日付着 t外面) I 

ス ス付着 (外面}
ス ス付着 {外面)
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第 8 表 貯蔵穴内 出土土器観察一覧表

分刻 出 土 量 産 形惣ロ縁の特部徴 文憾の特徴 口唇邸
口
E

法
径高 鍾厚盤盛 色 m 番号 器 橿 残存111\位野名 グ リ y ド m 外 調 内 面 a隆 文 外 内

鉢 形 区画あ り 6= 砂1縄灰色

1 I m8厚 A - 2  土 箆 岡 部 '. し 不 明 浪費色

it線x 6= 明 鍵 褐 色

鉢 形 区 画 な L 5園 褐灰色 に 」 品 、
2 I mc写 A - 2  土 器 ロ 緑 郡 な L に .. ぃ

。竜 Il! 色
沈IQ文 5園 貧也色

区画あ り 掲灰色 樋灰色

口 雄 か ら 11ぽ直 口 す 21 . 0  6目 黒褐色 t こ-"， ‘
3 I JVC軍 探 鉱 胴都 る 制"'文131 沈峨文 f，t L. 有 四 6園 灰 白 色 債 也 色

6固 に 』 弘 、 灰褐色

鍵何学女機 賃値色

やや外反寸
区働あ り 4闇

4 I IVC曜 8-2 深 鉢 ロ綾部 制喫文131 沈級文 有 褐灰色 禍灰色る
( 檀 合鍵歯文} 5園

鉢 形
区商あ り 5園 褐灰色

5 I IVI厚 8 - 2  ロ縁部 省 限貧褐色土 器
判明文131 ・ 沈綿文 5聞 県惜色

区画f，t L 20. 1 6闇 褐灰色 灰 白 色

6 1 IVØ A - 2  護 鉢 目録111\ 外 反 寸 る t..: L 同
4瞬時刻31 沈録文 6回 灰 白 色 灰 償 色

区 画 " り 5回 灰 白 色 t こ"" ‘
7 I IVI尊 8-2 探 鉱 日級協 口雄がやや な し 有

波状す る
，同文(3) 沈線文 6圃 褐灰色

0110色

区画な L s回

8 1 IVØ 探 鉱 ロ縁節 やや内傾す 有 褐灰色 禍灰色
る

'J'穂町31 武線文 5= 

鉢 形 区爾不明 5回 黄灰色 備灰色

9 I IVI博 8-2 土 器 口線郎 " 有
刺突文{針 。 沈線文 5町 灰黄色 F人隙色

目鴎な し 5国 褐灰色

1 0 I IV群 A . 8  ・ 2 深 鉢 ロ 縁 部 外 反 寸 る な し 渇灰色

沈線文 5阻 明褐灰色

ほ尚あ り 5四 渇灰色 に "'， ‘
1 1  W "'  A 司3 援 鉢 胴 郎 沈総支 な し 不 明

償制色
衛合錨白文 5回 灰黄禍色

区画あ り 5皿 禍阪色 禍灰色

1 2 w.事 A - 2  2. 749 深 鉢 厨 部 it時文 '. L 有 明

償 合III働 � S田 l度 前 掲 色 『 襲 。電 極 色

区画不明 5= 褐灰色 民 償 渇色

1 3 W "'  8 - 2  探 鉱 周 邸 な L 不 明 1: ，&;.� 、

it線文 抑点文 5回 明掲灰色 民服色

fk 褐 色
8 -2 

鉢 形 区歯不明 4回 褐灰色 にぷい
" w.障 騎 筒: 似 し 不 明 栂色

A '  8 - 2  
土 盟

沈鎗文 . 5園 褐灰色

灰褐色

区画不明 6園 灰貧褐色

1 5 w.草 A-2 深 鉢 胴 部 な し 不 明 瓜得色

沈線x 6m 機14恨色

匹薗不明 6凶
1 6 W "'  A-2 採 鉱 腕 節 l，t L 不 明 縄灰色 禍灰色

視合鋸@支 6= 

区画不明 4固 灰健色

1 7 W "'  A - 2  探 鉱 周 部 か ら 信 し 不 明 貧灰色，，111\ 
沈線文 ー 斜沈館文 5副 賞灰色

区画不明 5圃 灰 白 色 褐 灰 色

1 8 W "'  A-2 護 隊 陸 自都 l.t \... 不 明

沈IQ文 6回 褐灰色 眼前縄色

区商不明 4圃 禍灰色
』こ "" ‘

1 9 W "'  8 - 2  探 鉱 底 節 '. し 不 明 灰賞褐色
貧抱色
制島川色

沈線文 'm 明褐灰色 凧制局色

褐灰色

区画不明 5聞 に 』 弘 、 縄灰色

2 0 W "'  A -2 深 鉢 底 111\ な し 不 明 策笹色

捻腺文 5岨 灰褐色 灰褐色

A-2 区画不明 s回 貧灰色 償灰色

2 1 W "'  2. 7'51 探 鉱 胴部か ら '. l 不 明 に』二ぃ

A . 8 ・ 2 底創:
沈腺文 ・ 網itIl文 4旬 貧 色 灰 白 色

区 画 不 明 5 m  風 俗 色

2 2  W "'  .-， 探 銚 胴部か ら な し 不 明 褐灰色忠郎
沈観x 4回 褐灰色

鶴面銅盤 開警 掛胎 土 健福健 備 考
外 内 状 態

良

1 ・ 2・，.. 3 1 少 骨 あ り野
良

. . 付着
1 .2 . 3 3 不 明野 あ り l外面一部}

良 鋸曾支 鍵手文

1 . 2 ・ 3 3 1  ， ・3 な し H 付 着 [外面』

野 内面炭化物か ?

良 ス ス 付着

5 3 1  少 々 あ り (外面一部}

野
良 ス ス 付着

5 3 1 な し { 外 商一部)
a子
良

1 ・ 2. 3 3 1 な L H 付 着 {外国】

降
tミ

1 ・ 2・ 3 3 1 少 々 あ り H 付着 {外国〉

野
自

，.. 3 1 あ り
野
良

5 3 1 あ り
好
良

1 .2 .3 3 1  な L ス ス 付着 (外面)

1， 
良

1 . 3. 5 3 1 少 今 あ り
'f 
良

1 .2 .3 3 1 広 し H 付着 {外面』

金子
良

1 ・ s 3 1 著 し い
If 

良 ス ス 付着 ( 外面)
1 .2 .3 '4 3 1  少 々 あ り

好 ス ス 付着

(外国一部}

良
1 ・2 ・ 3・ 4 3 1 な し ス ス 付着 (外面}貯

良
1 . 3 ・ 6 3 1 少 骨 あ 。

好
良

1 ・ 2 ・3 3 1 な L
S予
良 ス ス 付着

1 ・， .， 3 1  ， ・3 少 市 あ り t外面 一部}

好

良 ス ス 付着 (外面}

1 ' 5 3 1  ， ・3 な し
好 炭化物付着か

{内函}

良

1 .2・3 3 1  ， ・3 '" し
鰐

良

1 ・2・3 3 1  2 ・3 少 'ー あ り
野
良 ス ス 付着 {外面}

1 . 2. 3 3 I 4 .3 な L
僻 内面炭化物か ?



第 4 節 第 8 - 10層 の遺物

第 9 表 第 1 0層 出土 ・ 採集土器 (第 m . y群) 観察一覧表( 1 )

分 周 出 土 出高 度土 現存部III号 B 姐g写 名 グ リ ッ ド m 位
2 幻F

1 1 m  " 8 - ， 2.482 摺 .. 腕 "
2. 896 

2 1 m ff B - ， 深 .. 岡 部

3 1 m " 8 - ， 2 倒? 探 S本 腕 部

4 1 1V " A ' 8 - .  探 鉱 ロ縁部

銚 "
5 Ilv " B ・ 4 '. 522 目録部土 留
6 町 野 A ' 8 - 2 探 鉱 口 松 部

7 1 1\'  If A '  B- 2 探 鉱 ロ縁部

8 I I\' C写 A . 8  ・ 2 機 体 ロ級官部

9 1 1V a: A ' 8 - 2 探 鉱 ロ緑節

I 0 l iV 群 A - 8 - 2 S事 鉢 ロ緑"'

A . 8 ・ 2 鉢 M
1 1 1 1'i 醇 ロ縁部

3 f 割
I 2 I 1\' 醇 A . 8 ・ 2 掃 除 顕 都

8 ・ 3I 3 1 1\' 騨 掃 除 ロ 緑 都
A '  B - 3 

顕 宮前1 4 1 1\' 醇 "" 8 - 2 傑 銚 。、ら厨 "
I 5 I lV 群 A '  B- 4 海 鉢 口縁部

1 6 I IV 群 A . 8 働 2 探 鉢 .. '" 

1 7 町 群 8 - ， 際 " 嗣 z

1 8 I IV 醇 表 鍵 深 銚 間 際

1 9 1 1\' 群 A '  B- 2 探 鉱 級 編

2 0 1 1V 醇 A - '  2. 879 探 銚 回 "

2 1 l rv 群 A 晶 8 - ' 探 鉱 問 自慣

2 2  I lV 酵 A ' 8 ・ 2 探 鉱 闘 部

2 3  I IV  I宇 B - ， 2. 747 探 鉱 刷 箇

2 4 1 1V  醇 B - ， .. ，志 筒 g

2 S I IV 群 A . 8・ 2 探 鉢 胴 忽

2 6 1 1V 騨 A . B・ 2 .. ，本 周 留

2 7 1 1V 醇 "" 8 - 2 .. ，本 ロ緑自由

2 8 1 1V  If "" 8 - 2 m ・e ロ股鰯」 」」

形

巨
ロ
匠

懸の
緑

符 徹郎飢 口 密 SI<
文 揮 の 拘 置

施 文

区画あ り 外面

沈級交

区 画 あ り 外面

沈鼠1:

区画な L 外語

沈1a1:

区画あ り 外国 ， 内面
有

.，唄文131 沈組文 複合盤歯文

区商品 。 外面 有
.，費支(2) ' 沈臨文 ・ 複合鋸歯宜

区画あ 叩 外面 内 面按枕す る 有
事l喫文121 沈組文 掴合量歯文

区画あ り 外 面
不 明

刺唄文131 ・ 比録文 慣 合埠歯文

区画あ り 外面
有

判費支131 枕鰻文

区画あ り 外面 ・ 内面
有

事}費文131 ー 沈組主 砲 台盟歯文

区画不明 外 面 ・ 内面按枕す る 釘
.，唄文131 沈健文

J<両. ， 外圏 内面 釘
.，.需主131 沈録文

日両あ 叩 時 面 内面
4 明

.，明 文 ! I +31 ・ 沈Ia主 砲 合 躍 由 0:

l正副あ 唖 外面 ー 内面 有制司君主'" 沈雄文

J<繭あ り 外面 内直
不明

枕臨文 ・ 慣 古鋸歯空

J<尚'... L 外語 不明
判明文 1 2 + ? I 間合蹴由主
J<両あ り 叫面 不明
it時j; . 制詑健 主 ー 押l.'. lt

J<尚 あ り
4 明

沈崎支

I亙両不明 外薗 不明
沈崎支 斜沈擁文 押点0:

L<t'喝あ り 外面 不明
沈回文 ー 間 合鋸歯玄

I正面不明 外面 不明
慣命館歯文

I王画あ り 外面
不明

慣 合儲歯文

J<画 不 明 外面 不明
沈線文

区画あ 唖 外面
不明

慣 台関歯支 . it擁立

区画不明 外面
不明

沈擁文 相比埠文

区画あ り 外面
不明

沈1$文

区画不明 外国
不明

沈磁文

区画な L 外面 ー 内面
有

伺需主【31 ・ 沈副文 尉枕臨空

区画f• .:L. 件直 内面
有

事l哩!1CW ' 沈館文 斜沈疎文

法量 色 開
竃ロ在高 厚留盟 外 内

5� 周灰色 "ぶい

5閉 "喝色 黒灰
鍵 樋

褐
褐

色
色
色

6回 即灰色
階灰色

6固 慣灰色

6周 に ;: ぃ

s固
褐 色 渇

褐
色
色

6固 に ぷい

6固
禍灰色 惜 色

4田 褐既色 掲灰色I:;;'� . ・
4田 恒 色 ，.筒也色

5田
喝既色

院
に

褐」品色、
5冨 随燭色

，� 院前掲色 既圃褐色

7� S幽
6国

5

5
2 a 

掲灰色 成掲灰飽色
褐色

灰同色 禍灰色

明砲灰色 F正 前 咽 色

5� 灰 白 色 に ぶ い

7回 褐灰色
M也色

3園

4園園
固

5固

5固

既
に 』

喝; 色
い 『に量

前
ぶ 回ぃ色

前世色 前田色

にぶい に ;:ぃ

灰償制貧陸色
褐色 灰慌

也
褐

色
色

喝灰色 町嗣間色

回

m J :
灰
褐隻"筒

白
'R

色
色
色

に

禍
.偲ぷ隈い色

色

5固 に ぶい ilBJ:也色

5田 明組阻f居色眠 色
に
蝿

』
1置;も色町

5固

5� 

5� 

5阻

に ;:ぃ
制限色 崎岨色

掲院色 喝既色

5� 鍵灰 色
掲 げ実 色

固園時一
健灰色

5回 『皇 蝿色

4国
，� 褐眠色 咽"色

5固 に ふ L ‘ に ;: ， ‘S回 渇鍵也
灰

色
色

慣也色

4園 褐同色 欄間色
に�い に あい

5悶 両極色 情阻色

回
回

5固

s箇
回

園S園

に ;:ν
血に

色
;:ぃ 限に ぶ

色
い

褐絹
色灰 色

民前掲色 町 白 色

間 灰 色 質 問 色

喝灰色 喝灰色

灰前褐色 崎町色t こ』ー』 ‘
5田 岡既色 白睡色

固
国 直既色 既前褐色

5田 褐灰色
灰白色

5固 賀眠色
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胎 土

" 2-3  

， .2.3 

， .2 .3 

1 ・， .， ・4

1 ・' ，3

2 ・' ， 3

" 2'3 

1 ，'・3

1 '2 -3 

1 '2 '3 

1 '2'3 

" 2' 3 

1 ・'，3

， .2. 3 

1 '2 .3 

\ . 2 ' 3 

" 2-3  

\ .2 .3 

s 

1 . 2.3 

" 2'3 

1 '2-3 

5-7 

1 . 2.3 '4 

1 '2'3 

" 2-3 

1 " ・3 .7

' .2.3 

盟 国 岡 盤健.. 層 減
外 内

良
・ 3 '. l. 

鰐
良 � l 野
良 合与 しS子
良昨 著 し い

良
蕃 L い野

良 少 々
3 3 仔 あ り

や
不や 3 3 署 L い
良

良 あ り

良野 著 L い

良 3 3 著 し い

不

Eミ
良

良 ・ 4

良
3 " を子

や不や
良

良
3 3 “ 

a 3 3 野
良，， 1  3 
良師
良

野
良

3 2 仔
良好 ・ 4 

良 3 3 毎
Sミ
野 ・ 4

良

仔
良

・ 4野
良 3 3 

tミ
3 3 仔

普 " ' 、

著 L い

少 々

h り
少 々

あ り
審 L い

少 々

あ り
少 々

あ り
aち り

あ り

な し

少 ・

あ り
少 々

あ り

著 し い

著 L い

あ り
少 々

h ， 
萄 L い

少 年

あ り

備 考
" ^ 付曹 ( 外 面 J

接合 (5点1 10層 』 点1 1 層 4 点

" ^ 付着 { 舛田l

H 付 着 { 外 面 l

10層一括

10層

54' 

" ^ 付着 {内 ー 外面 1 10圃ー括

" ^ 付着 { 舛面1 10層ー括

n 付 着 {外国) 101冒 ー揺

27 
10層 鑑

内面文銀 1011-揺

制突文(3) - 沈値文

内国文栂 101冒 括

'J突文'" 沈副文

10層 t中}

内面文様 刺突文'" 詑磁文

n 付着 {外面， 10珊 2 点

内面文栂 沈館文 10層ー指

" ' 付着 (外国i

101回一括

" ^ 付着 {外国1 10層f下}

n付着 l外国1 10層ー括

10層

1317 

10層一括

炭化物 {内面， 10帽ー揺 5 点

ス ス 付着 {外国)

10層

551 

1010 揺

10層{中}

1 ス 付着 (外国一部)

内面に 炭化物

" ' 付揖 (内 ー 外) 1011 

内面文樺 剖兜支(2) 10層ー括

沈鐘文 .. 沈級x

内面文様 沈級文 ー 斜沈蹟文

" ' 付着 I外圏j 1018-梧 2 点



出 土 出扇 町土E 慢，，"' 剤日密の時特世都骨号 骨 悶 .. ，・グ リ ッ ド m !. .. " 
2 9 1 1V  醇 A '  ， ・ 2 探 鉱 日時都

鉱 柄
3 0 1 1\' 醇 ， - ‘  2. 814 ""郁土 留
3 1 1 1V 醇 A ' B ・ 2 探 鉱 ロ緑"

" " 
3 2 1 1\'  " A . B - 2 ロ縁"'土 .. 
3 3 宵 騨 A ' B・ 2 夜 " ロ，，"

3 4 1 1\' 僻 A . ' ・ 2 深 銚 ロ緑郎

3 5 町 醇 ? 漂 .. 開 "'

3 6  I IV 酔 A . B ・ 2 深 体 " " 

3 7  ， " B ・ 4 急 92' .. 鉢 " " 

3 8  ， " • - 3 2. 528 傑 鉢 ロ縁"
e本 形3 9  " ，博 A .  ， ・ 2 口線" 持"する士 宮

A . B ・ 2
4 0 ， " 探 鈍 ロ11"

A - 1 
ロ 縁. ， " " A . B ・ 2 探 鉱 嗣から郎

4 2 肺 野 A ' B - 2  探 鉱 胴 g

4 3  " " A - 1 深 鈴 例 都

4 4  " " A ' B - 2 探 銚 制 自Z

4 5  ， " A " ・ 2 夜 銚 LI縁"

4 6 " " A .  ， ・ 2 深 鉢 日緑繍1

" " " A . 8 - 2  標 銘 目録郎

. .  " " A . B - 2  深 " ロ緑節

. .  " " ， - 2 深 鉢 ロ縁部

5 0  " " B ・ 4 2. 824 銚
土 g

形g 口健部

5 1  . " A . B ・ 2 深 鉢 ロ緑郎

5 2 " .. A ' B - 2  探 鉱 ロ11偲

体 形
5 3  . .. A ' . ・ 2 ロ縁部

土 "

鉱 形
. .  . .. A " ・ 2 ロ11"

土 g

" . " A " ・ 2 探 鉱 ロS李総

5 6  " I事 A - 2 E震 " ロ段飾

第 E 章 縄文時 代 の 遺 構 と 遺物

I I ft 8B  
定 暢 の 特 徴 飽 食

I実両..明 外閣 ， 内面 !; 
刺明文(，1 ) ' 沈幌支

区両..明 叫圃 内面

鋼需主'" ・ 沈固定 ， 制it疎 主

区画，... L 外園 内 面
r..: L 

事:J�文IU . it腺文 ， 軒沈闘士

区画不明 外聞 内面 e事
'1需主'" ・ 沈臨文

区画な L 外国 ー 内面 有
it蝕文 斜沈幌文

区 画 な L 外面 内 面 有
沈擁立 斜沈岨文

区画不明 外 国
不明

沈幌文 相枕崎文

区画不明 仲間
不明

沈線文 利均線交

区画不明l 叫 酎
不明

沈隠士 但it組主

区画な L 外面 内面
不明

沈健主 ' 斜地 繍 主

区南あ り 外 出 な L佐観.. ' 制沈凶立
区 画 不 明 呼 出 釘it擁立 科沈館 主
区 画 な L 件前l f..' l 
事l雫1文1，1 ' rt崎 支

"両f‘明 叫出 手間
t全線 "

"両 干附l 件Ini
4 時iit線文

1>(('向1:I�J 件Ini 司、'"'
沈線"

I正両不可l 叫耐 内面 '.: l 
制司 tl;'

"両不明 外 出 内面 rふ し
|川l互"唱向不和可 沈綿文

舛幽 !， 
事l肯定Il) . rt臨 宜

区西町 L 叫曲 内 面 !， 
事l明 文'"

区画 な L 外出
な し制需主 1 3 + ? ) . 沈磁文

区西町 L 叫 幽 内 面 '.. L 
事l哩文121 沈帥文

区画な し 外師i 有
制型文'" 北目立

区画不明 外 出 不明
制雪理主 ' 2 . 打 沈積立

区画あ O 外出
U し

事l突文'" 沈眼文

区画不明 外面 f; 
制実文(2) . 沈白文

区画不明 外 幽 内世
な し

制費文'"

区画不明 外 面 伝し
剣突文1>，

(2 )  

itQ 色 a 
EI I fJZE 盟i事噌 " ，. 

S関 側"色 に償ふ恨も色
5� 同 前 地色

6園 岐 蹟 崎 色
即変色

6� 掲灰色同 叫:，'， 色
同 ，' ，色

6園 硝 間 色

5田 憎 間 色
成 員 褐 色

6田 叫 a色

s田 町 n 色 掲庚色

6回 収禍色 町 白 色

s居 に 』 弘 、

5田 明悔色 町置恒前
色
色

6田 t
前二 白』弘

色、 鹿tこ 賀ぶ唖い 色

5� 

5� 

4聞

5� 

S回

質橿色

関崎色 渇院色

間 前 喝 色 喝 町 色

S回 瑚同色 に
褐

』
色
斗

6田 町 "色

6回 抱に ふ色も に績ふ回も
色
色4国 f隻貿

6国 民 日 色
時 灰 色

7園 地問色
30. 0 ti悶 出版色 町 内 色，. 

7園 !日叫色 国 内 色

b田 担 問 色 に ふL ‘

。国 院制間晶
褐
色

色 惜積極叫 色
色

箇園
"1';)'1色 町 n 0.lion 

4闇 I� ..:も 、 l 二 ふ い4国 民前 I蹟H褐
色

色 同荷院担色
色

5固 にふ
抱 色 民栂企辺国

5回 国 間 色 に ふい

5� 。H賃8値"色
色

5� 同附 色 町 並 陥 色

5田 'U地色 眠間色19. 8 6国 間 前 褐 色m j..lU']色5国 間同色
6聞 に 』 弘 、 に 五 九

5 �  総民時慣色
色 健.灰也色

色

4固 に � � ， 既 褐 色
A抱色5園 t
1E

S
色

ミレ 6健こ 也.. " 色i 
4悶

眠 障 褐 色 間 縄 1暗 色
4 園

S回 国民色 明喝"色

5� 明砲灰色 褐眠色

5回 喝間色 灰 量 制 色

6 闇

4回 収S ぶ飼褐
L

色 に貧ふ但も色
5回 白檀色

5回 tこ;;:� . 二も
5園

蝿恒 色 黄也色

7国 間既色 使 用 色に .. " 、 に ￡ い
7田 陣也色 貰橿色
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E 耐 凋 幌胎 1 句尾氏
外

a 
' ， 2 ・3 3 

" 

Sミs 3 ト?トー

1 - 2 - 3 3 
" 

不
\ -2 ' 3 3 

良4、
\ . 2 ' 3 つ 3うJみ
1 . 2 ' 3 つ 3ワ

司τ
1 .2 ' 3 3 

良

良
" 5  仔ふ

\ ' 2- 3 . 7 つ 3う有三
1 '2 ' 3 3 Sミふ
1 ' 3'6 つ 3ワ

良
1 . 2 .3 3 僻

不
1 ' 2 -3 3 

良

良
\ - 2 ， 3  野

良
3 ' 5 - 7 3 

" 

良
1 ' � '3 

" ゼP
1 ' 2 - 3 4 や

良

良
1 '2 ' 3 金子 ト
1 '2 ' 3 良 3 

良
1 ' 2 '3 量子や
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第四章 分析 ・ 考察

第 1 節 理化学分析

1 . 曽 畑貝塚低湿地遺跡の花粉学的研究

北九州 大学文学部教授 畑 中 健 一

熊本県宇土市花園 町 に 所在す る 曽 畑貝塚低湿地遺跡 (縄文時代前期) の ト レ ン チ壁面か ら 採取

し た試料31点 に つ い て 花粉分析 を 行 い 、 植生環境 と そ の変遷 に つ い て 考察 し た 。 報告書 を ま と め

る に あ た り 、 発掘現場で、 分析試料の採取に ご協力 い た だ い た熊本県教育庁文化課主任学芸員江

本直氏 に 心か ら 謝意 を 表 す る 。

1 . 分析方法

分析試料の処理 は 、 10%苛生加里液処理一水洗ー弗化水素 (55%) に よ る 珪酸塩の分解一水洗

ー氷酢酸処理 (脱水) ーア セ ト リ シ ス 処理一水洗一塩化亜鉛飽和溶液 に よ る 比重分離一水洗の 順

に 行 い 、 グ リ セ リ ン ・ ジ エ リ ー に 包埋 し た。

検鏡 は 通常400倍で行い 、 必要 に 応 じ て 1000倍 を使用 し た 。

分析結果の表示 は 、 樹木花粉の総数 を 基本数 と し て 百分率 を 求 め た 。 た だ し 、 上層で高率 に 出

現す る ハ ン ノ キ 属 ( A lnus ) や ツ ツ ジ科 ( Ericaceae ) ・ モ チ ノ キ 属 ( 刀éx ) ・ グ ミ 属 ( Elaeagnus ) ・

ニ シ キ ギ科 ( Celastraceae ) ・ ブ ド ウ 属 ( 目的 ) な ど の低木類 は 基本数か ら 除外 し た 。

2 . 分析結果 と 考察

全層 を 通 じ て 検出 さ れ た花粉 ・ 胞子 は つ ぎの通 り で あ る 。 た だ し 、 第14 ・ 15層 (砂磯層) と 、

第 16層 (植物遺体の細片 を 含 む シル ト 質粘土層) で は 、 層準 に よ っ て 花粉化石の検出 は 殆 ど不可

能 で あ っ た 。

木本類 ( A P ) マ ツ 属 ( Pinus ) ・ モ ミ 属 ( Abies ) ・ ツ ガ属 ( Tsuga ) ・ マ キ 属 ( Podocaゆus ) ・ シ

イ ノ キ 属 ( ωstanop時 ) ・ ア カ ガ シ 亜属 ( Cyclobalanoρ'sis ) ・ コ ナ ラ 亜属 ( Lゆidobalanus ) 

ヤ マ モ モ 属 ( Myrica ) ・ ツ バ キ 属 ( Camellia ) ・ プ ナ 属 ( Fag陥 ) ・ ク マ シデ属 ( Carpin附 )

カ バ ノ キ 属 ( Betula ) ・ ニ レ ・ ケ ヤ キ 属 ( Ulmus / Zelkova ) ・ サ ワ クソレ ミ 属 ( PterocaηI{l )

オ ニ クツレ ミ 属 ( Jugla附 ) ・ エ ノ キ ・ ム ク ノ キ属 ( Celtis/Aρhananthe) ・ セ ン ダ ン 属 ( Melia ) 

ウ ル シ属 ( Rhus ) ・ カ メ ガ シ ワ 属 ( Mallotus ) ・ カ エ デ属 ( Acer) ・ シ ナ ノ キ 属 ( Til:勿 )

ト ネ リ コ 属 ( Frax初出 ) ・ カ キ 属 ( Diospyros ) ・ ミ カ ン 科 ( Rutaceae ) ・ イ ボ タ ノ キ 属
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( Ligustrum ) 。

低木 ・ 草本類 ( N A P ) ハ ン ノ キ 属 ( Alnus ) ・ ツ ツ ジ 科 ( Ericaceae ) ・ モ チ ノ キ 属

(Jlex ) ・ グ ミ 属 ( Elaeagnus ) ・ ブ ド ウ 属 ( Vi，均 ) ・ ニ シ キ ギ 科 ( Celastra田ae ) ・ キ ヅ

タ ( Hedera ) ・ イ ネ 科 ( Gramineae ) ・ カ ヤ ツ リ グサ科 ( Cyperaceae ) ・ ヨ モ ギ属 ( A rtemisia ) ・

キ ク 科 ( Compositae ) ・ タ デ属 ( Persicaria ) ・ ア カ ザ科 ( Chenopodiaceae ) ・ カ ラ マ ツ ソ ウ 属

( Thalictrum ) ・ ア キ ギ リ 属 ( Salvia ) 。

シ ダ 類 ( F S ) ウ ラ ジ ロ 属 ( Gleichenia ) ・ ヒ ト ツ パ 属 ( pyrrosia ) ・ ゼ ン マ イ 属

( Osmunda ) ・ イ ワ ヒ パ属 ( Selaginella ) 、 お よ びそ の他の単条溝型 ・ 三条溝型胞子。

主要花粉の消長 は 図 1 (花粉 ダ イ ア グ ラ ム ) に 示 し た 。 ( シ ダ類胞子 は Pteridophyta と し て 一

括表示 し た )

分析試料 を 採取 し た ト レ ン チ 壁面の土層 は 、 そ の花粉構成か ら 次 の 四時代 に 区分す る こ と がで

き る 。

I ) 落葉広葉樹 (温帯要素) 優 占 時代 (19 - 17層下部)

ニ レ ・ ケ ヤ キ 属 と エ ノ キ ・ ム ク ノ キ 属の優 占 に よ っ て 特徴づ け ら れ る 。 針葉樹で は モ ミ 属 ( モ

ミ ) が0. 5 - 13%、 マ キ 属 ( イ ヌ マ キ ) が 7 - 9 % 出現す る 。 常緑広葉樹で は 19層 上 部 で ツ バ キ

属 ( ヤ プ ツ バ キ ) が急増 し て 57%、 第 18層 で は モ チ ノ キ 属が89% と 高 い 出現率 を 示す が、 ニ レ ・ ケ

ヤ キ 属や エ ノ キ ・ ム ク ノ キ 属 な ど落葉広葉樹の 出現率が高 く 、 ま た コ ナ ラ 亜属 、 プ ナ 属 、 ク マ シ

デ属、 オ ニ ク'ル ミ 属 な ど も 低率 な が ら ほ ぼ連続的 に 出現す る と こ ろ か ら 、 明 ら か に 現在 よ り やや

冷涼 な 気候が想定 さ れ る 。 こ の 層 準の堆積物か ら は土器類 は検出 さ れて い な い が、 以上の花粉構

成か ら 縄文早期頃 の堆積物 と 推定 さ れ る 。

H ) 落葉広葉 ・ 常緑広葉樹混交時代 (第17層上部 - 16層下部)

下層で優 占 し た ニ レ ・ ケ ヤ キ 属、 エ ノ キ ・ ム ク ノ キ 属 は 第 17層上部か ら 衰退 に 転 じ る 。 一方暖

温帯要素の シ イ ノ キ 属、 ア カ ガ シE属が い ち じ る し い増加 を 示す。 ま た 、 マ キ 属 ( イ ヌ マ キ ) も

増加 し て 第 16層下部で15% に 達 し 、 落葉広葉樹林か ら 常緑広葉樹林への推移期 (冷涼気候か ら 温

暖気候への転換期) に 当 た る こ と を 示唆 し て い る 。 縄文早期 ~ 前期初頭の堆積物 と 推定 さ れ る 。

III ) 照葉樹林時代 (第16層上部 - 11層)

こ の花粉帯は 、 暖温帯要素の ア カ ガ シ車属 と シ イ ノ キ 属の優占 に よ っ て 特徴づ け ら れ る 。 と く

に ア カ ガ シE属 は42 - 82% と 高率 に 出現す る が、 こ れ ら の花粉化石 は 、 堆積物か ら 検 出 さ れ る 堅

果遺体 ( どん ぐ り ) か ら み て 、 そ の多 く は イ チ イ ガ シ ( Cyclobalanopsis gilva ) に 由来す る と 考

え ら れ る 。 気候の温暖化 に よ っ て 、 落葉広葉樹は殆 ど消滅 し 、 遺跡周辺の丘陵地一帯 に は イ チ イ

ガ シ を 優 占 種 と す る カ シ型の照葉樹林が旺盛 に 繁茂 し た と 推定 さ れ る 。

考古学的調査結果か ら 、 第15- 12層 は轟式文化層 (縄文前期前半 ; 約6， 000 y .  B . P . ) 、 第

1 1 層 は 曽 畑式文化層 (縄文前期後半 ; 約5， 000 y . B . P . ) に 対比 さ れて い る が、 こ の対比は花

粉分析結果 と も 矛盾 し な い 。 第 16層 は 、 下位の堆積物 と と も に 無遺物層 で あ る が、 花粉構成か ら
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み る と 、 縄文前期 と 推定 さ れ る 堆積物で 、 上位の第 15層 に 続 く も の と 考 え ら れ る 。

1V ) 二次林拡大 (傾向 ) 時代 (第 7 層)

前時代 に 続い て シ イ ノ キ 属 は依然 と し て 高 率 に 出現す る が、 ア カ ガ シ 亜属 の 出 現率 は本層上部

で49% 以下 に 低下す る 。 一方、 二次林要素の マ ツ 属 ( ア カ マ ツ ・ ク ロ マ ツ ) は増加 に 転 じ 、 イ ネ

科、 カ ヤ ツ リ グサ科、 ヨ モ ギ属 ( ヨ モ ギ) な ど の草本類 も 本層上部で僅かで は あ る が増加傾向 を

示す。 ま た下位の 層準で は 殆 ど出現 し な い ハ ン ノ キ 属 (ハ ン ノ キ ) が本層で異常 な増加 を 示す 。

こ の層 準 は 弥生時代 (弥生前期 ? ) に 対比 さ れて い る が、 花粉構成 に 認め ら れ る ア カ ガ シ E属の

減少、 マ ツ 属や草本類の増加傾 向 は 、 人類文化の発展 に 伴 っ て 自 然林が破壊 さ れ、 そ の跡地に マ

ツ の二次林が拡大 し 、 雑草類 も 増加 し 始 め た こ と を物語 っ て い る 。

ま た ハ ン ノ キ 属 の 異常 な増加か ら 、 遺跡の近傍 に 沼 沢 (或 る い は湿地) が 出 現 し 、 こ こ に ハ ン

ノ キ 林が形成 さ れた と 考 え ら れ る 。

こ の 沼 沢地 も し く は湿地帯 ? は 、 所謂 「弥生海退」 に よ っ て 発達 し た海岸の 自 然堤防の後背地

に 形成 さ れた潟湖 ( Lagoon ) と 考 え て よ い で あ ろ う 。

3 . ま と め

曽 畑貝塚低湿地遺跡の ト レ ン チ壁面か ら 採取 し た試料に つ い て 花粉分析 を 行 い 、 本遺跡の植生

環境 と そ の変遺 に つ い て 考察 を 行 っ た 。

ト レ ン チ 壁画の土層 は 、 花粉構成 に よ っ て 下位か ら つ ぎ の 四時代 に 区分す る こ と がで き る 。
1 . 落葉広葉樹優 占時代 (第四 - 17層下部)

H . 落葉広葉 ・ 常緑広葉樹混交時代 (第17層上部 - 16層下部)

E 照葉樹林安定時代 (第16層上部 - 11層)

1V . 二次林拡大 (傾向 ) 時代 (第 7 層)

I 時代 は ニ レ ・ ケ ヤ キ 属 と エ ノ キ ・ ム ク ノ キ 属の優占 に よ っ て 特徴づ け ら れ る 。

常緑広葉樹は 劣勢で、 コ ナ ラ 亜属、 プナ属、 ク マ シ デ属、 オ ニ クツレ ミ 属 を 伴 い 、 やや冷涼 な 気

候 を 示唆 し て い る 。 縄文早期 に 対比 さ れ る 。

E 時代 は 落葉広葉 ・ 常緑広葉樹混交林の時代で、 植生の推移期 (冷涼気候か ら 温暖気候への転

換期) に あ た る 。

E 時代 は イ チ イ ガ シ を 中核 と し た 照葉樹林の安定期で、 轟式文化 (第 15 - 12層) 、 曽 畑 式 文 化

(第11層) は 、 こ の極盛相林 を 背景 と し て 発展 し た 。
W 時代 は二次林の拡大 と 、 照葉樹林の衰退 を 示唆 し て い る 。 花粉構成 に み と め ら れ る こ の よ う

な 変化 は 、 弥生時代 に 入 っ て か ら の 人類文化の影響 ( 自 然林の破壊) に よ る も の と 判断 さ れ る 。

ま た 「弥生海退」 に よ っ て 遺跡の周辺に形成 さ れた潟湖に は 、 ハ ン ノ キ の群落が出現 し た 。
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2 . 曽畑 貝塚低湿地遺跡出土の植物種子の同定

1 . は じ め に
岡 山大学農学部文部技官 藤 沢 浅

最近の考古学的 な 発掘調査 に お い て は 、 自 然科学的な分析が注 目 さ れて い る 。 特 に 植物遺体で

あ る 花粉や プ ラ ン ト オ パ ー ル お よ び植物の種実類 な ど を 分析す る い わ ゆ る 環境考古学 は 、 古代 の

植生や 気候の解明 お よ び当時の人 々 の生活 を 知 る う え で も 非常 に 重 要 な 研究 と い え よ う 。 こ の こ

と で よ く 知 ら れて い る も の に 『湖上村落』 と 称 さ れ る ス イ ス の新石器時代の遺跡が あ る 。 湖上村

落 と い う の は 、 湖 の 上 に 村落が あ る と い う の で は な く 、 湖畔に住居 を 建 て 生活 し て い た村落 と い

う 意味で あ る 。 こ こ で は食べ物の残 り な どが直接戸外の湖 に 投げ捨て ら れて い た た め 、 水底の泥

中 に 埋没 し た 多 く の木の実や種子類が6000年前 に 捨て ら れた時 と 変 わ ら な い 状態で 出土 し た 。 そ

れ に よ っ て 当時の 人 々 の暮 ら し が解明 さ れた の で あ る 。 こ の よ う に 遺跡か ら 出 土す る 植物遺体 は

古代人の生活 を 知 る 上で貴重 な 情報源で あ り 、 今後 こ の方面の研究 は よ り 重要 に な る と 思 わ れ る 。

た だ 、 こ の研究 は 多 大 な 時間 と 労力 を 要す る た め に 、 今 日 の よ う な発掘か ら 報告書の 刊行 ま で の

限 ら れた 時 間 内 に 分析 を 完 了 す る と い う こ と は な か な か 困難で あ る 。

さ て 、 熊本県宇土市岩古 曽 町 に 位置す る 曽 畑貝塚は九州 の縄文時代前期 の 代表的 な 遺跡 と し て

知 ら れて い る 。 本遺跡は雁回 山 の西麓 に位置 し 、 昭和34年に 慶応大学の発掘調査で縄文前期 と 後

期 の 貝塚が発見 さ れて い る 。 今回 の熊本県教育庁文化課の発掘調査 は こ の 貝 塚か ら 南 西 へ 1 00 m

離れた地点で、 65年度開通の国道 3 号松橋 パ イ ノ ミ ス の建設用 地 内 で あ る 。 こ れ ま で の 調査で植物

製 の 編 み 寵 や ド ン グ り な ど の木の実の類が多数出 土 し 、 ま た 本年 の 5 月 13 日 ま で に 縄文前期 、

約5000年前 の も の と み ら れ る ヒ ョ ウ タ ン が完全な形で出土 し て い る 。 な お こ れ ま で-縄文前期か ら

ヒ ョ ウ タ ン が 出 土 し た例 は縄文の タ イ ム カ プ セ ル と し て 有名 な福井県三方町の縄文時代前期 (約

6000年前) の鳥浜貝塚が あ り 、 今度が全国で も 二例 目 で あ り 注 目 さ れて い る 。

本年 9 月 か ら 調査 を 担 当 し て い る 熊本県教育委員会文化課の江本 直氏か ら 本遺跡の種子分析

を 依頼 さ れ た の で 、 そ の結果 を こ こ に 報告す る 。

2 . 分析方法

今回分析 し た地 層 は 図 1 に 示 し た よ う に縄文中期か ら 前期 に わ た る 第10， 1 1 ，  13 ，  14- B ，  15 ，  

16 ，  18 ，  19層で あ る 。

種子の分析方法は水洗選別法でお こ な っ た 。 ま ず各試料土 を 200 g ずっ と り 、 水 を 入れ た 大型 ビ

ー カ ー に 1 - 5 日 開放置 し た 後 に 、 静か に ガ ラ ス で捜祥 し 土塊 を 溶か し た 。 次 に 径18cmの約子状金

網 に ガ ー ゼ を 3 枚重ねて 敷 き 、 そ の上 に 溶か し た試料土 を 少量ずつ置 き 、 次 に 上か ら 水道水で ゆ

っ く り 水洗 し て 微細 な 土砂 を 洗 い落 と し た 。 な お ガ ー ゼ 3 枚重ね る と 0. 4mm程度 の 有 機 物 は 全 て
検出 で き る 。 ち な み に 雑草 の種子で最 も 微小 な も の の長 さ が0. 5mm程度 な の で 水洗 中 に 流失す る こ
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と は な い。 次 に カ ー ゼ上 に 残 っ た 大粒の砂礁 と 有機

物 を 水の入 っ た径15叩 の シ ャ ー レ ー に 移 し た 。

こ の作業 を 繰 り 返 し 、 そ の試料土の 水洗が完 了 す る 。

次 に 小型の シ ャ ー レ ー に 水洗 し た有機物 を 少量ずつ

移 し そ れに 水 を 注 ぎ 、 実体顕微鏡下で種子 を ピ ン セ

ッ ト で拾い 出 し 、 蒸留水 を 入れた 小標本瓶に 保存 し

た。 こ う し て 各層 ご と の水洗選別が完了 し た 後 に 、

そ れぞれの種子 を 現生種子 と 比較 し 同定 し た 。 ま た

損傷粒や部分片で同定で き な い も の は走査電子顕徴

鏡で観察 し 同定 し た 。

3 . 結果

同定 さ れた植物種子 は疑問種 を 含 め て 20種類、 16

科19属 で あ っ た 。 こ れ ら の種類の和名 と 学名 を 表 1

に示す。 和名 お よ び学名 は 主 に 『新 日 本植物誌 (大

井 1965) J に 従 っ た 。 ま た主要 な も の を 含 め ほ と

ん どの種類の写真 を 図版 1 - 21 に 示す。 図版 8 a を

除 い て は全て 走査電子顕微鏡で撮影 し た も の で あ る 。

な お 図版21 g h は今回の分析 で は 検 出 さ れ な か っ た

ア マ モ の 種 子 で あ り 、 こ れ に つ い て は 後述す る 。

今回 の分析で は 種子以外 に マ ツ 科の葉片、 キ イ チ ゴ

属の練や、 木本植物の未熟な果実や冬芽が若干検出

さ れた。 ま た植物学的 に は 下等植物 に 分類 さ れ る 醇

類の植物体が検出 さ れ た。 ま た 同定不可能で あ っ た

不明種は 18粒で あ る が、 そ の 中 に は 種子 と は違 う も

のが含 ま れて い る か も し れ な い 。 植物遺体以外で は

虫 こ ぶ ま た は菌糸塊 と 考 え ら れ る 炭化 し た黒粒や、

昆虫や そ の羽根片、 粒の 大 き さ と 外形か ら そ の卵 と 思われ る も の が検出 さ れた 。

次 に 層別 に み た各植物の 出土粒数 を 表 2 に 示 し た 。 各層 に つ き 200 g の土量 を 分 析 し た に も か

か わ ら ず各層 と も 出 土種子が極め て 少 な か っ た の は 、 今回 の分析土壌がやや乾燥 し た砂磯質 で あ

っ た た め と 考 え ら れ る 。

ま ず第10層 で は 有機物が若干み ら れ た が種子は全 く 検出 さ れ な か っ た 。 た だ昆虫の遺体 と 黒粒

の み で あ っ た。 以下種子だ け に つ い て み る と 、 第1 1 層 は有機物 は や や 多 く 、 特 に 木本類の細片が

目 に つ い た程度 で 、 同定 さ れた種子 は 疑問種 を 含 め て 6 種目粒で あ っ た 。 第 13層 で は草本、 木本
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類の細片 が か な り 多 く み ら れ、 種子 も 9 種13粒 と 、 前者 よ り やや種類が多か っ た 。 次 に 第 14- B
層 は有機物 は 第 13層 と 同 じ 程度 で あ っ た が、 種子 は 3 種 6 粒 と 少 な か っ た。 こ れ は 磯混 じ り の砂

質土嬢 に も 関係 が あ る と 思 われ る 。 第15層 は有機物 は か な り 少な か っ た が、 種子 は 10種目粒 と 多
く 、 種類 と も に 13層 に 似 た も の で あ っ た 。 次 に 第 16層は有機物が最 も 多 く み ら れ、 種子 は 13種26

粒 と 他の 層 と 比べ 最 も 多 か っ た 。 こ こ の 層 は 土壌が他に 比 べ て や や シ ル ト 質 で あ り 保存状態が良
か っ た た め に 、 他 の 層 よ り 多数の検出 を み た も の と 考 え ら れ る 。 第 18， 19層 は 完 全 な 粘土質 の 土
壌で あ り 、 有機物 は 全 く 検出 さ れ な か っ た。

4 . 考察

木本植物

同定 さ れ た 種子20種類の う ち 木本 は 1 1種類で あ り 、 他に マ ツ 科の葉が l 個体み ら れ た 。 こ の う ち

ヤ マ グ ワ 、 ニ ワ ト コ な ど の 落葉性広葉樹が 9 種類 と 多 く 、 常緑広葉樹の ク ス ノ キ 、 ヒ サ カ キ の 2

種、 針葉樹 は マ ツ の み で あ っ た 。 こ れ ら の 中で照葉樹林の構成要素 に な る も の で は ヒ サ カ キ が あ

る 。 こ の 木本 は 普 通 は 人里か ら 離れ た 山林 に 自 生 し て い る 。 い っ ぽ う 、 二次林の構成種お よ び人

里 に 近 い 所 に 自 生す る の は カ ジ ノ キ 、 ヤ マ グ マ 、 マ タ タ ビ、 タ ラ ノ キ 、 ニ ワ ト コ 、 キ イ チ ゴ類、

ア カ メ ガ シ ワ 、 ク ス ノ キ で あ る 。 な お二次林 と は 原生林が 自 然お よ び人手 に よ っ て 破壊 さ れ た あ

と 自 然 に 成立す る 森林で あ り 、 こ こ に は陽地 を 好 む植物が生育す る 。 こ れ ら 植物の 中 に は 実が食

べ ら れ る も の 、 薬用 に な る も の な ど今 日 で も 我 々 の 生活上有効に 利用 で き る も の が多 く あ る 。 と

こ ろ で木の実 と い え ば ア イ ヌ 民族 を 思 い 出 す よ う に 、 彼 ら に と っ て 植物、 特 に 木 の実 は 日 常生活

に は 欠 く こ と の で き な い 重要 な 食料であ っ た 。 今回検出 さ れた ヤ マ グ ワ 、 マ タ タ ビ、 ニ ワ ト コ 、

キ イ チ ゴ類 な ど は ア イ ヌ の 人 々 に と っ て 貴重 な植物のひ と つ で あ り 、 本遺跡 の 人 々 も こ れ ら を 重

要 な も の と し て 利用 し て い た こ と は 確かで あ ろ う 。

革本植物

同定 さ れた20種類の う ち 草 本 は 9 種類 と 少 な か っ た。 そ の う ち オ ヘ ビ イ チ ゴ、 チ ド メ グサ 、 ツ ユ

ク サ な ど 6 種類 は 田 の あ ぜ、 道ばた や畑地周辺 に 生育す る 雑草で あ る 。 ま た カ ラ ム シ 属 、 ム ラ サ

キ ケ マ ン は あ き 地や 道 ば た 、 林縁の 周 辺 に 生育す る 人里の植物で あ り 、 サ ン シ ョ ウ ソ ウ は 山地の

林内 の陰湿地 に 生育す る 山 野草で あ る 。

注 目 す べ き 植物 に つ い て

さ て 同 定 さ れた植物の生育地、 用 途 を 表 1 に 簡単 に 記 し た が、 興味深 い 種類 に つ い て こ こ で も う

す こ し 詳 し く の べ て み た し 、 。 な お こ れ ら の種子 は各地の縄文、 弥生の遺跡か ら よ く 検出 を み る も

の で あ る 。

白。
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1 ) ヤ マ グ ワ は ク ワ 科 ク ワ 属 に 属す る 落葉低木で 山野に 自 生 し 、 桑畑 に も 栽培 さ れ る 。 ク ワ 属 は

養蚕で栽培 さ れて い る も の や輸入、 改良 さ れた種類が あ る 。 ヤ マ グ ワ の 果実 は濃紫色 に 変 わ る と

生食で き 、 ま た 果実酒、 ジ ャ ム の原料 と な る 。

2 ) カ ジ ノ キ は暖地性の落葉低木で、 同 じ 属の コ ウ ゾ と と も に 我が国の所 々 で栽培 さ れ る 。 コ ウ

ゾ は各地の 山地 に 自 生す る が カ ジ ノ キ は古い時代に東南ア ジ ア を 経 て 中 国 か ら 我が 国 に 渡来 し

た も の と さ れ る 。 今 日 の 西南 日 本の山地で 自 生 し て い る も の は 、 昔栽培 し て い た も の が 野生化 し

た も の と 考 え ら れて い る o ビ‘ル マ か ら タ イ 北部の 山地や そ の他東南 ア ジ ア に 野生品が多 い た め こ

の地域が原産地 と さ れて い る 。 秋 に は径 2 cm の果実 を つ け子供は こ れ を 好ん で食べ る よ う で あ る

が、 い っ ぽ う で は コ ウ ゾ と と も に 枝皮の繊維 を 製紙の原料 と す る こ と で知 ら れて い る 。 ポ リ ネ シ

ア の原住民が タ パ と 呼ん で使用 し て い る 原始的 な 布 は こ れか ら 作 ら れて い る 。 こ の カ ジ ノ キ と コ

ウ ゾの種子 は ほ と ん ど 同 じ 形態 を し て お り 区別がむつか し い 。 やや カ ジ ノ キ の種子が 2 mm前後 と

大 き い の で本遺跡出土の も の は カ ジ ノ キ と 同定 し た 。 こ れ ら は福井県鳥浜貝塚 (縄文前期) や福
岡 の 四箇遺跡 (縄文後期) か ら も 検出 さ れ注 目 さ れて い る 。

3 ) ぇヱ上三 は 山 野 に 広 く 自 生す る 大形の落葉低木で、 高 さ 3 - 5 m に 達 し 生長が早 い 。 秋 に 長
さ 4 剛 ほ どの赤色の果実 を つ け る 。 材は柔 ら か く 、 枝の 中 に は太 い 髄 を有す る 。 漢名 を 『接骨木』
と い い 、 葉 を 薬用 と し て 利用 す る 。 イ ギ リ ス で は 、 こ の植物の仲間で あ る セ イ ヨ ウ ニ ワ ト コ の果
実 を 発酵 さ せ て ニ ワ ト コ 酒が作 ら れて い る 。 ま た花 を 採集 し て 乾か し た も の を 煎 じ て 服用 す る と
発汗作用 が あ る の で体が あ た た ま り 、 果実 も 下剤 と な る な どす ぐれた薬効が あ る 。 ニ ワ ト コ の髄
は 植物学の 実験の際 に 柔軟 な 組織 を カ ミ ソ リ で切 る 時 に 、 こ の髄 に そ れ を 挟んで切片 を 作 る 時 に
利用 さ れ る 。 こ の植物は 遺跡か ら 検出例が最 も 多 い も の の ひ と つ で あ る 。 ニ ワ ト コ の果実 は小 さ
く 、 食用 と し て 利用 は あ ま り 考 え ら れ な い が 、 筆者 ら は米子市 目 久美遺跡 (縄文前期 ・ 弥生中期)
の土器片 内側 に ひ、 っ し り 付着 し た 炭化の ニ ワ ト コ の果実 と 種子 を 同定 し て お り 、 古代人が な ん ら
か に 利用 し て い た こ と は 確か と 思われ る 。

4 ) 之三乙主は 山 野に 普通の落葉低木で、 高 さ 4 m ほ ど に な る 。 茎 に は 大小の鋭い線が あ り 、 こ

の 練 も 種子 と と も に よ く 検出 さ れ る 。 今 日 で は こ の若芽 は 木の芽の王様 と し て 珍重 さ れ、 人 々 に

乱獲 さ れて い る 。 筆者の知 る と こ ろ 、 京都付近で は こ の乱獲が た た っ て 山野で は も う タ ラ ノ キ は

お 目 に かかれ な い そ う で あ る 。 そ の た め か最近で は各地で こ の栽培が行われて い る よ う で あ る 。

5 ) マ タ タ ビ は 山 地 に 広 く 自 生す る 落葉性つ る 植物であ る 。 果実 は長楕 円形で先が少 し 尖 り 、 長

さ 3 cm く ら い で 、 熟す と 黄色 に な り 、 辛い 味がす る が食用 お よ び薬用 と し て 愛好 さ れ る 。 猫が非

常 に 好 む 植物で、 こ の果実 を か じ る と 酔 っ た状態 に な る こ と で有名 で あ る 。 こ の語源 は 『旅人が、

そ の果実 を 食べ て 元気 を 回復 し 、 ま た を 旅す る 』 と い う 意味か ら き た と さ れて い る が、 植物学者
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の牧野富太郎 は こ れ を 否定 し て い る 。 な お 同 じ 属の サ ル ナ シ と は種子が非常 に 似て お り 区別の難
し い も の で あ る が、 マ タ タ ビの種子がやや外形がずん ぐ り し て い る 傾 向 が あ り 、 本遺跡の も の は
マ タ タ ビ と 同定 し た 。 サ ル ナ シ の果実は広楕円形で、 熟す と 淡緑色 と な り 、 甘ず っ ぱい 味 で食べ
ら れ る 。 果実が梨 に 似て お り 、 猿が食べ る 梨 と い う 意味で あ る 。

6 ) 主4三三守属 は 山地 に 自 生す る 湛木 ま た は 草木で 、 大部分 は北半球 に 産す る 。 我が 国 に は 1 00
種類近 く の も の が 自 生 し て い る 。 食用 と さ れ る の は果実の集団で あ る 擬果い わ ゆ る 廷で あ る 。 ど
の種類 も 甘ず っ ぽ く 美味 で あ る が、 種子が堅 く や や歯 ざ が り がす る 。 こ の植物 も 検出 例 の 多 い も

の の ひ と つ で 、 古代人の重要 な 植物で あ っ た こ と が わか る 。

7 ) ヒ サ カ キ は常緑低木で 山 地 に 普通で あ る 。 よ く 混同 さ れ る も の に サ カ キ が あ る が、 こ れ は暖

地 に 自 生 ま た は栽培 さ れ る 常緑の亜高木で、 枝葉 を 神前 に 供 え る こ と で知 ら れて い る 。 。 こ の サ

カ キ が 自 生 し な い 本州北部で は こ の かわ り に ヒ サ カ キ を サ カ キ と 称 し て 用 い て い る 。 こ の植物 も

出 土例 は 多 い が、 こ れ は 利用 さ れた も の で は な く て 、 種子が小 さ く 堅 い た め 土 中 で も 残存 し や す

い た め と 考 え ら れ る 。

8 ) ア カ メ ガ シ ワ は温暖 な 日 当 た り の よ い 平地や河原の土手 な ど に 自 生す る 落葉高木で、 非常 に

生育が早 く 、 10m に も な る 。 新芽や若葉が鮮紅色で美 し く 、 よ く 目 立つ植物で あ る 。 地方 に よ っ

て は カ シ ワ と 称 さ れ、 こ の葉の上に食物 を の せ て 神前 に 供 え た り 、 ま た 因子 を 包んで蒸す の に 利

用 さ れ る 。 そ の た め別名 に ゴ サ イ パ， サ イ モ リ パ (御菜葉， 菜盛葉) な どが あ る 。 若葉 は食用 に

も さ れ、 葉や果実 は 駆虫剤 と し て も 利用 さ れ る 。 と こ ろ で種子 は 球形で紫黒色 で光沢が あ る が、

遺跡か ら 検出 さ れ る も の は ほ と ん ど表面の種皮が と れて 図版 5 e . 9 a の よ う に 突起状 を な す の

で、 サ ン シ ョ ウ の種子 と 見 間違い や す い 。

9 ) サ ン シ ョ ウ ソ ウ は暖地の浅 い 山 や丘陵の陰湿地 に 多 い 多年生 の つ る 性草本で あ る 。 r 熊 本 県

植物誌」 に よ る と や や 稀 な 植物 と さ れて い る 。 本遺跡で は 図版13 e . 1 8  c e f の よ う に ほ ぼ完全

形で淡褐色の種子が 4 粒検出 さ れた 。 種子 は広楕円形で表面 に 小 さ な こ ぶ状突起 が あ り 、 長 さ が

約0. 7mm と 微細で あ る o こ の植物は検出例の少な い も の で あ る 。

10) カ ラ ム シ 属 は 草本 ま た は低木で 、 熱帯に は 100種類 あ る 。 我が国 に は 12種類 あ る が そ の 中 に

は 多 く の変種が あ り 、 特 に 分類の難 し い植物で あ る 。 古代で は こ の 属 の茎の繊維 を 利用 し て い た

よ う で あ る 。 こ の植物 も 出 土例の多 い も の で、 本遺跡で は 最 も 粒数が多 か っ た 。 な お検 出 さ れた

種子 は 淡褐色で あ り 、 外形が図版 9 g や13 c な どの よ う な や や異 な る も の が あ り 、 種類の異 な る

も の が混入 し て い る か も し れ な し 、 。

。。
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1 1 ) ム ラ サ キ ケ マ ン は 山麓や竹林の下の半陰地、 ま た道ばた や畑地の近 く に 生育す る 柔 ら かい 越

年性の革本で あ る 。 初夏 に 多数の紅紫色の花 を 総状 に つ け美 し い 。 こ の植物の検出例 は あ ま り な

い が、 当時の遺跡周辺に 多 く 生育 し て い た も のが落ち込ん だ も の で あ ろ う 。

12) ナ ス 属 は草本 ま た は 木本、 と き に つ る 性 に な り 、 熱帯お よ び暖帯 に 分布 し 、 世界で約1500種

類 ほ ど あ る 。 そ の う ち 我が 国 に は 7 種類が 自 生 し て お り 、 他 に 外国 か ら の帰化植物や栽培種が み

ら れ る 。 本遺跡で分析 さ れた 2 粒の種子 (図版12 g h ，  1 7  e f ) は 同 じ 種類の も の で あ っ た。 ナ

ス 属の種子の表面 は拡大写真の よ う に 波状隆起の網 目 模様が特徴で あ り 、 種 の 同定 ま で は難 し い 。

他の分析 さ れた 種類か ら 察 し て 、 道 ば た や荒地 に 生育す る 雑草の イ ヌ ホ オ ズ キ で は な い か と 思わ

れ る 。

13) 之三之主は 畑地、 道 ば た 、 人家 な どのやや湿 っ た草地 に 生育す る 一年生の雑草で あ る 。 万葉

時代は ツ キ ク サ (着草) と よ ばれた よ う に 、 青紫色の花汁 は染料 と し て 利用 さ れた 。 こ の花汁 は

水 に 浸す と 簡単 に 消 え る 性質 が あ る こ と か ら 、 後 に は そ れ を 利用 し て 、 織物の下地絵の具 と し て

重宝 さ れた 。 ま た 民間薬 と し て 茎葉の乾燥 し た も の を 煎 じ て 利尿剤 と し た。 種子 は コ ッ ペ パ ン の

半切型で 4 醐 ほ ど の大 き さ で あ り 、 表面 を拡大す る と 多角形 を 集 め た 亀 甲紋様で あ る 。 本遺跡か

ら 分析 さ れ た も の は 図版18 g の よ う に 炭化 し て い た た め こ の紋様 は み ら れ な か っ た 。

ア マ モ ( Zostera marina L . ) に つ い て

今回 の分析で は検出 さ れ な か っ たが、 本遺跡の縄文前期層か ら ア マ モ が 出 土 し た 。 本年 3 月 中 旬

に 江本氏が 『米粒の よ う な も の が出土 し た』 と い う こ と で そ の種子 2 粒が筆者の も と に 持参 さ れ

た 。 一見す る と い か に も 小型の米粒の よ う で あ っ た 。 種子 は 炭化 し て い な く 淡黄褐色で、 4 四前

後の長楕 円 形 と 表面 を 走 る 縦の 肋の特徴か ら ア マ モ の種子 (図版21 g h ) で あ る こ と が判 明 し た 。

ア マ モ は ア マ モ科 ア マ モ 属 に 属す る 海産性の植物の代表で、 一般の海藻類 と は ま っ た く 別の種類

で あ る 。 世界の海 中 に 約10種 あ り 、 我が国 に は そ の う ち 5 種が 自 生 し て い る 。 九州 に は ア マ モ 、

コ ア マ モ の 2 種が 自 生 し て い る が、 コ ア マ モ は ア マ モ に く ら べ て やや稀 な 植物で あ る 。 ア マ モ の

葉 は 幅 1 叩、 長 さ 1 m と 長 く 、 別名 『 リ ュ ウ グ ウ ノ オ ト ヒ メ ノ モ ト ユ イ ノ キ リ ハ ズ シ』 と 植物名

の 中 で い ち ばん長い名 がつ け ら れて い る 。 生育地 は沿岸で、 水深 3 - 10 m の浅海中で あ る 。 特 に

内 湾域の干潮線下 に 多 く 、 魚貝 類の格好の生息地 と な っ て い る 。 ア マ モ は甘藻の意味で、 根茎が

甘 い こ と に よ る 。 葉 を 食用 と し て い る 地方が あ る 。 ま た 藻塩草 と も い われ、 奈良時代 に は こ の葉

を 集め海岸 に つ る し て 干 し 、 ま た海水 を か け天 日 に 干 し 食塩濃度 を 高 く し て 、 最後 に 釜で煮つ め

て 食塩 を と っ た 。 ま た種子 は デ ン プ ン 、 タ ン パ ク 質 に 富 む た め メ キ シ コ 西北部沿岸の人は食用 に

し て い る 。

こ の ア マ モ の 種子 の 出 土 は全国で も こ れが初めて と 思われ る 。 遺跡の立地場所か ら 出土 し で も
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不思議で は な い 。 た だ 当時 の 人 々 が こ れ を 利用 し て い た と すれば興味 深 い こ と で あ る 。

5 . ま と め

(1) 熊本県宇土市 曽 畑貝 塚低湿地に お い て 、 『縄文中期』 か ら 『縄文前期』 に か け て の 8 試料 の

種子分析 を 行 っ た 。

(2) 同 定 さ れ た 種子 は20種類、 16科19属で あ っ た 。 そ の う ち 木本 は 11種類で、 カ ジ ノ キ 、 ヤ マ グ

ワ 、 マ タ タ ビ、 ニ ワ ト コ な どの食利用 植物が あ っ た 。 ま た 草 本 は 9 種類で、 そ の う ち 6 種 は 畑

地雑草で あ る 。 そ の他種子以外に 木本の未熟な 果実や冬芽、 マ ツ 科の 葉片 お よ び蘇類 な どが検

出 さ れた 。

(3 ) 検出 さ れ た 植物遺体 の 多 く は、 今 日 で も そ の 木の実が食利用 さ れ る も の で あ る 。 こ の こ と か

ら 、 当時の人 々 の生活 に こ れ ら 木の実の果 たす役割が大で あ っ た こ と が裏づ け ら れ た 。 い っ ぽ

う で は 、 南方か ら 渡来 し た と い わ れ る カ ジ ノ キ が検出 さ れ、 ま た 南 ア フ リ カ が原 産地 と い われ

る ヒ ョ ウ タ ン の 完全な 果実 が 出土 し て い る こ と な どか ら 、 縄文時代の草期 な い し は 前期初頭 ご

ろ に は 中 国 か ら 我 が国 に 渡来 し て い た と 考 え ら れ る 。 こ の こ と は 、 今 ま で の 単 な る 採集の生活

だ け で な く て 、 や は り な ん ら かの栽培が あ っ た と し て も 不思議で は な い だ ろ う 。 fこ だ そ れが植

え ら れて い た程度の も の な の か、 簡単 な栽培が な さ れて い た の か は今の と こ ろ 不 明 で あ る 。

(4) 植物遺体の 量 は 埋土状態 に よ っ て 大 き く 左右 さ れ る 。 今回の試料土 は 砂際質 で植物遺体の 残

存 し に く い 土壌で あ っ た た め 、 出土粒数が極端 に 少 な か っ た こ と が惜 し ま れ る 。 今後 さ ら に 多

く の地点での分析 を 行 え ば、 興味 あ る 結果が得 ら れ る も の と 思 わ れ る 。
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表1 ・( 1 ) 曽 畑員塚低湿地の植物種子一覧表

科 名 和 名

ク ワ カ ジ ノ キ

" ヤ マ グ ワ

イ フ サ ン シ ョ ウ

ク サ ソ ウ

" カ ラ ム シ属

ク ス
ク ス ノ キ

/ キ

マ タ
マ タ タ ビ

タ ピ

ツ バ キ ヒ サ カ キ

ム ラ サ キ
ケ シ

ケ マ ン

オ へ ピ
パ ラ

イ チ ゴ

ヘ ビ イ チ ゴ
" 

属

" キ イ チ ゴ属

ト ウ ダ ア カ メ

イ グサ ガ シ ワ

サ ン シ ョ ウ
ミ カ ン

属 ?

ク ロ ウ ク マ ヤ ナ ギ
メ モ ド
キ 属 ?

ウ コ ギ タ ラ ノ キ

チ ド メ グサ
セ リ

属

学 名

(下線は属)

Broussonetia papyrifera Vent. 

MonE bombycis Koidz. 

Pellionia minima Makino 

Boehmeria sp. 

Cinnamomum camphora Sieb. 

Actinidia polygama Maxim. 

E凹ya japonica Thunb. 

Corydalis incisa Pers. 

Potentilla 組.emonefolia Lehm. 

Potentilla sp. 

Rub凶 sp.

Mallotus japoniα路 Muell.Ar宮・

Z細血oxylum sp. 

Berchemia sp. 

Aralia elata Seemann 

Hydrocotyle sp. 

-187 一

出土

粒数
出土層 用 途， 生育場所

果実 は食用 、 古 〈 大陸
2 13， 15 

か ら 渡来 し 暖地 に 野生

果実は食用 に な る 、
1 13 

山地や平地 に 自 生

暖地の林縁や丘陵 に | 
5 15， 16 

自 生

11 ， 13， 14 茎の繊維 を 利用 、
2 7 

- B 15， 16 原 野 に 自 生

材 を 利用
5 13， 15， 16 

暖地 に 自 生

果実 は食用 や薬用 に 利
l 16 

用 、 山地に 自 生

神事 に 使 う 、 やや乾い
5 1 1 ， 14- B 

た 山地に 自 生

1 1 ， 13， 15 路ばたや畑地の 周辺 に
5 

16 生育

1 15 原野や 回 の畔 に 生育

1 16 原野や 回 の畔 に 生育

果実は食用 に な る 、
2 13 

山 野 に 自 生

1 1 ， 13 葉 は盛 り 皿 に 代用 、
5 

14- B ， 16 日 当 た り の よ い 場所

若葉や果実は食用 や薬
1 16 

用 に な る 、 山地に 自 生

果実は食用 に な る 、
1 13 

山野に 自 生

若芽 を 食用 と す る 、
2 15， 16 

山野に 自 生

路 ば た や 田 畑 の 周辺に
1 16 

生育
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表1 ・(2 ) 曽 畑貝塚低湿地の植物種子一覧表

学 名 出土
科 名 和 名 出土層 用 途， 生育場所

(下線は属) 粒数

ナ ス 属 ( イ
ナ ス Sol姐um sp.(S.nigrwn L.) 

ヌオ寸ズキ )
2 15， 16 路ばたや畑地 に 生育

ス イ カ 1 1 ， 13， 15 葉 を 薬用 に す る 、 日 当
ニ ワ ト コ SambuC\腿 sieboldiana 81. 6 

ズ ラ 16 た り の よ い林縁 に 自 生

キ ク ノ ゲ シ属 Sond凶 sp. l 1 1  路ばたや畑地 に 生育

ツ ユ ※ 花 を 染料、 や や湿 っ た
ツ ユ ク サ Commelina communis L. 1 16 

ク サ 路ばたや荒地 に 生育

マ ツ 科 の
マ ツ Pinaceae 1 16 山地に 自 生

葉片

キ イ チ ゴ属 果実は食用 に な る 、
ノ 、ー. フー Rub凶 sp. 1 15 

の線 山 野 に 自 生

ス ギ ゴケ類、 11 ， 13， 14 山林内の地上や岩上 に
欝類 Pogonatwn etc. 1 2 

他 (植物体) - B 15， 16 生育

樹木類の未
5 

熟な 果実
13， 15， 16 

一部 ※ 13， 14- B 
4 

冬芽 15， 16 

一部 ※ 13， 14- B 
1 8 

不 明 15， 16 

黒粒 ※ 10， 1 1 ， 13 
そ 1 5 14- B ，  

(虫 こ ぶ ? ) 15， 16 

の 昆虫の遺体
10， 1 1 ， 13 

5 
15， 16 

他 昆虫の卵 ? 6 13， 15， 16 

※ 印 は 炭化 し た も の。
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表2- ( 1 ) 曽 畑貝塚低湿地の層別 に み た 各植物種子の 出 土粒数

<各層 2 0 0 g の土量 を 分析>

灰 暗 砂 暗 シ 暗 礁 暗 砂 暗 シ 黒 シ 暗
灰

シ
褐 灰 質 灰 ル 灰 混 灰 質 灰 ル 灰 ル Jレ層 序 名 色 褐 シ 褐 ト 褐 り 褐 シ 色 ト 色 ト 色 ト
砂 色 ル 色 質

砂
色 砂 色 ル

磯 ト ト

土 層 10 層 1 1 層 13 層 14- 8 層 15 層 16 層 18 層 19 層

時 代 縄 文 縄 文 縄 文 縄 文 縄 文 縄 文
中 期 前 期 前 期 前 期 前 期 海成層

木 カ ジ ノ キ l。
1 

本 ヤ マ グ ワ 1 

植 マ タ タ ピ 1。

物 タ ラ ノ キ 1 l。

食 ニ ワ ト コ 2 l。
1 2。

利
用 キ イ チ ゴ属 2 (1

。
一、宮
れ キイ チコ事彰コ練 10 

る
種 サ ン 、ン ョ ウ属 ? l。

類、) 
ク マヤナギ属 ? l。

ク ス ノ キ l 3 (1。 I 
木

ヒ サ カ キ 4。
1 

本 ア カ メ ガ シ ワ 2 10 
1 

未熟な 果実 2。
20 1。

植
冬芽 1 1。

l。

物 マ ツ 科の葉 1 

サン、ン ョ ウ ソ ウ 1。 4。

草
カ ラ ム シ属 60 3

。 40 4。 10
。

本 ム ラ サキケマン 1。
2 (1

。 l 

オ ヘ ビ イ チ ゴ 10 

植
ヘ ビ イ チ ゴ属 l 

物 チ ド メ グサ属 10 

ナ ス 属
ス

( イ ヌ
l。

l。
ホ オ キ )

ノ ゲ シ属 1。

ツ ユ ク サ l。

。。
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表2・(2 ) 曽 畑員塚低湿地の層別 に み た 各植物種子の出 土粒数

灰 暗灰
砂質 暗灰 ルシ 暗灰 礁 暗灰

砂質 暗灰色
ルシ
ト

黒 シ 暗 シ
褐色 灰色 ル

ト
灰 ル

層 序 名 褐色 ルシ 褐色 ト 褐
混り

褐色 ルシ
色 ト

砂 質
砂

色 砂
磯 ト ト

土 層 10 層 11 層 13 層 14- 8 層 15 層 16 層 18 層 19 層

時 代 縄 文 縄 文 縄 文 縄 文 縄 文 縄 文
中 期 前 期 前 期 前 期 前 期 海成層

醇ケ)類 ( ス ギ ゴ 1。 2。 3。 3。 3。

不 明 4。 3 (2。 l 10 (3。

植 黒粒 (虫 こ ぶ) 2 2 I 5 2 3 
物
以 昆虫遺体 1 l l 1 l 
外

昆虫の卵 ? l 1 I 2 

計 (機物以外は除く ) O 15 22 13 23 42 。 。

(。 印 を 付 け た種子 は ほ ぼ完全形の も の)
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図版 1

a (第 1 0層 ) 昆 虫 X 30 b ( 第 1 0層) 黒粒( 虫 ニ ぷ ? ) X 40 

c (第1 1 層 ) ヒ サ カ キ X 30 d 左 の 拡 大 X 1 50 

e (第 1 1 層 ) ヒ サ カ キ X 25 左 の 拡 大 X 1 50 

g (第 1 1 層 ) ム ラ サ キ ケ マ ン X 40 h 左 の 拡 大 X 200 
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図版 2

a (第 1 1 層 ) カ ラ ム シ X 30 b 左 の 拡 大 X 750 

c (第1 1 層 ) カ ラ ム シ 属 X 40 d X 750 

e (第 1 1 層 ) ノ ゲ シ 属 X 1 5  f 左 の 拡 大 X 400 

g (第 1 1 層 ) ア カ メ ガ シ ワ X 25 h 左 の 拡 大 X 750 
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図版 3

a ( 第 1 1 層 ) ニ ワ ト コ X 25 b 左 の 拡 大 X 750 

c ( 第 1 1 層 ) ニ ワ ト コ X 20 d (第1 1 層 ) 黒粒( 虫 ニ ぶ ? ) X 55 

e (第 1 1 層 ) 黒粒( 虫 ニ ぶ ? ) X 40 f (第1 1 層 ) 昆 虫 X 20 

g (第 1 1 層 ) 昆 虫 の 卵 ? X 40 h 左 の 拡 大 X 250 

- 1 93 一



第 1 節 理化学分析

図版 4

\ 置晶E

-yj 
a (第 1 1 層 ) 欝 類 X 30 b 左 の 拡 大 X 1 50 

c ( 第 1 3層 ) ニ ワ ト コ X 1 5 d 左 の 拡 大 X 400 

e (第 1 3層 ) ヤ マ グ ワ X 25 f 左 の 拡 大 X 750 

g ( 第 1 3層 ) カ ジ ノ キ X 1 5  h 左 の 拡 大 X 500 
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図版 5

a ( 第 1 3層 ) キ イ チ ゴ 属 X 30 b 左 の 拡 大 X 200 

c ( 第 1 3層 ) キ イ チ ゴ 属 X 30 d 左 の 拡 大 X 300 

e ( 第 1 3層 ) ア カ メ ガ シ ワ X 20 f 左 の 拡 大 X 400 

g (第 1 3層 ) ア カ メ ガ シ ワ X 20 h 左 の 拡 大 X 500 
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図版 6

a ( 第 1 3層 ) ム ラ サ キ ケ マ ン X 1 5  b 左 の 拡 大 X 200 

c ( 第 1 3層 ) カ ラ ム シ 属 X 40 d (第13層 ) カ ラ ム シ 属 X 40 

e ( 第 1 3層 ) ク マ ヤナ ギ属 ? x 約1 3 左 の 裏 商 × 約1 3

g ( 第 1 3層 ) 果 実 ( :未 熟 ) X20 h 左 の 拡 大 X 400 

nu
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図版 7

a ( 第 1 3層 ) 果 実 ( 未 熟 ) X l 0  
b ( 第 1 3層) 冬 芽 X l 0 

c ( 第 1 3層 ) 不 明 × 約1 3 d 左 の 拡 大 X 400 

e ( 第 1 3層 ) ク ス ノ キ × 約1 3 f 左 の 拡 大 X 350 

g ( 第 1 3層 ) 黒粒( 虫 ニ ぶ ? ) x 40 h ( 第 1 3層 ) 不 日月 X 40 



図版 8

ヨ
a ( 第 1 3層 ) 不

上の裏面

第 l 節 理化学分析

明 b (第13層) 不 明 X 30 

\ j  

同 側 面
4越

X 1 50 c 上 の 拡 大

d ( 第 1 3層 ) 昆 虫 の 卵 ? X 50 e (第13層 ) 昆 虫 の 羽 根 X 40 

f ( 第 1 3層 ) 醇 類 左 の 拡 大 X 250 X 25 g 

口百
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図版 9

a ( 第 1 4-8 層 ) ア カ メ ガ シ ワ X l 0 b 左 の 拡 大 X 400 

c ( 第 1 4 ・ B 層 ) ヒ サ カ キ X 40 d 左 の 拡 大 X 1 50 

e ( 第 1 4 ・ B 層 ) カ ラ ム シ属 X 40 左 の 拡 大 X 750 

g (第 1 4・ B 層 ) カ ラ ム シ属 X 40 h 左 の 拡 大 X l 000 

Qd

 



図版1 0

a ( 第 1 4- B 層 ) カ ラ ム シ属

c ( 第 1 4・ B 層 ) 不 日月

e (第1 4・ B 層 ) 不 明

g (第1 4- B 層 ) 冬 芽

第 1 節 理化学分析

X 40 

X 40 

X 35 

X l 0 

b (第1 4・ B 層 ) 不 明 X 50 

d 

f 

左 の 拡 大 X 750 

I三行lII!!td弓..に で!I'!μ :す 11 っ j ほ11てトミユム剤事会.Tr "コ佳品三-百三.己主l
-厄副
長二

左 の 拡 大 X 300 

h (第14 ・ B 層 ) 黒粒 ( 虫 ニ ぶ ? ) X 60 
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図版1 1

a (第 1 5層 ) 欝 類 X 20 

b (第15層 ) 果 実 (未 熟 X l 0

c (第15層) ム ラ サ キ ケ マ ン X 1 5 d 左 の 拡 大 X 200 

e (第 1 5層 ) ム ラ サ キ ケ マ ン X 1 5  f (第15層 ) ニ ワ ト コ X 20 

g (第 1 5層 ) タ ラ ノ キ X 20 h 左 の 拡 大 X 1 50 
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図版 1 2

a (第1 5層 ) ク ス ノ キ X 9 

c (第1 5層 ) カ ジ ノ キ X 1 5  

e (第1 5層 ) オ ヘ ビ イ チ ゴ X 50 

g (第15層 ) ナ ス属 ( イ ヌ ホ オ ズ キ ? ) X 25

第 1 節 理化学分析

b (第1 5層 ) 不 明 X 30 

d 左の拡大 X 500 同 X l 000

f 左 の 拡 大 X l 叩O

h 左 の 拡 大 X l 00 

ハU
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図版1 3

a (第15層) カ ラ ム シ 属 X 35 b 左 の 拡 大 X 750 

c (第15層) カ ラ ム シ 属 X 40 
L 

d ( 第 1 5層 ) 黒粒( 虫 ニ ぷ 1 ) X 50 

e (第15層) サ ン シ ョ ウ ソ ウ X 60 左 の 拡 大 X 500 

g (第15層) 果 実 (未 熟) X 30 h (第15層) キ イ チ ゴ属の糠 X 1 5  

nu
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図版1 4

a ( 第 1 5層 ) 昆 虫 の 卵 ? X 60 b 左 の 拡 大 X 400 

c ( 第 1 5層 ) 冬 芽 X 1 5  d (第15層) 醇 類 X 25 

e ( 第 1 5層 ) 昆 虫 の 羽 根 X 1 5 f (第16層) 欝 類 X 1 5  

g ( 第 1 6層 ) ア カ メ ガ シ ワ X 20 h 左 の 拡 大 X 500 
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a ( 第 1 6層 ) ニ ワ ト コ X 1 5  b 

c ( 第 1 6層 ) ニ ワ ト コ X 20 d 

e ( 第 1 6層 ) マ タ タ ビ X 25 f 

g 同 X 300 h 
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左 の 拡 大 X 400 

左 の 拡 大 X 400 

左 の 拡 大 X l 00 

同 左 の 拡 大 X 25∞ 



図版1 6
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a (第16層 ) 不 明 X 25 

c (第16層 ) タ ラ ノ キ X 25 

e (第16層 ) サ ン シ ョ ウ 属 ? X 1 5  

g (第16層) ク ス ノ キ X l 0  

b 左 の 拡 大 X 1 50 

d 左の拡大 X 400 同 X l 000

f 左 の 拡 大 X 400 

h 左 の 拡 大 X 400 

nu
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図版1 7

a ( 第16層) ム ラ サ キ ケ マ ン X 20 b (第16層 ) 不 明 X 35 

c (第16層) 不 明 X 40 d 左 の 鉱 大 X 400 

e (第 1 6層 ) ナ ス属 ( イ ヌ ホ オ ズキ ? ) X 25 f 左 の 拡 大 X 1 50 

g ( 第16層) カ ラ ム シ 属 X 35 h 左 の 拡 X 500 
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a (第 1 6層 ) カ ラ ム シ 属

c (第 1 6層 ) サ ン シ ョ ウ ソ ウ

e (第 1 6層 ) サ ン シ ョ ウ ソ ウ

g (第 1 6層 ) ツ ユ ク サ

第 1 節 理化学分析

X 35 

X 60 

X 60 

X 20 

b 

d 

左 の 拡 大 X 500 

左 の 拡 大 X l 000 

f (第16層 ) サ ン シ ョ ウ ソ ウ X 60 

h (第16層 ) チ ド メ グ サ 属 X 65 
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図版 1 9

a (第16層) 不 日月 X 20 b 左 の 拡 大 X 250 

c (第16層) 不 明 X 20 d (第16層 ) 不 明 X 30 

e (第16層) 不 明 X 30 f 左 の 拡 大 X 750 

g (第16層 ) 黒粒( 虫 ニ ぷ ? ) X 50 h 左 の 拡 大 X 500 

- 209 一



第 1 節 理化学分析

図版20

a (第 1 6層 ) 不 明 X 2D b 左 の 拡 大 X 300 

c (第 1 6層 ) 昆 虫 の 卵 ? X 75 d 左 の 拡 大 X 400 

e (第 1 6層 ) 不 明 X 1 0  f 左 の 拡 大 X 300 

g ( 第16層) 不 明 X 1 5 h (第16層 ) 果 実 (未 熟) X 20 

- 210 一



第 W 章 分析 ・ 考 察

図版2 1

a (第16層) 冬 芽 X 20 b (第16層 ) マ ツ 科 の 葉 片 X 20 

c (第16層 ) 昆 虫 の 卵 ? X 60 d (第16層 ) ヘ ビ イ チ ゴ 属 X 75 

e ( 第 1 6層 ) 黒 粒 ( 虫 ニ ぷ 1 ) X 50 f (第16層 ) 昆 虫 の 羽 根 X 20 

g 縄文前期 か ら 出 土 の ア マ モ X l 0 h 左 の 拡 大 X l 00 
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3 . 曽畑貝塚低湿地遺跡出土の大型植物遺体

1 . 植物遺体の リ ス ト

名 古屋大学文学部助教授 渡 辺 誠

1986 - 87年 に 熊本県教育庁文化課 に よ っ て 発掘 さ れた、 宇土市 曽 畑貝塚低湿地出土の大型植物
遺体 (種子類) は 、 次 の 14種で あ る 。

1 . 裸子植物 門 G Y M N O S P E R M A E 

1 . イ チ イ 科 カ ヤ Torreya nucifera SIBB . et ZUCC . 

]1 . 被子植物門 A N G I O S P E R M A E 

1 . ク ル ミ 科 オ ニ グル ミ Juglans mo.nゐchurica MAXIM . s曲sp. Sieboldiana ( MAXlM • ) 
KITAMURA 

2 . プナ科 ク ヌ ギ ま た は ア ペ マ キ Quercus ' acu前simo. or Querc附 varabilis BLUMB 

3 . プ ナ科 ア ラ カ シ Querc附 glauca THUNB. 
4 . プナ科 シ ラ カ シ Querc附 myrsinaeforia BLUMB 

5 . プ ナ科 イ チ イ ガ シ Querc附 gilva BLUMB 

6 . ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ Cinnamomum Cam帥ora L. 

7 . ツ バ キ 科 ツ バ キ Camellia ja，ρonica L. 

8 . ト ウ ダ イ グサ科ア プ ラ ギ リ Aleurites cordata 'THUNB. 
9 .  ミ カ ン科 サ ン シ ョ ウ Zantho.叩'lum þi.向riωm DC. 

10. セ ン ダ ン 科 セ ン ダ ン Melia azedarach L.var. subtゆ抑制ta MIQUBL 

1 1 . ウ ル シ科 チ ャ ン チ ン モ ド キ Choero，ゆondias axiillarお (ROXB . )B.L.BuRTT et A.W.HILL 

12. ウ リ 科 ヒ ョ ウ タ ン 類 Lagenaria sp. 

13. エ ゴ ノ キ科 エ ゴ ノ キ S併71x ja，ρonica SI回. et ZUCC. 

こ れ ら の な か で も っ と も 多 い の は ]1 - 2 ・ 5 で あ り 、 他 は ご く 少量で あ る 。 こ れは 本調査地区

が ド ン グ リ 類の貯蔵穴地区 で あ る こ と を 反映 し て い る 。

2 . 出土状態の検討

食 用 価値 と の 関 連 に お い て 出土状態 を 検討す る に 当 た っ て は 、 ま ず貯蔵穴の 出土例 と 包含層

か ら の 出 土例 と を 区 別 す る 必要が あ る 。 し か し 貯蔵穴内 か ら 出土 し た 場合で も 、 本来食用化が

不可能 な 種類 に つ い て は 、 偶然性の他 に 、 食用 以外の利用 価値 に つ い て 検討す る 必要が あ る 。 ま

た 逆 に 、 包含層 の 出土例で食用価値の あ る も の に つ い て は 、 花粉分析 の 成果 を 参考 に し て 、 周辺

に 生 え て い た の か 、 あ る い は遠隔地か ら 運ばれた も ので あ る の か を 検討す る 必要が あ る 。
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2 - 1 )  ド ン グ リ 類の貯蔵穴

い う ま で も な く 今回 の 調査の重要性 は 、 62基 に も の ぼ る ド ン グ リ 類の貯蔵穴の検出 で あ る 。 そ

し て こ れ ら の貯蔵穴中の ド ン グ リ 類の 出土状態 に よ っ て 、 貯蔵穴 を 3 群に分類す る こ と がで き る 。

第 1 群 取 り 出 さ れ な い ま ま ド ン グ リ 類で充満 し て い る タ イ プ… . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ " 2 基

第 1 1 ・ 36号

第 2 群 取 り 残 し 状態で ド ン グ リ 類が出土 し て い る タ イ プ・H ・H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ " '55基

第 2 ・ 3 - 9 ・ 12- 14 ・ 16- 30 ・ 32 - 35 ・ 37 - 41 ・ 43 - 62号

第 3 群 取 り 出 さ れて ド ン グ リ 類の残存 し て い な い タ イ プ… … H ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・" 5 基

第 1 ・ 10 ・ 15 . 31 ・ 42号

こ の う ち 第 2 群 と 第 3 群 と は 、 廃棄用 ピ ッ ト に 転用 さ れて い る 。 し ば し ば動物遺体 な どが検出

さ れ る こ と が、 転用 を 明示 し て い る と み な さ れ る 。

こ れ ら の貯蔵穴の所属時期 は 、 大部分が縄文時代前期 の 曽 畑期で あ る が、 第 2 群に属す る 第z1 ・

29 . 41 ・ 44 ・ 45号 の 4 基 は 、 縄文時代後 ・ 晩期で あ る 。

そ し て 第 1 ・ 2 群の貯蔵穴 よ り 検出 さ れた ド ン グ リ 類の種類 は 、 主体 を 構成 す る も の が 明確で

あ り 、 2 大別 さ れ る 。

第 1 は 、 ク ヌ ギ ま た は ア ベ マ キ (図版， 3 ) の み の場合で、 第 1 1 号 1 基の みで あ る 。

第 2 は 、 イ チ イ ガ シ (図版， 4 ) 主体の場 で、 他の56基 は す べ て こ れに 含 ま れ る 。 十 分 に 検

討す る 時聞 が な か っ た の で数量てe示す こ と は で き な い が、 後者の場合 に は ま れ に ア ラ カ シ (図版，

5 ) や シ ラ カ シ も 含 ま れて い る 。 そ し て 重要 な こ と は 、 イ チ イ ガ シ の み は食用 化 に 当 っ て ア ク 抜

き を 必要 と し な い が、 ク ヌ ギ ・ ア ベ マ キ ・ ア ラ カ シ ・ シ ラ カ シ な ど は す べて ア ク 抜 き を し な い と

食べ ら れ な い 種類 な の で あ る 。
た だ し こ の 曽 畑人の主食 で あ っ た ド ン グ リ 類の食用化 ( ア ク 抜 き ) の方法や 、 低湿地で の貯蔵

の 意義 な ど に つ い て は 、 別稿 (第 2 節 3 ) に て 記す こ と に す る 。

な お ド ン グ リ 類以外の貯蔵穴内 出土の大型植物遺体は 、 食用 価値の な い セ ン ダ ン が第52号貯蔵

穴 ( 曽 畑期) よ り 12点 出土 し て い る に す ぎ な い 。

2 - 2 ) 包含層 出 土の食用 植物

包含層か ら も ド ン グ リ 類 は 多量に 出土 し て い る し 、 花粉分析の結果でも躍忍す る こ と がで き る 。

ド ン グ リ 類以外の包含層 出土の食用 植物 は 、 次の と お り で あ る 。

a . カ ヤ (図版， 1 ) A - 1 区第16層 ( 曽 畑期) よ り 3 点出土。

宮城県以南か ら 九州 に か け て の 山 林 に 散生す る 高木の針葉樹で あ り 、 材 は 碁盤や将棋盤 に 用 い

ら れ、 種子 は 脂肪 に 富み食用 ・ 薬用 と し 、 食用 油 も と れ る 。
b . オ ニ ク事ル ミ (図版， 2 ) A - 1 区第15 ・ 16層、 B - 2 区 第 16層 ( 曽 畑期) よ り 5 点出土。

北海道か ら 九州 に か け て 、 ) 1 1 沿 い や適湿の地 に 生 え る 落葉高木で あ り 、 材は狂いが少な く 家具、

内ぺυ。L
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図版 植物遺体 (縮尺 ， 実大)

1 カ ヤ . 2 : オ ニ グル ミ . 3 : ク ヌ ギ ま た は ア ベ マ キ . 4 : イ チ イ ガ シ .

5 ア カ ガ シ . 6 ク ス ノ キ . 7 サ ン シ ョ ウ . 8 : ツ ノ f キ . 9 ア ブ ラ ギ リ ，

10 : セ ン ダ ン . 1 1 : チ ャ ン チ ン モ ド キ . 12 : エ ゴ ノ キ .

8 1 0 

9 
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指物材 に 用 い ら れ る 。 種子 は脂肪 に 富 み美味で、 油 も と れ る 。

c . ツ バ キ (図版， 8 ) A - l ・ B - 4 区第16層 ( 曽 畑期) よ り 6 点 出 土。

海岸 に よ く 成育 す る 常緑高木で あ り 、 材 は堅 く 器具 に 用 い 、 種子 か ら は 池 を と り 、 頭髪用 ・ 燈

用 ・ 食用 と す る 。 た だ し 縄文時代 に 油 を と っ て 利用 し た と い う 確証 は な い 。

d . チ ャ ン チ ン モ ド キ (図版， 1 1 ) A - 3 ・ 4 区第1 1 層 ( 曽 畑期) よ り 2 点、 A . B 区 第 1 0

層 (岡高期) よ り 2 点出土。

熊本県 ・ 鹿児島県 に 分布 す る 落葉高木であ り 、 果実は食べ ら れ る が う ま く な い と い う 。

e . サ ン シ ョ ウ (図版， 7 ) A - 3 区第11層 ( 曽 畑期) よ り 1 点 出 土。

落葉低木で、 若葉 を 汁ゃ あ え も の に 用 い 、 果実 を 香辛料に す る 。

以上の 5 種の う ち 、 オ ニ グル ミ 以外は花粉が検出 さ れて い な い の で 、 食用 植物 な ど と し て 遠 く

よ り 運ばれた と み る こ と がで き る o

な お ヒ ョ ウ タ ン 類 に つ い て は 、 別 に 藤下典之氏 に よ っ て 詳 し く 報告 さ れて い る の で 、 こ こ で は

触れ な い こ と に す る 。

2 - 3 ) 包含層 出土の他の植物

包含層 出 土の食用 植物以外の植物遺体は 、 次の と お り で あ る 。

a . ク ス ノ キ ( 図版， 6 )  採集品 l 点。

関東地方以西か ら 九州 に か け て 分布す る 常緑高木で あ り 、 葉や材か ら 樟脳 を と る 。

b . ア プ ラ ギ リ (図版， 9 ) A - l 区第16層 ( 曽 畑期) よ り 1 点出 土。

中部地方以南か ら 九州 に か け て 分布す る 落葉高木で あ り 、 種子か ら 桐油 を と る 。 材 は 器具、 漆

器 を み が く 木炭 に 、 樹皮か ら は皮 を な め す タ ン ニ ン ・ 染料 を と る 。

c . セ ン ダ ン (図版， 10) 第52号貯蔵穴 ( 曽 畑期) よ り 12点、 A . B 区第 10層 (阿高期) よ り

I 点 出 土。

海辺の 山 地 に 生 え る 落葉高木で あ り 、 核果 を 数珠 に 作 る 。 薬用 に も さ れ る 。

d . エ ゴ ノ キ ( 図版， 12) A - 1 区第 16層 ( 曽 畑期) よ り 1 点、 A ・ B - 2 区第10.層 (阿高期)

よ り は 多 量 に 出土。

山地や原野の小川 のふ ち に 生 え る 落葉樹で あ り 、 果皮 に エ ゴサ ボ ニ ン を 含 み 、 洗濯や、 毒流 し

漁 に 用 い ら れ る 。 ま た弾力性 に 富 む 枝 は 、 カ ゴ な どのふ ち の芯 に も 用 い ら れ る 。

こ れ ら は い ずれ も 花粉が検出 さ れて お ら ず、 付近 に 生 え て い た も の が堆積 し た も の と は考 え ら

れ な い 。 そ し て そ れぞれに 利用 価値 は あ る の で あ っ て 、 十分 に 考慮 し て お く 必要 は あ る 。 特 に エ

ゴ ノ キ は 、 毒流 し 漁や カ ゴ細工 な ど と の 関係 に お い て重要視 さ れ る の で あ る 。

3 . 本遺跡の特徴

本遺跡出土の食料資源 と し て の大型植物遺体の特徴 は 、 イ チ イ ガ シ が圧倒的 に 優先 し て い る こ
と で あ る 。 ド ン グ リ 類の な か で も ナ ラ 類で は な く カ シ類が多 い こ と が、 九州 を は じ め と す る 西南
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日 本の特徴で あ る が、 カ シ類の な か で も 唯一 ア ク 抜 き を 必要 と し な い イ チ イ ガ シ が優先 し て い る

と い う こ と は 、 曽 畑人の主体的 な 適応の 姿 を 示 し て い る と と も に 、 背後に イ チ イ ガ シ の豊富 な 森
の あ っ た こ と が推定 さ れ る の で あ る 。 お そ ら く こ の こ と が、 集落立地の重要 な条件の一つで あ っ
た と 考 え ら れ る 。

そ し て ア ク 抜 き の技術 も も っ て い た の で あ り 、 ク ヌ ギ ま た は ア ベ マ キ を ぎ っ し り つ め て い た第

1 1号貯蔵穴 は 、 そ の こ と を き わ め て 明 白 に示 し て い る の で あ る 。
東北 日 本の縄文時代遺跡 に 多 い ク リ が 出土 し て い な い こ と 、 カ ヤ や オ ニ ク.ル ミ も き わ め て 少 な

い こ と も 、 西南 日 本の照葉樹林帯の特徴 を よ く 示 し て い る と い う こ と がで き る 。

参考文献 目 録

北村四郎 ・ 村 田 源. 1971 : 原色 日 本植物図鑑 ・ 木本編 I 。 大阪 ・ 保育社。
11 " . 1979 : 原色 日 本植物図鑑 ・ 木本編 E 。 大阪 ・ 保育社。
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4 . 曽 畑貝塚低湿地遺跡か ら 出土 し た木質遺物 に 関す る 一考察

熊本大学教育学部教授 大 迫 靖 雄

1 . は じ め に

曽 畑貝塚低湿地遺跡か ら 出土 し た 木片 に つ い て 、 以前、 熊本県文化財報告 「微雨 ・ 曽 畑」 に 記

載 し た 。 し か し 、 以前 に 取 り 上 げた木片 は 、 す べ て 加工 を 施 し て な い 流木で あ っ た 。 今回 は 、 主

と し て 、 生活用 具 に 使用 さ れて い た カ ゴ材料 に 関す る 検討 と い う 点で非常 に 興味 を 持 っ た 。

過去の報告 を 紐解 い て み て も 、 カ ゴ材料の鑑定結果 は非常 に 少 な し 、 。 カ ゴ材料の場合、 一般的

に 形状が小 さ い た め に 、 材料の鑑定 に あ た っ て は 、 技術的 に 困難 な 点 が あ る 。 そ の た め 、 出 土 し

た 多 く の カ ゴ材料の種の特定 を し な か っ た こ と が考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 生活用 具 の 材料や

加工法 を 明 ら か に す る こ と は 、 当時の生活様式や生産技術の 水準 を 知 る 上か ら も 、 き わ め て 重要

な 意味 を 持っ と 考 え る 。 こ の よ う な 考 え に基づい て 、 本報告 で は 、 ま ず、 カ ゴ材料お よ び流木の

樹種鑑定 を 行い 、 こ の結果 に 基づ い て 、 環境考古学的考察 を 行 っ て み た い 。

II . 樹種の鑑定

本遺跡か ら は 多量の木材お よ び食料貯蔵用 カ ゴが出土 し た 。 こ の う ち 、 縄文時代前期轟期文化

層 (第12層 - ) お よ び曽 畑期文化層 (第11層) か ら 出土 し た 流木 3 個体お よ び 曽 畑期文化層か ら

出 土 し た 10種の カ ゴ材料 に つ い て鑑定 を 行 っ た。 以下(1 )流木、 (2) カ ゴ材料に つ い て 述 べ る 。

(1 )流木の樹種鑑定

上記 し た よ う に 、 流木は 3 個体の樹種鑑定 を 行 っ た。 各流木の個体番号 を 流木 1 - 3 と す る 。

出 土 し た 層 は流木 1 (第16層) 、 2 (第13層) 、 3 (第11層) で あ る 。 以下、 各個体 ご と に 鑑定結

果 を 示す。

〔流木 1 ) 

本流木 は第16層 か ら 出土 し た も の で、 直径lOcm程度の丸太の一部 と 思わ れ る が、 髄近 く の部分

が年輪 に 沿 っ て 欠落 し て い る 。 炭化 し た部分が あ り 、 薪 と し て使用 さ れ た可能性が強 い 。 木 口 面

の 巨 視的観察か ら 、 年輪幅 は髄近 く で小 さ く 樹齢が高い部分で大 き く な る こ と を 示 し て お り 、 種か

ら 発芽 し た こ と が推定 さ れ る 。 残存状態 は比較的良好で あ っ た た め 、 ミ ク ロ ト ー ム 切片 の作成が

可能で あ っ た。 検眼の結果 を 以下 に 示す。

木 口 面 (写真 1 . 2 ) 

写真 1 . 2 と も 下側 が樹心、 上側が樹皮側 を 示す。 年輪界 は や や 不 明 瞭 で 、 早材か ら 晩材への

移行 は ゆ る やか で あ る 。 樹脂細胞は年輪内 に ほ ぼ均等に 多数散在 し て い る 。

柾 目 面 (写真 3 . 4 ) 

ヮ，
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写真 3 の左端 に 年輪界が見 ら れ る 。 仮道管壁 に 有縁壁孔の正面がみ ら れ る が、 ら せん肥厚は 見

ら れ な い 。 写真 4 に は、 短冊型 を な し た樹脂細胞 ス ト ラ ン ド が見 ら れ る 。 ま た 、 樹脂細胞の水平

壁 は平滑で あ る 。 放射組織 は す べて 放射柔細胞か ら な り 、 分野壁孔は ヒ ノ キ 型で 1 分野 に l な い

し 2 個存在 し て い る 。

板 目 面 (写真 5 ， 6 )  

仮道管壁の正面 に は有縁壁孔は見 ら れ な い 。 木 口 面、 柾 目 面で見 ら れた樹脂細胞 ス ト ラ ン ド が

散在 し て い る の が見 ら れ る 。 放射組織は単列で、 細胞高 は 1 - 10数個で あ る 。

以上の結果か ら 、 本流木は 、 イ ヌ マ キ ( Podocaゆus macroPhyllus D. Don ) と 鑑定 さ れ る 。

〔流木 2 )  

本流木 は第13層 よ り 出土 し た も の で、 樹皮は残存 し て い な い が、 ほ ぼ完全 な 丸太の状態で あ っ

た 。 直径は 約 6 叩で 、 表面 に 一部炭化 し た部分が あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 本資料 も 流木 1 と 同様、

薪 と し て 使用 さ れて い た可能性が強 い 。 ま た 、 本資料の一端は 2 叉 に 分れて お り 、 い ずれ も 著 し い

偏心が見 ら れ る 。 本資料の場合 も 、 残存状態は比較的良好で、 ミ ク ロ ト ー ム 切片 の作成が可能で

あ っ た 。 検阪の結果 を 以下 に 示す。

木 口 面 (写真 7 ， 8 )  

写真 7 ， 8 と も 下側が樹心、 上側が樹皮側 を 示す。 年輪界 は やや不明瞭で、 早材か ら 晩材への

移行 は ゆ る や か で 、 流木 1 と き わ め て 類似 し て い る 。 樹脂細胞は年輪内 に 均等 に 散在 し て い る が、

木 口面 で は 流木 1 ほ ど 明 白 で は な い 。

柾 目 面 (写真 9 ， 10) 

写真 9 の右側 に 年輪界が見 ら れ る 。 仮道管壁 に 有縁壁孔の正面が見 ら れ る が、 ら せん肥厚 は 見

ら れ な し 、 。 写真 9 ， 10 と も 短冊型 を し た樹脂細胞 ス ト ラ ン ド が見 ら れ る が、 写真 3 よ り 、 そ の数

は 多 く 、 年輪内 に 均等 に 分布 し て い る こ と が見 ら れ る 。 ま た 、 樹脂細胞の水平壁は平滑で あ る 。

放射組織 は す べ て 放射柔細胞か ら な り 、 分野壁孔は ヒ ノ キ 型で、 1 分野 に 1 - 2 個存在 し て い る 。
板 目 面 (写真11 ， 12) 

本資料は 、 流木 2 の偏心 し た幅広い部分す な わ ち 圧縮 あ て 材部 を 示す。 す べ て の仮道管 に 、 ら

せん状の裂 け 目 が見 ら れ、 圧縮 あ て 材の特徴 を 示 し て い る 。 ま た 、 仮道管の正面 に は有縁壁孔は

見 ら れ な い 。 木 口 面、 柾 目 面で見 ら れた短冊型 を し た樹脂細胞 ス ト ラ ン ド は 見 ら れ る 。 放射組織

は単列で、 細胞高 は 1 - 10数個 を 示 し て い る 。

以上の結果か ら 、 本資料 も 流木 1 と 同様、 イ ヌ マ キ ( Podocaゆ凶 macroPhyllus D. Don ) と 鑑

定 さ れ る 。

〔流木 3 )  

本資料木 は 第 1 1 層 曽 畑期文化層か ら 出土 し た も の で、 樹心 を 欠 く 、 直径約 8 叩 の丸太の一部で

あ る こ と が推定 さ れ る 。 本流木は前述 し た流木 1 ， 2 と 比較 し て 老化の程度が著 し い 。 表面 に は 、

放射組織が老化 し 、 損失 し た と 思われ る 空隙部分が多 く 見 ら れ、 広放射組織の存在が推定 さ れた 。
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以上の よ う な資料の残存状態の た め 、 検眼用切片の作成 は 困難で あ っ た が、 徒手切片法 を 用 い て

切片 を 作成 し 検眼 し た。 以下検眼結果 を 示す。

木 口 面 (写真13)

下側が樹心、 上側 が樹皮側 を 示す。 写真13 は 2 年輪 を 示 し て い る 。 い ずれ も 、 年輪界 に 沿 っ て

1 - 3 列 の 大道管が並ん で孔園部 を 形成 し て お り 、 環孔材で あ る こ と を 示 し て い る 。 孔圏外の小

道管は数個かた ま っ て 火炎状 に 配列 し て い る こ と が見 ら れ る 。 大道管の ま わ り に は 周 囲 仮道管が

見 ら れ る 。 ま た孔圏外 に は短接線状柔組織が見 ら れ る 。 放射組織は写真13右側 お よ び中央部 に 2

本幅広 い 広放射組織が見 ら れ る が、 他 は す べ て 単列放射組織 を示 し て い る 。

柾 目 面 (写真14， 15) 

写真14の 中央 よ り やや右側 に チ ロ ー ス を 含ん だ 大道管が見 ら れ る 。 ま た 、 写真14， 15の大道管

の側面 か ら せん孔板 は 単せん孔で あ る こ と が示 さ れ る 。 ま た 、 道管の側壁 に は対列壁孔が見 ら れ

る 。 道管の 周 囲 に は 多 く の 周 囲仮道管が見 ら れ る 。 放射組織は 、 す べ て 平伏細胞か ら な る 向性で

あ る こ と を 示 し て い る 。

板 目 面 (写真16)

本写真 は孔圏外の板 目 面 を 示 し て い る 。 軸方 向 の組織は 、 点在 し て い る 小道管以外 は 木繊維 を

示 し て い る 。 放射組織 は 左側 に 複合型の広放射組織が見 ら れ る が、 他 は す べ て 単列放射組織で あ

る こ と を 示 し て い る 。

以上の結果か ら 、 本流木は コ ナ ラ ( Quercus serrata Murray ) と 鑑定 さ れ る 。

(2) カ ゴ材料の樹種鑑定

本遺跡か ら は 、 多量の食物貯蔵用 の カ ゴが出土 し た。 そ こ に使用 さ れて い た 材料の寸法 も 多種

多様で あ っ た。 そ こ で 、 断面形状 を 基準 に し て 、 10種の カ ゴ材料 を 抽出 し て 樹種鑑定 を 行 っ た 。

な お 、 本報告で取 り 上 げ た カ ゴ材料す べて に つ い て 、 徒手切片 法 に よ り 検眼用 切片 を 作成 し た

が、 い ずれ も 、 断面が き わ め て 小 さ な上、 老化 も は げ し い た め 、 切片の作成 は 困難で あ っ た 。 特

に 、 厚 さ 方 向 の 切片作成 は 困 難で あ っ た 。

ま ず、 本項で取 り 上 げ た 10種の カ ゴ材料の断面形状 を 図 1 に示す。 本 図 の 断面形状か ら 見 る と 、

カ ゴ材料の断面形状は 、 ①厚 さ が ほ ぼ一定の長方形、 ②半円形、 ③三角形の 3 種類 に 分類 さ れ る 。

こ の う ち 、 ① に 属す る も の が最 も 多 い 。 こ れ に 対 し て 、 ② に 属す る も の は 、 す べ て 同ーの樹種 と

思われ、 ③ に 属す る も の は 1 材料に す ぎ な い 。 た だ 、 ① に 属す る も の は若干厚 さ む ら の あ る も の

も あ る 。 し か し な が ら 、 こ の タ イ プ に 属す る も の は い ずれ も 板 目 板状で使用 さ れて い た 。

な お 、 鑑定の結果、 同一樹種 と 思わ れ る も の が あ る の で、 こ れ ら を 一括 し て 鑑定結果 を 述べ る 。

資料番号 は 、 い ずれ も 出土 し た カ ゴ N o . と す る が、 同一 カ ゴ番号 の う ち 、 2 材料以上の鑑定 を

行 っ た も の に つ い て は 、 カ ゴ番号の 後 に 番号 を つ け た。
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〔 カ ゴ材料 地14， 20 - 2 ， 62) 

こ こ で示す カ ゴ材料 は 、 い ずれ も 同 じ 樹種の特徴 を 示 し て い る 。 ま た 、 い ずれの断面形状 も ①

に 属 し て お り 、 薄 く 、 比較的均一 な 厚 さ で あ っ た 。 木取 は い ずれ も 板 目 で あ っ た。 以下、 鑑定結

果 を 示す。

木 口 面 (写真17 - 20)
写真17， 18は カ ゴ材料地62， 写真19 はぬ14， 写真20 はぬ20 - 2 の 木 口 面 を 示す。 い ずれ も 、 板

目 木取 り で 、 左右が樹心、 樹皮方向 を 示 し て い る が、 年輪界 は 明 白 で な い。 道管は単独 ま た は 2

- 3 個が放射方 向 に 複合 し て い る の が見 ら れ る 。 道管の分布 は均等 で 、 場所 に よ る 道管の大 き さ

に 差 は な く 、 散孔材で あ る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 接線方 向 に 白 い 帯状の組織群が走 っ て い る 。

こ れ は 、 軸方 向 の 帯状柔細胞群 と 考 え ら れ、 イ チ ジ ク 属の特徴 を 示 し て い る と い え る 。 放射組織

は写真18 に よ っ て 、 1 - 5 列の も の が見 ら れ る 。

柾 目 面 (写真21， 22) 

本 写 真 は 、 い ず れ も カ ゴ材 料ぬ62の柾 目 面 を 示す。 写真21の 中央部 に 道管が示 さ れて い る 。

こ の場合、 道管 と 放射柔細胞の接す る 面 に 、 か な り 大 き な 壁孔が存在す る の が見 ら れ る 。 道管の

せん孔板 は 単せん孔 を 示す 。 軸方 向組織は柔細胞群 と 木繊維群が交互 に 現われ、 縞状 を 示 し て い

る 。 放射組織 は 1 本の直立細胞か ら の み な る も の と 、 数細胞高の平伏細胞か ら な る も の が見 ら れ

る 。

板 目 面 (写真23， 24) 

本写真 も カ ゴ材料ぬ62の板 目 面 を 示す。 写真23の左側 に 一部木繊維群が見 ら れ る が、 他 は 柔細

胞 ス ト ラ ン ド群 を 示 し て い る 。 写真24か ら 、 放射組織は上、 下端が直立細胞、 そ の他が平伏細胞

か ら な る 異性放射組織で あ る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 単列放射組織は 直立細細胞か ら の み な る

こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 放射組織の細胞幅 は 1 - 5 ま た は 6 細胞、 細胞高 は 最大数十細胞で あ

る こ と を 示 し て い る 。

以上の結果か ら 、 カ ゴ材料 N 0 . 62， 14， 20 - 2 は 同ーの樹種で、 イ ヌ ビ ワ ( Fic附 erecta Thunb. ) 

と 鑑定 さ れ る 。

〔 カ ゴ材料 ぬ20 - 1 )

図 l に 示 し た よ う に 、 本資料の断面 は三角形 を 示 し て い る 。 そ の た め 、 厚 さ 方 向 お よ び幅方向

の切片作成 は 、 き わ め て 困難で あ っ た。 た だ 、 資料の老化の程度 は他の資料 と 比較す る と 少な い 。

以下検眼結果 を 示す。

木 口 面 (写真25)

本写真 は 左側 が樹心、 右側が樹皮方 向 を 示す約 l 年輸 を 示 し て い る 。 写真か ら 明 ら か な よ う に 、

中央やや右側 に 大道管が ほ ぼ 1 列 に 並び、 明 白 な孔園部 を 形成 し て い る 。 孔圏外 で は 道管径の き

わ め て 小 さ な小道管が多数集 ま り 、 円形 ま た は接線状に 集団管孔 を 示 し て い る 。 大道管の 周 囲 に

は 周囲 柔細胞の存在が見 ら れ る 。 ま た 、 小道管の集団管孔の 周 囲 を 周 囲 柔細胞が と り か こ んで い
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る の が見 ら れ る 。 放射組織 は 1 - 数列 を 示 し て い る 。

柾 目 面 (写真26， 27) 

本写真 に 大道管 は 見 ら れ な い が、 小道管の集合が見 ら れ、 そ の せ ん孔板は 単 せ ん孔 を 示 し て い

る 。 ま た 、 小道管壁 に ら せん肥厚が見 ら れ る 。 小道管の ま わ り に は柔細胞 ス ト ラ ン ド が 見 ら れ、

そ の 中 に 結 晶 が存在す る も の が見 ら れ る 。 放射組織 は お お む ね平伏細胞で あ る が、 上、 下縁辺 は

方形細胞か ら な る 異性 を 示す。

板 目 面 (写真28)

本資料の断面形状か ら 推定で き る よ う に 、 板 目 面の切片作成 は 困難で あ っ た 。 そ の た め 、 切片

状態 は 悪 い が 、 本写真は孔圏外の部分 を 示 し て お り 、 中央 よ り やや右側 の小道管壁 に ら せん肥厚

が見 ら れ る 。 ま た 、 小道管の 周 囲 に は柔細胞 ス ト ラ ン ド が見 ら れ る 。 放射組織 は切片状態が悪 い

た め 、 明 白 で な い が 、 1 - 数列の平伏細胞か ら な り 、 上、 下縁辺 に やや 大 き な 細胞 を 含 む 異性で

あ る こ と を 示 し て い る 。

以上の結果か ら 、 本資料 は 、 ケ ヤ キ ( Zelkova serrata Makino ) と 鑑定 さ れ る 。

〔 カ ゴ材料 ぬ36)

本資料 は断面寸法が非常 に 小 さ な 上 に 、 老化が進ん で い た た め 、 切片の作成が困難で あ っ た 。

以下、 検眼結果 を 示す。

木 口 面 (写真29)
写真上方 に 道管が厚 さ 方 向 に 並ん で い る の が見 ら れ る 。 ま た 、 下方左側 に 年輸の一部が見 ら れ る

こ と か ら 、 本資料 は板 目 木取 り さ れて い る こ と が分 る 。 こ の こ と か ら 、 本資料 は放射孔材で あ る

と い え る 。 ま た 、 写真下方 に は 、 接線方 向 に 数個の柔細胞幅か ら な る 独立帯状柔組織が見 ら れ る 。

放射組織 は 本写真で見 る か ぎ り は 、 す べ て 単列 を 示 し て い る 。

柾 目 面 (写真30)

左右の幅 は資料の厚 さ を 示す。 本写真 に お い て 、 中央部お よ び右側 に 道管が見 ら れ、 せ ん孔板

は単せん孔 を示す。 ま た 、 道管の 周 囲 に 仮道管が見 ら れ、 写真中央部 に は柔細胞 ス ト ラ ン ド も 見

ら れ る 。 放射組織 は す べ て 平伏細胞か ら な る 向性 を 示す。

板 目 面 (写真31)

写真右側 に 道管が存在す る 。 放射組織 は す べ て 単列で あ る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 他の組織

は 木繊維 と 柔細胞か ら 成 り 立 っ て い る 。

以上の結果か ら 、 本資料 を カ シ類 ( ア カ ガ シE属 CyclobalanoρISÍS Prantl ) と 鑑定す る 。 し

か し 、 資料の形状が き わ め て 小 さ い た め 、 カ シ 類の特徴で あ る 広放射組織は観察 さ れ な か っ た 。

〔 カ ゴ材料 地 9 )

本資料は 老化 が著 し く 、 き わ め て も ろ い状態 に あ っ た た め 、 切片の作成 は 非常 に 困難で あ っ た 。

以下、 検眼結果 を 示す。

木 口 面 (写真32)
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本写真 は 左右が資料の厚 さ 方 向 を 示す。 ま た 、 左右が樹心側 と 樹皮側 を 示 し 、 板 目 木取 り し た

も の で あ る こ と を 示 し て い る 。 た だ 、 本写真上で は年輪界 は 明 白 で な い 。 本写真上 に は 左右方 向

に 3 列の 道管の並びが観察 さ れ、 本資料が放射孔材で あ る こ と が示 さ れて い る 。 接線方 向 に 独立

帯状柔組織が見 ら れ る 。 放射組織は 、 き わ め て 小 さ い 。

柾 目 面 (写真33， 34) 

写真33の資料幅 は 本資料の厚 さ を 示 し て い る 。 写真上に 2 本の 道管が見 ら れ、 せん孔板は単せ

ん 孔 を 示 し て い る 。 写真34か ら 、 道管の 周 囲 に 仮道管が見 ら れ る 。 ま た 、 道管の横 に 、 柔細胞 ス

ト ラ ン ド も 認め ら れ る 。 放射組織 は す べ て 平伏細胞か ら な る 同性 を 示 し て い る 。

板 目 面 (写真35)

写真上 に 道管が存在 し 、 そ の 周 囲 に 仮道管が見 ら れ る 。 ま た、 柔細胞 ス ト ラ ン ド も 認め ら れ、

そ の一部 は結晶 を 含ん で い る 。 放射組織 は す べ て 単列 を 示 し て い る 。

以上の結果か ら 、 本資料 も カ ゴ材料ぬ36 と 同様の特徴 を 示 し て お り 、 カ シ類 ( ア カ ガ シ直属 :

Cyclobalanopsis Prantl ) と 鑑定 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本資料の場合 も 、 カ シ類の特徴で あ る 広

放射組織は 観察 さ れ な か っ た 。 こ れ は 、 資料の形状が小 さ す ぎ る た め と も 恩わ れ る 。

〔 カ ゴ材料ぬ 1 ー し 12， 39) 

図 1 か ら 明 ら か な よ う に 、 カ ゴ材料地 1 - 1 ，  12， 39は 1 本の 茎 を 半分 に し て 使用 し て い る こ

と を 示 し て い る 。 ま た 、 こ れ ら の茎 は 、 いずれ も 、 直径が約 3 剛程度の も の で 、 外見か ら 、 つ る

性の植物で あ る こ と が推定 さ れ る 。 こ れ ら の材料 に つ い て も 、 他の カ ゴ材料 と 同様に 、 徒手切片

法 に よ り 、 検眼用切片 を 作成 し た。 た だ 、 こ れ ら の材料 は 、 い ずれ も 半 円 を な し 、 し か も 寸法が

小 さ な た め 、 検眼用 切片の作成 は非常 に 困難で あ っ た。 特 に 、 板 目 面の切片作成 は不可能 で あ っ

た の で 、 検眼 は 行 え な か っ た 。 以下、 木 口 、 柾 目 両面の検眼結果 を 示す。

木 口 面 (写真36 - 38)

写真36， 37は カ ゴ材料ぬ 1 ー し 写真38は カ ゴ材料ぬ39の木 口 面 を 示す。 い ずれ も 、 半 円 に 近

い 断面形状 を 示 し 、 1 本 の 茎 を 半分 に 裂い た も の で あ る こ と が う かが われ る 。 い ずれ も 、 樹皮側

か ら 髄付近 ま で を 表 わ し て い る 。 組織の構成要素 は道管要素、 師管要素、 木繊維 お よ び放射組織

か ら な る こ と を 示 し て い る 。 ま た、 放射組織 は幅広 い。

柾 目 面 (写真39)
本写真 は カ ゴ材料ぬ 1 - 1 の柾 目 面 を 示 し て い る 。 右側 に 道管が見 ら れ、 左側 に 師管が見 ら れ

る 。 し か し な が ら 、 本写真では放射組織の存在は定かで は な い。

以上の結果か ら 、 本 カ ゴ材料は つ る 性樹種で あ る と い え る 。 ま た 、 木 口 お よ び柾 目 面の特徴か

ら 、 ア ケ ビ ( Akebia qui仰ta Decne. ) で あ る こ と が推定 さ れ る 。 し か し な が ら 、 板 目 面 の 検 眼

結果が得 ら れ な か っ た な ど、 樹種 を 特定す る た め に は 、 デ ー タ 不足で あ り 、 若干疑問が残 る 。

〔 カ ゴ材料ぬ 1 - 2 )  

本 材 料 は 老化 が 特 に 著 し い た め に 、 検眼用 切片の作成 は き わ め て 困難で あ っ た 。 ま た 、 図 1
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か ら も 明 ら か な よ う に 、 材料の厚 さ も 非常 に 薄 い 。 た だ 、 一側 は 凹 凸 が見 ら れ る の に 対 し て 、 他

の 側 は 平滑で あ っ た 。 ま た 、 厚 さ は よ く 揃 っ て い た。 本材料の場合 も 、 板 目 面 の切片 の作成 は 不

可能で あ っ た の で 、 木 口 面お よ び柾 目 面の検眼結果 を示す。

木 口 面 (写真40)

写真の左側が凹 凸 を 示 し て お り 、 最外層 は表皮が見 ら れ る 。 右側 は 二次師部が見 ら れ、 一部、

放射組織が見 ら れ る 。

柾 目 面 (写真41)

写真の左側の最外層 に 、 わ ず か に 表皮が見 ら れ、 二次師部 も 見 ら れ る 。 ま た 、 右側 に は 、 柔細

胞が見 ら れ、 と こ ろ ど こ ろ に 放射組織が見 ら れ る 。

以上の結果か ら 、 本 カ ゴ材料 は樹皮で あ る こ と が推定 さ れ る 。 し か し な が ら 、 樹木の特定 は で

き な か っ た 。

皿 . 出 土木質材料の環境考古学的考察
3) 

食物貯蔵用 の カ ゴが、 古代遺跡か ら 出土 し た例 は し ば し ば報告 さ れて い る 。 こ の こ と は 、 植松

や荒木 ら が指摘 し て い る よ う に 、 カ ゴが全国各地で人聞 の生活 と き わ め て 密接 に 関係 し て い た た

め と 思われ る 。 と こ ろ が、 カ ゴ材料 に つ い て 述 べ た も の は き わ め て 少 な い 。 過去 に カ ゴ材料が特

定 さ れた 例 に つ い て は、 島地 ら の調査 に よ っ て も 、 数例 に す ぎ な い 。 そ し て 、 報告 さ れ た 例か ら 、

ア ケ ビ、 タ ケ 、 ヒ ノ キ が見 ら れ る が、 縄文時代の出土物 に つ い て は 、 布勢遺跡 (鳥 取 市 ) か ら 出

土 し た ヒ ノ キ の例が示 さ れて い る に す ぎ な い 。 こ の他、 福井県鳥浜貝塚か ら 出 土 し た カ ゴ材料 に

ヒ ノ キ が使用 さ れて い た と す る 報告 も あ る 。 し か し な が ら 、 カ ゴの 出土数か ら す る と 、 材料の判

明 し た数 は 、 あ ま り に も 少 な い 。 ま た 、 植松 は縄文時代の生活様式、 カ ゴの普及状態や森林植生

か ら 推定 し て 、 カ ゴ材料 と し て 、 多種の樹皮やつ る 類が使用 さ れて い た こ と を 推定 し て い る 。 し

か し 、 今の と こ ろ 、 こ れ ら を 実証す る 報告は な い 。

と こ ろ で、 本報告で示 し た カ ゴ材料 は 、 上記 し た材料 と は 異 な り 、 広葉樹 を 主 と し た 多種の材

料で作製 さ れて い る 。 本 曽 畑遺跡は九州 の 中央部平野地 に 位置 し 、 典型的 な 照葉樹林帯 に 属 し て

い る 。 こ の こ と は 、 花粉分析に よ っ て も 明 ら か と な っ て い る 。 そ の た め 、 本遺跡 も 多種の広葉樹

に 固 ま れて い た こ と が推定で き る 。 た だ 、 針葉樹 も 存在 し て い た こ と は 、 流木 1 ， 2 が イ ヌ マ キ

で あ る こ と か ら 明 ら か で あ る 。 し か し な が ら 、 流木 1 ， 2 は 曽 畑期文化 よ り 古 い 、 第 16， 13層 か
ら 出土 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 カ ゴ類が出土 し た 曽 畑期文化 (第11層) か ら は 、 流木 も 含め て 、
出土木す べ て が広葉樹で あ っ た 。 ま た 、 貯蔵 し て あ っ た 果実 も 、 ほ と ん どが イ チ イ ガ シ で 、 一部

ク ヌ ギ で あ っ た 。 こ の こ と は 、 広葉樹か ら な る カ ゴ材料は 周 囲 の環境か ら 入手 し や す い 樹木 を 加
工 し た も の で あ る こ と が推定 さ れ る 。 こ の よ う な 、 本報告 に お け る 結果 は 、 照葉樹林帯 に お け る

木材利用 の 1 つ の 例 を 示 し た も の と し て 興味深い。

カ ゴ材料 と し て 、 使用 さ れて い た樹種の う ち 、 つ る 類 に つ い て は 、 現在で も カ ゴ材料 と し て 使
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2) 

用 さ れて お り 、 古代遺跡か ら 出土 し た カ ゴ材料 と し て も 多 く 使用 さ れて い る 。 本遺跡の場合、 1

本 のつ る を 半分 に 裂 い た も の を 使用 し て い る 。 つ る 類は こ の よ う に 加工す る こ と が容易で 、 し か

も 均一 に 仕上 げ た も の が得やす い状態に あ っ た こ と が推定で き る 。

こ れ に 対 し て 、 つ る 類 と 比較 し て 、 加工が困難 と 思われ る 樹木の場合、 多 く の も の が 、 き わ め

て 薄 い板 目 板 と し て 使用 さ れて い た 。 こ の う ち 、 厚 さ が一定の断面 を 持つ イ ヌ ビ ワ の場合、 現在

で も 、 し ば し ば見 ら れ る 樹種で あ る が、 特に使用 さ れて い る わ け で は な い 。 し か し 、 万葉集の 中

に も 「知智 の実 ( = イ ヌ ビ ワ ) の父の命 (み こ と ) 枠葉 ( は は そ ば) の母の命…」 と 詠 ま れ、 そ

の 存在が認め ら れて い る 。 ま た 、 当九州地方で は 、 神事に 使用 さ れ、 方言 と し て タ プ ノ キ と し て

親 し ま れて い る 。 た だ 、 こ の よ う な樹種が どの よ う な 理 由 で カ ゴ材料 と し て 使用 さ れ た か定かで

は な い 。 し か し な が ら 、 イ ヌ ビ ワ の場合、 顕微鏡写真17 - 20か ら も 明 ら か な よ う に 、 細胞壁の薄

い 柔細胞群 と 細胞壁の 厚 い 木繊維群が接線方 向 に交互 に 並ん で い る た め 、 繊維方 向 に裂 く な ど の

方法で、 薄 い 板 目 板 を 作製す る こ と が容易で あ っ た こ と が推定 さ れ る 。 ま た 、 イ ヌ ビ ワ は 、 落葉

小径木で あ る た め 、 採取す る に は都合の よ い樹木で あ っ た と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 イ ヌ ビ ワ は 、

材質的 に は ち 密 な わ り に は比較的軽軟で 、 比較的取 り 扱い や す い 材 と 思われ る 。 た だ 、 耐朽 ・ 保

存性が低い 。 し か し な が ら 、 こ の点 に つ い て は 、 例 え ば、 製作 さ れた カ ゴが、 水 中 ま た は乾燥 し

た 状態で使用 さ れた と すれば、 さ し て 問題に な ら な い で あ ろ う 。

カ ゴ材料陥 9 ， 36の カ シ類の場合、 材質 は硬 く 、 加工 し に く い 。 し か し 、 放射孔材で あ り 、 管

孔 に 沿 っ た切削 は 比較的容易で あ る た め 、 農工具等 に使用 さ れた 例 は き わ め て 多 し 、 。 し た が っ て 、

本報告の場合 も 、 ま ず、 柾 目 板 を 作製 し 、 こ れか ら 薄い板 目 板 を 作製 し た こ と が考 え ら れ る 。 カ

シ類の場合、 接線方 向 に 細胞壁の 薄 い 独立帯状柔組織が発達 し て お り 、 こ れ に 沿 っ た 割裂が行わ

れ た こ と が考 え ら れ る 。 な お 、 カ シ類 に つ い て は 、 出土 し た 種子の 中 に も 多量の イ チ イ ガ シ が見

ら れ、 花粉分析か ら も ア カ ガ シ 直属が高率 に 出現 し て い る 。 し た が っ て 、 カ シ類 ( こ の場合、 イ

チ イ ガ シ の可能性大} は 利用 す る の に 手頃 な樹木で あ っ た こ と が推定で き る 。

こ れ に 対 し て 、 か な り 硬い 材料で あ る ケ ヤ キ の場合、 断面形状が三角形 を し て い る 。 ケ ヤ キ は

環孔材 で あ り 、 孔圏 に 沿 っ た 割裂加工 は比較的簡単であ っ た と 思われ る 。 た だ 、 ケ ヤ キ の場合、

材質が硬い た め 、 厚 さ の一定 し た 加工が困難で あ っ た こ と が考 え ら れ る 。

以上、 出 土 し た 木質材料 に つ い て 述 べ た が 、 い ずれに し て も 、 こ れだ け薄 く 木材 を 加工す る た

め に は 、 き わ め て 精度 の 高 い 加工法が要求 さ れ る 。 こ の加工技術的 な面 に つ い て は 、 い ずれ多方

面 か ら 検討す る 必要 が あ ろ う 。

N . お わ り に

過去 に お い て 、 同 定 さ れ た カ ゴ材料 は 、 タ ケ類、 ヒ ノ キ 、 ア ケ ビ等 わ ずか な 種類に す ぎ な か っ

た 。 し か し な が ら 、 本遺跡か ら 出土 し た カ ゴ材料 に は、 多 く の広葉樹材が使用 さ れて い る こ と が

明 ら か と な っ た 。 本報告で は 、 得 ら れた結果に基づい て 、 カ ゴ材料 と し て 用 い ら れ た樹種、 木取 り
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や加工技術 に つ い て 考察 し た 。 今後 さ ら に検討す べ き 問題点 は多 い と 思われ る 。 し か し 、 カ ゴ は

古代 よ り 人間生活 と 密接 な 関係 に あ り 、 カ ゴ材料 と し て 多種の材料が使用 さ れて い た に ち が い な

い と す る 、 植松 な ど の仮説 が あ る 程度実証 さ れた と 思 う 。 し か も 、 高 度 な 加工精度が要求 さ れ る

カ ゴ材料の製作が ど の よ う に し て な さ れ た の か き わ め て 興味 あ る 点で あ る 。

カ ゴ材料の種類や形状の分布 を 明 ら か に す る 中 で、 今後、 異 な っ た 視点、か ら 、 当時の生活様式

の一端が 明 ら か に な る こ と も 期待で き る 。
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1 ，  2 : 流木 1

3 ，  4 : 流木 1

5 ，  6 : 流木 1

7 ，  8 : i荒木 2

9 ，  10 : 流木 2

11 ，  12 : 流木 2

13 : 流木 3

14， 15 : 流木 3

16 : 流木 3

17， 18 : カ ゴ材料ぬ62

木 口 面

柾 目 面

板 目 面

木 口 面

柾 目 面

板 目 面

木 口 面

柾 目 面

板 目 面

第 1 節 理化学分析

認塁訟 15・�:�:�:�:�:�:�:�:�:�:�:�:己主:;:::;:;:;:;:::;:;:;:;:;:::;:;:;:;:;:;:;:;:::;:;:;:;:;:;:三:1
No. 20- 2 

医玄玄室ヨ 図翠亙

• 際察怒ヨ

h:��{�?どよ抗原材
No. 14  

42ゐ
一 苛=. . . . . 
. . . . . . . � 

No. 62 

5 mm 

図 1 材料鑑定 を行 っ た カ ゴ材料の断面形状

写 真 明説

19 : カ ゴ材料ぬ14 木口面

20  : カ ゴ材料ぬ20 - 2 木 口 面

21 ，  22 : カ ゴ材料地62 柾 目 面

23， 24 : カ ゴ材料ぬ62 板 目 面

25 : カ ゴ材料ぬ20 - 1 木 口 面

26， 27 : カ ゴ材料ぬ20- 1 柾 目 面

28 : カ ゴ材料ぬ20 - 1 板 目 面

29 : カ ゴ材料ぬ36 木口面

30  : カ ゴ材料ぬ36 柾 目 面

木 口 面 3 1  : カ ゴ材料ぬ36 板 目 面
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32 : カ ゴ材料ぬ 9

33， 34 : カ ゴ材料ぬ 9

35 : カ ゴ材料ぬ 9

36， 37 : カ ゴ材料ぬ 1 - 1 

38 : カ ゴ材料ぬ39

39 : カ ゴ材料ぬ 1 - 1 

40 : カ ゴ材料ぬ 1 - 2

41 : カ ゴ材料ぬ 1 - 2

木 口 面

柾 目 面

板 目 面

木 口 面

木 口 面

柾 目 面

木 口 面

柾 目 面
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⑦ 流木 2 木 口 薗 ⑧ 流木 2 木 口 薗
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写真 1

U224 
⑥ 流木 1 板 目 面

⑨ 流木 2
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写真 2

⑩ 涜木 3 ⑫ カ ゴ材料No.62 木 ロ 面 ⑩ カ ゴ材料No.62 木 口 面
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⑩ カ ゴ材料地14 木 ロ 菌

写真 3

⑧ カ ゴ材料地62 柾 目 面 ⑮ カ ゴ材料Na.62 板 目 面 ⑮ カ ゴ材料地62 板 目 面

⑧ カ ゴ材料地20 - 1 木 口 函 ⑮ カ ゴ材料地20ー 1 柾 目 面 ⑨ カ ゴ材料他20- 1 柾 目 薗
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写真 4

⑮ 

己里丘J
⑨ カ ゴ材料N0.36 板 目 函

⑩ カ ゴ材料地9

第 1 節 理化学分析

⑮ カ ゴ材料地36 木 口 函 ⑩ カ ゴ材料地36
‘' 

• 

:E�，・:dl}�
⑧ カ ゴ材料No.9 木 ロ 薗 ⑮ カ ゴ材i剛'0.9

⑮ カ ゴ材料N0.9 板 目 薗 ⑮ カ ゴ材料No.l - l 木 口 面
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⑮ カ ゴ材料地1 - 1 木 ロ 箇

y 
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写真 5

カ ゴ材料地39 木 ロ 面 ⑩ カ ゴ材料No.1 - 1 柾 目 薗

⑩ カ ゴ材料地1 -2 木 口 面 ⑪ カ ゴ材料制0.1 -2 柾 目 面
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5 . 曽畑貝塚低湿地遺跡出 土の動物遺体

1 . 動物遺体の リ ス ト

名 古屋大学文学部助教授 渡 辺 誠

1986- 87年 に 熊本県教育庁文化課に よ っ て 発掘 さ れた 、 宇土市 曽 畑貝 塚低湿地出土の動物遺体

は 、 次 の 8 種で あ る 。
I . 無脊椎動物門 I N V E R T E B R A T A 

A . 斧足綱 G A S T R O P O D A  

1 . イ タ ボ ガ キ 科 マ ガ キ Grassostrea gogas THUMBERG 

H . 脊椎動物門 V E R T E B R A T A 
A . 魚網 P I S C E S 

1 . エ イ 類の 1 種 Rajida sp. 

2 . タ イ 科 ク ロ ダ イ AcanthojJt.司fJ1US schl伐fJelii BLEEKER 

B . 鳥網 A V E S 

1 . ガ ン カ モ科の 1 種 Anatidae sp. 

C . 晴乳綱 M A MM A L I A 

1 . オ ナ ガ、 ザル科 ニ ホ ン ザル Macaca β俗cata BLYTH 

2 . イ タ チ科 ニ ホ ン カ ワ ウ ソ ? Lutra lutra whiteleメ GRAY

3 . イ ノ シ シ科 イ ノ シ シ Sω scrofa leucomystax TEMMINCK 

4 . シ カ 科 ニ ホ ン ジ ヵ Cerv附 niPpon niPpon TEMMINCK 

2 . 魚 貝類 に つ い て

漁携活動 を 示す魚貝類遺体の 出土は き わ め て 少 な く 、 次の 5 点の み で あ る 。

1 マ ガ キ 左殻 1 . A 1 区、 第 1 1 層 ( 曽 畑期) . 

2 : エ イ 類 尾練 1 . B 3 区、 第15層 (轟期) . 

3 : ク ロ ダ イ 前上顎骨 r 1 . B 4 区、 第15層 (轟期) . 
4 : ク ロ ダ イ 前上顎骨 1 1 . A 3 区、 第 12層 (轟期) . 
5 : タ イ 類 主鯨蓋骨 1 1 . A 3 区、 第12層 (轟期) . 

か つ て 清野謙次氏や江坂輝弥氏 に よ っ て発掘調査 さ れ た 貝塚 は 、 別 に 記 さ れて い る よ う に 台地

上 に 形成 さ れて お り 、 今回調査 さ れた低湿地地区 と は か な り か け離れて い る 。 魚貝類遺体の 出土

が き わ め て 少 な い の は、 低湿地地区 を そ れ ら の主た る 廃棄地区 と し て 意識 し て い な か っ た こ と を

示 し て い る の で あ ろ う 。
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第 2 表 イ ノ シ シ上 ・ 下顎骨お よ び遊離歯一覧表

歯式中 I I�門歯、 c は犬歯、 P は小臼歯、 M I�大自由. 小文字 はそ れぞれの乳歯を示す. ま た ( ) を 付 し た も 町 陪 歯が脱落 し て い る こ と を示す. ? 低 歯槽都町民失 を 示す.
x はま萌曲 全示す. 摺 4 . 6 裂 も 阿 じ .

、
\h

唱司、�で云ごで?三子、歯 式 M 1  M �  M .  P ‘ P ， ・
r
P E p ，  c I ，  E ， h l ，  l E I a c p ，  P z L P a M ，  M z  M s  

時醐\ 郁E\哩昼、旦監 、、、 m ，  m ，  m ，  m ，  i J i J i I i I i J i J C m .  m ，  m l  m ，  
高 期 上 顎 骨 1 5 1 B 3 1 ( M ， )  M ，  1 4 I B 2 1 M 1 M， M ， P I P J P J P I 

" I B 4 I M， M. P I 
1 3 I A 1 I m J  m， ( m . )  M .  
" I A 2 I M， M ，  

上顎遊雌歯 1 4 1 A 1 1 M ，  
t c  

1 3 1  M ，  
" I A 2 I M J  

1 2 1  A 3 I M ， 
" 1 A 4 I P 雷

下 顎 骨 1
，，

5 1 � � I M ， MJ M .  P I P 畠 { P d 
t c J ? t l z I ， a I E I z l ? c 干11 I B 3 I M ， M， M ， P ‘ P ，  P r  X t C ? 1 ， I l l l . 1 2  c t  x P ，  P ， P .  M .  M ，  M J  

" I " I M. m. rn， rn， x t x x j x x t m ，  rn. M .  
" I 8 4  I M ， M ，  

1 4 I A 1 I M， M， M ， 
" I " I p ，  P J P t P I t ( c )  
" I A 2  I M J ( M ， )  

M .  M ，  
M ， 

" I A 3 I M ，  
" 1 8 4 1  M ，  M .  p ，  P ， ( P ，  P .  C 1 ， ) 1 ， 1 . 1 1 . 

1 3 1  A 1 I M ，  M ，  
" I A 2 I 1 J 1 . 1 1 .  1 ，  11 I " 1  M ，  M ，  P .  P ，  P ，  ? ? ?  ( 1 ，  1 . � 1 .  1 : ) ? ? P J  P ，  M ，  

下顎遊麟歯 1
"

5 A
B 

2
1 

z c 
" 1 B 3 1 t c 
" I 8 4  I M ，  

1 4 1  A 1 I M ，  
" I " I . J  

c t  
c t  

" I " I p ，  
" 1 A 2 1 t c 

t c  
" 1 " 1 t c 

t c  
" I 11 I i 1 . 
" 1 " 1 c t  
" 1 " 1 C t 

1 3 1  A 1 1 M ，  

1 1 I A 2 I 1 .  
" I B 1 I M ， 

c t  

11 I 8 3  I M .  
" 1 B 4 1 t c  
" I " I ; 1 . 
" 1 A 4 1 t c  
" 1  " I 1 ，  
， ， t 苫

曽畑捌 上顎遊腫歯 1 1 1  B 1 1 M ，  
" I 8 4  1 M 且

下顎骨 1 1 1  A 2  1 M ， M， M .  P .  P J  ( P ， ) ? ( t C )  1 ，  1 ，  ( C )  " I A 2 I M I P I P J P J ( C  1 ，) 1 J I 2 ( 1 I C 干 】 P . p ，  P ， P .  M .  
" I A B 2 I M， M ，  

M ，  M ，  
ピ ッ ト 2 1 古 C 1 J 1 J ) ? 1 ?  ( 1 ， 1 J C 1; ) P .  M ，  
" I 1 2  I M， M .  P ，  P 1  P :  ( P . ) 干 C ( 1 : ) 1 z 1 .  1 .  1 ，  ( 1 3 ) C 干【 P ， 】 P z P 1  P ‘ M ，  

M ，  M 1 
" r " r M 1 
" 1 1 3 I M1 M， M .  p ，  P ，  p ，  ( P . 1; C  1 ， ) 1 ，  1 . 1 1 . ( 1 ，  1 ，  C P . ) p ，  P 1  p ，  M. M， M 1  

下顎遊隠歯 1 1  I A 2  I : 1 ，  
" I B 2 I 1 .  
" I " I � 1 .  

" 1 B 3 1 t c 
" I " I 1 .  
" 1 A B  2 1 M ，  " 1  " 1  M z  

p ，  
" 1 1 ，  

1 ，  

" 1 1 ，  11 1 " 1 M ，  
ピ 守 ト 1 ，  

1 2 1  1 t c  

岡高瑚 下顎避躍歯 1 0  IA B  2 �tJ P J  P z ( P .  ? ) l C ? l t ? 1 ? C l  ( P .  P r ) P ，  P .  M .  M ，  
P ， P .  M .  M ， M ， 
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第 3 表 シ カ 部位別数重表

高 前 轟 期
16 1 'J、 15 14 13 12 I 'J、
A A I B I B I A I B I B I B I A I A I B I B I B I A I A I A 

1 I 1 I 1 I 1 I 1 I 1 I 1 I 1 I 1 I  1 I 1 I 1 I 1 I 1 I 1 
1 1 計 3 1 3 1 4 1 1 1 1 1 2 1 4 1 1 1 2 1 1 1 3 1 4 1 2 1 3 1 4 計

。 。

。 1 1 2 

。 1 l 2 
o 1 1 l 2 

。 2 2 

o 1 1 2 3 
1 1 1 I l 
。 l 
。 1 I 1 I 4 

。 l l 
。 l l 
。 l l 
。 l 1 
。 l 1 2 

曽 畑 期
1 1  ピ ピ ピ 小ツ ツ ツ

A I A I B I B ト ト ト 計

1 1 1  1 1 1 1 
1 1 3 1 1 1 4 1 21 1 43 1 46 1 11"十

l 1 1 1 
o 1 2 

0 1 2  
0 1 2  

o 1 2 

o 1 3 
o 1 2 
o 1 1 
0 1 4  

I 1 1 2 

o 1 1 
o 1 1 

o 1 1 
o 1 2 

。 1 1 1  2 1 1 1 1 3 
。 。 l 1 1 2 1 2 
。 1 1 1  1 1 1 2 

1 1 1 1 1 2 4 0 1 5 

。 l o 1 1 

。 I I 0 1  1 
。 。 1 1 1  
。 I l 2 I 1 1 3 

。 。 l 1 1 1  

。 。 I 1 1 1 
。 l 1 2 o 1 2 

。 2 1 3 0 1 3  

2 1 2 2 1 1 1 1 6 1 1 1  6 1 10 1 1 2 2 1 2 1 1 2 1 1 39 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 10 1 5 1  

第 4 表 シ カ 上下顎骨お よ び遊離歯一覧表

B
\春人期亡、、上 ~下 、ー---周位 地倫区式

γ 

M J  M 2  M .  P 3  P 2  P 1  C 1 3 1 2  1 1 ; 1 1 1 2 1 3  C P 1  P 2  P 3  M 1  M 2  M 3  

踊 期 下 顎 骨 1 5 A - 3 M 3  M 2  M 1  P 3  
" 1 4 B - 4 M 3  M 2  M .  P ，  P 2  P .  
" 1 3 B - 4 M 3  M z  M .  
" 1 3  A - 1 M3 M z  M .  P ，  P ，  M .  M 2  M ，  

上顎遊離歯 1 4 A - 1 M ， 
" 1 3 B - 1 M ， 

下顎遊離歯 1 4 A - 1 M ，  
" 1 4 A - 1 M ， 
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清野謙次氏 (1969) は ハ マ グ リ ・ ア カ ガ イ 、 江坂輝輔氏 (1959) は ハ マ グ リ ・ カ ガ ミ ガ イ ・ カ

キ ・ 巻貝 ・ ク ロ ダ イ ・ ポ ラ ・ ア ジ ・ イ ワ シ ・ サ パ ・ メ バル な ど の 出 土 を 記 し て い る 。 い ずれ も 報

告書は未刊行で あ る が、 内 湾型の漁携活動 を 推定す る こ と がで き 、 今回発掘の資料 も そ れ ら と 特

に 異 な る こ と は認め ら れ な い 。

3 . 鳥類 に つ い て

次 の 1 点が 出土 し て い る に す ぎ な い 。

1 . ガ ン カ モ科の 1 種 烏 口骨 r 1 . A 1 区、 第14層 (轟期) . 

4 . 晴乳類 に つ い て
4 種の晴乳類遺体の検出部位 と 数量 は 、 第 1 - 6 表及び図版 1 - 3 に 示す と お り で あ る 。 そ れ

ぞれの最少個体数 を 時期別 に 記 す と 、 第 7 表の と お り で あ る 。

第 5 表 小型晴乳類部位別数量表

時期 轟 期

位 15 14 13 
計

地区 A A B A A B A 
計

時期 種名 部位 3 4 4 2 3 1 1 

下 顎 骨 E ( D  ( U  轟 r 
E 1 1 2 ニ ホ ン ザル 上 腕 骨 r 1 1 期 E 1 1 大 腿 骨 r 1 1 2 

腔 骨 r 1 1 9 
ニ ホ ン 下 顎 骨 r 1 l 1 カ ワ ウ ソ ?

計 1 1 2 2 1 1 1 1 10 10 

晴乳類の最少個体数が24で あ る が、 そ の約 7 割 を イ ノ シ シ が 占 め て お り 、 き わ め て 特徴的で あ

る 。 そ し て 各時期 に わ た っ て 出土す る の も イ ノ シ シ のみで あ る 。 他の 2 割 を 占 め る の は シ カ で あ

る が、 こ れ は轟期 に し かみ ら れ な い 。 小型晴乳類で あ る ニ ホ ン ザル と ニ ホ ン カ ワ ウ ソ ? の 2 種 も 、

轟期 に の み み ら れ る 。

第 6 表 小型晴乳類下顎骨一覧表

種 名 時期 層位 地区 歯 式

ニ ホ ン ザル 轟期 14層 A 2 区 M 3 M 2 M \ P \ ( C - c t ) p \  P 2 P 3  M \ M 2 M 3  

ニ ホ ン カ ワ ウ ソ ? " 14層 A 4 区 ( C P \ ) P 2 P 3 (M \ M 2 ) 
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種類 も 個体数 も 少 な い 上 に 、 4 種がす べ て 存在す る の は轟期 に 限 ら れ、 曽 畑期 に は イ ノ シ シ し

か み ら れ な く な る の も 特徴的で あ る 。 阿高期 も 同様で、 さ ら に 個体数 は 減少 し て い る 。 イ ノ シ シ

の個体数 は轟期 も 曽 畑期 も 8 で 同 じ で あ る が、 他の部位 を 含 め た 頻度数で み て み る と 、 轟期168 、

曽 畑期89 と 半数 に 減少 し 、 阿高期で は さ ら に そ の 10分の l 以下 に な り 、 轟期 に は そ れ に 他 の 3 種

の数 も 加 わ る の で あ り 、 轟期 に 動物遺体廃棄の ピ ー ク が あ っ た こ と が わ か る 。

第 7 表 晴乳類最小個体数

道 轟 期 曽 畑 期 計

個 体 数 % 個 体 数 % 個 体 数 % 

ニ ホ ン ザル 2 12. 5 。 O 2 8. 3 
ーー ホ ン 1 6. 3 o o 1 4. 2 カ ワ ウ ソ
ニ ホ ン ジ カ 5 31 .  2 。 o 5 20. 8 

イ ノ シ シ 8 50. 0 8 100. 。 16 66. 7 

言十 1 6 100. 0 8 100. 0 2 4  100. 。

こ れ ら の イ ノ シ シ や シ カ は 、 縄文時代遺跡で は も っ と も 普通的 な 種類で あ り 、 き わ め て 重要 な

狩猟対象動物で あ っ た 。 そ れ ら は 肉 ばか り で な く 、 毛皮 も 利用 し 、 骨 も 骨角器 に 盛ん に 利用 さ れ

て い た の で あ る 。 今回 の調査で も B 3 区第13層 (轟期) よ り 、 加工痕の あ る 角座部分左側 1 点が

出土 し て い る 。 (第 3 章第 1 節第39図参照)

こ れ ら は若干の貯蔵穴 を 除 き 、 集中的に 出土す る こ と は な く 、 そ の数 の 少 な い こ と も す で に 記 し

た と お り で あ る 。 こ の こ と は 、 低湿地地区が廃棄地区 と し て 意識 さ れて い た と し て も 、 動物の霊

の送 り 場 と し て 特 に 強 く は 意識 さ れて い な か っ た こ と を 示 し て い る と 考 え ら れ る 。 そ し て 曽 畑期

以降の動物遺体の減少は 、 ド ン グ リ 類の貯蔵 と い う 新た な低湿地の 利用 が始 ま り 、 一段 と 廃棄地

区 と し て の意識が後退 し た た め と み る こ と がで き る 。

5 . お わ り に

以上 に 記 し た よ う に 、 動物遺体 も ま た 曽 畑貝塚全体の空間利用 体系の な か で の位置づ け が重要

で あ る 。 本稿で は そ の検討 を 十分 に 行 う こ と がで き な か っ た が、 従来の調査資料 を も 含 め て 、 今

後の検討課題 と し て お き た い 。

謝 辞

な お本稿 を ま と め る に 際 し て 、 名 古屋大学文学研究科修士過程学生伊藤和彦、 同文学部学生鈴

木 元の両君に は 、 資料整理に 多大 な御協力 を 仰い だ。 ま た京都大学霊長類研究所の毛利俊雄先

生 に も 御教導を 仰 い だ。 明記 し て 深謝の 意 を 表す る 次第 で あ る 。
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図版 1

.. Þ'白

� 

事
事
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8 

9 1 1  

動物遺体 1 イ ノ シ シ (縮尺 1 / 2 ) 
1 下顎骨， 2 同 r ， 3 同若小個体， 4 肩牌骨 Q ， 5 : 上腕骨 r ， 6 同 E 遠位

端， 7 構骨 r ， 8 尺骨 Q ， 9 : 第 5 手根骨 Q ， lO : 寛骨 し 1 1腔骨 t
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図版 2

4 

3 

7 

9 

15 

1 1  

1 7  

18 

16 

動物遺体 2 イ ノ シ シ ( 1 - 7 ) お よ び シ カ ( 8 - 20) 縮尺 1/2.

1 イ ノ シ シ距骨 r ， 2 同種骨 Q ， ， 3 同 第 3 足根骨 Q ， 4 : 同基節骨，

5 : 同頚椎 6 同胸椎 7 シ カ 下顎骨 r ， 8 同 肩押 Q ， 9 : 同上腕骨 r ，

10 : 問機骨 r ， 1 1 : 問 中手骨 Q ， 12 : 同寛骨 r ， 13 : 同 腔骨 r ， 近位端， 14 : 

同 r 遠位端， 15 : 同距骨 r ， 16 : 問中足骨 r ， 17 : 同 r 遠位端， 18 : 同基節骨.

19 : 同軸椎， 20 : 同腰椎.
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図版 3

4 

動物遺体 3 縮尺実大) .

1 : ニ ホ ン ザル下顎骨 2 同大腿骨 Q . 3 : 同腔骨 r . 4 向上腕骨 Q .

5 : ニ ホ ン カ ワ ウ ソ ? 下顎骨 Q .
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江坂輝覇， 1959 : お し ゃ れ だ っ た 曽 畑人 一 貝塚発掘の資料 に 見 る 。 熊本 日 々 新聞. 1 1月 6 日 .

清野謙次， 1969 : 日 本貝塚の研究。 東京 ・ 岩波書庖。
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6 . 熊本県 曽 畑貝塚低湿地遺跡 出土の縄文時代人骨

* * 
松下孝幸 ・ 分部哲秋

は じ め に

熊本県宇土市花園町に 所在す る 曽 畑貝塚低湿地の発掘調査が1986年 (昭和61年) の 9 月 か ら 翌

87年 6 月 ま で行 な われ、 人骨が 出土 し た 。 曽 畑貝塚は熊本県屈指の 貝 塚で、 縄文時代前期の標式

遺跡 と し て あ ま り に も 有名 で あ る 。 清野謙次 は 1922年 (大正11年) に こ の 曽 畑貝塚で人骨 を 採集

し 、 翌1923年 (大正12年) に 発掘調査 を 行 な い 、 合計 6 体の人骨 を 発掘 し て い る 。

今回の調査で 出土 し た 人骨 は 3 体で、 し か も そ の残存量 は 少 な く 、 曽 畑縄文前期人の特徴 を 全

面的に 明 ら か に す る こ と は で き な か っ た が、 縄文時代前期の人骨 は 九州 で は も と よ り 全国 的 に も

そ の数 は 少 な く 、 資料 と し て は貴重で あ り 、 ま た 、 残存状態は悪か っ た と は い え 、 そ の特徴の一

端 を 知 る こ と は 可能で あ っ た 。 そ の結果 を 報告 し た い 。

資 料

今回の発掘調査で 出 土 し た 人骨 は 3 体分で、 い ずれ も 不完全 な 人骨で、 こ の 3 体の人骨 は す べ

て 女性骨で あ る 。 な お、 各人骨の性別 ・ 年令は表 1 の と お り で、 各人骨の残存状態は 図 2 に示 し

T:::' 。

表 1 人骨一覧 ( Table1 .List of skeletons ) 

人骨番号 性別 年令 出土地点 備 考

1 号人骨 女性 壮年 A - 1 区 前頭骨のみ

2 号人骨 女性 不 明 A - 3 区 左側大腿骨体

3 号人骨 女性 不 明 B - 4 区 左側大腿骨体遺位部

こ の 3 体の人骨 は 、 別稿で述べ ら れて い る よ う に 、 考古学的所見 よ り 縄文時代前期 に 属 す る 人

骨群で あ る 。

計測方法は 、 Martin-Saller (1957) に よ っ た 。

* Taka抑Jki MATSUSHITA，Tetsuaki WAKEBE 

Department of Anatomy，Faculty of Medicine，Nagasaki University 

〔長崎大学医学部解剖学第二教室 (主任 : 内藤芳篤教授) )
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図 1 . 遺跡の位置 ( Fig. l.Location of Sobata Shell-mounds.Kumamoto Prefecture ) 

- 243 



第 1 節 理化学分析

今回 は 比較資料 と し て 、 阿高縄文人 (大森、 1960) 、 御領縄文人 (金関 ・ 他、 1955) 、 出水縄文

人 (大森 ・ 他、 1960) 、 カ キ ワ ラ 縄文人 (松下 ・ 他、 1986) 、 津雲縄文人 (清野 ・ 他、 1926、 1錦) 、

大友弥生人 (松下、 1981) を 用 い た 。

l 号 人骨 ( 女性 、 壮年)

2 号 人骨 ( 女性)

。

3 号 人骨 ( 女性)

図 2 人骨の残存部、 ア ミ カ ケ部分

( Fig.2.Regio田 of preservation of the skeleton.Shaded area sare preserved . ) 
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3 号人骨 ( 女性 )

第 W 章 分 析 ・ 考察

1 号人骨 ( 女性、 壮年 ) ・ 前頭骨
( Frontale bone of the Sobata No. l l 

( Left femur of the Sobata No. 3 )  

2 号人骨 ( 女性 )
( Left femur of the Sobata No. 2 )  
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所 見

各人骨の残存部 は 図 2 に 示 す と お り で あ る 。 ま た 、 各骨の計測値は文末 に 一括 し て 掲 げ た 。

1 号人 骨 (女性、 壮年)

1 . 頭蓋

前頭骨が残存 し て い た 。 骨壁は厚 く 、 プ レ グマ付近の厚 さ は 7 凹で あ る 。 眉 聞 は膨隆 し て い る

が、 眉上弓 に は ほ と ん ど隆起 は認め ら れ な い の で、 前頭鱗か ら 眼 禽部 に か けて や や く ぼん で い る 。

前頭結節の発達 は 良好で あ る 。

縫合は冠状縫合が観察で き た が 、 お そ ら く こ の縫合は 開離 し て い た も の と 思わ れ る 。

2 . 性別 ・ 年令

性別 は 、 眉上弓 の 隆起が ほ と ん ど認め ら れず、 前頭結節の発達が良好で あ る こ と か ら 、 女性 と

推定 し た 。 年令 は 、 冠状縫合が ま だ 開離 し て い た と 考 え ら れ る こ と か ら 壮年 と 推定 し た 。

2 号人骨 (女性、 年令不明)

左側大腿骨体が残存 し て い た。 保存状態は あ ま り 良 く な く 、 徹密質 は剥落 し て い る 部分が多 い 。
径 は 小 さ く 、 骨体両側面の発達 も そ れ ほ ど良好な も の で な い 。

計測値は 、 骨体中央矢状経が25醐 (左) 、 横径 は24mm (左) で、 骨体中央断面示数 は l04. 17 (左)

と な り 、 粗線や骨体両側面の後方への発達 は そ れ ほ ど良 く な い 。

性別 は 、 大腿骨体の諸径が小 さ い こ と か ら 、 女性 と 推定 し た。 年令は 不明 で あ る 。

3 号人骨 (女性、 年令不明)

左側大腿骨体の遠位部が残存 し て い た に す ぎ な い 。 骨壁は あ ま り 厚 く な い 。 ま た 、 径 も 大 き く

な い 。

性別 は 、 大腿骨の径が大 き く な い こ と か ら 、 女性 と 推定 し た。 ま た 、 年令は 不 明 で あ る 。

考 察

女性の頭蓋 と 大腿骨に 関 し て 、 九州の縄文人お よ び津雲縄文人 と の比較 を 行 な っ て み た 。
1 . 頭蓋

前頭骨が残存 し て い た に す ぎ な い の で、 表 2 に 示 し て い る よ う に 比較で き た計測項 目 は著 し く

制限 さ れた 。 最小前頭幅 は95醐で、 御領縄文人、 阿高縄文人お よ び津雲縄文人 よ り も 大 き く 、 出

水縄文人 よ り は小 さ い 。 ま た 、 正中矢状前頭弧長 と 弦長は と も に 比較 に 用 い た 阿高縄文人、 御領

縄文人お よ び出水縄文人の い ずれ よ り も 小 さ く 、 比較的津雲縄文人 に 近 い 。 す な わ ち 、 本前頭骨
は他の縄文人 に 比較 し て 、 長 さ が短い傾向 に あ る 。
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表 2 頭蓋計測値 (女性、 rnrn) ( Table 2.Comparison of female skull mesurements 組d indiωs ) 

曽 畑 阿 高 御 領 出 水 津 雲
縄文前期人 縄文中期人 縄文後期人 縄文中期人 縄文後期人

(清野 ・ 他)(松下 ・ 他) (大森) (金関 ・ 他) (大森 ・ 他)

n M n 

9. 最小前頭幅 95 6 

2 6. 正中矢状前頭弧長 120 7 

2 9. 正中矢状前頭弦長 1 106 7 

2 9/2 6 矢状前頭示数 88.33 7 

43 . 上顔幅 106 

2 . 大腿骨

M n 恥4

93 . 17 91 .  5 

127. 86 122 . 5  

1 1 1 . 73 1 10.0 

88. 4 5  89. 8 

n 

2 

2 

M 

98. 50 

12 5 

109. 50 

85. 60 

n M 

15  93 . 8  

1 4 1 19. 5 

15 105. 1 

1 4 87. 9 

女性の大腿骨体中央部の計測値 を 他の地域の縄文人 と 比較 し て み た 。 表 3 の と お り 、 骨体中央

矢状径 は カ キ ワ ラ 縄文人 よ り は 大 き い が、 そ の他の資料 よ り は小 さ し 、 。 骨体中央横径 に 関 し て は 、

他の縄文人 と は あ ま り 大差 な い 。 骨体中央周は79酬で、 こ れ も カ キ ワ ラ 縄文人 よ り は か な り 大 き

い が、 他の比較資料 と は 大 き な 差 は認め ら れ な い 。 す な わ ち 、 縄文人 と し て は平均的 な 大腿骨 と

考 え ら れ、 表 3 を み る 限 り で は 、 カ キ ワ ラ 縄文人の大腿骨が著 し く 小 さ い こ と が際立 っ て い る 。

ま た 、 骨体中央断面示数 は 104. 17で、 こ の示数値は カ キ ワ ラ 縄文人 よ り は 大 き く 、 阿高縄文人、

御領縄文人お よ び出水縄文人 よ り も 小 さ く 、 津雲縄文人お よ び大友弥生人に 近 い 。 す な わ ち 、 骨

体両側面の後方への発達 は 阿 高縄文人、 御領縄文人お よ び出水縄文人 ほ ど強い も の で は な く 、 そ

の程度 は 大友弥生人程度で あ る 。 各計測値 と 示数値は表 3 で比較 し た資料の な かで は 津雲縄文人

の平均値 に 最 も 近い よ う で あ る が、 最近の縄文人の研究で は 、 縄文後期人に も 地域差が存在 し 、

津雲縄文人 は け っ し て 縄文人の標準値で は な く 、 やや体格が小 さ い縄文後期人で あ る こ と が わ か

っ て き て い る 。 本縄文前期人の 大腿骨 は 津雲縄文後期人に 近 く 、 径が小 さ い 大腿骨で あ っ た 。

表 3 大腿骨計測値 (女性、 剛 ( Table 3 .Measurements and indices of female femora ) 

6. 骨体中央矢状径

7. 骨体中央横径

8 骨体中央周

曽 畑 阿 高 御 領 カ キ ワ ラ
縄文前期人 縄文中期人 縄文後期人 縄文後期人

(松下 ・ 他 大森 金関 ・ 他 松下 ・ 他)

左 左 右 右
n M n  M n  M n  M 

1 

1 

l 

25 

24 

79 

14 26. 64 

14 25. 00 

14 80. 50 

26. 5 3 22. 33 

24. 5 3 23. 00 

80. 0 3 73. 00 

6/7 骨体中央断面示数 1 104. 17  14  106. 61 I 108. 2 3 97. 09 
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出 水
縄文中期人

(大森 ・ 他)

右
n M 

2 28. 00 

2 24. 00 

1 81 

2 1 16. 67 

大 友 津 雲
弥生人 縄文後期人

(松下 清野 ・ 他)

右 右
n M n M 

30 26. 00 26 25. 0 

30 25. 03 26 24. 0 

28 80. 32 26 77. 4 

30 104. 05 26 103. 9 
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要 約

熊本県宇土市花園 町 あ る 曽 畑貝塚低湿地の発掘調査で縄文前期人骨 が 出 土 し た。 縄文時代前期

の 人骨 は 全国的 に も 出土数が少 な く 、 資料 と し て は き わ め て 貴重で あ る が、 残存量が 少 な く 、 そ

の 特徴 を あ ま す と こ ろ な く 明 ら か に す る こ と は で き な か っ た 。 し か し 、 性別や そ の特徴の一端 を

知 る こ と が で き た 。 そ の結果は次の と お り で あ る 。

1 . 今 回 出 土 し た 人骨 は 3 体分の人骨で あ る が、 い ずれ も 人体の一部の み で あ る 。
2 . 3 体 と も 女性人骨で あ っ た。
3 . こ の 3 体の人骨 は い ずれ も 縄文時代前期 に 属す る 人骨で あ る 。
4 . 残存 し て い た の は 1 体分の前頭骨 と 2 体分の大腿骨で あ っ た 。 前頭骨 は 長 さ が短か く 、 大腿骨

は径が小 さ く 、 柱状性 も 認め ら れず、 計測値や示数値は 津雲縄文人の平均値 に 最 も 近い 大腿骨
で あ っ た。
5 . 九州 で は縄文時代前期人骨の 出土例 は き わ め て 少 な く 、 九州人の起源 に 関 す る 研究 は遅れて

い る 。 本例は残存量 は 少 な か っ た が、 今後の縄文人の研究 に と っ て 貴重 なー資料 と な る も の で あ
る 。

《掴筆す る に あ た り 、 本研究 と 発衰の機会 を 与 え て い た だ い た熊本県教育庁文化課の諸先生方 に

感謝致 し ま す。》

表 4 頭蓋計測値 (醐) ( Skull ) 

曽 畑
1 号人骨

女性

9 . 最小前頭幅 95 
26. 正 中矢状前頭弧長 120 
29. 正中矢状前頭弦長 106 
29/26 矢状前頭示数 88. 33 
43. 上顔幅 106 

表 5 大腿骨計測値 (醐) ( Femur )  

曽 畑
2 号人骨

女性
左

6 . 骨体中央矢状径 25 
7 . 骨体中央横径 24 
8 . 骨体中央周 79 
9 . 骨体上横径
10. 骨体上矢状径
6 / 7 骨体中央断面示数 104. 17
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7 . 曽 畑貝塚低湿地遺跡の C 1 4 測定結果

昭和 62年 1 1 月 27 日

熊本県教育庁 御中

曽 畑貝 塚低湿地遺跡 1 4 C 年代測定報告書

御依頼試料の放射性炭素年代測定結果 を 下記の と お り 御報告申 し あ げ ま す。

測 定 番 号

K S U -1559 

K S U -1560 

K S U -1561 

K S U -1562 

京都産業大学理学部 年代測定研究室

試 料 名 採 取 地

曽 畑貝 塚低湿地遺跡 B - 2 区， 6 号貯蔵穴， 1 1 層

ド ン グ リ ， 縄文前期 曽 畑期文化 (-200-250叩)

曽 畑貝 塚低湿地遺跡 A - 3 区， 15号貯蔵穴， 1 1

層木片 ( - 200 - 250叩)

曽 畑員塚低湿地遺跡 A - 1 区， 13層中木片縄文

前期轟期文化 ( - 300- 330叩)

曽 畑貝塚低湿地遺跡 B - 4 区， 15層 中木片縄文

前期轟式文化 ( - 380- 400佃)
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山 田 治

測 定 結 果

5060 3:: 35 B P 

4910 3:: 40 B P 

6040 3:: 40 B P 

5860 3:: 45 B P 
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第 2 節 考 察

1 . 曽 畑貝塚付近 に お け る 地形環境の変選

名 古屋大学文学部助教授 海 津 正 倫

I . は じ め に
各地の臨海部 に 発達す る 沖積平野 は 、 最終氷期最盛期 ・(お よ そ 18， 000 - 20， 000年前) 以降 に お

け る 顕著 な 海水準変動の影響 を 受 け て 発達 し て い る 。 わ が 国 で も こ れ ま で に 多 く の研究 に よ っ て
沖積平野の地形や堆積物が こ の よ う な 著 し い 海水準の変動に と も な っ て 変化 し 、 発達 し て 、 現在
に 至 っ た こ と が 明 ら か に さ れて い る (た と え ば海津、 1981 な ど) 。 熊本平野南部の 沖 積地 に お い
て 発掘 の お こ な わ れ た 曽 畑遺跡の地形環境 も 、 こ の よ う な 顕著 な 海水準変動の影響 を 受 け て 変化
し て き た と 考 え ら れ る 。 こ こ で は 、 曽 畑遺跡の発掘成果や、 付近の地形、 沖積層 の特徴や堆積物
の珪藻分析結果等 に も と づ い て 、 遺跡の立地環境の変遷 に つ い て 考察す る 。

な お 、 珪藻分析 に あ た っ て は 、 曽 畑遺跡 8 - 1 区東壁か ら 40cm間隔 の深 さ で得 ら れた 試料 に つ
い て 、 過酸化水素水 に よ る 有機物の除去、 沈澱法 に よ る 粗粒物質及 び細粒物質 の 除去、 さ ら に 硝
酸 と 塩酸の混合液 に よ る 無機物の融解 を お こ な っ た の ち 、 プ レ パ ラ ー ト を 作成 し 、 こ れ ら 各層 準
の試料 に つ い て 、 生物顕微鏡下 ( x 1000) で各200個体 を 同定 し た 。

H . 曽 畑遺跡周辺の地形 と 沖積層

曽 畑遺跡 は 、 熊本平野南縁部 に 、 宇土市街地 を 中心 と し て 南 に 向 け て 袋状 に 張 り 出 し た 東西約

4 畑、 南北約2. 5回 の 沖積地 に 面 し て 立地 し て い る 。 沖積地の地表面 は 南東部で約 4 m 、 北 西 部

で約2. 5 m の海抜高度 を 持 ち 、 そ の 中央部に は 、 宇土城跡 を の せ る 低地南西部の小丘付近か ら 北

東 に む け て 幅約250m 、 長 さ 約1 . 2加 の 旧期砂鳴 と 考 え ら れ る 徴高地が の びて い る 。 低地 は 東 、 西 、

南 を 海抜50 - 200m 程度の丘陵 に 固 ま れて お り 、 南部及 び東部で は そ れ ら の丘陵 と 低地 と の 聞 に 、

低地 と の比高が 3 - 5 m程度の洪積台地が発達 し て い る 。 低地の東 に そ び え る 花園 山 (62. 7 m )

の北側 の 、 曽 畑集落 を の せ る 洪積台地の南西部 に は 、 今回発掘の 行 わ れ た 曽 畑遺跡に 隣接 し て 曽

畑員塚が立地 し て い る 。 低地 に は 周 囲 の丘陵か ら 何本か の小河川 が流入 し て お り 、 各河川 に 沿 っ

て 発達す る 谷底平野が低地の 沖積面 に 連続 し て い る 。 こ れ ら の小河川 の う ち 花 園 山の 南 か ら 流入

し 、 曽 畑遺跡の 南 を 流れ る 河川 は潤川 と よ ばれて い る 。

袋状低地の北に は熊本平野が ひ ろ が り 、 平野の南部 に は緑川 と そ の 支流で あ る 浜戸川 が ほ ぼ東

西方向 に 流れ る 。 熊本平野南部の、 袋状低地の北に は大 き く 曲流 し た緑川 の 旧 河道が あ り 、 東か

ら 流れ る 浜戸川 や袋状低地か ら 流れ る 潤川 が流入 し て い る 。 熊本平野南部の地形 は か な り 低平で、

平野の前面 に は 島原 湾 に 面 し て 幅 5 km に お よ ぶ広大 な干潟が発達 し て い る 。 平野南部の 沖積低地

の地形は緑川や浜戸川 l 沿 い に 発達す る 小規模 な 自 然堤防 と そ の背後の後背湿地、 後背湿地上 に 認
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第 W 章 分析 ・ 考察

め られる 旧河道等に よ っ て特徴づ け ら れ る 。 地表面の海抜高度 は河 口 か ら 12. 5km付近で約 5 m 、 河

口 か ら 約7. 5kmの 鹿児島本線沿 い の地点付近で約 3 m、 河 口 か ら2. 5km付近で約1. 5m 程度で あ る 。

宇土市街地 を 中心 と す る 袋状低地の沖積層 は 、 東部 と 西部で比較的顕著 な 違 い を 見 せ て い る 。

本地域の沖積層 の下位 に は 、 約70， 000年前 に 九州地方中部 を 広 く お お っ た Aso - 4 火 砕 流 堆 積

物で あ る と 考 え ら れ る 凝灰質堆積物が存在 し 、 未熔結凝灰岩 あ る い は凝灰質 シ ル ト と し て ボ ー リ

ン グ柱状図 に 示 さ れて い る 。 こ の凝灰質堆積物の上面高度 は 、 宇土市街地 の や や 西 よ り の 栄町付

近 に お い て 高 く ( 一 3 m ) 、 西及び東側の地域 に お い て - 10 m 以深の海抜高度 を 示 し て い て 、 ち

ょ う ど袋状低地の地表面下 に 尾根 を は さ ん だ二つの谷状の地形が埋没 し て い る 様子 を 読み取 る こ

と がで き る 。 こ の埋没 し た基盤の尾根の西側 に 堆積 し て い る 沖積層 は 、 基盤 を お お う 層厚 2 - 5

m 程度の小磯混 じ り 砂層 と 、 そ れ を お お う 沖積層最上部 ま で の比較的 厚 い シ ル ト あ る い は 粘土層

に よ っ て 構成 さ れて い る 。 こ の シ ル ト ・ 粘土層 は き わ め て 軟弱で、 一部に細砂の薄層 を は さ む こ

と が あ る が、 N {i宣は 大部分が O ま た は I で あ る 。 ま た 、 シ ル ト ・ 粘土層及び海抜 一 10 m 以浅の砂

層 中 に は 貝化石が多 く 含 ま れて お り 、 表層付近に は腐植物 も 混入 し て い る 。

一方、 埋没 し た基盤の 高 ま り の東側 の地域で は 、 沖積層 は 砂層 と シ ル ト ・ 粘土層 と の互層 に よ

っ て 構成 さ れて い る 。 本地域の 沖積層 は 、 全体 と し て 基盤 を お お う 層厚 3 - 5 m の砂層、 そ の 直

上 に 発達す る 層厚 5 - 8 m程度の磯混 じ り の泥質層、 泥質層 を お お っ て 海抜 一 5 - 0 m 付近 に 発

達す る 中部の砂層、 砂層上 に 発達す る 層厚 2 m程度の泥質 層 、 最上部の 層厚 2 m �� の 砂 層 の 5 層

に 大 き く 細分 さ れ る 。 こ の う ち 最上部の砂層 は 、 宇土市街地 を の せ る 旧期砂噛の部分 に お い て 特

に 顕著 に 発達 し て お り 、 ま た 、 中部の砂層 は宇土市街地か ら やや東側 の地域で最 も 顕著 に 発達 し

て い る 。 東部の 曽 畑遺跡 に 近 い 地域で は 、 中部の砂層が発達せず、 下部の泥層 と 上部の泥層 と が

連続 し て 比較的厚 い 泥層 を 形成 し て い る 。 宇土市街地 よ り 東側の地域で は 、 貝化石は主 と し て 中

部の砂層 と 上部の泥層、 そ れ ら の相当層 に認め ら れ、 下位の砂層や泥層 中 に は認め ら れ な い 。 ま

た 、 腐植物 も 上部の泥層 と 中部の砂層 に 対比 さ れ る 泥質 層 中 に 多 く 含 ま れ る 。

皿 . 曽 畑遺跡の堆積物 と 珪藻分析結果

珪 藻 分 析 の お こ な われ た 曽 畑遺跡 B - 1 区東壁の土層 は 、 第 3 図 に 示す通 り 第 X 層 か ら 第XXI

層 ま での各層 に 細分 さ れ る 。 こ の う ち 最上部の砂穣層か ら な る 第 X 層 は下位の E 層 を わ ず か に 刻

ん で発達 し て い て 、 X 層 と 下位の E 層 と の 聞 に は小規模 な不整合の存在 を 読 み取 る こ と が で き る 。

X 層の上限は こ の断面で は 明 ら かで は な い が、 サ ン プル を 採取 し た東壁の、 南か ら 約 4 m の部分

で は 、 X 層 と E 層 と の境が海抜2. 9 - 3. 0m に あ る o

X 層 の下位に 発達す る E 層 は薄 い 泥炭層 を は さ む暗灰褐色 (2. 5 Y R 3/1) の 砂質 シ ル ト か ら

な り 、 小 磯 、 木 片 を 混 入 し て い る 。 層厚は約50cmで、 下位の E 層 と の境の海抜高度 は + 2. 45m

で あ る 。 本 層 の 上 部 海 抜 + 2. 80m か ら 得 ら れた堆積物の分析結果で は 、 浮遊性海生珪 藻で あ る

Melosira sulcata が28個体 (14%) 、 Cyclotella sかめrum が17個体 (8. 5%) 出 現 し て お り 、 さ ら
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第 W 章 分 析 ・ 考 察

に 、 底生の海生~ 汽水生珪藻で あ るNitぉchia granulata 12個体 ( 6 % ) 、 Nitzschia cocconeijormis 

8 個体 ( 4 % ) 、 C川'Ultopleura solea ? 13個体 (6. 5%) さ ら に 、 浮遊性汽水生種の Cyclotella striata 

6 個体 ( 3 %) 、 底生汽水生種の Achnanthes hauckiana 28個体 (14%) 、 底生淡水 ~ 汽 水 生 種 の

Achnanthes lanceolata16個体 ( 8 %) な どが優 占 種 と し て 出現 し て い る 。 こ の よ う な 珪 藻 群集

か ら 判断す る と 、 本層準は海の影響の み ら れ る 汽水の環境下 に お い て 堆積 し た と 推定 さ れ る 。 ま

た 、 本層 の 下部 に 薄 い 泥炭層 が断続的 に 発達す る こ と か ら 、 本層 の堆積時期 の 初期 に 水域が一時

的 に 縮小 し 、 湿地が拡大す る よ う な時期 が あ っ た と 考 え ら れ る 。

E 層 に お お われ る 姐層 は 、 暗褐色 (10 Y R 4/2) の シ ル ト 混 じ り 砂礁で、 層 厚 は21冊 で あ る 。

本 層 中 の + 2. 40m の 層準か ら は 、 E 層 と ほぼ同 じ 組成の珪藻群集が認め ら れ、 Melosira sulcata 、

C戸lotella stylorum な どの浮遊性海生珪藻、 Nitzschia granulate、 Nitzschia cocconeijormis、

Cymo，(opleura S.ρ'. ? * な どの海 ~ 汽水生種、 Cyclotella str初旬、 Achnanthes hauckiana な ど の 汽 水

(汽水 ~ 淡水) 生種が多 く 認め ら れ る 。 こ れ ら の う ち 、 Melosira sulca旬、 Nitzsch勿 cocconeijormis、

Nitzschia granulata な ど は E 層 に 比べて若干多 く 、Achnanthes hauckianaは や や 少 な く な っ て い

る 。 さ ら に 、 RhaPhoneissurirella、 Opephora ma吻i な ど海 ~ 汽水生 の 珪 藻 も 出 現 し 、 全 体 と

し て E 層 に 比べ て 海の影響がやや強い状態で あ っ た と 推定 さ れ る 。 四 層 は 層厚33佃 の 、 暗 褐 色

(2. 5 Y  R 4/1) 磯混 じ り シ ル ト 質砂か ら 成 り 、 そ の上面高度 は + 2. 24 m で あ る 。 本 層 中 の + 2. 00

m か ら 得 ら れた堆積物中の珪藻群集 は 、 班層中の + 2. 40m に 含 ま れ る 珪藻群集 と 出現頻度 は若干

異 な る も の の 、 ほ ぼ 同 じ 優 占 種 に よ っ て 構成 さ れて い る 。 す な わ ち 、 Melosira sulca旬、

Cyclotella sか'lorum、 Thalassiosira nit;ぉchioides、 Rhaρ'honeis surirella 、 CY1仰toPleura solea ? 、

Nitzschia granulata 、 Nitzschia cocconeijormis、 0μphora martyii、 Achnanthes hauckiana な

ど を 主 と し て お り 、 や は り 、 海の影響が強い 汽水の環境下での堆積環境 を 推定す る こ と が で き る 。

XN 層 は 層厚約42cm の砂磯層 で、 粗粒 な 上部のXN層 A と 細粒 な 下部のXN層 B と に 細分 さ れ る 。

上部のXN層 A は 、 直径10叩 に達す る 軽石 を 含 む黄灰褐色 (10 Y R 4/2) の砂磯層 で 、 層 厚 は 2 4

側、 上限の海抜高度 は + 1 . 91 m で あ る 。 下部のXN層 B は 、 磯混 じ り の暗灰褐色 ( 5 Y R 4 / 1 )

シ ル ト 質砂で、 層 厚 は 18叩、 磯 層 中 に は 軽 石が多 く 含 ま れて い る 。 珪 藻分析 は XN層 B の海抜 +

1. 60 m の 層準 に つ い て お こ な われた。 本層準 に お い て は 、 X 層、 E 層 、 xn層 に お け る 珪藻分析結

果 と 比較的類似 し て は い る も の の、 Melosira sulcata が 出現 し な い こ と や 、 同 じ 浮遊性海生 珪 藻

で あ る Cyclotella sちIlorum の 出現頻度 も 小 さ い な どの特徴がみ ら れ る 。 ま た 、 汽水性の
Achnanthes ha鉱物仰 やNavicula pygmaea の 出現頻度が高 〈 、 こ れ ら の こ と か ら 、 本 層 準 は 、

海の影響がやや弱 く な り 、 汽水的 な条件がやや強 く な っ た 環境下 に お い て 堆積 し た も の と 推定 さ

れ る 。

X V 層 は 層 厚24叩の暗灰褐色 (2. 5 Y R 3/1) 砂質 シ ル ト 層で、 そ の上面高度 は + 1 . 49m で あ る 。

* 属名 、 種名 と も 不 明 (不確実) で あ る が 、 他 の 海 ~ 汽水生種 と よ く 似 た 出 現傾 向 を 示 し て い る の で 海 ~

汽水生種 と し て 扱 っ た 。
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第 W 意 分析 ・ 考察

本層 に つ い て は 珪藻分析 を お こ な っ て い な い 。
XVI層 は暗灰色の シ ル ト 及 び粘土質 シ ル ト 層か ら な り 、 層厚42叩 のX羽層 A お よ び26叩 の XVI 層

B の上下 2 層 に わ け ら れ る 。 上位のXVI層 A は 、 暗青灰色 ( 5 B G 3/1) の シ ル ト 層 か ら な り 、

そ の上面高度 は + 1 . 25m 、 下位の婿灰色 (10 Y R 3/1) を 呈す る 粘土質 シ ル ト 層 と の 境 は 海抜 +

0. 83m に あ る 。 本 層上部の + 1 . 20m に お け る 珪藻分析結果 は 、 Nitzschia cocconeiformis、

Cymatopleura sp. ? お よ び Navicula pygmaea が出現 し な い こ と な どの違い が み ら れ る も の の 、

全体 と し て は、 第m層、 第xm層 に お け る 珪藻群集 と ほ ぼ 同 じ 傾向 が認め ら れ る 。 こ れ に た い し

て 、 下位のXVI 層 B に お け る + 0. 80 m の 層準の珪藻分析結果 は 、 Thalassiosira nitzchioides、

R加:Phoneis surirella、 Cymatopleura solea ?、 Nitzschia cocconeiformis、 Qμρ，hora ma均IZZ な

ど を 含 ま な い こ と 、 Melosira sulcata、 Cyclotella sか'lorum の 出現頻度が低 い こ と 、 海 ~ 汽水生

種の Diploneis smithii、 Nitzschia lanceola、 汽水 ~ 淡水生種の 問。loneis 仰戸山、 Cocconeis

scutellum、 Achnanthes lanceolata な ど を 含む こ と な ど、 上位の 層準 と は か な り 異 な っ た 特 徴 を

示 し て い る 。 こ の よ う な 珪 藻群集の特徴は 、 上位の層準 に 比 べ て 海の影響の 弱 い 汽水的環境で あ

っ た こ と を 示 し て い る 。

xvn層 は 層厚30叩の暗褐色 ( 5 Y 3/1) 砂磯層 で、 上面高度 は + 0. 57m で あ る 。 醸径 は 1 0 - 20

m程度の も の が多 く 、 最大50醐程度の軽石片 も 混入 し て い る 。 マ ト リ ッ ク ス は細砂か ら な る 。 本

層 の + 0 . 4 0 m か ら 採取 さ れた堆積物の珪藻分析結果 に よ る と 、 珪 藻群集の特徴は、 海生浮遊性

の Melosira sulca旬、 Cyclotella stylorum、 Tharassiosira ni，加chioides や 、 海 ~ 汽水生底種 の

Nitzschia granulata 、 0μphora martyii、 汽水生の Achnanthes hauckiana、 Nav的仰 向伊naea

な どが出現す る 点で上位の各層準 と か な り 共通 し て い る が、 RhaPhoneis surirella、 Cymatopleura

solea ? 、 Nitzschia cocconeiformis な どが出現 し な い点 な ど若干の相違 も み と め ら れ る 。
X咽層 は黒灰色 (10 G Y 2/1) の シ ル ト 質粘土か ら な り 、 層厚は37冊、 上限の高度 は + 0 . 27 m

で あ る 。 本 層 中 の海抜高度O. OOm か ら 採取 さ れた試料の珪藻含有率 は き わ め て 低 〈 、 200個 の 珪

藻 を 数 え る に は至 ら な か っ た 。 た だ 、 本層 に お い て 出現す る 珪藻 は 、 第xvn層以上 に み ら れ た 珪

藻 と は 全 く 異 な る 種類の も の で、 そ れ ら は下位の区X層 に お い て 認め ら れ る 珪藻 と ほ ぼ 同 様 の 種

類 で あ っ た 。

IXX層 は 層厚14叩 の暗灰色 (10 G Y 3/1) シ ル ト で あ る 。 そ の上限高度 は 一 O. lO m 、 下 限 高 度

は - 0 . 24 m で あ る 。 本 層 の 下 部 一 0 . 20 m の 高 さ か ら 得 ら れた試料の珪藻群集 は 、 xvn 層 以上の

地層 に お い て 認め ら れた珪藻群集 と は 明 ら か に 異 な る も の で 、 汽水 域 に も 生 息 す る こ と の あ る

Rhoμlod.勿 gibberula が わ ずか に 含 ま れ る ほ か は 、 す べ て 淡水産の珪藻 に よ っ て 構成 さ れて い る 。

主 な 出現種 は 、 Navicula dicep.加la、 Navicula mutica、 Hantzchia ampho:勾芯、 Synedra ulna な

どで、 こ の ほか、 Pinnula.，お 属 の珪藻 も 比較的多 く 認め ら れ る 。
区X層 の 下位に は 層厚15叩 の 暗緑灰色 (7. 5 G Y 3/1) を 呈す る 中 ~ 粗砂が堆積 し て お り 、 そ の

下位の海抜 一 0. 39 m 以下 に は 緑灰色 ( 5 G 5/1) の砂礁層 が堆積 し て い る 。 砂礁は 5 - 15mm程度
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の も の が多 く 、 最大磯は25醐程度の大 き さ で あ る 。 磯種 は緑泥片岩礁が大半 を 占 め て い る 。

IV . 曽 畑遺跡周辺 に お け る 地形環境の変遷

曽 畑遺跡の面す る 袋状沖積地の沖積層基底 は 、 宇土市街地のやや西 よ り で浅 く な っ て い て 、 沖

積層の堆積場 を 西 と 東 と に 大 き く 二分 し て い る 。 ち ょ う ど尾根を は さ ん で二つの谷が あ り 、 そ の

谷 を 埋 め る 二つ の堆積場 に 沖積層が堆積 し た状態 と な っ て い る 。 こ の谷の形成時期 に つ い て は 、

明 確 な 証拠が得 ら れて い な い が 、 基底 に 発達す る 凝灰質堆積物が こ の付近 に 広 〈 分 布 す る Aso

- 4 火砕流堆積物で あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 晩期更新世以後の時期 に 形成 さ れた と 考 え る の

が妥当 で あ り 、 お そ ら く 、 日 本各地の 沖積低地 に お い て 発達す る 最終氷期最盛期の低海水準 に と

も な っ て 形成 さ れ た 谷の形成期 に 相 当 す る も の と 推定 さ れ る 。

こ の谷 を 埋め る 堆積物 (沖積層) は 、 埋没 し た尾根の西側の部分 に お い て 、 基盤上 に 2 - 3 m

の砂層が堆積 し 、 そ れ を お お っ て ほ と ん ど全層が シ ル ト あ る い は粘土層か ら な る 泥質堆積物 に よ

っ て 構成 さ れて い る 。 堆積物中 に は ほ ぼ全層 に わ た っ て 貝化石が認め ら れ る こ と か ら 、 こ れ ら の

堆積物 は 最終氷期最盛期以降の海進 に と も な っ て 堆積 し た も の と 考 え ら れ る 。 堆積物 は基盤上の

比較的薄い砂層 と そ の 上 に の る 厚い 泥質堆積物 に よ っ て 特徴づ け ら れ る が、 こ の よ う な堆積物の

特世か ら 、 下位の砂層 は海進 に と も な う 基盤の波食に よ っ て 堆積 し た 砂層 で あ る と 考 え ら れ、 そ

れ を お お う 泥層 は 、 そ の後の海進に よ っ て やや水深の増大 し た 内湾沿岸底 に 堆積 し た堆積物で あ

る と 推定 さ れ る 。 本地点、 に お け る 沖積層 の基底が 一 15m付近に あ り 、 日 本各地 に お け る 従来の研

究成果 に お い て - 15m付近 に 海面が あ っ た時期がお よ そ 8， 000年前頃で あ る こ と か ら 、 こ の 付 近

に お け る 沖積層の堆積時期 は 、 そ れ以降の時期で あ っ た と 推定 さ れ る 。

こ れ に 対 し て 、 堤没 し た 基盤の尾根の東側の地域 (袋状低地の東側及び南側 の地域) で は 、 基

盤の直上、 地表付近、 そ し て - 5 - 0 m 付近の三層準 に 砂層 の堆積が認め ら れ 、 そ れ ら に は さ ま

れて 泥質堆積物が堆積 し て い る 。 堆積物 中 に は全体 に 礁が多 く 混入 し 、 貝化石 は 中位の砂層 (海

抜 0 - - 5 m 付近 に 発達す る 砂層) お よ びそ れ を お お う 泥質堆積物中 に 多 く 認め ら れ る 。 ま た 、

沖積層 の上半部 に は 腐植物 も 多 く 混入す る 。

本地域で は沖積層の下部 に 貝化石が認め ら れ な い こ と 、 下部の粘土層、 砂層 中 に 礁が 多 く 混入

し て い る こ と か ら 、 最下部の砂層、 下部の粘土層 は 、 主 と し て 陸上の堆積環境の も と に 堆積 し た

と 推定 さ れ る 。 一方、 中部の砂層 は現在の宇土市街地 よ り やや東 よ り の部分 に レ ン ズ状 に 堆積 し

て い る 。 こ の よ う な 堆積の状態 は 、 宇土市街地の部分に お け る 最上部の砂層の分布状態 と 酷似 し

て お り 、 宇土市街地 を の せ る 砂層が旧期砂噛 と 考 え ら れ る 地形 を な す こ と 、 中部の砂層 中 に 縄文

海進期 に 堆積 し た で あ ろ う と 考 え ら れ る 貝化石が混入 し て い る こ と を 考 え あ わ せ る と 、 こ の 中部

の砂層 も 、 縄文海進期の あ る 時期 に 形成 さ れた 旧期砂鳴 を 構成す る 堆積物で あ ろ う と 推定 さ れ る 。

こ の砂層 の分布高度 は 、 ち ょ う ど埋没 し た基盤の尾恨の高 さ に あ た っ て い る こ と か ら 、 こ の砂

層 の堆積が始 ま る 頃 に 、 西側の沖積層 の堆積域 と 東側の沖積層の堆積域 と がつ な が っ て 一つの広
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い 袋状 の 入 り 江 と 沖積地が形成 さ れ、 そ の入 り 江の湾 口 の部分 に 中部の砂層 に よ っ て 構成 さ れ る

砂鳴が形成 さ れ た と 推定 さ れ る 。 た だ し 、 こ の砂層の東側 の地域 に は 西側 の 地 域 に み ら れ る よ う

な 貝化石 を 多 く ふ く む泥質堆積物が そ れ ほ ど広 く は分布 し て い な い こ と か ら 、 こ の時期の砂鳴の

内 陸側 の 水域 は あ ま り 広 く な か っ た と 考 え られ、 袋状低地の縁辺部 に は低湿 な 沼 沢地が広 が っ て

い た も の と 推定 さ れ る 。

v . 曽 畑遺跡に お け る 環境変遷

曽 畑遺跡は 、 袋状低地縁辺部の 、 花園山の北 を 流下 し てき た小谷が こ の低湿地 あ る い は 入 り 江

に 面す る よ う な 場所 に 位置 し て い る 。 今回の ト レ ン チ の最下位の 層 準 は 、 海抜約 一 0. 50m に あ た

る 。 珪藻分析結果 で は 第XIX層 の暗灰色 シ ル ト が淡水の環境下で堆積 し た こ と が 明 ら か に さ れ て

お り 、 そ の上位のX四層 に お い て も 、 や は り 淡水珪藻が多 く 認め ら れて い て 、 淡水 の 環 境 下 に お

い て 堆積 し た こ と が 明 ら か で あ る 。

し か し な が ら 、 第xvn層 の暗褐色砂磯層 では堆積物が砂磯層 で あ る に も かか わ ら ず 、 珪 藻 分 析

結果で は 海 ~ 汽水生珪藻が多 く 出現 し て お り 、 入 り 江が拡大 し て そ こ に 顕著 な 海水 の 流入 が あ っ

た こ と が推定 さ れ る 。 珪藻分析 を 行 っ た試料の採取高度 は + 0. 40m で あ る が、 こ の高 さ は 中部砂

層 の上面高度 と き わ め て よ く 一致 し て い る 。 さ き に 述 べ た よ う に 、 こ の 砂層 を 旧 期砂噛の構成層

と 考 え る と 、 こ の砂層が消失す る こ と は 、 す な わ ち 、 入 り 江の 口 を ふ さ い で い た 砂鳴が消失す る

こ と で あ り 、 そ の結果 と し て 水域が急激 に 拡大 し 、 袋状低地の奥 に ま で海水が達 し や す く な っ た

と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 変化 は海面上昇 と の かかわ り の も と に 説 明 さ れ る と 思わ れ る が、 さ き

に 述べ た 珪 藻群集の急激 な変化 は 、 こ の よ う な地形環境の変化 を 考 え る と 、 か な .り う ま く 説 明 す

る こ と がで き る 。 ま た 、 xvn 層 の堆積物が砂磯質 で あ る こ と に つ い て は 、 こ の時期 に な ん ら か の

形で砂礁の堆積量が構大 し た と 考 え ら れ る が、 こ の場合 に は 、 水域の拡大 に と も な っ て 汀線付近

で丘陵や 台地の崖端 を 侵食す る 波食がお こ な われ、 そ れ に と も な っ て 供給 さ れた 砂磯が堆積 し た

可能性 も あ る 。

沖積層 中部の砂層 を お お う 堆積物 は 、 宇土市街地か ら 東の地域 に か け て 貝化石 を 多 く 含 む 泥質

堆積物 に よ っ て 構成 さ れて い る 。 こ の よ う な堆積物の特徴は 水域の拡大が あ っ た こ と を 示 し て お

り 、 水域す な わ ち 潟湖の拡大 に と も な っ て海水が進入 し て き た と 考 え る と 、 曽 畑 遺 跡 第 xvn 層

( + 0. 40 m ) か ら E層 ( + 2. 80m) ま で の珪藻分析結果 に お い て 海生 ~ 汽水生珪藻が多産す る こ

と と 極 め て よ く 調和 し て い る 。 た だ し 、 珪藻分析結果で は 、 海抜 + 1 . 60 m 付近 に 一時的 に 海水 の

影響の 弱 い 状態が認め ら れ る 。 こ の時期 は文化層 の点か ら は轟期の初期 に 当 た る と 考 え ら れ る が、

海の影響が弱 く な っ た理 由 に つ い て は 明 ら か で な い 。 す で に 述べ た よ う に 、 こ の時期 に は 入 り 江

の 湾 口 部 に は 大規模 な 砂鴫 は 発達 し て い な か っ た と 考 え ら れ る の で 、 曽 畑遺跡周辺部の 局地的 な

地形変化、 た と え ば支流小谷か ら 流入す る 小河川の流路が移動 し た な ど 、 の 影響 が あ っ た と も 考

え ら れ る 。 な お、 血層 を 掘 り 込んで作 ら れた貯蔵穴中 の堆積物か ら も 、 E層 と ほ ぼ 同様 に 海 ~ 汽
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第 E 層 に お い て は泥炭層が形成 さ れた り 、 珪藻分析結果か ら も 海 ~ 汽水生珪藻がやや少 な く 、

海の影響が若干弱 く な っ た こ と が 明 ら か で あ る 。 こ の時期 は 曽 畑期 に あ た っ て い る が、 こ の よ う

な海水の影響の弱ま る状況が地形的 な 環境変化 に 由来す る の か 、 海面変化そ れ 自 体に 由 来す る の か

は今の と こ ろ 明 ら かで な い 。 た だ 、 第 E 層 と そ れ を お お う 第 X 層 と の 聞 に は小規模な不整合が形

成 さ れて お り 、 こ の不整合が海退に よ る も の で あ る と す る な ら 、 こ の海退に 向 か う 過程で の海面

高度の低下 に 伴 う 海水の流入状況の変化 に よ っ て 海の影響が若干弱 く な っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 、

沖積層 の上部の泥層上 に は 、 字土市街地 を の せ る 旧期砂鳴の構成層で あ る 砂層 が徴高地 を な し て

堆積 し て い る 。 こ の砂層 の下位の 層 準 に 断片的に 薄い砂層がみ ら れ る こ と か ら 、 小規模 な 砂鳴が

断続的 に 存在 し 続 けて い て 、 そ の成長、 縮小 に 伴 っ て 入 り 江の奥への海水の流入の度合が変化 し

た こ と も 考 え ら れ る 。

と こ ろ で 、 本地域の海成層の上限高度 は 、 珪藻分析結果か ら 、 曽 畑期 に 少 な く と も + 2. 80m 以

上で あ っ た こ と が 明 ら か で あ る 。 こ の値は九州地方 に お い て こ れ ま で 明 ら か に さ れて き た縄文時

代前期頃の海面高度 CI日 汀線高度) と し て は やや高い値 と な っ て い る 。 こ の点 に つ い て は 本地域

が島原湾 に 面 し た 地域で あ り 、 こ の地域の潮差がか な り 大 き い こ と が大 き く かか わ っ て い る も の

と 思わ れ る 。 ま た 、 も し E 層 の上限が侵食 さ れて い る と す る な ら 、 海成層上限高度 は こ の値 を さ

ら に上回 る で あ ろ う し 、 波多野ほか (1973) や下 山 ほ か (1984， 1986) 等 に よ っ て 明 ら か に さ れ

て い る よ う に 、 縄文海進高頂期が約6， 000年前頃 よ り も さ ら に 新 し い 時期で あ っ た と す る と 、 E

層以上の層準 に お い て も 海成層が認め ら れ る 可能性が あ り 、 海成層上限高度 は さ ら に 高 く な る と

考 え ら れ る 。 現在の と こ ろ 、 曽 畑期 よ り 新 し い 時期の堆積物 に つ い て は十分 な 検討 を 行 っ て い な

い た め 、 こ の点 に つ い て は今後の課題 と し た い 。

VI . お わ り に

以上述べて き た よ う に 、 曽 畑遺跡お よ びそ の 周辺地域の地形環境の変化 は 、 曽 畑遺跡の立地す

る 袋状低地の地形変化 と 第 四紀末期 に お け る 顕著な海面変化 と に よ っ て 大 き く 規定 さ れて お り 、

こ れ ら の変化に と も な っ て 遺跡の立地環境 も か な り 変化 し て い る 。 本稿で は 曽 畑遺跡の堆積物の

珪藻分析結果 と 袋状低地の 沖積層の特徴 に も と づ い て 地形環境の変化 を 検討 し た が 、 こ れ ら の結

果 は 、 袋状低地の い く つ か の 地点 に つ い て さ ら に 多 く の珪藻分析 を お こ な う こ と に よ っ て 、 よ り

確実 な も の と な る と 考 え ら れ る 。
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2 . 曽畑 貝塚低湿地遺跡 (縄文前期) か ら 出土 し た ヒ ョ ウ タ ン 仲間

Lagenaria sicerar，白 Standl. の果実 と 種子 に つ い て

大阪府立大学農学部助教授 藤 下 典 之
* 

1988年 2 月 現在、 ヒ ョ ウ タ ン 仲間 の完形果実 は 2 府 6 県の 12遺跡か ら 、 そ の種子 は長崎、 佐賀、

福 岡 か ら 山形、 宮城の各県 に い た る 28都道府県の 115遺跡か ら 出土 し て い る (第 1 図) 。

* 註

。o 

0 0  

第 1 図 ヒ ョ ウ タ ン 仲 間 の種子 出 土遺跡の分布 、 A - E : 縄文時代

A : 曽 畑 貝塚低湿地遺跡 ( 前 期 ) . B : 烏浜遺跡 ( 早期 ) . c : 大坪遺跡( 前期 )

D : 四箇遺跡 ( 後期 ) . E : 菜畑遺跡( 晩期 ) ， F : 板付遺跡 ( 晩期 )

ヒ ョ ウ タ ン 、 フ ク ベ 、 ユ ウ ガ オ 、 セ ン ナ リ ヒ ョ ウ タ ン な ど の分類学上の 変種 を 含 む が 、 種 子 の 形 態 や

大 さ さ か ら そ れ ら を 明 確 に 識別す る こ と は で き な い 。
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今回 の 曽 畑貝塚低湿地遺跡の も の も 含め て 、 種子 出土遺跡数 を 時代別 に み る と 、 縄文時代 6 、

弥生時代40、 古墳時代30、 奈良 ・ 平安時代18、 中世 8 、 複合 あ る い は不詳14 と な る 。 筆 者 は こ れ

ま で に 上記 1 15遺跡の 内 の 、 62遺跡か ら の種子 と 、 16遺跡か ら の果実 (果皮片 を 含 む ) に つ い て

大 さ さ や形態 を 調査す る こ と がで き た 。 そ の結果、 ヒ ョ ウ タ ン 仲間 の 日 本 へ の 渡来時期や渡来の

種類な ど系統発生的研究面で種 々 の 知見 を得、 そ れ ら を 19編 の報文 に ま と め て き た。

今回 の調査の対象は宇土市花園町の水田下 2 m の約5， 000年前 ・ 縄文前期の 包含 層 か ら 出 土 し

た 、 ヒ ョ ウ タ ン 仲間の完形果実 1 個 と そ の果実 に 含 ま れて い た種子 の 内 の30粒 と で あ る 。 こ の遺

跡 に は 貯蔵穴が60基 あ り 、 木器、 土器 な どの生活用 具 は ほ と ん ど 出 土 し て い な い が、 多量の イ チ

イ ガ シ の 種実 ( ド ン グ リ ) と 、 そ れ を 入れて 水 に 漬 け る の に 用 い て い た と 思 わ れ る 木製の網代が

発掘 さ れて い る 。

果実

〆 J

o ffu  〆/ ノ

第 2 図 曽 畑貝塚低湿地遺跡か ら 出 土 し た ヒ ョ ウ タ ン 仲間の果実

(熊本県教育庁文化課作図)

曽 畑貝塚低湿地遺跡出土の果実 は第 2 図の よ う に 、 土圧で果皮の一部が破損 し 、 そ こ か ら 内部

の種子 を 包含す る 胎座組織 と 一部の種子が見 え る 状態で あ っ た。 し か し 、 果実 の 原型 は よ く 残 っ

て い て 果梗倶u ( ツ ル の着 い て い た側) が尖 っ た やや縦長の ギ ボ シ (擬宝珠) 型 で 、 そ の大 き さ は

最大縦径が19叩、 同 じ く 横径が14叩で あ っ た 。 筆者 は ヒ ョ ウ タ ン 仲間 の 出土完形果実 を そ の形か

ら 6 型 に 分 け 、 そ れぞれの型 に 相 当 す る 代表的 な 出土果実 を 第 3 図 に 示 し た 。 現生の ヒ ョ ウ タ ン

仲間の果実 に は 、 偏球型やヘ チ マ型 ( 円 筒) も あ り 、 偏球型 と 推定で き る 果皮 片 の 出 土 (藤原宮

ほか) は あ る が 、 ヘ チ マ型の 出土 は 現時点で は皆無で あ る 。 最近 は 意 図的 に 果実 を ね じ ま げた り 、
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第 3 図 遺跡か ら 出土 し た ヒ ョ ウ タ ン 仲間の果実の形

1 . 球型 (利倉西) 2 . ヒ ョ ウ タ ン 型 (古留) 3 . フ ラ ス コ 型 ( 山 賀) 4 . ナ ス ビ型 (境 田 ) 5 . ギ ボ シ 型

( 曽 畑) 6 . 首長 フ ラ ス コ 型 (江上 A ) ( ) 内 は 遺跡名 第 l 表参照

枠 に は め こ ん で本来の果形か ら 逸脱 し た加工品が市場 に 出 て い る 。 上記 6 型の各型内 で も 果実 自

体の大 き さ に は か な り の 違 い が み ら れ、 ま た各型の 中間型 も あ る が、 こ こ で は 大 き さ は不聞 に し

て よ り 相似の型に 入れ、 出 土遺跡名 と そ の推定時代 を あ げて 第 1 表 に ま と め た 。

第 1 表 遺跡か ら 出土 し た ヒ ョ ウ タ ン 仲間の果実の形

時「有企と竺 球 型 ギ ボ シ 型 ナ ス 型 フ ラ ス コ 型 首長 フ ラ ス コ 型 ヒ ョ ウ タ ン 型
曽畑 (熊本)縄 文

爪生堂 (大阪) 若下山賀江池北田
(大((大大

阪
阪
)阪)) 

江東J土tjAl | {(室尽 山都)) 弥 生
弥 生 利倉西 (大阪) 新保 (群馬) *本 新

境
保田 ((説山形罵)) 四 ッ 池 (大阪)

~ 古 噴
古 4貴 中和爾国 ((大奈良阪)) 岡崎公園 (京都)

奈 良 ・ 平 安 佐堂 (大阪) ** 平城京 (奈良)

中 世 古留 (奈良)
~ 江 戸
現生す る 偏球型、 ヘ チ マ型の出土は未確認。 各型 と も 大 き さ に 変異が あ る 。 * 第 3 図 を 参照

* * 果梗部の果皮片 か ら 推定 し た
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曽 畑 貝 塚低湿地遺跡出土の果実 は ギ ボ シ型で、 似た形 を し た も の が群馬県の新保遺跡 (弥生後

期 ~ 古墳時代、 果梗側果皮片 よ り 推定) か ら 出土 し て い る 。 現生の も の で 、 こ れ に 近い 果形 を し て

い る も の に 、 福井県の烏浜遺跡 に 近 い 三方町で御盆 に悌壇 に 供 え た と い う ‘ セ ン ， (現在 は絶滅 し 普

通の ヒ ョ ウ タ ン が代用 さ れて い る ) が あ る 。 沖縄県の竹富島 で は す く い 器 ‘ ヒ シ ャ ク ジ ラ ' と し て
同型の果実 を 半載 し た も の が使われて い た。 ま た 、 1979年 に 筆者が遺伝資源探索で バ ン グ ラ デ シ

ュ に 出張 し た折バ ザ ー ル で 同型の野菜用 の果実 (第 4 図) が売 ら れて い る の を み た 。 ヒ ョ ウ タ ン 仲

第 4 図 バ ン グ ラ デ シ ュ の バ ザ ー ルで売 ら れて い た

野菜用 の ギ ボ シ型の ヒ ョ ウ タ ン 仲 間

聞 の 果実 は世界各地で民具 と し て 多角的 に 利用 さ れ、 民族植物学 ethnobot血y の上で も 非常 に 注

目 さ れて い る 。 筆者の知 る 限 り で も 水、 酒、 種子、 か ぎ煙草、 薬味、 炭 な ど の容器、 コ オ ロ ギ の

飼育容器、 候面、 装飾用 具、 装身具、 ペ ニ ス ケ ー ス 、 海女の浮、 航海用 の 天測器、 柄杓、 楽器 、

悌壇へ の供物 な ど が あ り 、 苦味の な い種類で は そ の未熟果 を 野菜や カ ン ピ ョ ウ (干瓢) や料理の

添物に も 利用 さ れて い る 。 対馬 に は 曽 畑貝塚低湿地遺跡出土の果形 に 似 た ヒ ョ ウ タ ン が あ り 、 そ

れ を ‘ ハ ケ ' ま た は ‘ ハ ケ ボ ' と 稽 し 、 そ の成熟果の皮 を 煎 じ て 飲む と リ ュ ー マ チ に 利 き 、 ま た 、

焼 い た 灰 を 粉末 に し 酒 に 入れて飲む と 化膿止 め の薬効が あ る と さ れ、 大工の 間 で珍重 さ れて い る

と も 言 う 。 八代湾では昔、 一抱 え も あ る 大 き い ヒ ョ ウ タ ン を う き 代 り に 利用 し 「 オ ヨ ギ ヒ ョ ウ タ
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ン 」 と 稽 し て い た と 伝 え ら れ る 。 果型 と 利用 方法の 聞 に は密接 な 関係 が み い だ さ れな い の で 、 曽

畑貝塚低湿地遺跡出土の ギ ボ シ型果実が どの よ う に 利用 さ れて い た かの速断 は で き な い 。 弥生時

代の瓢形土器 (果実の 中央部分が く びれた い わ ゆ る ヒ ョ ウ タ ン型) は 、 ヒ ョ ウ タ ン の 果形 を 模倣

し た も の と す る 説 も あ る 。 し か し 、 第 1 表 に 示す よ う に ヒ ョ ウ タ ン 型の果実 は 、 中世へ江戸時代

の古留遺跡か ら た だ 1 例 出 土 し た の み で あ る か ら 、 模倣説は極め て 疑 わ し い と 言 え よ う 。

種子

曽 畑貝塚低湿地遺跡出土の ヒ ョ ウ タ ン 仲間の種子 の 内 、 計測 し た の は 、 果皮の破損部分 に 近 い

胎座 に 包含 さ れて い た30粒の み で あ る 。 胎座全体は吸水状態 で あ っ た が よ く 原形 を 止 ど め て い た

の で 、 埋土中 に 破損部分 よ り 種子が果実の外へ散逸 し た お そ れは ま ず な い と 思 われた。 そ れだ け

に 全種子 を 計測 し て 、 本邦の最南西地か ら 出土 し た 、 し か も 縄文前期のー果実 内 の 種 子 数 ( 1 00

- 150粒 く ら い包含 し て い る と 推定 し た) や種子の大 き さ の変異は是非押 え て お き た い 対 象 で あ

っ た が、 で き る だ け 出土状態の ま ま で永久保存 し た い と の県教育庁文化課の意 向 を 尊重 し 、 30粒

の み と し た。
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第 5 図 曽 畑貝塚低湿地遺跡か ら 出土 し た ヒ ョ ウ タ ン 仲間の

完形果実 に 含 ま れて い た種子

曽 畑貝塚低湿地遺跡出土の ヒ ョ ウ タ ン 仲間の種子 は 、 第 5 図 と 第 2 表 中 の 図 に 示す よ う に 、 発

芽孔側 に む けて 形が急 に 細 く な り 、 発芽孔側 を 頂点、 と し た鋭角の二等辺三角形 に 近い 形 を し て い

た 。 一方、 他の遺跡出土種子 (第 6 図) は発芽孔側 に む け て 除 々 に 細 く な り 、 長方形の一方が尖

る よ う な形 を し て い た。 長崎県の里田 原遺跡の種子 (本邦で最小) は 曽 畑貝塚低湿地遺跡の そ れ

に 似て い た (第 6 図) 。 ヒ ョ ウ タ ン仲間の種子の形態的特性 を 現 わ す場合、 筆者 は 種 子 の 縦軸 方

向 の最大部分 を 長 さ と し 、 そ の 中央部分の横軸 を 幅 と し て き た 。 し か し 、 今回 は 曽 畑貝塚低湿地

遺跡出土の種子の特性を よ り 明確に 出す た め に 、 第 2 表中の 図 に 示す よ う に A (従来 の 長 さ ) 、
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第 6 図 各地の遺跡か ら 出 土 し た ヒ ョ ウ タ ン 仲 間 の 種子

上段左 よ り 池上 (弥生) 、 水越 (古墳) 、 周 防 国 府 ( 7 C ) 、 長原 ( 6 - 7 C )

中段左 よ り 墨 田 原 ( 弥 生 、 最小) 、 水原城館 ( 中 世 、 最大) 、 瓜 生堂 (弥生) 、 利倉酉 ( 弥 生 ~ 古墳)

下段左 よ り 四 ッ 池 (弥生 ~ 古墳) 、 下池 田 (弥生) 、 東 土 川 (弥生) 、 中 田 (古墳)

物差 し は 全 長 1 7 叩

B 、 c (従来の幅) 、 D の 4 部分 を 計測 し た 。 方法 は既往の も の 同様 に 種子 を 研究 室 内 で 除 々 に

自 然乾燥 さ せ た 後 、 O. l mm ま で読み と れ る ル ー ペで計測 し た 。 そ の結果 を 第 2 、 3 表 に 示 し た が 、

平均長 A は 11 . 09mm 、 平均幅 C は5. 03mm で あ っ た 。 こ の計測値 を 既往の 出 土遺跡別 に み た 種 子 の

第 2 表 曽 畑貝塚低湿地遺跡、か ら 出 土 し た種子の 大 き さ ・ 形態

A 皿皿 B mm C mm D 剛

1 1 . 0 9 5. 9  7 5. 0 3 3. 1 0 

発芽孔側

既往の報告書で は A は 種子の長 さ に 、 C は種子の幅 に 該 当 す る 。
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曽 畑貝塚低湿地遺跡お よ び他の縄文時代の遺跡か ら 出土 し た
ヒ ョ ウ タ ン 仲 間の種子 と 現生の小型種子の大 き さ

考第 2 節

第 3 表

長 さ (胴) の 変 異
遺跡名 時代 所在地 計測 平均長 平均帽 長さ/幅

(県) 種子数 mm mm 8. 0 9. 0 10. 0 1 1 . 0  1 2 ・ 0 13. 0 
- 8. 9 - 9. 9 - 10. 9 - 1 1 . 9  - 12 ， 9  - 13. 9 

一一出 土 種 子一一
鳥 浜 B .早C . 5 . 5 ‘期6. 5 今00管回 井 26 10. 53 5. 26 2. 00 4 16  6 

大 坪 前 期 千 業 2 10. 25 5. 30 1 .  93 I 
曽 畑 前 期 熊 本 30 1 1 . 09 5. 03 2. 20 l 7 22 

四 箇 後 期 福 岡 7 9. 63 5. 08 1 . 89 2 3 

菜 畑 晩 期 佐 賀 1 1 7  10. 06 5. 50 1 . 82 42 75 

一一現 生 種 子一一
A
ヒ
K
ョ
H
ウ
A
タ族ノ装身具用 タ イ 原産 100 1 1 . 16 5. 26 2. 12 32 53 15  

‘干成 ヒ ョ ウ タ ン ' 日 本産 20 1 1 .  99 5. 58 2. 15 9 

野生 ヒ ョ ウ タ ン ナ イ ジ エ リ ア 20 12. 21 5. 80 2. 10  原産

い ずれ も 大阪府立大学農学部で栽培 ・ 採種 し た も の

大 き さ の 図 (第 7 図) に 入れ る と 、 種子の長 さ は 中位か ら 小型寄 り で あ っ た。 出 土種子の大 き さ

を 遺跡の遍年別 に み た第 4 表か ら は 、 時代が新 し く な る に つれて 種子が長 さ 幅 と も 大型化 し て い
(長 さ ) の変異幅が狭い の は、 出 土遺

跡数や計測種子数の 少 な い こ と も あ ろ う が、 渡来 し た ヒ ョ ウ タ ン 仲間 の 種類が少 な か っ た こ と を

く 傾向 が よ く わ か る 。 ま た 、 縄文時代の 出土種子の大 き さ

8 

O 
O 

⑥縄文時代遺跡
・ 弥生時代~中世遺跡
。現生種子

8 

O 

ー 守
: も

O 

野生 ヒ ョ ウ タ ン

叫わが .・
.6 q・ ⑨〈・ セけ リ ヒ ヨ ウ タ ン

K H A 族 、 日 中j
装身具ヒ ョ ウ タ ン

弓'

FO

種
子
の
幅
伽

5 

1 7  16  15  14 

(mm) 

L--ーー」
12 13  

種 子 の 長 さ
1 1  1 0  9 し

出 土遺跡別 に み た ヒ ョ ウ タ ン 仲間の種子の大 き さ第 7 図
遺跡 ま た は 品 種 ・ 系統 (現生) ご と の長 さ と 幅の 平均値 を 示 し た 。

C : 大坪遺跡 (前期)B : 鳥浜遺跡 (早期)

E : 菜畑遺跡 (晩期)
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第 4 表 遺跡の編年別 に み た ヒ ョ ウ タ ン 仲間の種子の大 き さ

編 年

I )  
縄 文

弥 Iþ' 

..，. t肯
<7i良 ・
‘l'安
1]1 1ft 

Z十 揖IJ 平勾長 平均幅 長さ 各 長 さ (四) の 比 率 勉
/ 

遣跡数 種子数 回目 間1 幅 8 . 0 9 . 0 10 . 0 1 1 . 0 1 2 . 0 1 3 . 0 1 4 . 0 1 5 . 0 1 6 . 0 1 6 . 0 
- 8 . 9 - 9 . 9 - 1 0 . 9 - 1 1 . 9 - 1 2 . 9 - 13 . 9 - 1 4 . 9 - 1 5 . 9 - 16 . 9 - 16 . 9 

1 7 

1 8 

9 

182 1 0 . 29 

1302 1 1 . 3 1 

1 22e 1 1 . 85 

425 1 2 . 2 1 

1 35 13 . 46 

5 . 38 1 . 9 1 

5 . 72 1 . 97 

5 . 77 2 . 05 

5 . 69 2 . 1 4 

5 . 37 2 . 1 1  

1 . 1  27 . 5 55 . 5 

0 . 8 8 . 2 29 . 3 

1 . 9 21 . 3 

2 . 4 1 9 . 3 

8 . 9 7 . 4 

1 5 . 9 

37 . 0 21 . 2 3 . 3 0 . 2 

36 目 5 1 9 . 3 1 4 . 8 3 . 9 1 . 9 0 . 3 0 . 1 

23 . 3 3 1 . 5 9 . 4 5 . 9 6 . 8 1 . 4 

1 . 5 3 . 7 26 . 7 37 . 0 1 4 . 1 0 . 7 

1983年 7 月 現在の計測資料で、 以降 の も の は未採用 、 曽 畑貝塚低湿地遺跡の計測値 を 含 む

暗示 し て い る 。 一方、 曽 畑貝塚低湿地遺跡出土の種子の幅 は 第 3 表や第 7 図 か ら み る と 、 出 土種

子 中 で は 最 も 小 さ い位置 に あ り 、 発芽孔側 に む け て 急 に 細 く な っ て い る 特徴が よ く 伺 え る 。 ま た 、

曽 畑員 塚低湿地遺跡出土の種子で最 も 幅 の広い B 部分の計測値 と 、 従来幅 と し て 計測 し て い た C

部分 と の差 は0. 94醐で 、 1 mm近 い 差が あ っ た 。 さ ら に既報の 中 で常 に と り あ げて い る 種子 の 長 さ

A /幅 C の 値 は 、 曽 畑貝塚低湿地遺跡の種子の2. 20 に 対 し て 、 他の遺跡の そ れ は 1. 82 (菜畑遺跡、

縄文晩期) - 2. 32 (坂尻遺跡、 8 - 9 世紀) で あ っ た 。 編年別 に 求 め た そ の値 (第 4 表) は縄文

時代 ( 曽 畑員塚低湿地遺跡 を 含 む) の 1 . 91、 弥生時代の1 . 97、 古墳時代の2. 05、 奈良 ・ 平安時代

の2. 14、 中世の2. 1 1 が示す よ う に 、 次第 に 種子が細長い形に 変 っ て い く 傾 向 が み ら れ る 。 一方、

こ れ ら の値 と 曽 畑貝塚低湿地遺跡の2. 20の値 を 対比す る と 、 後者の種子の 中央部分が非常 に 細 い

こ と カt よ く わ 治主 る 。

メ ロ ン 仲 間 Cucumis melo L .の種子 は す で に 28都府県の 109遺跡か ら 出土 し 、 熊 本 県 下 で も 苗

代津 (筆者計測済) 、 蓮花寺、 高橋南貝塚の 3 遺跡か ら 発掘 さ れて い る 。 し か し 宮 崎 、 鹿 児 島 、

沖縄の各県下か ら の 出土が な い た め に熊本県の本邦での最南端の 出土県 と な っ て い る 。 一方、 同
じ ウ リ 科植物で、 イ ネ 、 モ モ 、 ク ル ミ な ど と と も に 全国 的 に 高い頻度で 出 土す る ヒ ョ ウ タ ン 仲 間
の種子や果実 は 、 熊本、 宮崎、 鹿児島、 沖縄の各県で は 未知の状態で あ っ た 。 残存遺跡数や発掘
遺跡数そ の も の が少 な い こ と に も よ る の で あ ろ う が、 本邦の南方地方か ら の ウ リ 科植物の遺体出
土 の な い 事実 は 、 渡来経路 を 考 え る 上で大 き な要因の一つ に な っ て い た 。 し か し 、 今 回 、 ヒ ョ ウ
タ ン 仲 間 の 出土で は 最南西地 に 当 た る 熊本県下で約5， 000年前の縄文前期の 包含層 か ら 、 種 子 を
内蔵 し た ま ま の ギ ボ シ型完形果実が発掘 さ れた。 こ の事実 は 、 そ の 渡来の時期や経路や種類、 あ

る い は 農耕の存否 な ど を 考究 し て い く 上で今後貴重 な資料 と な る で あ ろ う 。
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3 . 縄文時代食用植物研究上の意義

名 古屋大学文学部助教授 渡 辺 誠

曽 畑低湿地検 出 の 多量の ド ン グ リ 類貯蔵穴 は 、 縄文時代の食用 植物 を 研究す る 上で の 、 新た な

し か も 重要 な資料 を 多数提供 し て い る の で あ り 、 そ れ ら に つ い て 次の 2 点 に 焦点 を絞 り 、 若干の

検討 を 試み る こ と に す る 。

1 ) 低湿地貯蔵の意義

縄文時代の重要 な 食料資源で あ る ド ン グ リ 類 も 他の食用 植物 と 同様 に 、 貯蔵方法に は 2 種類 あ

る 。

第 1 は 、 長期保存で あ る 。 こ の場合 は よ く 乾燥 さ せて 、 屋根裏 な ど に 貯蔵す る 。 古 い 民家 を 解

体 し た と き に 、 ド ン グ リ 類 を 貯 え た俵 な どが発見 さ れ る 場合があ る が、 そ れ ら は こ の場合の好例

で あ る 。 次 の穴貯蔵 に 比 べ て 考古学的 に は確認が難 し い が、 焼失家屋 に お い て 炉の上に 多量の ド

ン グ リ 類 な どの木の 実が検出 さ れ る こ と も あ り 、 屋根裏貯蔵の あ っ た こ と を 知 る こ と がで き る 。

第 2 は 、 短期保存 で あ り 、 生貯蔵で あ る 。 こ の場合 は地面 を 掘 り 下 げた貯蔵穴 な ど に 貯蔵す る 。

雪国 で は積雪期の生鮮食料 を 確保す る た め に 、 今で も 有効 な 方法 と さ れて い る 。 ド ン グ リ 類や ト

チ の実 な ど の木の実の場合 も 、 そ の冬 に 食べ る も の だ け を 穴 に 入れて 貯蔵す る 。 こ う し て お け ば、

皮 む き や ア ク 抜 き が面倒 に な ら な く て よ い と い う 。

発掘時 に 確認 し やす い の は 後者の場合で あ る こ と か ら 、 し ば し ば縄文時代の貯蔵方法は こ れだ

け と さ れた り 、 あ る い は 西南 日 本だ けの地域的 な方法な ど と 誤解 さ れて い る 。 そ れ ら 以上 に 大 き

な 誤解 は 、 低湿地の貯蔵穴 を ア ク 抜 き の施設 と す る 考 え で あ る 。

そ の誤解の 原 因 は 簡単 な こ と で あ る 。 第 1 は 、 研究者が ド ン グ リ 類の 民俗 に う と い こ と で あ る 。

そ の証拠に 、 低湿地の貯蔵穴で ア ク 抜 き を し て い る 民俗例 は 、 1 例 と い え ど も 紹介 さ れた こ と は

な い 。 逆 に 短期の生貯蔵の例 は あ る 。

第 2 は 、 ド ン グ リ 類の種の 同定が行われて い な い こ と で あ る 。 そ の証拠 に 、 ア ク 抜 き を 必要 と

し な い イ チ イ ガ シ (後 日 の 判 明 ) の貯蔵穴 ま で、 ア ク 抜 き 施設 と す る 報告書が し ば し ばみ ら れ る

の で あ る 。 も ち ろ ん 同定結果な し に ア ク 抜 き 施設 と す る よ う な見解は論外で あ る 。

曽 畑低湿地検 出 の 多量の ド ン グ リ 貯蔵穴は 、 こ の 問題 に 対 し て き わ め て 明解 な 解答 を 示 し て く

れて い る 。

す で に 大型植物遺体の項で報告 し た よ う に 、 検出 さ れた62基の貯蔵穴の う ち 、 ド ン グ リ 類の検

出 さ れて い る 57基の ド ン グ リ 類 の 同 定結果は次の と お り で あ る 。 す な わ ち 、 ア ク 抜 き を 必要 と す る

ク ヌ ギ ま た は ア ベ マ キ を 主体 と す る の は わず か に 1 基の み で あ り 、 他の56基 は ア ク 抜 き を 必要 と

す る 少量の ア ラ カ シ や シ ラ カ シ を 含む も の の、 ア ク 抜 き を 必要 と し な い イ チ イ ガ シ を 主体 と し て
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い る の で あ る 。 言 い か え る な ら ば、 曽 畑低湿地の貯蔵穴で は 、 短期 の 生貯蔵が主体だ っ た の で あ る 。

類例 は 閉 じ 宇土市 内 の 西 岡 台遺跡 (印 刷中) で も 確認 さ れて い る し 、 ア ク 抜 き 施設 と し て い る
既報告の諸遺跡 に も 多数 み ら れ る 。

2 } ア ク 抜 き のよ限

ア ク 抜 き を 必要 と し な い イ チ イ ガ シ を 主体 と し て い る な か に 、 1 基の み で は あ る が ア ク 抜 き を

必要 と す る ク ヌ ギ ま た は ア ペ マ キ を 主体 と す る 貯蔵穴 も ま た重要 で あ る 。

筆者 は ド ン グ リ 類 を 第 1 表の よ う に分類 し て い る 。

表 1 ド ン グ リ 類の分類

民 俗 分 類 属 種 ( 出 土例 の み ) 森 林 帯

A .  ク ヌ ギ類 ク ヌ ギ
製粉 ま た は 加熱処理 + 水 さ ら し コ ナ ラ カ シ ワ 落葉広葉樹林帯

B . ナ ラ 類 亜 属 ミ ズ ナ ラ (東北 日 本)
製紛 ま た は 加熱処理 + 水 さ ら し コ ナ ラ (韓 国 )

コ ナ ラ 属
C . カ シ 類 ア カ ガ シ
水 さ ら し の み ア カ ガ ア ラ カ シ 照 葉 樹 林 帯

シ 亜属
D . シ イ 類 な ど イ チ イ ガ シ (西南 日 本)

シ イ ノ キ 属 ツ プ ラ ジ イ ・ ス タ (韓国 南海岸)ジ イ
マ テ パ シ イ 属 マ テ パ シ イ

ク ヌ ギ ま た は ア ベ マ キ は A 類で あ る 。 こ れ ら は 製粉 し た 場合 に は 水 さ ら し だ け で ア ク 抜 き がで

き る が、 粒の ま ま の場合 に は 、 か な り き つ い ポ イ リ ン グ と 水 さ ら し の く り 返 し が必要で あ る 。 こ

れ ら に 対 し て イ チ イ ガ シ は 、 水 さ ら し に よ る ア ク 抜 き を 必要 と す る カ シ類の な か に あ っ て 唯一 ア

ク 抜 き を 必要 と せ ず 、 D 類の シ イ 類 に含め ら れ る 。

こ の こ と に よ っ て 、 縄文時代前期の 曽 畑期に ア ク 抜 き 技術が存在 し た こ と は 明 か で あ る 。 も っ

と も こ の こ と は 、 縄文時代草創期の鹿児島県 曽 於郡志布志町東黒 土 田 遺跡の ド ン グ リ 類貯蔵穴 に

よ っ て 、 す で に 確認 さ れて い る こ と で あ る 。 そ し て そ れ に よ っ て 、 筆者 は縄文土器の起源 を ド ン

グ リ 類の ア ク 抜 き に 求 め る 見解 を 表 明 し て い る 。 こ の筆者の見解 は 縄文時代前期の本遺跡例 な ど

に よ っ て さ ら に 補強す る こ と がで き る の で あ り 、 ド ン グ リ 類 な ど を 主食 と す る 縄文時代の食料問
題、 お よ び縄文土器 を は じ め と す る 関連要素の研究 を 深 め る 上で も 、 本遺跡の果 た す 役割 は き わ

め て 大 き い と い え る の で あ る 。
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4 . 曽畑 貝塚低湿地遺跡緊 急調査を 見学 し て

慶応大学名 誉教授 江 坂 輝 覇

曽 畑式土器 は縄文時代前期 に 西九州地方一帯か ら 薩南諸島 に 渡 り 、 そ の末端 は 沖縄本島 に ま で

到達 し て い る 。 し か し こ の土器文化 は 九州の脊稜 山脈 を 越 え て 東九州側へは広 〈 波及 し て い なし 、。

分水嶺 を 越 え て 大分県大野川 上流地域の一部 な ど に 本形式土器の小遺跡が散見 す る 程度 で あ る 。

本州西部、 四 国 、 九州地方の縄文時代早期末 な い し は前期前葉の土器 に 施文 さ れた文様か ら 曽

畑式土器 に 施文 さ れた平行沈線 を 主調 と し た幾何学的文様への発展の程度 は た ど る こ と は 困難で

あ り 、 韓半島東南部の櫛文土器 に 共通す る 器形、 文様が あ り 、 丸底深鉢の 曽 畑式独特の煮沸用 具

と し て の土器の起源 は韓半島 に 求め 、 前期後半の西九州地方一帯 に 広 く 分布す る 曽 畑式土器文化

は 西北九州地方へ韓半島 の櫛文土器文化の波及 に よ っ て 発生 し 特異 な 土器文化で あ る と 見倣す こ

と がで き る の で は な か ろ う か。 こ の土器文化 に 伴 う 、 片 刃 の 肉 薄 な 磨製石斧 も 韓半島 の櫛文土器

に 伴存の磨製石斧 と 近似 し て い る 。

曽 畑貝塚の隣接水 団 地帯の バ イ パ ス新設工事地区 内で発見 さ れた轟 A . B 式、 曽 畑式土器の時

代の カ シ の 実の充満 し た貯蔵穴 を 伴 う 遺跡の発見 は大変興味 あ る も の で あ っ た 。

縄文時代の人 々 が ク ル ミ 、 ク リ 、 ト チ 、 ナ ラ 、 ク ヌ ギ、 カ シ 、 シ ヒ な ど の 木 の実 を 保存 し 冬場

の 大切 な 保存食 と し て い た こ と は最近の調査研究で次第 に 明 ら か に さ れ、 日 本列島各地で こ れ ら

の木の 実 を 貯蔵 し た貯蔵穴の発見が あ い つ い で い る 。

こ れ ら の木の 実 を 食す る 風習 は わ が 日 本列島地域のみ で な く 、 隣接の韓半島 に も 認め ら れ、 ソ
ア ン サ ド ン オ サ ン リ

ウ ル市岩寺洞、 江原道驚 山里遺跡な どの各地の櫛文土器、 無文土器 の 遺跡か ら 炭化 し た 木 の実 が

発見 さ れて い る 。

恐 ら く 落葉潤葉樹林帯 と 照葉樹林帯の接点付近の温帯地域の先史時代 に は 広 〈 見 ら れ る 現象で

は な か ろ う か。

今後 ユ ー ラ シ ア 大陸の東部地域 を 巨視的 な 観察眼 に よ っ て 調査研究 を進め る必要性を痛感す る 。

何か所感 を と の 希望 が あ り 、 中 国 へ 出発間際 に し た た め た短文 を 大阪空港 に て 投函す る 。
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5 . 中 園長江流域にみ る 編物 (網代) に つ い て

- 曽 畑 出 土資料 と 関連 し て 一
別府大学学長 賀 川 光 夫

(一)

縄文時代後、 晩期 に 編布が存在す る こ と 、 編布以前 に カ ゴや ム シ ロ な どの編物が あ る こ と な ど
(1) 

は 出土遺物や土器底部圧痕 な ど に よ り 指摘 さ れて き た。 特 に 渡辺誠は考古資料 に 加 え て 民俗学的

ア プ ロ ー チ か ら 編器や、 編機 に 及 び詳細 な研究 を お こ な っ て い る 。 し か し 編布、 編物 な どの研究

は 資料の制限 も あ っ て 全 容 を 知 る 手掛か り に 欠 け る と こ ろ が多か っ た。 こ の た び調査が行 わ れ た 、

曽 畑貝塚低湿地遺跡は有機質遺物 を 多数含み保存可能 な 泥炭層で あ り 資料の包蔵条件 を そ ろ え て

い た。 そ の た め 、 こ れ ま で に 類例 を み な い ほ どの編物資料が 出 土 し た 。

編物 は採集、 狩猟、 魚拐、 運搬 な ど様 々 な 用 途で古 く か ら 生活の主要 な道具 と し て 利用 さ れ て

き た 。 温和 な 気候条件下の 日 本列島 は 、 各種材料に 欠 け る と こ ろ は な く 、 編物に お い て は 巾 康 い
かち かう た 〈

道具 と し て 利用 さ れて き た 。 材料 と し て は 、 格、 拷 ま た は梓の他葛 も 使用 さ れて い た し 、 藤 も 、

竹 も 使用 さ れて い た と 思われ る 。 古文 に み え る 「 白 た いJ r 白 に ぎ て 」 は材料 と し て 「 椿 J ま た

は 「拷」 が あ て ら れ、 古典 に あ ら われ る 木綿 な どの編物は 「 ゅ う 」 と 読 ま せ て す べ て こ れ ら 「穀

木」 を 材料 と し て い る 。 し か し 、 編物の材料は こ れ ら 古典 に 出 て く る も の の他、 古 く は 広葉樹の

カ シ 、 プ ナ な どの繊維が も ち い ら れ る こ と も 考 え て お く 必要 が あ る 。
(2) 

編織布 に つ い て は 葛布 に つ い て も 検討 を 加 え る べ き で あ り 、 こ の技術は静岡県掛川市周辺 に お

い て 近年 ま で お こ な われて い た 。 葛の繊維 は 硬 く の び な い の で緯 糸 に し かっか え な く 、 、経 糸 に は

木綿、 麻 を 使用 し て い た 。 こ れ ま で の 出土資料の 中で葛 と 木綿 を 使い わ け た も の を 明 ら か に し た
(3) 

例 は な い よ う に 思 う が、 渡辺誠の指摘 に も 経糸 は や わ ら か い 蔓材、 緯 糸 は 糸状の繊維が も ち い ら

れて い る 例が あ り 、 こ の よ う な 編布 ま た は カ ゴが存在 し た 可能性 も 確か め る 必要 が あ る 。

「拷」 は 本来柳 を 折 り 曲 げて つ く っ た も の と さ れ 「枠」 と 混同 し て い る と も い われ る 。 「博」 も

ま た 「椿」 と 同 じ と す る 説 も あ る の で、 木綿の材料 を 選定す る の は む ずか し し 、 。 木皮や繊維 な ど

「葛」 を 含 め て 多種類 に 及ぶ も の と 思われ る 。 し た が っ て 数多 く あ る 道具 を 大別すれば編布 と 網

代の二種類 に し て お け ば あ ま り 混乱 が な く て す む よ う に 思 う 。 「網代」 と すれば、 材 料 は 、 竹 も

葦 な ど を 含 む こ と に な る か ら 問題は な か ろ う 。 竹は本来、 木で も な く 、 草 で も な く 「 い ぶか し さ 」

も の で あ る か ら 、 木説、 草説の両者 を よ し と し て 、 編物の材料に は好適で、 予想以上 に 使用 さ れ

て い た も の と 考 え る こ と がで き る 。

さ て 、 こ こ で43号貯蔵穴か ら 出土 し た網代 と 、 曽 畑式土器 と の編技法 と 文飾技法 を 対比 し て み

る と 、 か な り の共通点がみ ら れ る よ う に 思 う 。 編技法 と 土器文飾 は 、 経、 緯 糸 の か ら み 合 い の技

術 と 、 そ の モ チ ー フ に よ る と み て よ い 。 私は 両者の 関係 に 興味 を も っ て い た の で あ る が渡辺誠の

カ ゴ底圧痕 (御経塚遺跡) に 対す る 指摘や漸江省河熔渡遺跡出土の 「編織文骨匙」 文飾 と 曽 畑式
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図 1 文様構図上の類似

上 漸江 省 河婦渡遺跡 出 土 「編織文骨匙」

下 曽 畑 出 土土器文様 ( 編織文様 ? ) 

上は 『文物� 1980年 、 5 . よ り 転写
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土器文様の 比較 ( 図 1 ) な ど そ の他若干の資料に よ っ て 思考 を 強 め る こ と がで き た。 曽 畑式土器

の文飾が編技法の技術 を モ チ ー フ と し た こ と に な る と 、 縄文時代 に お け る 編器 の 利用 に つ い て 一

段 と 注 目 し な ければ な ら ぬ。

(二)

さ て 編器の材料 に 麻、 綿以前の 「穀 ち 木J や竹な ど を も ち い た と す る と 、 温腰 な 草木 に つ い て

注 目 し な け れ ば な ら な い 。 考古資料か ら こ れ を 隣接の 中国大陸 に そ の資料 を 求 め る こ と がで き

る で あ ろ う か。 近年考古学研究 に 自 然科学的 ア プ ロ ー チ が主要 な 課題 と な り つつ あ る 。 日 本 を 含

む隣邦諸国の植生 に 対す る 研究 は 、 大 き な成果を あ げて お り 、 生活 に 関連の あ る 資源の と り あ っ

か い に つ い て も 注 目 さ れ る よ う に な っ た 。 こ の こ と は 中国考古学会 に お い て も 同 じ で あ る 。
μ) 

中 国 で は 先史時代の初期か ら 編織の技術が存在 し て い た と み ら れ る 。 河北省武安県磁山遺跡 は
(5) 

安志敏 に よ っ て 年代考証が お こ な われ、 仰詔文化以前 (早期) と し て 編年 さ れ る 。 土器の分折 は

勿論の こ と 、 1 4 C の検査 を も っ て 中原新石器文化 を 対照 し て 新石器文化の源流 を 論述 し て い る 。

こ の最新の考察 に よ れば、 紀元前 5 - 6000年前 ( Z K 439、 - B C 5400 - 5200) の 聞 に 比 定 さ れ
(6) 

て い る 。 更 に 中 国社会科学院考古研究所 に お け る 町民14年代数据集」 に よ る 検査 を 補強 し て い る

が、 同様の数値 ( B K 78029 - B C 51 10 - 4910) と な っ て お り 現在 よ り 7000年前 の 遺 跡 で 、 河 南

省斐李崩 に つ い で古 い 遺跡 と さ れて い る 。

磁山遺跡の土器 は焼成低温、 胎土組雑、 小石多量 (文砂) で文様 に 縄文が多 い 。 更 に 泥質硬陶

な どか ら み て 仰詔文化 と 対比で き る と し て い る 。

縄文 に つ い て は く わ し く 述べ て い な い が、 編物の材料 を 示す資料 と し て 注 目 さ れ る 。 そ の縄文
の圧痕 は 、 広 口 鉢型土器 (孟) や皿型土器 (童) に み ら れ、 中 に 編織文が あ る 。 こ の編織圧痕 に
つ い て の精細 は わ か ら な い が、 お そ ら く 葦編で、 実測図か ら 判断す る と 中国 で古 く か ら 伝 え ら れ
て い る 葦箔 と み ら れ 「すの こ 状編物」 と みて よ い 。

(7) 
葦編 は 漸江省河蝿渡遺跡第 3 層 よ り 良好な資料が出土 し て い る 。 報告 に は写真が添付 さ れて い

る の で状況が よ く わ か り 、 解説 に は 2 経、 2 緯の編織法 と 記 し て 詳細 は わ か ら な い 。 経 2 本、 緯
2 本 を 単位 に 編織す る 方法で、 材質 は葦で あ る 。

植物茎 を 利用 し た編物 は 、 土器底部の編物圧痕 と し て み ら れ る こ と が あ り 、 前述の滋山遺跡の
葦 箔 は 中 国 の初見 と みて よ い 。 土器底部圧痕は 日 本で は縄文早期 に み ら れ る の を 初見 と す る 。 熊

(8) 
本県下益城郡城南町御領貝塚の一例 は河締渡遺跡第 3 層 の葦編織 と ほ ぼ似た状態の ア ン ペ ラ 圧痕
で あ る 。 広義の 出水下層式に ぞ く す る 山形押録文土器底部 に み ら れ る ア ン ペ ラ 圧痕文 は 、 茎 ま た
は 木材 (原体) 3 本 を 1 単位 (幅7. 0 - 75 ミ リ ) と し て お り 、 経 3 本緯 3 本の茎 ま た は 木 材 を 編
む 。 編 む方法 と し て は 2 本越 え 1 本潜 り の方法が採用 さ れて い る 。 材質 に つ い て 凶圧痕は逆 カ マ
ポ コ 状 を 塁 し 数本の細い条がみ と め ら れ る と し て い る が、 植物の茎か、 木の割材、 木皮かの判断
は つか な い 。

河栂渡遺跡出土の編物の材料 も 検査の結果 を 待 っ て判断 し な けれ ば な ら な い が、 編技術か ら み
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葦 編 I折江省 河婦渡遺跡出 土

『文物J 1980年 5 号 「 漸江省河鯨波遺品上 第 2 期発掘 的主要収獲」 よ り 転写

図 2 編物 曽 畑 A - 3 50号貯蔵穴網代
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て き わ め て 似た方法の ア ン ペ ラ 編技法で あ る 。 河郷渡遺跡か ら は骨 ヒ (匙) の文様 と し て 編織文

を 施す も の が 出 土 ( r陽刻編織文図案」 と し て お り 、 曽 畑式土器の文様 と 極似) し て い る 。 更 に

紡錘車 の 出土な ど、 編布、 編物 に つ い て 参考 に な る 遺物が多 く み ら れ る 。

華北滋山遺跡及 び華中 の河栂渡遺跡に お け る 編物 の 出 土 は 、 そ れぞれ中国 に お け る 編物技術の

伝統が先史時代早期 に お い て 普及 し て い た こ と を 知 る 手掛 り と な っ た。 特 に 良渚時代に は 江蘇省、

漸江省 な ど、 大湖、 杭州湾沿岸の低湿地遺跡で 多 く の資料がみつか っ て い る 。 そ の 中 で 良渚文化
(9) 

期 の漸江省湖州市南方銭山様遺跡は 多数の竹編物が発見 さ れて い る 。 竹編物 出 土 は 第 4 層 の 灰黒

色の軟質土で黒陶 を 主 と す る 土器 と と も に 木器類、 コ メ や胡麻な ど の食用 植物 と と も に 出 土 し て

い る 。 と く に 穴状遺構 よ り 出土 し た 胡麻種子数百粒は竹編物底下 よ り 発見 さ れて お り 、 竹編物の

用 途が 明 ら か と な っ た。

大湖南岸の呉興一帯は古来竹の産地で あ っ た。 こ の地方の竹は 「震津底定、 篠蕩既敷J (局貢)

と あ り 「篠」 は 「彼J で細 い 竹 で あ る 。 ま た 「箭属小竹也」 で篠竹 は 箭竹 と も よ び 「東南之美者、

有会稽之竹箭駕」 と 述べ て い る 。

銭山様遺跡で は 、 二百以上の竹編物が 出土 し て い る 。 第 4 層 は泥炭層 で 、 し か も 竹編物 は水面

下 に 位置す る こ と か ら 四分 のーの資料を と り 出 し た に す ぎ な い 。 特 に 注 目 す べ き 出土品 に は 曽 畑

同様網代 (竹編器) に 芝蘇 ( ゴ マ 、 脂麻) 数百粒が発見 さ れて い る 。 お そ ら く 遺跡の状況か ら 見

て 曽 畑貝塚低湿地遺跡の 如 く 保存施設か ら の 出土 と 考へ ら れ る 。 編物の 多 く は磨かれた ヒ ゴで編

ま れて い る が、 一部で は 加工 さ れ な い 竹 を 使用 し た も の も あ る 。 竹は 直径2. 5 セ ン チ 未 満 の も の

が多 く 、 現在杭県一帯の シ ノ ダ ケ に 類似 し て い る と みて い る 。

竹編物 は 魚具 と し て の 「倒梢」 や建物に使用 す る 「竹驚」 、 物入れ運搬、 農作業 な ど に 使 用 す

る 「寵J r手寵J r箕」 な どで あ る 。 一部の も の に は 、 口 の部分 に 細 か い 文様が あ り 、 下半分 に は

平 た い ヒ ゴ を 使 っ て お り 、 現在杭 州 で使用 し て い る 寵 に似て い る 。 特 に 「梅花眼」 や 「綿子 口 」

の よ う に 高 い レ ベ ル を 必要 と す る 。
編技術 は 多様で分類す る と 下記の如 く で あ る 。
(1 ) ー経ー緯人文字模様 に 仕上 げ る 。 ヒ ゴ は細 く て 薄 い 。 円形、 楕 円形の枠 を 作 っ て 密 に 織 る 。

「 団 簸J r簸箕」 に似て 「楊器J ( コ メ 、 ヌ カ を お と す) r晒器J ( ゴマ な どの頼粒 を 晒す) r養蚕」
に も 使用 さ れ る 。

(2) 二経二緯 (多経、 多緯 も 含む) 、 ヒ ゴは太 く 節 を と っ て い な い も の も あ る 。 竹 驚 と し て の
用 途が考へ ら れ る 。

(3) 梅花眼、 3 組の 「稀朗J と む ら な く 平行 に 並んだ竹 ヒ ゴ を 織 り 合 せ て 花模様 を 作 る 円柱形
の龍、 「万 蔀」 に 似て い る 。

(4) 菱形花格 緯の密 な 平行線 と 経の粗な ヒ ゴが交鎖 し て 形成 し て い る 。
(5) 密緯粗経十字文、 も っ と も 数の 多 い 竹編物で 出土編物の半数 を 占 め る 。 緯 は 細 か い 竹 ヒ ゴ

を 密接 し て 編 み 、 経の ヒ ゴ は 1 ま た は 2 を使用 し 、 間隔は大 き い 。 種類 は 「鰹J r蔀J r藍」 な ど
が あ る 。
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図 3 呉輿銭 山様遺右上 出土竹編み物

1 . 出 土状況 2 - 7 . 竹編物

t折江省文物管理委員 会 『呉輿銭山様遺祉第一、

二次発掘報告J 1960 . 2 . よ り 転写

5 

6 

7 
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(6) 竹縄、 3 本の竹 ヒ ゴ を も み合 せ て 作 っ た も ので直径 3 セ ン チ 、 長 さ 16. 3 メ ー ト ル。
(7) 草編物、 第 4 層 12穴 よ り 発見 さ れた 帽子状の細か な編物で原料 に つ い て は未確認。

こ の他編布 も 数多 く 出土 し 、 材料、 編技術 な ど に つ い て 研究資料 と な っ た。 銭山様遺跡は黒

陶 を 主 と し て 出 土 し 、 良渚文化 に 編年 さ れ、 出土植物 な ど に よ る 1 4 C の年代測定 に よ り 、 最高紀

元前3310年 (炭化 コ メ ) 、 新 し い デ ー タ と し て は紀元前2075年 (竹縄) と い う 年代 が 出 さ れ て い

る 。
(L� 

杭州市水 田暇遺跡は下層第 4 層 に 黒陶や灰陶 を 出 し 、 上層第 3 層か ら は 印紋陶及 び軸陶 を 出土

す る 。 こ の こ と か ら 良渚文化 と 湖熟文化の二時期 と す る こ と がで き る 。 第 4 層 に は多量の植物種

子が発見 さ れ特 に 灰杭中 よ り 印紋陶、 灰陶 に 混入 し て 竹編物が出土 し て い る こ と は注 目 さ れ る 。

こ の編物 は 実測図 が付 さ れて い る が幅 に 違い の あ る 竹材 を 2 経、 2 緯編技法 と し て い る 。 報告書

に は 「藍子」 の残片 に み え る 、 と し て 復原図 を 付 し て説明 し て い る 。

中園長江流域周辺の先史遺跡か ら は数多 く の編物が出土 し て い る が材質、 技法に つ い て 精察 さ

れた も の は必 し も 多 く 報告 さ れて い な い 。 こ れ ま で の と こ ろ 葦 な ど の草編物、 竹編物が 目 立つ。

竹編物は 材料が豊富で あ る こ と と 、 低湿地帯 に お け る 最適の材料で あ る こ と に よ っ て 数多 く 選択

さ れた も の と 考 え る こ と がで き る 。

さ て 中園長江流域 は 西 日 本一帯の気候 に 類似 し 、 常緑広葉樹林、 一部 に 落葉樹 を ふ く む 照葉樹

林帯で あ る 。 こ れ ら の植生 に は編物の材質 と し て 適当 な も の が 多 い と 思 わ れ る が、 果 し て 数多 く

の資料が 出土 し て い る 。 こ れ ら 先史時代の編物材料 に つ い て の充分 な 研究 は今後の課題で あ る 。

こ の た び 曽 畑貝塚低湿地遺跡の調査 に よ っ て 植物繊維 を も と に し て 編物、 編布の一部 に イ ヌ ピ ワ 、

ア ケ ビ、 カ シ類、 ケ ヤ キ な どが材料 と し て使用 さ れて お り 、 常緑、 落葉樹林の一部が対象 と さ れ

て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た轟式土器文化層下の第 16層の木材 と 、 一部第12層 (轟式) の

流木に 針葉樹林が存在 し て い た こ と な ど、 植生の問題 に 木材遺体そ の も のか ら の割 り 出 し が可能

に な っ た 。 こ の よ う な検査結果は半島、 大陸、 特に 中園長江流域低湿地帯の考古学研究 に 大 き な

研究課題 と な ろ う 。

わ が 国 の編布、 編物の 問題 に つ い て は渡辺誠の研究 に よ る と こ ろ が多 い が、 そ の材質研究 に つ

い て の カ ジ ノ キ ( 楕 ) の 原 流 を 東 ア ジ ア と し た と す る 説 を 江坂輝覇 は 立 て て い る 。 こ の こ と は
た 〈

『広州記J (斐淵) に み え る 梼 ( コ ウ ゾ) の製作 に 同 じ で、 江坂の タ パ の文化 に 広 が り を も っ と

い う 見解が次第 に 明確化 さ れ る こ と に な る 。 こ こ に 江坂輝粛 の研究 に 敬意 を あ ら わ し た い と 思 っ

て い る 。

注
(1) 渡辺誠 「 ス ダ レ状庄痕の 研究」 、 『物質文化』 、 26 、 1976

(2) 朝 日 新聞社刊 『週間朝 日 百科J96、 「世界 の 植物一編物 と 染 めJ (吉 田 光邦、 「織 り の文化 と 系譜J 197 7  

(3) 渡 辺 誠 「編布 お よ び カ ゴ底圧痕 に つ い て J r 野 々 市町御経塚遺跡』 、 1983
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(4) 郎部市文物保管所、 師都地区滋山 考古隊短訓班 「河北磁 山新石器遺祉試掘J f考古J 1977 ( 6 期)

(5) 安定、敏、 「斐李 樹 、 磁 山 和仰飼一試論中 原新石器文化的淵源及発展J r考古J 1979 ( 4 期) 、 河南省 開 封

地 区文物管理委 員会編 『斐李尚文化J 1979 

(6) 中 国 社会科学院考古研究所、 文物出 版社編 『 中 国 考古学中磁14年代数据集1965-198U 、 1983

(7) 河郷渡遺祉考古隊 「斯江河郷渡遺祉第 2 期発掘的主要収獲J r文物J 1980 ( 5 期)

(8) 下村悟史 『押型土器 底部 の ア ン ペ ラ 状圧痕 の 一例J r古代文化J 28、 1 976

(9) 断江省文物管理委員会 「漸江銭 山襟遣社第 1 、 2 次発掘報告J r考 古学報J 1960 2 

ω 漸江省文物管理委員会 『杭 州 水 回 目反遺祉発掘報J r考古学報J 1960 2 
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6 . 九�IIII 曽 畑 貝塚低湿地遺跡発掘参加報告

大韓民国 ソ ウ ル大学博物館長 任 孝 宰

九州 の熊本県宇土市 曽 畑貝塚は新石器時代 に お け る 韓 ・ 日 の文化交流関係 を 語 っ て く れ る 日 本

内 最大 の代表的遺跡で あ り 、 両国 の学界で早 く か ら 注意 さ れて き た。 な ぜ な ら ば、 こ こ で 出土 し

た 土器類 は 、 日 本新石器時代の特徴的縄文伝統 と は違 う 異質 の存在で あ り 、 そ の諸特徴が、 む し

ろ 韓国新石器時代の櫛文土器 と 類似性が多い た め で あ る 。 と こ ろ で、 今か ら 3 年後、 来 る 1990年

に 完成予定 の 国 道 バ イ パ ス が作 ら れ、 こ の遺跡 を 貫通す る の で、 熊本県教育委員会の主管下 に 熊

本県文化課調査 団 (調査主任 ・ 江本 直) は昨年 9 月 か ら 、 お お よ そ 9 カ 月 間、 約80 0 m2 に 及 ぶ

大規模 な 緊急発掘 を 行 っ た が、 そ れ を 契機に し て 、 筆者 は 日 本古代学協会の招請 に よ り 、 曽 畑貝

塚低湿地遺跡発掘 に 6 月 中 に 一週間参加す る 機会 を 持つ こ と が 出 来 た 。

今回 の発掘作業 は 員殻が堆積 し て い る 貝塚の中心部か ら 南西 に 約100m離れた 地 点 を 集 中 発 掘

し て い て 、 現地表 よ り 約 3 m 厚 さ の遺物包含層か ら 曽 畑土器片約2000点 を は じ め 多量の ド ン グ り

な ど2500点が 出 土 し た。 特 に 、 こ の包含層 の下に は 、 い つ も 地下水が流れて い る た め 、 湿 っ た泥炭

層 が形成 さ れて い て 、 信 じ ら れ な い程、 当時の先史人達が使用 し た 、 木器や食料品 な どが原形の

ま ま 保存 さ れて お り 、 筆者 を 大層驚かせた。 幅10 5m、 深 さ 約60叩 の大 き さ の楕 円 形 貯 蔵 穴62個

が発掘 さ れて い て 、 そ の穴 の 中 に は 腐 っ て い な い 、 驚 く べ き 量の ド ン グ リ 、 緑色 そ の ま ま の木の

葉、 瓢箪、 そ し て ド ン グ り を 入れて い た 寵 な ど、 今 日 ま で は な か な か残 り 難い植物性物質 な どが、

ま る で幾 日 前 に 捨 て た よ う に 生 々 し い姿 を 残 し て い て 、 そ れ だ け で は 無 く 体重100kg を 超 え る 猪、

鹿 な ど の獣骨、 そ し て タ イ な どの魚骨 も 多量に 出土 し て 先史時代の生活層 そ れ に 自 然環境の復元

研究に も 稀 に 見 る 貴重 な 端緒が提示 さ れた。

遺物の な かで、 われわれの関心 を 強 〈 引 い た の は 、 や は り 数的 に も っ と も 多 く 出土 し た約2000

点の土器で あ っ た 。 土器 を ど の よ う な形態に 作 っ た のか、 そ の表面 に どん な手法で ど の よ う な紋

様 を 施紋 し た か と い う 点 は 、 時代の変遷や文化的関連性 を 最 も 敏感 に 反映す る 重要 な要素 と な る

為、 こ の よ う な 事 を よ く 観察 ・ 分析すれば先史時代の韓 ・ 日 の 関係 を 語 っ て く れ る 決定的 な歴史

的論拠 と な る 。

日 本の学界で は 、 こ こ で 出土 し た土器 を 曽 畑遺跡の地名 を 取 り 曽 畑式土器 と い う 名 称で呼ん で

い る 。 こ の よ う な型式は 日 本 に お い て も 特に 九州地域に 密集分布 し て お り 、 い ま ま で 約 1 5 0 カ 所

が知 ら れて い る 。 と こ ろ で、 こ の土器 は 日 本の新石器時代の典型的 な 縄文土器の伝統 と は大 い に

違 い 、 異質的で あ る 。

今度の発掘に よ り 出土 し た 土器 を 観察 し て 見 る 時、 明 ら か な 特徴が見 ら れ る が、 最初 に 、 そ の

土器の形態 は底部が 円 底 を な す砲弾形で、 二番 目 に 、 紋様装飾に あ っ て は縄文で は な く 線 を 引 い

て (沈線に よ り ) 幾何学的紋様 を 施紋 し つつ、 三番 目 に 、 土器表面 を 上 に し て 三等分 し て 各 々 異
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な る 紋様要素 を 施紋 し て 装飾 し て お り 、 土器 を つ く る 粘土 に 滑石 を 混入 し で あ る 。 こ の よ う な 諸

特徴は 、 日 本の縄文時代の他の土器 に は 見 る こ と の 出来 な い 異質的 な も の で 、 韓国の櫛文土器 と

共通 し た 特徴点 だ 。 加 え て 、 い ま ま で 日 本内 で発見 さ れた 約150 カ 所の こ の よ う な 系 統 の 遺 跡 は

等 し く 韓半島 と 距離上、 最 も 近 い 九州地域に 密集、 分布 し て お り 、 年代上 に あ っ て は韓国櫛文土

器が B . C . 4000年前後で あ り 、 日 本の場合 B . C .  3500年前後 と 近似性が あ る 。 こ の よ う な

曽 畑土器の諸特徴が、 日 本内 の他の地方の土器 に は 見 る こ と が 出来 な い 反面、 地理的 に 近 い韓半

島 の も の と 共通性が著 し く 、 年代的 に も 近似 し て い る が、 韓国側が約500年前 に あ る の で 、 曽 畑

土器文化の 源流 を 、 韓半島 に お い て 大 き く 繁栄 し た櫛文主器文化 に 求 め る こ と は 無理の な い道理

で は な い か と 考 え ら れ る 。

勿論、 土器の裏面 に 紋様が あ っ た り 、 口縁部の上面が波状 を な す こ と が あ る な ど は 、 韓国櫛文

土器 に は 見 る こ と の 出来 な い 細 か い 相違点で あ る が、 今回の発掘 で 多 く 出土 し た 曽 畑土器文化の

故郷が韓半島 と い う 点で は 、 異論 を 提起す る 余地が無い こ と は 明 ら か な こ と だ。

曽 畑貝塚が、 こ の よ う な韓国 と 関係す る 国際性 を 持 っ た遺跡で あ る た め か 、 発掘現場 に は 日 本

内 の韓国考古学の第一人者で あ る 西谷正教授 (九州大) を 始 め 、 韓 ・ 日 新石器時代の食物の比較

に 情熱 を 傾 け て い る 渡辺誠教授 (名 古屋大) 、 サ ラ ・ タ イ ラ ー (英国 ケ ン ブ リ ッ ジ大) 、 鄭漢徳氏

(在 日 韓国 人考古学者) 等、 多 く の韓 ・ 日 関係研究学者の姿が み ら れた 。

解放以後、 40年 と い う 歳月 が流れたが、 韓 ・ 日 考古学界 は各 々 に 高 い 障壁 を 廻 ら し た状態で独

自 の研究だ け継続 さ れて 来 た と い っ て も 言い 過 ぎで は な い 。 そ う し て 、 両側の学界聞の 関係者が

多 く の分野 に 出 て き て い る の で 、 そ れ を 解決す る 上で も 、 こ の よ う な 曽 畑遺跡発掘 を 契機 と し て 、

両国 の学者達の共同 な い し 協同調査が な に よ り も 必要 な こ と で あ る 事 を 再 び感 じ ず に は い ら れ な

か っ た 。 そ う すれば こ そ 、 韓 ・ 日 古代史 に 謎 と し て 残 っ て い る 諸問題が少 し ずつ解け て い く の は

明 ら か で あ る 。

こ の よ う な 意味 で 、 今度の 曽 畑貝塚の発掘調査 を 契機 に し て 両 国 の学者が発掘現場で胸襟 を 聞

い て 韓 ・ 日 聞 に 関連 す る 学術上の見解 を 交換、 討議す る 事が 出 来 た こ と は 、 そ れ だ け で も 意義深

い こ と だ と 考 え ら れ、 こ れ を 起点 と し て 幅広 い相互の共同研究が起 こ る こ と を 期待す る 。

(1987 大韓民国考古学研究会 発表要 旨)

(訳) 熊本県教育庁文化課参事 島津義昭
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7 . 縄文時代前期 「轟式土器」 につ い て

1 ) 研究史

轟式土器は 、 轟貝塚出土の土器 を 標式 と す る 型式名 で、 今 日 縄文時代前期の前半期 に 位置づ け

ら れて い る 。 轟貝塚が学史 に 登場す る の は古 〈 、 1881年、 エ ド ワ ー ド ・ モ ー ス が貝 塚 を 巡 り 、 こ

の 貝塚 に 立 ち 寄 っ た こ と を 記載 し た こ と に 始 ま り 、 明治期 に 鳥居竜蔵 ら の来跡 と 広 く 学会 に 注 目

さ れ る よ う に な っ て い る 。

轟員塚の最初の発掘調査 は 1917年京都帝国大学の鈴木文太郎 に よ っ て 手 が け ら れ、 以来主 な る

と こ ろ 合計 5 回実施 さ れて き て い る 。 昭和の戦前 ・ 戦後で 区切れば、 前者 3 回 と 後者 2 回 で あ る 。

鈴 木 の 調 査 は 試掘 程 度 の 小 規模調査で あ っ た が、 人骨 3 体 を 検 出 し た報告が あ る 。 2 年後の

1919年 に は 同 じ く 京都帝国大学の潰 田耕作 ・ 清野謙次 と 熊本県史跡調査会が共 同 で 、 前回 の調査

区 を 中心 に 本格的 な 発掘調査 を 行 い 、 多量の土器 ・ 石器や人骨が検出 さ れて い る 。 人骨 に 伴 う 装

飾 品 の 出 土 も 報告 さ れて い る 。 そ の後、 出土土器 に つ い て は三森定男の再検討が あ る 。 次 い で 、

翌年に は 長谷部言人が単独で調査 を 行 っ て い る 。

1958年夏 に は 、 大規模の発掘調査が実施 さ れて い る 。 肥後考古学会会長小林久雄 を 中心 と し た

も の で あ る が、 当時 の 宇土町 ・ 熊本 日 日 新聞社 な どの全面的協力 と 県内 の研究者が一同 に 介 し て の 、

地元 を 主体 に し た初 め て の調査で あ っ た 。 こ れに は 、 今 日 の基本的分類 と さ れ る 松本雅 明 ・ 富樫

卯三郎の著名 な 分類作業が提出 さ れて い る 。 周知の轟式土器 A - D 類の型式分類 と 細分 で あ る 。

お っ て 、 1965年慶応大学文学部江坂輝粛の発掘調査 も あ り 、 良 好 な 包含層 を 検 出 し て い る 。

1935年小林久雄 に よ り 型式設定 さ れた轟式土器 は 、 県内各地の 出土状況や、 特 に 下益城郡松橋

町宮島貝塚での層位的把握 を 基 に し て 、 曽 畑式土器や阿高式土器 と 共 に 縄文前期 に 編年 さ れて い

る 。 こ こ で の 、 曽 畑式土器 に 先行す る と の層位的事実 に 加 え て 、 松本 ら の発掘調査 に基づ く 見解

は 、 轟式土器は A → B → C  → D 式へ の時間的移行 と 、 A 式 = 早期末、 B 式 = 前期初頭、 C . D 式

= 前期 中葉 に 位置づ け ら れ る 編年が進め ら れて い る 。 1965年乙益重隆は 西北部九州域の縄文時代

松本 ・ 富樫 (1961) 江坂 (1967) 坂 田 (1980) 河 口 (1985)

古 轟 A 式 轟下層式 古 轟 I 式
轟 B 式 轟 I 式
轟 C 式 轟上層式 ア カ ホ ヤ

新 轟 D 式 轟 E 式 ア カ ホ ヤ
轟 E 式

轟 E 式
轟 E 式

轟W 式
新 轟 W 式

轟式土器の編年観

- 284 -



第 W 章 分析 ・ 考 察

を 集成 し て い る が、 底部形状の特色 な ど を 見て 轟式土器の 中 で A 式 を 早期 に 位置づ け、 B - D 式

は前期 に 分離 し て い る 。 一方、 南九州 を 中心 に 出 土す る 塞 ノ 神式土器 は こ の時点、で前期後葉 に 位

置づ け ら れて い る が、 そ の後層位的 に 把握 さ れ る 事例が多 く な り 、 江坂輝粛 は 塞 ノ 神式 → 轟式 →

曽 畑式土器 と の変遷 を 提示 し て い る 。

轟式土器の新た な 細分作業 も 開始 さ れ、 南九州 出土土器 を 加 え た 河 口 貞徳 ・ 坂 田 邦洋 ら の作業

が あ る 。 こ こ に は 、 鍵層で あ る 「ア カ ホ ヤ」 火 山灰層の上下 を 巡 る 轟式土器の 出土状況の把握 ・

解釈の 問題が に わ か に 生 じ て き て い る 。 そ し て 、 周知の新東晃ーや高橋信武の論考 は 各 土器 の 明

確 な 出土層位の把握に 加 え て 、 轟式土器そ の も の の 規定概念の 明確化が必要 と さ れて き て い る 。

ま た 、 轟式土器か ら 曽 畑式土器への変遷、 出 自 を 求 め よ う と す る 動 向 も 生 じ て い る 。 中村慮、

田 島龍太、 渡辺康行 ら は 「野 口 ・ 阿多 タ イ プJ r プ ロ ト 曽 畑」 土器群の設定 を 、 層 位 的 な 出 土 状

況 を 基 に し て 行 っ て い る 。 轟式土器 に 見 ら れ る 、 刺突文 ・ 隆帯文区画 ・ 沈線文 ・ 押引 き 文 な どの

諸要素か ら の変遷で、 中 間 的 な 形状 ・ 文様構成 を 持つ土器群が成立 し 、 曽 畑式土器が生 じ る も の

と の観点、で あ る 。

他方、 従来か ら 注意が払われて い た 、 瀬戸 内地方の前期土器で あ る 羽鳥下層式土器 と の 関 連 は 、

潮見浩 ・ 中越利夫 ら に よ る 再検討が加わ り 、 鎌木義 昌 を 含め て そ の 出 自 と 伝播論の 問題 を 論 じ て

い る 。 こ れ に は 、 増子康真、 網谷克彦、 宮本一夫 ら の言わ ば広域的 な伝播論が展開 さ れて き て い

る 。

隆帯文土器 に つ い て は 、 及川 民次郎 ら が古 く よ り 朝鮮半島 の隆起線文土器 と の類似性が指摘 さ
れて き て い る が、 江坂輝覇、 広瀬雄ー は轟 B 式土器が影響 を 与 え た と す る 「轟 B 式土器北上伝播

説」 を 唱 え て い る 。 こ れ に 対 し て 、 ソ ウ ル大学の任孝宰、 鄭澄元 ら は 「隆起線文土器南下伝播説」
を 主張 し て い る 。 そ れ は 、 C 1 4 測定結果が隆起線文土器の方が古 く で て 年代 の 開 き が あ る こ と 、
双方の土器の文様 に は共通性が あ る が、 器形 ・ 成形技法 な ど に は 大 き な 差が あ り 、 そ れが時間差
を 示す も の で あ る と の考 え 方 を 根拠 と し て い る 。

最近で は 山 口 信義、 水 ノ 江和 同 ら の轟 B 式土器 を 中心 と し た見解の発表 も 行 われて い る 。 轟 B

式土器そ の も の を 詳細 に 見 て 、 形態的 ・ 時間的変移や出 自 の 問題への積極的見解で あ る 。

2 ) r轟式土器』 に つ い て の検討

今回の調査 に 於 い て 、 曽 畑文化層の下層 よ り 多量の条痕文土器 を 主体 と す る 文化層が検出 さ れ

た 。 こ の条痕文土器群は 、 主 に 隆帯 を 貼 り 付 け文様 を 施す特徴 を も ち 総称 し て 『轟式』 の 型式名

が設定 さ れて い る も の で あ る 。 轟式土器 は 、 第12- 16層 に か け て の シ ル ト 混 じ り の 磯層 よ り 出土

し 、 出 土点数は 12層100点 ・ 13層161点 ・ 14層123点 ・ 15層70点 ・ 16層 2 点の総数456点 で あ る 。 県

内 に お い て 、 出土量が比較的少 な い 中 で 、 轟貝塚調査以来の ま と ま っ た量の 出 土で あ る 。 こ の 第

12- 16層 は 、 轟式土器だ け を 包含す る 単純層で、 上層の第11層が 曽 畑期 の文化層 で あ る こ と か ら 、

今回の調査に よ り 層位的 に (古) 轟式 → (新) 曽 畑式の編年 を 裏付 け た 意義 は 大 き い 。

ま ず、 出土 し た 轟式土器の文様に つ い て 、 轟貝塚資料 と 比較 し な が ら 見て み た い 。 た だ し 、 『松
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本 ・ 富樫』 編年 (以後M編年 と す る ) の C 式 3 類は特徴 よ り 塞 ノ :神式 に 、 D 式 3 類 は 曽 畑式 に 比定

さ れ る こ と か ら 除外 し て 進 め た い。 ま た 、 轟貝塚に は も う 一つ 、 京大資料が あ る 。 こ れは 、 三森

定男 に よ り 分類 さ れて い る が、 文様の特徴 よ り 、 1 類 = 轟 B 式、 2 類 = 並木式、 3 類 = 轟 C . D

式、 4 類 = 阿高式、 5 類 = 曽 畑式 に そ れ ぞれ比定で き る 。 こ の分類で は 、 他型式の土器が ほ と ん

ど で あ り 、 M編年 と の混 同 を 避 け る た め こ こ で は取 り 扱 っ て い な い 。 比較表 に は 簡単 に 掲載 し て

お き た い 。 出土土器 の 中 で主体 を 占 め る の は 、 口 縁部に 数条の 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け 、 器壁が

簿 〈 焼成が良好 な 特徴 を も つ も ので、 分類で は E ー 1 類 に 、 M編年で は B 式 1 類 に 当 た る 土器 で

あ る 。 こ の土器群 は 、 各 層 に 普遍的 に 含 ま れ る が、 最下包含層の第15層が E ー 13類の刻 目 隆帯文

土器 よ り 少 な く 、 第14層 よ り 出土量が大幅 に 増 え る 傾向 が認め ら れ る 。 ま た 、 14層 に な る と 貼 り

付 け た隆帯 に 変化が現れ、 色 々 な モ チ ー フ の隆帯文が出土 し 、 胴部 に 隆帯 を 貼 り 付 け る も の も あ

る 。 し か し 、 主体 と な る の は や は り 文様が 口 縁部 に 集約 さ れ る も の で あ る 。 さ ら に 、 第14層 か ら

は B - 2 ・ 3 類 に 分類 し た押引 き に よ る 文様 を 施 し た土器が出土す る 。 こ の土器 は 、 上層の第 13

層 よ り 出土 し 、 E - 11類 に 分類 し た 胴部 に 刻 目 隆帯 と 押引 き 文 を 併用 し て 施す土器 と の 関連が考

え ら れ る 。 ま た 、 E - 11類の土器 は 、 第15層出土の E - 13類 に 分類 し た 断面 が カ マ ポ コ 形 を 呈 し

刻 目 を 施す 土器 と の 関連 も 考 え ら れ る 。 前記の三者 を 出土層位や文様の系譜 よ り 考 え て 、 E - 13 

類の刻 目 隆帯 と B - 2 ・ 3 類の押引 き 文 と が融合 し た結果が E ー 11類 と な る こ と 。 つ ま り 、 E -

13類 + B ー 2 ・ 3 類 → E - 11類の図式 を 考 えて い る 。 ち な み に 、 E - 11類の土器 は M編年の B 式

3 類に 当 た る も の で あ る 。 ま た 、 E - 1 類 と E - 13類の土器 は第15層 の 同一層 か ら 出土 し て い る

が、 上層で も 閉 じ 傾 向 が認め ら れ、 こ の現象は本来の姿 と し て捉 え ら れ る 。 両者共に 、 轟式の主

流の土器 と し て 捉 え ら れ る 。 す な わ ち 、 E - 11類は E - 13類の文様の発展形態 と し て 考 え 、 E -

1 類の文様 は 、 縦方 向 や 斜方 向 な どの各種の文様モ チ ー フ に 分化 さ せ な が ら 、 そ の ま ま 残 る と い

う 発展形態 を た どれ る も の と 見て い る 。
曽 畑 員塚低湿地遺跡 出 土 の H 群土器 と

『松本 ・ 富樫』 お よ び三森分類 と の 比較

曽畑盟国地幽土土留分顕 『絵本 ・ 富程�J 分繍 =1続分銅

S学 鯛 (熊大資料) (京大賢科)

A 鯛

B - 1 銀
- 2 煩 1 煩 ?
- 3 矧

n I C 鯛 D 式 1 剣

o - 1 傾 A 式 ー C 式 1 顕 3 煩
- 2 鰍 A 式 ー C 式 1 額 3 額

E - 1 a 餌 B 式 1 傾 1 額 ?
- 1 b 領 B 式 l 顕 1 m .  
- 2 m B 式 2 観 1 煩 ?
- 3 額 B 式 2 顕 l 額 ?
- 4 傾 B 式 2 罰 ? l 顕 ?
- 5 傾 B 式 2 個 ? 1 娘 ?
- 6 観
- 7 悶

目撃 - 8 m 
- 9 観
- 10 悶 B 式 3 照 1 鎖
- 1 1  m B 式 3 翻 1 刻
- 12 傾
- 13 蹴 B 式 3 嗣- " 鏑

到民三号集分銅 (J:{大賞斜} の実樹園 お よ び文窓 を照会 し 判断する

と 1 m a ・ B 式 2 m 箇 並木式 3 鎮 = a c . o 式

4 掴 個 阿高式 5 傾 a ll畑式

に 銅 当す る も の と 考え られ、 2 ・ 4 ・ 5 煩は除外 し た。

次 に 、 前述の隆帯 を も っ土器群 と 比較す る と 、 器壁

が厚 く 焼成がやや不良の土器 が認め ら れ る 。 こ の土器

は、 分類で は D 類 に 、 条痕 に よ る 複合鋸歯文 あ る い は

流水文 に 類似 し た文様 ら し き も の が認め ら れ る こ と か

ら 、 M編年で は前者が轟 A 式 に 、 後者が C 式 に 相当 す

る も の と 考 え ら れ る 。 こ の D 類土器 も 、 第15層 を 初現

と し て 上層の第12層 ま で普遍的 に 出土 し 、 な おかつ、

上層 に な る に し た がい 量的 に 増 え る 傾 向 が見 ら れ る 。

ま た、 M編年で述べ ら れ る C 式に 相 当 す る 土器 は 層位

的 に 上層 よ り 出現す る の で は な く 、 意外に も 下層の第

14層 中 か ら認め ら れ、 A 式土器 と 同 時 に存在す る こ と

が確認 さ れ る 。 こ の こ と は 、 松本 ・ 富樫が言 う (古)
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A 式 → B 式 → C 式 → D 式 (新) の編年 は一概 に は該当せず、 む し ろ A 式 ・ B 式 ・ C 式の 土器が、

縦で は な く 横 に つ な が る 系統、 つ ま り 同時併存す る 状況 を 示 し て い る 。 ま た 、 B 式 3 類 と し た 刻

目 隆帯 と 刺突文や沈線文 を 併用 す る 土器群は r B 式の変形 と し て 捉 ら え ら れ る も ので あ っ て 、 轟

式の主流で は 無 い 」 と さ れて い る 。 し か し 、 今回の調査結果 で は 刻 目 隆帯 に 押 引 き 文 を 併用 し た

E -l l 類 は 、 そ の祖型 と 考 え ら れ る 刻 目 隆帯のみ を 施 し た 土器 E ー13類の発展形態 と し て 捉 え ら

れ る 可能性が強 い こ と か ら 、 逆の結果 と な っ て い る 。 次 に 、 第12層 と 第 13層 中 よ り 注 目 さ れ る 土

器が出土 し て い る 。 前層か ら は 、 押引 き 文に よ る 文様モ チ ー フ を も ち 、 B - 1 類 に 分類 し た土器

と 、 後 層 か ら は短沈線文 に よ る 文様モ チ ー フ を も ち 、 C 類 に 分類 し た 土器。 前者の B - 1 類土器

は 、 押引 き 文 に よ り 区画帯 を 設 け た 後、 中 に 綾杉状 に 充填す る も の で 、 押引 き が深い 。 そ し て 、

細 く シ ャ ー プで 、 区画帯 を も ち 、 綾杉状文様 を 充填す る な ど 曽 畑式 と の共通点が 多 い 。 こ の土器

は 、 桐部片 だ け の 出土で あ り 、 全体形 を 不明 と し て い る が、 轟 B 式、 ま た は 、 曽 畑式 と 同様で 口
縁形態 に 変化 は 少 な く 丸底 を 呈す る 深鉢 と 考 え て い る 。 ま た 、 後者の C 類土器 は 直 口 す る 口 縁部

に 沈線が途中で途切れ る 短沈線文 を 5 条 ま た は数条横走 さ せ た も の で あ る 。 短沈線は細 く シ ャ ー

プで、 聞 の 間隔 は 広 く 1 . 5 cm程で E - l 類の横隆帯文土器 と 隆帯 聞 の 間 隔 と 同 じ で あ る 。 器形 は 、

直 口 す る 口 縁で胴部の変化が少 な い 深鉢で、 底部 は丸底 で あ ろ う 。 前者の B - l 類土器 は 、 現在

の と こ ろ 県 内 は も ち ろ ん県 外 に も 類例 を 見 な い が 、 器面調整 と 施文具 は 轟式の特徴 を 、 文様モ チ

ー フ や施文方法 は 曽 畑式の特徴 を 備 え て お り 、 よ り 曽 畑式 に 近 い 。 後者の C 類土器 は 、 長崎県長

崎市の深堀小学校遺跡出土の第 E 群第 1 類に分類 さ れて い る 沈線文土器 に 類似 し て い る 。 よ り 轟

式的 な 文様 モ チ ー フ を 残 し て い る こ と か ら 、 『野 口 ・ 阿多』 タ イ プ と さ れ、 沈線 ま た は 短 沈 線 文

に よ り 重弧文状や半円状の文様 モ チ ー フ を も っ土器群 よ り 先行す る も の で あ ろ う 。 い ずれ に し て

も 、 両者は轟式か ら 曽 畑式 に 移行す る 途中段階の土器、 つ ま り 、 『野 口 ・ 阿多』 タ イ プ や 『 プ ロ

ト 曽 畑』 あ る い は 、 『中間土器群』 と 呼ばれ る 一連の土器群の 中 のーっ と し て 捉 え ら れ る 。 次 に 、

出 土 し た議式の器形の特徴 に つ い て 見 て み た い 。 今回出土 し た轟式土器 は 、 す べ て が小破片で器

形全体 を 窺い 知 る 程の土器片 は 無 い 。 そ し て 、 生活祉遺構の検出 が な い た め 、 生活の場そ の も の

で は な く 、 包含層 は二次堆積土 と 判断で き る 。 と こ ろ で、 土器の 出 土量 は か な り 多 く 、 土器 自 体

が あ ま り 磨滅 し て い な い こ と か ら 、 遺物の供給地す な わ ち 生活場所は 近 く に 接 し て い る と 思 え る 。

ま た 、 層 自 体は時間的 に 正 し い堆積順序 を示す も の と 判断 し て い る 。 出 土土器の 器形 は 、 大 ま か

に 2 種類 に 分 け ら れ る 。 一つ は 、 底部 よ り 直 口 気味 に 立 ち 上 が り そ の ま ま 口 縁 部 に 至 る 単純 な 形

態の丸底 を 呈す る 深鉢 と 、 他方 は胴部が膨 ら み頭部で締 ま っ た あ と 口 縁部が大 き く 聞 く 深鉢で あ

る 。 い ずれ も 、 文様 モ チ ー フ の違い に よ り 分 け ら れ る 。 前者 は 、 横走貼 り 付 け の 隆帯文土器で 、

口 縁部 に 文様 を 集約 さ せ た E - l 類土器 を 中心 と し た も の で あ る 。 こ れ に は 、 縦方向 ま た は 斜方

向 の 隆帯文土器 も 含 ま れ る 。 つ ま り 、 E - 1 類土器 を 祖型 と し て 隆帯が変化 し た と 考 え る 土器群

で あ る 。 後者 は 、 胴部 に 文様 を 集約 さ せ た も ので、 刻 目 隆帯 と 押引 き 文 あ る い は 沈線 な ど他の文

様 を併用 す る E -ll類土器 に 限 ら れ る よ う で あ る 。 押引 き 文だ け を 施文す る 土器 は 、 膨 ら む胴部
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第 W 章 分析 ・ 考察

に短い 口 縁部が付 く も の で 、 口 縁部 は 外反 し 、 浅 い 器形の鉢 ま た は深鉢で あ ろ う 。 底部 は 、 尖底

と 丸底 と 考 え ら れ る も の が 出土 し て い る 。 今回 出土の隆帯 を 施文す る 土器 は 、 す べ て 器壁が薄 く 、

焼成は 非常 に 良好で あ る 。 底部近 く の破片の傾斜角度か ら み て 丸底 と 判断で き る 。 出 土 し た尖底

の器形が問題 と な る 。 こ れ ら の尖底 は 、 器壁が厚 く 焼成が あ ま り 良 く な い。 こ れ は 、 D 類土器が

示す特徴 と 一致す る こ と か ら 、 こ の土器群の底部 と 考 え ら れ る 。 M編年の A 式か C 式土器 に 当 た

る 。
第 1 0 表 曽 畑貝塚低湿地遺跡に 於 け る 轟式土器編年

早
期

初頭

前前

半

期

後
半

， ア カ ホヤ
D 頬 E - [ 類

E - 7 頬 E - 4 類

E - 2 類煩 いE - 8 頬 E- 5 類 - 3 類

I E - 2 頬 E
- 2 類

C 類
日 - [ 類

一一一一一一曽一__-L畑- 式一一一 一 一一一一ー

3 ) 県内 資料 と の 比較 と 編年

現在、 県 内 に 於 い て 轟式土器が出土 し て い る 遺跡数は非常 に 少 な い 。 地域 ご と に 見て み る と 、

お お ま か に ①県北部地域 : 尾 田 貝塚 (玉名郡天水町) ②宇土半島 周辺地域 : 轟貝 塚 (宇土市宮 ノ

正町) ・ 西 岡 台 貝 塚 (宇土市宮 ノ 庄町) ・ 曽 畑貝塚 (宇土市岩古 曽 町) ・ 曲 野遺跡 (下益城郡松

橋町) ・ 宮島貝塚 (下益城郡松橋町) ③熊本市周辺地域 : 庵の前遺跡 (熊本市竜 田 町) ・ 竜 田 陳

内遺跡 (熊本市竜田 町) ・ 松 ノ 木坂遺跡 (上益城郡矢部町) ④阿蘇周辺地域 : 谷頭遺跡 (阿蘇郡

西原村) ・ 桑鶴土橋遺跡 (阿蘇郡西原村) ・ 本屋敷遺跡 (阿蘇郡西原村) ・ 小無 回 鶴遺跡 (阿蘇

郡久木野村) ・ 西一丁 目遺跡 (阿蘇郡久木野村) ⑤八代周辺地域 : 岩立 C 古墳 (八代郡宮原町)

⑤人吉地域 : 鼓 ガ峰遺跡 (人吉市願成寺町) の六つの地域 グル ー プ に 分 け ら れ る 。 各遺跡共 に 、

土器の 出 土量が非常 に 少 な く 、 ま と ま っ た量が出土 し て い る の は轟貝塚だ け で あ る 。 な お、 ② グ

ル ー プの西岡台貝塚 ・ 曽 畑貝塚 ・ 宮島貝塚、 ④ グル ー プの本屋敷遺跡 ・ 小無 田鶴遺跡 ・ 西一丁 目

遺跡は未報告で あ る た め 明確 な 比較 は で き て い な い 。

1 . 尾 田 貝塚

菊池川左岸で扇状地先端部の徴高地上 に位置す る 。 第 4 層下部か ら 、 器壁が厚 く 内外面 に 条痕

の み を も つ も の と 、 器面 を 丁寧 な ナ デで調整 し た後、 内面 口 縁部 と 外面全体 に 数条単位の押引 き

文 を 平行 ま た は波状 に 施文 し 、 さ ら に 細い隆帯 を 縦位 に 貼 り 付 け た 文様 モ チ ー フ を も っ 2 種類 の

土器群 が 出土 し て い る 。 こ れ ら の土器群 に は 、 曽 畑式土器が共伴 し て い る 。
2 . 曲 野遺跡
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台地上の遺跡で、 『 ア カ ホ ヤ 』 の火 山 ガ ラ ス を 含む第 E 層 (黄褐色土) 中 か ら 押 型 文 土 器 や 曽

畑式土器、 晩期の土器な ど と 共 に 出土 し て い る 。 土器は 、 器壁が厚 〈 内 外面 に 粗い 貝 殻条痕 に 器

面調整 を 行 っ た 、 尖底片 で あ る 。 上半部 を 欠失す る が轟 A 式の底部片 と 見て い る 。

3 . 庵 の前遺跡

熊本市東部の 白 川右岸の 山麓部 に 位置す る 遺跡で 『ア カ ホ ヤ』 を 含 む 第 E 層 (褐色土) の下部

か ら 第 IV 層 (暗褐色土) 上面が包含層で、 押型文土器や塞 ノ 神式土器 な ど混在 し た 状態 で 出土 し

て い る 。 土器 は 2 個体 あ り 、 一つ は 内外面 に 条痕 に よ る 器面調整 を 施 し た 後波状 ら し さ 文様 を 全

面 に 施 し て い る 。 器形は 、 直 口 気味 に 立 ち上が り 、 口 縁部がやや外反す る 深鉢で あ る 。 他方は 、

内 外面 に 条痕 に よ る 器面調整 を 施 し た 、 尖底の底部片で あ る 。 轟 A 式 と さ れ る 。

4 . 竜 田陳 内遺跡

熊本市東部の 白 川 右岸の丘陵上に 位置す る 遺跡で、 前述の庵の前遺跡 に 近接す る 。 『ア カ ホヤ』

を 含む 第 W 層 (暗褐色土) 上面か ら 、 押型文土器や後 ・ 晩期の土器 と 共 に 出土 し て い る 。 土器 は 、

少量の 出土で条痕調整の後、 ロ 縁部 に 隆帯 を 横位に 貼 り 付 け た轟 B 式 1 類土器 と 、 膨 ら む 胴部 に

刻 自 隆帯 と 押引 き 文 を 併用 し た文様 を も っ轟 B 式 3 類土器の二種類で あ る 。 な お、 同調査区か ら

は多量の 曽 畑式土器 も 出土 し て い る が、 地点 を 異 に し て い る 。

5 . 松 ノ 木坂遺跡

阿蘇外輪山 の裾野で、 標高600- 700 m の 台地上 に位置 し 表面採集資料で あ る 。 土器 に は 、 隆帯

を も つ も の は な く 、 口 唇部 に 刻 目 を も ち 、 横 と 斜方 向 の条痕 に よ り 文様 ら し き も の を 施 し た土器

群 と 、 内 外面 を 条痕 に よ る 調整 を 行 っ た 後流水状 ま た は波状 に文様 ら し き も の を 施 し た土器群が

あ る 。 前者は特徴 よ り 轟 A 式、 後者 は轟 C 式で あ ろ う 。 共 に 、 塞 ノ 神式土器や 曽 畑式 な ど も 出土

し て い る 。

6 . 谷頭遺跡

阿蘇外輪山 の 西斜面で 、 標高約400m の舌状台地上に 位置 し 第 皿 層上面 ( ア カ ホ ヤ ? ) か ら 一

括 し て 出土 し て い る 。 土器 は 、 1 個体だ けで条痕調整の後細 い 陸帯 を 横位 に 貼 り 付 け た も の で 、

器高が高 〈 細身の深鉢で あ る 。 Il__句 !立 、 平底 を 呈す る 。 報文で は轟 B 式 に 近似す る 土器 と し て い

る 。 こ の他 に 、 塞 ノ 神式土器や 手 向 山 式土器、 そ れ に 後 ・ 晩期の土器 も 出土 し て い る 。

7 . 桑鶴土橋遺跡

阿蘇外輪山 の 西麓で、 台地上 に 位置 し て い る 。 遺物は 、 『ア カ ホ ヤ』 が含 ま れ る と 考 え ら れ る

第 W 層 (貧褐色土) 中か ら の 出土で、 隆帯 を 横位に 貼 り 付 け た轟 B 式土器 と 隆帯 に 刻 目 を 施 し た

轟 B 式 3 類土器、 そ れ に 波状の文様 ら し き も の を 施 し た轟 C 式、 隆帯 を 縦に 貼 り 付 け た 口 縁部 を

も っ土器 な どが 出土 し て い る 。 轟 C 式土器の底部 は 、 丸底の よ う で あ る 。 こ の他 に 、 同 層か ら は

曽 畑式土器が多量 に 出土 し て い る 。

8 . 岩立 C 古墳

谷 に 向 か つ て 舌状 に 延 び る 徴高地の先端部 に 位置 し 、 古墳の墳丘下部包含層 中 よ り 出 土 し た 。
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『 ア カ ホ ヤ 』 層 と の関係は 明 ら かで な い 。 出土土器 は 、 口 縁部に 隆帯 を 横走 さ せ貼 り 付 け た轟 B

式土器 と 、 条痕だ け の轟 A 式土器、 条痕調整の後流水状 あ る い は 波状の文様 ら し き も の を 施 し た

轟 C 式 と 考 え ら れ る 土器 が 出土 し て い る 。 ま た 、 2 点で は あ る が、 轟式の も の と 考 え ら れ る 平底

の 底部片が 出土 し て い る 。 他 に 、 同 層 か ら は撚糸文土器 も 共伴 し て 出 土 し て い る 。

9 . 鼓ヶ 峰遺跡

球磨盆地 を 流れ る 球磨川 の右岸で シ ラ ス を 基盤 と し た舌状の 台地上 に 位置 し 、 土器 は 、 VI a 層

(貧褐色砂質土) 中 よ り 出土 し て お り 、 下層 の 羽 b 層 (賞褐色粘質土) が 『 ア カ ホ ヤ 』 で あ る 。

出 土土器 は 、 ナ デ に よ る 丁寧 な 器面調整 を 行 っ た 後、 内面 口 縁部 と 外面全体 に 3 - 5 条単位の押

引 き 文 を 口 縁部 よ り 間隔 を お い て 平行 に 施文 し 、 さ ら に 上か ら 細 い 隆帯 を 貼 り 付 けて い る 。 隆帯

は 、 縦 と 横 を 組 み 合わ せ た モ チ ー フ を も っ。 同層か ら は 、 曽 畑式土器 な ど も 共伴 し て 出土 し て い

る 。 ま た 、 『 ア カ ホ ヤ』 の下層 で あ る vn層か ら は押型文土器 と 共に 、 内 外面 ま た は 片 方 に 条痕 を

も っ土器 も 出土 し て い る 。

以上、 県 内 に 於 い て 出土 し た轟式土器 に つ い て 簡単 に 述 べ た が 、 問題点 と 出 土遺跡の時期的 な

位置 に つ い て 若干触れて み た い 。 ま ず、 各遺跡共 に 4 型式 に 分類 さ れた 轟式土器の 中 で 1 型式単

独で出土 し た所 は 少 な く 、 ほ と ん ど複数の型式が同一層 か ら 出土す る 傾 向 が認め ら れ る 。 庵の前

出土の土器で、 A 式 と さ れて い る 波状の文様 ら し き も の を 施す土器 は 、 C 式 と 判断 で き 、 A 式 と

C 式土器の共伴 と 捉 え て 可能で あ ろ う 。 ま た 、 松 ノ 木坂 ・ 岩立 C 古墳包含層 出土の轟式 に も 同様

に 捉 え ら れ る 。 桑鶴土橋の場合 は 、 B 式 1 類 と B 式 3 類土器 な ら び に C 式土器が共伴状態 で 出 土

し て い る 。 こ れ ら の 事例 は 、 A 式 と C 式土器が共存す る 可能性 を 強 〈 示 し た も の と 見れ よ う 。 こ

の よ う な 、 各遺跡 に 於 け る 轟式土器の 出 土傾向 は 、 今回 曽 畑貝塚低湿地の調査で 出 土 し た 轟式土

器が A 式 と C 式土器が共存す る と 判断で き る こ と と 同 じ く し て い る 。 加 え て 、 こ こ で は B 式土器

も 共伴 し て い る の で あ る 。 こ の よ う に 見て く る と 、 A 式 と C 式土器 は 、 胎土や焼成、 器面調整、

器壁の厚 さ な ど に 、 種 々 の類似点が認め ら れ る 。 す な わ ち 、 時期 を 異 に し て C 式土器 を 分離す る

こ と に は疑問が持たれ る 。 と すれば、 M編年の再考 を 必要 と し て く る が、 さ ら に 類例の増加 を 待

ち た い 。 轟式の底部 は 、 轟貝塚 を 含 め 曲 野遺跡 ・ 庵の前遺跡 ・ 谷頭遺跡 ・ 桑鶴土橋遺跡 ・ 岩立 C

古墳下包含層 の 6 遺跡で 出 土 し て い る 。 曲野 と 庵の前 は 、 A 式の も の と 考 え ら れ る 尖底 の 底部、

桑鶴土橋 は C 式で丸底の底部で あ る 。 轟貝塚は、 A 式が尖底 あ る い は丸底の底部で、 B 式 と C 式

は平底で あ ろ う と さ れて い る 。 し か し 、 明確 に 全体 を 復原 で き る も の は な く 、 捉 え 方 も あ い ま い

で あ る と 言 わ ざ る を え な い 。 ま た 、 岩立 C の平底底部片 を 、 調査者 は 轟式の も の と さ れて い る

が、 一方 は 、 底径が大 き く 底部 と 体部の境が丸 く な り ほ ぼ直 に 立 ち 上が る 。 ま た 、 同 層 か ら は撚

糸 文 土 器 も 出 土 し て い る こ と な どか ら 塞 ノ 神式土器の底部で あ る 可能性が強 い 。 他方 は 、 明確

な 底部片で は な く 復原 で あ り 尖底 と も 考 え ら れ る こ と か ら 、 こ れ も 轟式 に 平底 の 底部が存在す る

と い う 明確 な 事例 と は で き ま い 。 今回の 曽 畑の調査 に 於 い て も 平底 の 底部 は 出 土 し て い な い 。 谷

頭遺 跡 の 隆帯 を も っ 平 底 の 深鉢 は 、 大分県直入郡荻町に所在す る 右京西遺跡の 『 ア カ ホ ヤ』 火
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早期

前

期

第 W 章 分析 ・ 考察

第 1 1 表 熊本県内 出土の轟式系土器編年

初頭

前

半
- - - -
後半

谷頭 ・ 庵の前遺跡

ア カ ホ ヤ
轟貝塚 曽畑貝塚 曲野 ・ 松 ノ 木坂 ・ 桑鶴土橋遺跡

低湿地 岩立 C 古墳下包含層

竜田棟内遺跡

尾田 ・ 鼓 ヶ 峰遺跡

ー一 宇 ー 一 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー - -，ー ー 一 一 一 ー 一 ー ー ー ー ー ー ー
曽 畑 式

山 灰直下の 層 か ら 出土 し た 土器 に 類似 し 、 こ の ほか県内 で は類例 を 見 な い。 調査者 は 、 従来の轟

式範曙 に 含 め な い と し て 、 新た に 轟 1 ・ 2 式 と し て 形式設定 を 行 っ て い る 。 『 ア カ ホ ヤ 』 火 山 灰

直下か ら の 出土で あ る こ と か ら 、 議式の 中で も 古式 と 考 え 、 ま た 、 轟式の底部 は 平底 → 尖底 ・ 丸

底 に 変 化 す る と し て い る 。 こ の土器 は 、 轟式 と す る か ど う かが論議 さ れて い る 。 少 な く と も 、

県 内 で轟式の平底 の 存在 を 確認 し た事例は他に な い 。 B 式 は丸底で、 A 式 と C 式 は 尖底 ま た は丸

底で あ る 。 B 式 は 現在の と こ ろ 、 『 ア カ ホ ヤ』 直上 よ り 出土す る の が一般的で 、 県 内 の 事例 も そ

の こ と を 如実 に 示 し て い る 。 し か し 、 A 式や C 式 に つ い て は 『 ア カ ホ ヤ』 直下の 層 ま で さ か の ぼ

る 可能性が あ り 、 庵の前の事例がそ の可能性 を 示唆 し て い る 。 ち な み に 、 今回の 曽 畑 の 調査 に 於

い て 地質分析 を 実施 し た と こ ろ 、 『ア カ ホ ヤ』 の 火 山 ガ ラ ス は第 16層 中 に 多量 に 含 ま れ る と い う

分析結果が でて い る 。 尾 田 ・ 鼓ヶ 峰出土の轟式は、 器面調整や文様モ チ ー フ に 於 い て 従来の轟式

と は異 に し て お り 、 今の と こ ろ 県 内 ・ 県外 を含め他に類例 を 見 な い 土器 で あ る 。 し か し 、 隆帯 を

持 ち 押引 き を 併用 す る こ と や器形 に 於 い て 共通す る 部分 も 認め ら れ る 。 出 土 し た 両遺跡に 於 い て

は 、 同 じ 層 よ り 曽 畑式 を 共伴す る 共通点 が あ り 、 調査者が言 う よ う に 轟式の発展形態で捉 え ら れ

る の で あ ろ う か。 今後、 類例資料の 出現が待たれ る 。

以上、 簡単 に 県 内資料 に つ い て述べて き た が、 最後 に 各遺跡聞 の時期 的 な 前後関係 を 見 て み た

い 。 現在の と こ ろ 、 県 内 で一番古 く 編年で き る の は 、 『ア カ ホ ヤ』 直下 の 層か ら 出 土 し た 右 京 西

タ イ プ と 類似す る 土器 が 出土 し た谷頭遺跡 と 、 A 式 と C 式土器が 同 じ く 『ア カ ホ ヤ』 直下か ら 出

土 し た 庵 の 前遺跡の 2 遺跡が あ げ ら れ る 。 次 に は 、 『ア カ ホ ヤ 』 を 挟み轟貝 塚 ・ 曽 畑貝 塚低湿地遺

跡 ・ 曲 野遺跡 ・ 松 ノ 木坂遺跡 ・ 桑鶴土橋遺跡 ・ 岩立 C 古墳下包含層 と 6 遺跡が来 る 。 た だ し 、 轟

貝塚 ・ 曽 畑貝塚低湿地遺跡 は 曽 畑期 ま で継続的 に 営 ま れて い る よ う で あ る 。 残 り の 4 遺跡は 、 ほ

ぼ 同時期 ぐ ら い で若干前後す る か も し れ な い 。 そ の後 に は 、 竜 田 陳 内 遺跡、 最後 に 轟式 の 中 で も

新 し い 時期 に 尾 田 貝塚 ・ 鼓 ガ峰遭跡 と い う 時期関係が考 え ら れ よ う 。
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「第二編古代J r.唐津市史J 1962 

松岡 史 ・ 橘 昌信他 『五島大板部洞窟の調査一縄文時代の水中貝塚ー』 大板部洞窟調査団 1986 

松岡 史 ・ 森 醇一郎 「佐賀県西唐津海底遺跡出土の縄文土器J r考古学 ジ ャ ー ナ ル 4 J 188号 1981 

松藤和人他 『伊木力 ・ 熊野神社遺跡発掘調査概報』 多良見町教育委員会 1985 

松藤和人他 『伊木力遺跡ー第 2 次発掘調査概報』 多良見町教育委員会 1986 
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『谷頭遺跡調査報告』 谷頭遺跡調査団 1978 

「琉球荻堂貝塚J r東大理皐部人類皐研究報告』 第三編

松本雅明 ・ 富樫卯三郎 「轟式土舞の編年J r考古学雑誌』 第47巻第 3 号 1961 

丸山伸治 ・ 平井浩一 『竜田陳内遺跡.JI (熊本県文化財調査報告〕 第98集 熊本県教育委員会 1988

三森定男 rs巴後繭貝塚の土器 に 就てー覚書ー'J r考古学』 第 6 巻第 2 号 1935 

三森定男 rSI!l後轟貝塚の土器 に 就てー続編ー'J r考古学』 第 6 巻第 5 号 1935 

三森定男

宮本一夫

村井翼輝他

山 口 信義

「九州縄文土器 に 於 け る ー形式J r ドル メ ン』

「近畿 ・ 四園地方に お け る 縄文前期初頭の土器細分J r京都大浮構内遺跡調査研究年報』

昭和59年度 1987 

『五 ツ 穴古墳群.JI (熊本県文化財調査報告〕 第34集 熊本県教育委員会 1979 

「隆帯文 (轟 B 式) 土器研究 ノ ー ト 」

r (財) 北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室紀要』 創刊号 1987 

横山終三朗 「釜山府絶景島東三洞貝塚報告J r史前皐雑誌.JI 5 - 4 

和国吉之助 ・ 富樫泰時 『神沢海岸遺跡発掘調査報告書』 本座市教育委員会

金延鶴 「幾何文 (櫛文) 土器の編年J r考古学 ジ ャ ー ナ ル.JI 183 号 1980 

金元飽 (訳) 西谷 正 『韓国考古学概説 増補改訂版.JI 1984 

鄭澄正 (訳) 宮本一夫 「樟園南海岸地方 に お け る 隆起文土器の研究J r考古学雑誌』 第72巻第 2 号 1986 

大分県 『大分県史 先史編 1 .J1 1983 

志分宏、町教育委員会 『別府遺跡.JI (志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書 1979

帝釈峡遺跡調査団編 『帝釈峡遺跡群.JI 1976 

金峰町教育委員会 『阿多貝塚.JI (金峰町埋蔵文化財調査報告書〕 第 1 集 1978 

熊本大学考古学研究室 『桑鶴土橋遺跡J (研究室活動報告 5 ) 1979 
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8 . 縄文時代前期 「 曽 畑式土器』 に つ い て

(1) 曽 畑貝塚の調査の歴史

曽 畑 貝 塚の調査の歴史 は 古 〈 明治中期 に の ぼ り 、 日 本の考古学の進展 に 当初 か ら 参加 し て き て
お り 、 九州地域 に お い て も っ と も 早 く か ら 注 目 さ れて き た 遺跡で あ る 。 そ し て 日 本圏 内 の 縄文時

代研究の枠 を 越 え て 、 早 く か ら 大陸 と の 関連が問われて き た こ と も 周知の こ と で あ る 。

「古 く は A ， B 地点、の 周 囲 の水田一面 に も 貝殻が在 っ た の だ が 明 治年聞 に 掘 り 下 げて 水 田 と せ

ら れ た の で あ っ た 。 」 と は 、 清野謙次氏 (1969) r 日 本貝塚の研究』 に 記 せ ら れた 、 本来 の 曽 畑貝

塚の分布状況 ・ 範囲 を 明確 に 教 え て く れ る 貴重 な 報文で あ る 。 明 治年間 に 「貝殻 を と っ て 石 灰 に
焼 く 」 と い う 商業が行わ れ た 程 に 大規模の 員塚で あ っ た こ と が知れ る し 、 現存す る 貝塚へ と 一帯

と な り 繋が っ て い た こ と も 理解 さ れ る 。 曽 畑貝塚が学会 に 初 め て 登場 す る の は若林勝邦氏 (1蜘)

『東京人類学会雑誌』 第 5 巻第49号で あ り 、 中 山平次郎氏 (1918) r 考 古 学 雑誌 』 第 8 巻 第 5 号

「肥後国宇土郡花園村岩古 曽 字 曽 畑貝塚の土器J が著名 で あ る 。 発掘調査 は 行 わ れ て お ら ず採集

さ れた 土器や石器の紹介が行われた も の で あ る が、 当時か ら 「細形刻紋」 土器 と し て 注 目 さ れ朝

鮮半島の土器や南島か ら 出土する 土器 と の関連に 注 目 さ れで き て い る 。

1923年 に 清野謙次氏の発掘調査が実施 さ れて い る 。 土器で は轟式土器 ・ 曽 畑式土器 ・ 阿高式土

器 ・ 鐘ケ崎土器 な ど が 出土 し て お り 時期的 に複合 し た 貝 塚で あ る こ と が知 ら れ、 石器 や 貝 類 な ど

豊富 な遺物が出土 し て い る 。 曽 畑式土器の文様 に つ い て (1)点線並列紋、 (2)短直線或 い は 長 め の 直

線の並列紋、 (3)短直線 を 斜 め に 並列 さ せて 羽状 と し た紋様、 (4)直線 を 組 み合 わ せ て 重複三角形 に

近い紋様、 (5)直線 を 組み 合 わ せ て 重ね た 四 角形紋様、 (6)直線 を 組み合わ せ て 重ね た 菱形紋様 と の

分類が行われて お り 、 そ れ は今 日 の分類作業の原典 と も な っ て い る 。

宇土半島基部 に は 当時か ら 著名 な 貝塚が多 〈 宇土市轟貝塚、 松橋町大野 ・ 宮島貝塚、 城南町阿

高 ・ 御領貝 塚 な ど が あ り 、 九州 の 貝塚研究の先駆 を な し て き て い る 。 1930年鳥居龍蔵の来熊に よ

り 御領貝塚の発掘調査が行われ、 こ れ を 契機に 肥後考古学会が発足 し 、 地元の研究者 に よ る 本格

的 な 活躍が始 ま る こ と に な る 。 著名 で あ る 小林久雄氏の 『肥後縄文土器編 年 の 概 要 � ( 1 93 5 ) 、

『九州 の縄文土器.D (1939) な どの発表が あ る 。 曽 畑貝塚に も 小規模の発掘調査 を 行 っ た り 、 幾

度 と な く 通 わ れ 曽 畑式土器の分析 と 編年的位置づ けが行われ る こ と に な る 。

氏 に よ る 曽 畑式土器の位置づ け は 当時の少な い資料、 大規模の発掘調査がで き な い な か に あ っ

て 大 き な 変移 を 見 な が ら 見事 な 編年大系が築 き 上 げ ら れて い る 。 当初、 「肥後縄文 土 器 の 上 限 に

阿高式土器 を 置 く こ と は 、 大体に 於 い て 許容 さ れ る べ き こ と 」 と の視点か ら 轟式土器 ・ 曽 畑式土

器 は 後行す る も の と さ れ な が ら 、 一方に お い て は関東や中園地方 の 貝 塚調査 に 於 け る 層位的事例

に 比較 し て 阿高式土器 を 最上限に位置づ け る こ と に 疑問 も 発せ ら れて い る 。 『縄文式土器の研究』 。
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一部補記)小林久雄 (1939) ( r城南町史』 よ り

但 し 、 阿高式土器 と は 製作技法の相違、 文様の著 し い 相違が指摘 さ れ 、 直 接 的 な 推 移 を 否 定 。

「全 く 他の文化的要素の介入 と 考 え ざ る を 得 な い」 と さ れた 。 そ し て 、 「轟式土器が茅山式土器並

び に 東三洞土器 に 類似す る と 同様 に 、 此種土器 も 東三洞及牧 ノ 島滴仙町貝塚土器 と 対比す べ き も

の で 、 其三角組合文及異方 向 の集束平行線の組合の如 き 、 文様 と し て の類縁 を辿 る 事が出来ゃ う 。

尚 南方奄美大島の土器 に も 多少の類縁が あ る の で あ ろ う が、 殊 に 琉球土器 と の 関係 は相 当 密接 な

も の が あ り 、 恐 ら く は 之等が琉球土器の祖原 を 成す も の で あ ろ う 。」 と の記述 は今 日 に し て 揺 る

ぎの な い 視点、 と な っ て い る 。

『御手洗遺跡の土器 に 就 い て 』 に お い て 御手洗式土器の分類位置づ け に 関 し て 大 き な 展開が見

ら れ る 。 御手洗遺跡 出土土器の分類 に よ り 、 つ い に は縄文の施文形態 を 通 し て 阿高 一 御手洗ー 西

平 一 御領 と の変遷 に 到達 さ れて い る の で あ る 。 こ こ で、 い ま だ轟式土器、 曽 畑式土器 と も 御手洗

式土器の 範曙 と し な が ら 、 松橋町宮島貝塚の発掘調査 を 通 し て の轟式土器 と 曽 畑式土器 と の層位

的上下関係 を 重視 し 前者が古い こ と 、 そ し て 轟式土器がか な り 古 く な る と の予感 を 感ぜ ら れる の

で あ る 。

『薩摩園枕崎町花渡川遺跡』 に よ っ て 第一類 (細形刻文) 、 第二類 (条痕文) 、 第三類 (隆起線

と の分類が お こ な われ、 曽畑式土器及び轟式土器が層位 的 な 確 証 は な
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い と し な が ら も 古 く 位置づ け は じ め ら れて い る 。 そ し て 、 『肥後の縄文式土器』 に 到 っ て 明 確 に

阿高式土器 か ら 御領式土器へ と の系統 を 論ぜ ら れ る と と も に 「私 は 以前 の考 え よ り も 轟 ・ 曽 畑 を

古 く 考 え て い ま す。 こ れ は 阿高、 其の他 と 、 直接に 関係づ け る 関連性が非常 に 少 な い の で あ り ま

す。」 と 記述が な さ れて い る の で あ る 。

戦後は 1959年、 慶応大学考古学研究室江坂輝頭氏 を 中心 と し た調査団 に よ る 発掘調査が実施 さ

れて い る 。 現在、 曽 畑東 ・ 西貝塚 と 呼ばれ る 一帯の調査で あ り 、 東西50m X 幅 2 m と 直交す る 10

m x 2 m を 2 本、 合計 3 本の ト レ ン チ を 設 け て 実施 さ れて い る 。 以下、 当時地元で報 じ ら れ た 成

果 を 見 る と 、 ま ず清野謙次氏の調査地点 を 中心 と し て い た 貝塚の分布範囲 は 、 北側の 台地 ま で拡

が っ て い る こ と を 明 ら か に し て 、 東貝塚 と 西貝塚 と に分 け ら れ る こ と が判 明 し て い る 。 東 貝 塚 は

縄文後期 を 主体 と し て い る が、 西貝塚は縄文早期か ら 後期 ま で 4 層 に 分 層 が で き て い る 。 「 表 土

下20佃の と こ ろ に 厚 さ 20 - 30叩の第 1 貝塚が あ り 、 出土す る 土器 は 縄文後期 の も の に 限 ら れ る 。

そ の下部が第 E 層 で厚 さ 10叩の土。 第 E 層 は 貝 層 で30叩、 磯が多 く 貝 も ハ マ グ り な ど大型の も の

ばか り で 、 出土す る 土器 は弧線文 (上部) 直線文 (下部) の特徴が は っ き り し た 曽 畑式 だ っ た 。

第 W 層 は 褐色土が40cm ほ ど あ り 、 そ の下は赤粘土 に な っ て い る 。 第 W 層 に 含 ま れ る 土 器 に は 貝 殻

条痕文や細 い 隆起線の文様 が あ り 曽 畑式 よ り も 古い も の と 推定 さ れて い る 」 。

今 日 の考古学調査成果か ら 付近の土層 と 比較すれば、 第 V 層 の 赤粘土が 「鳥栖 ロ ー ム 層」 に 相

当 し 、 第 W 層 は 本来的 で あ れ ば下位か ら 「ニ ガ シ ロ 層」 一 「黒褐色粘質土層」 ー 「黄褐色土 ・ ア

カ ホ ヤ 層J と な り そ う で あ る 。 40叩の厚 さ が あ る こ と か ら 「 ア カ ホ ヤ 」 を め ぐ る 層位的把握の で

き る 可能性 を 有 し て い る と 見れ よ う 。 出土 し た 曽 畑式土器 は 深鉢 と 鉢形土器で あ る が、 明 確 に 横

位の区画 を 施 し た り 、 刺突文 を 施文 し た 土器が見 ら れず、 短直線や 山形文 を 複合 さ せ る 資料が多

い 。 縦位の 区 画 を 施 し た り 、 短直線 を 主 と し た 口 縁部内面の施文率が高い よ う で あ る 。 清野謙次

氏の発掘調査出 土資料で は 、 横位の 区画 を な し 、 刺突文や複合鋸歯文 を 施 し た 資料が報告 さ れて

い る 。 今 回 の発掘調査で も 後者の資料の 出土が あ り 、 こ れ ら の資料比較 ・ 分析作業 を 必要 と し て

い る 。

1976年建設省一般国道 3 号松橋パ イ ノf ス 建設計画 に 伴 い 、 熊本県教育委員会が貝塚の西南方 向

約100m離れ た 水 団 地 に 試掘調査 を 実施。 縄文時代前 ~ 後期 の 良 好 な 包含層 を 検出 し て お り 、 両

者の協議 を 進 め今 回 の 調査 に 至 っ て い る 。 貝類 も 若干出土 し て お り 貝塚が拡大す る 可能性 も 考 え

ら れ、 ま た検出 さ れた 曽 畑式土器 に は 口 縁部 に 刺突文 を 施 し た も の も 見 ら れ、 土器内容の拡充 も

期待 さ れた 。

(2) 熊本県 内 出土の 曽 畑式土器

今 日 ま で熊本県内 か ら 出土 し た 曽 畑式土器の遺跡地名 と 関係文献 目 録 を 次表 の 通 り 作成 し て い
る 。
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第 1 3 表 曽 畑式土器関係主要文献一覧表 (引用 ・ 参考文献)
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第 1 4 表 熊本県 内 曽 畑式土器出土遺跡一覧表
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第 1 18図 熊本県地域縄文前期 曽 畑 式土器分布状況図
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熊本県 内 で 曽 畑式土器 を 出土 し た遺跡は一覧 に 示す通 り 、 約70 カ 所 を 数 え て い る 。 殆 どが採集

作業で の確認に 委ね ら れて い る こ と は否めず、 発掘調査や採集作業の進度の差異が あ る こ と を 前

提 と し な ければ な ら な い が、 大 ま か な分布傾向 は 求 め る こ と がで き ょ う 。

分布図の作成 を 行 う と 、 県 内 の 中北部 に 大半が存在 し 、 南部地域や 天草地域で は 散在 し た状況

を 示 し て い る 。 周知の よ う に 前者 に は 菊池川 ・ 白 川 ・ 緑川 、 後者 に は 球磨川 ら の主要 な 河川 が存

在 し 、 遺跡の分布 に 大 き な 係 わ り が あ る こ と を 述べ ら れ よ う 。 そ し て 遺跡群 を 大 き く 捉 え る と 、

筑後川 最上流域遺跡群、 菊池川 流域遺跡群、 鞍岳西麓遺跡群、 阿蘇外輪山 西麓遺跡群、 白 川 ・ 緑川 中

流域遺跡群、 宇土半島基部 (西海岸部) 遺跡群、 球磨川流域遺跡群 な ど と し て 捉 え る こ と がで き る 。

〔筑後川最上流域遺跡群〕

県下の最 も 北側 に 位置 し 、 九州 山 地 を 構成す る 久住山 ・ 涌蓋山 の西麓で700 - 800m上の高原 帯

に 立地 し て い る 遺跡群で あ る 。 筑後川 の最上流域で あ り 、 東九州地域 と の 関連 を 求 め る 作業 に 重

要 な地点で あ る 。 す で に 、 下城遺跡の発掘調査等 を 通 し て 、 後期 旧 石器時代や縄文時代早期 に お

け る 人為的痕跡が知 ら れて い る 地域で も あ る 。 縄文時代前期の遺跡や遺物 に つ い て 大 き く 明 ら か

に さ れた段階で は な い が、 こ の地域 に も 足跡が確実 に 残 さ れて い る こ と が述 べ ら れ る 。

〔菊池川流域遺跡群〕

下流域で は 貝 塚 〔尾田 ・ 竹崎 ・ 若園〕 を 形成 し 、 こ の な かで最 も 高 い若園貝塚が海抜約1 1 m で

あ る 。 土器群 内 容 は 、 す で に 発掘調査が行われ報告 さ れた 尾 田 貝塚 に 求 め ら れ る が、 調査者 は 沈

線の幅が広 く て 浅 い も の が 多 く 、 文様構成 も 乱れて い る た め 曽 畑式土器の終末期の も の と 判断 が

な さ れて い る 。 地理的 に は 西海岸域で あ り 、 今後先行す る 土器群が検出 さ れて し か り で あ る が、

中流域の 台地上で の分布が非常 に 少 な い の も 特色で あ る 。 発掘調査が行われ た 天 ノ 岩戸洞穴で の

遺物が みれ、 波状 を な す 口 縁部の深鉢で刺突文や複合鋸歯文での文様構成が あ る 。 滑石の混入 も

あ り 、 下流域の資料 よ り も 古 い様相 を 示 し て い る 。 な お 、 最上流域の 菊池市水源地区 に も 数 ケ所

遺物が 出土 し て い る 。 支流で あ る 合志川 の上流域 に 遺跡群が あ り 、 次 に 鞍岳西麓遺跡群 と し て 捉

え て い る 。

〔鞍岳西麓遺跡群〕

阿蘇外輪の一角 を な す鞍岳西麓一帯 に 纏 ま っ た遺跡群が所在す る 。 高度200 - 400m の壮大 な 傾

斜地で は 中後迫遺跡 に 代表 さ れ、 複合す る 文化層が検出 さ れ る 。 火 山 灰層 に も 恵 ま れ 、 文化層 の

層位的 な 把握が可能 な と こ ろ で あ る 。 事実、 中後迫遺跡で は 「 ア カ ホ ヤ 」 層 の上位か ら 曽 畑式土

器が出土 し て い る 。 2 - 4 条の刺突文 と 、 区画 を な し 複合鋸歯文 を 施 し た土器 は 底部 ま で施文が

及 び古 い 様相の残存傾向 を 見せ て い る 。

〔阿蘇外輪山西麓遺跡群〕

白 川 左岸で海抜高度200 - 300m上 に 立地 し 、 西海岸部か ら 35km程内 陸部 に 入 っ た 地点 と な る 。

広大な 平地が広が る 中 に 県内 で 最 も 集中す る 遺跡群が所在す る 。 阿蘇 カ ル デ ラ 内 で遺跡 は 少 な く 、

僅 か に 南郷谷で久木野中学校校庭遺跡が確認 さ れて い る の に 止 ま る の で 、 こ の流域での東限 を 示
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す こ と に な る 。 言わ ば、 東進の 行 き 止 ま り 現象 と で も 捉 え ら れ る の で あ ろ う か。 桑鶴土橋遺跡の

発掘調査が実施 さ れて お り 、 多 く の資料が提示 さ れて お り 、 多 く の資料が提示 さ れて い る 。 出 土

し て い る 深鉢は概 し て 刺突文が少な く 、 短直線か ら の開始が多 い 。 特徴的 に 殆 ど の ロ 縁部 内 面 に

施文が あ り 、 やや外反 し た 口 縁部 も 多 い 。 出土層 も 「ア カ ホ ヤ」 上位 に 求 め ら れて い る 。

〔 白 川 ・ 緑川 中 流域遺跡群〕

白 川左岸段丘上 に 集中傾向 が あ り 、 海抜高度30 - 50m上に位置 し 、 西海岸部か ら の距離は20km

以 内 で あ る 。 白 川 流域で は 右岸 に 少 な く 、 遺跡は 左岸に 多 く 位置す る 状況は縄文時代の 各時期や

他の時代で も 同様の傾 向 が指摘 さ れ、 河川敷への高 さ に 起因す る も の と 理解 さ れて い る 。 そ の よ

う な 中 で 、 今回発掘調査が実施 さ れた熊本市竜 田陳 内遺跡は右岸 に 位置 し 、 良好 な 資料 を 提示 し

て い る 。 一方、 緑川流域で台地縁に 立地す る 嘉島町や御船町で は 貝 塚が形成 さ れて い る 。 カ キ ワ

ラ 貝塚 と 辺 田 見貝塚で あ り 、 高度10m を 下が り 最 も 内陸部 の 貝塚 と な る 。

竜田 陳内遺跡で の土器群は滑石の混入率が低い こ と 、 口縁部に 刺突文の施文が非常 に 少 な く 、

口 縁部内面の施文が多 い な ど特色 が あ り 、 県内 西海岸部土器 に 比 し て やや新 し い 時期で あ る こ と

を 示す か に あ る 。 一方、 カ キ ワ ラ 貝塚の土器 に は刺突文や 区画 そ れ に 複合鋸歯文の施文が見 ら れ、

古 い様相 を 如実 に 示 し て い る 。

〔宇土半島基部 (西海岸部) 遺跡群〕

著名 な 曽 畑貝塚 ・ 轟貝塚 ・ 阿高貝塚 ・ 宮島貝塚な ど大貝塚群が形成 さ れて い る 。 海抜高度10m

以下の 台地縁 に 立地 し 、 縄文海進期 に お い て は 、 海辺 に位置 し て い た も の と 見 ら れ る 。 そ し て 何

れ も 内湾で遠浅が拡が り 、 背後 に は雁回山や 白 山 な どの山稜がひか え る な ど、 自 然環境 に 究 め て

恵 ま れた 場所が選ばれて い る 。

今回 の 発掘調査 に よ っ て 低湿地に 貯蔵穴群が形成 さ れて い る 事実が判 明 し 、 貝塚の 捉 え 方 に 変

化が求め ら れて き て い る 。 轟貝塚近 く の馬場遺跡の貯蔵穴群 も 当然同様の形態 を 持つ も の と 評価

さ れ よ う し 、 今後、 各貝塚の新た な る 調査 と 構造の解明 を 図 ら な けれ ば な ら な い 。

出土 し た土器群 も 従来の 曽 畑員塚出土土器 に 比 し て 、 深鉢は 刺突文や 区画 、 複合鋸歯文 な どの

施文が活発で あ る 。 両者 に 時 間 的 な 幅 が指摘で き る も の で、 こ の遺跡の開始が よ り 早い も の で あ

っ た こ と 、 そ し て 、 長期 に E る 遺跡で あ る こ と が指摘 さ れ る 。

こ の ほか 、 海岸近 く に 位置す る 遺跡 と し て 八代地域の 四 ツ 江 ・ 産島 貝塚や天草島の著名 な二江 ・

柳貝塚が あ る が、 貝塚内容の把握作業 を 進め な ければ な ら な い 。

〔 そ の他遺跡群〕

南部地域や球磨 ・ 人吉地域での状況が次第 に 明 ら か に さ れて き て い る 。 特 に 、 後者で は 鼓 ケ峰

遺跡の発掘調査 が あ り 、 内 陸部 に 40回 も 入 っ た地域の特色が提示 さ れて い る 。 口 縁部の外反状態

や文様構成 ・ 施文 な ど地域性 を 示す か に あ る 。
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(3) 熊本県地域 に お け る 曽 畑式土器の編年

県 内 で 見 ら れ る 曽 畑式土器の検討作業 を 行い 、 編年案 を 次図 に 示 し て お き た い 。 前述の遺跡群

の時間的移 行 は 凡 そ 〔宇土半島基部 (西海岸部) 遺跡群〕 → 〔菊池川流域 ・ 白 川 ・ 緑川 中流域遺

跡群〕 → 〔鞍岳西麓 ・ 阿蘇外輪西麓遺跡群〕 → 〔筑後川 最上流域 ・ 球磨川流域遺跡群〕 と し て 捉

え ら れ る で あ ろ う と の観点か ら 進 め て い る 。 そ し て 、 宇土半島基部 (西海岸部) 遺跡群の土器群

を 第 I 期 と し て 第 W期 ま で順次捉 え て み た も の で あ る 。

(4) 日 本列島 に お け る 曽 畑式土器編年傾向

1 ) 曽 畑式土器の学史

1890年 曽 畑式土器が学界 に 登場 し て か ら今 日 ま で100年 を 経過す る こ と に な る 。 曽 畑 貝 塚 の 調

査の歴史 に つ い て は 先 に 少 し 記 し て き た と こ ろ で あ る が、 1935年小林久雄氏の 「 曽 畑式土器」 の

形式名 の設定の後、 曽 畑式土器 を め ぐ っ て今 日 ま で多 く の論考が行われ、 編年的位置づ け が行 わ

れて き て い る 。 特 に 最近 は 西北九州 を 中心 に 恵 ま れた遺跡状況の も と で の発掘調査の成果が著 し

く 、 層位的 な 実証 も 加わ り 明 確 な 編年作業 も 進んで き て い る 。

①1980年以前

発掘調査資料の少 な い な かで、 各地の資料 を 基 に 積極的 な研究活動が実施 さ れて い る 。 古 く 中

山平次郎、 横 山 勝三郎、 小林久雄氏 ら に よ っ て 曽 畑式土器が朝鮮半島釜山市東三洞貝塚や漉仙町

貝塚出土の櫛 目 文土器 と の 関係が指摘 さ れて い た が、 両者の相互比較 に 不可欠で あ る 九州地域 を

中心 と し た 曽 畑式土器の集成 と 編年の基礎的作業か ら進め ら れ る こ と に な る 。

杉村彰一氏 の 「 曽 畑式土器文化 に 関す る 一考察」 、 「 曽 畑式土器論考J (1962. 65 ) は 最 も 基 礎

的作業が進め ら れ た も の で 、 佐賀県唐津市西唐津海底遺跡 ・ 熊本県宇土市 曽 畑 貝 塚 ・ 鹿児島県大

口 市 日 勝山遺跡 ら の資料 を 基 に し た編年 と 文化伝播論が述べ られて い る 。 文様構成 ・ 施文法 を 重

視 し 、 文様帯 に よ る 区分法の確立 に 加 え て 、 整然 と し た規則的 な 配列 か ら 不規則への移行が時期

的移行 と な る と の視点、 で あ る 。 「西唐津海底遺跡→ 曽 畑貝塚→ 日 勝山遺跡 と 変容 し 発 展 し た も の

と 理解で き る 」 と 第 I - ill 期の時期区分が提示 さ れ、 九州西北沿岸部 → 有明沿岸部 → 内陸部 ・ 薩

南諸島 と の 時期的変遷 を 見せ る と の観点、は以来、 今 日 ま で支持 さ れて き て い る 。 曽 畑式土器 の 出

自 に つ い て は 「第 I 期の 曽 畑式土器 は朝鮮半島櫛 目 文土器 に 類似す る 」 と の従来か ら の視点 を 踏襲

し て い る 。 こ の後、 江坂輝蒲 ・ 乙益重隆氏 ら の 同様の編年作業が加わ り 、 前者 は 西唐津海底遺跡

資料の 中 に 「隆帯文 + 沈線文土器や 口 縁部 に の み 刺突文 を 持つ土器群」 が在 る こ と を 指摘 し て い る 。

坂 田 邦洋氏の 『 曽 畑式土器の研究� r長崎県福江市江湖貝塚J r熊本県玉名 市尾 田 貝 塚」 が あ る 。

江湖員 塚 は 五島列島 に位置す る 員塚で あ り 、 九州西北沿岸部 に 加 え 列島 に 曽 畑式土器が良好に 存

在す る こ と を示す と と も に 、 土器形態、 施文 に 非常 な バ ラ エ テ ィ が あ る こ と を 提示 し て い る 。 尾

田 貝塚 は 有 明海 内陸部 に あ り 、 貴重 な 地理的位置 に あ る 。 出土 し て い る 曽 畑式土器は 概 し て 施文

状況は新 し い も の の よ う で あ る 。 坂 田 氏 は放射性炭素の測定 を 数 多 く 実施 し て お り 、 曽 畑式土器
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の年代が江湖貝塚で は B . P 5310 :t 40年 ( G A K - 4055 マ ガ キ ) 、 尾 田 貝 塚で は B . P 4980 土 60な ど

測定結果が あ る 。 曽 畑貝塚で も B . C 3240 :t 130年 で あ り 近似 し た 数値が か さ な り 、 縄文時代前期

で の位置づ け に 対す る 大 き な 参考資料 と 成 っ て き て い る 。

一方、 鹿児島県鬼界 カ ル デ ラ 噴出 の ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( B . P 6. 000 - 65. 000年) が全国的 に 降下

し て い る 事実が 明 ら か に さ れ る と と も に 、 火 山灰層 に 恵 ま れた鹿児島県地域 を 中心 に 曽 畑式土器

は こ の ア カ ホ ヤ 火 山 層 の 上位か ら 出土す る 事例が増加 し て 、 次第 に 周知の事実 と 成 っ て き て い る 。

熊本県地域で も 比較的火 山 灰 に 恵 ま れた 阿蘇外輪山西山麓で調査が行 わ れ た 阿蘇郡西原村桑鶴土

橋遺跡や菊池郡大津町中後迫遺跡で ア カ ホ ヤ 火 山灰層の上位か ら 曽 畑式土器が 出 土す る こ と が確

認 さ れ る に 至 っ て い る 。

②1980年以後

曽 畑式土器の細分作業 を は じ め と し て 、 成立起因 の追求や成立後の展開 と 消失状況の追求 な ど

多 く そ し て 積極的研究活動が展開 さ れて き て い る 。

江坂氏が指摘 し た西唐津海底遺跡資料の な か の 「隆帯文 + 沈線文土器や 口 縁部 の み 刺突文 を 持

つ土器」 が 曽 畑式土器 に 先行す る 土器群が あ り 、 鹿児島県 出水市荘貝塚や 日 置郡阿多貝塚出土土

器の な か に 轟式土器か ら 曽 畑式土器へ と 移行す る と 考 え ら れ る 土器群が注 目 さ れて い た 。 そ の よ

う な 中 で 中村思氏 は 『縄文文化の研究』 に 「 曽 畑式土器」 を 発表 し て い る 。 曽 畑 I 式 は 長崎県江

湖貝塚や下本山岩陰 出 土土器 を 、 曽 畑 E 式 を 熊本県 曽 畑貝塚出土土器、 曽 畑 E 式 は 鹿児島県種子島

本城遺跡 ・ 沖縄県東原遺跡出土土器 ら を 基本土器 と し て い る 。 従来の編年 を よ り 具体化 し て 資料

を 示 し て い る が、 注 目 さ れ る も の に 曽 畑式土器の生成 と 消滅 に 積極的 な 展開 が あ る 。 そ れ は 生成

に関す る 「阿多 ・ 野口 タ イ プ」 の設定で あ る 。 こ れは みみ ず張れ突帯文 を 有す る 轟 B 式土器の新 し
い タ イ プの な か に 曽 畑式土器 に み ら れ る 丸底 を 呈す る 器形 が あ り 、 野 口 遺跡で は み み ず張れ突帯

文が沈線文 に 変 わ り 、 更 に 沈線に よ る 重弧文が充填 さ れた 土器が存在す る こ と に 注 目 し た も の で

あ る 。 阿多貝塚で は沈線化 は重弧文様に 止 ま ら ず、 羽状文や X 字状文 あ る い は横位の 回線文が連

続的 に 押 引 き さ れ る 文様 な ど が あ る 事 な ど も 加 え て い る 。 そ し て 、 刺突連点文や爪形文 な ど の 刺

突施文法 は 、 瀬戸 内 地方や中 園地方の前期前半に み ら れ る 伝統的手法で あ る こ と な どか ら 瀬戸 内

の 羽鳥下層 E 式土器の影響 と 考 え て い る 。 一方終末 は各地域で地方色 を 強 く 浮 き だ し て い る が、

北西九州 で は新た な 流入 土器 に よ っ て 、 後続の 中期土期 の母体 を 形成 し て い た の で あ る と み て い

る 。

佐賀県小城郡三 日 月 町竜王遺跡の発掘調査で は 曽 畑式土器が層位的 に 上下 に 分 け ら れ る 事例が

報告 さ れ、 下層 に 出土す る 土器 は滑石混入土器が多 く 、 上層 の土器 は文様構成が崩れた も の な ど

が 出土 し て い る 。 次第 に 層位的 な 実証事例がみ ら れ る よ う に な っ て き て い る 。

曽 畑 式 土 器 の 起 源 に 関 す る 論考 は 田 島龍太 「菜畑遺跡縄文前 ~ 中期 の 土器群の編年 と 様相」
『菜畑』 や 渡辺康行 「第 E 群土器 に つ い て J W長崎市立深堀小学校校舎増築 に 伴 う 埋 蔵文 化 財 緊

急発掘調査報告』 が続い て い る 。 何れ も そ の報文 に 詳 し し 、 。

ηi

 

nU

 

η。



第 2 節 考 察

前者 は 「 プ ロ ト 曽 畑」 を 提唱 し て い る 。 菜畑遺跡発掘調査の結果 に 基づ く も の で あ り 、 第 1 -

V 期 に 分 け ら れ た 中で第 I 期 〔菜畑15， 16 タ イ プ〕 、 第 E 期 〔西唐津 タ イ プ) (野 口 ， 阿多 タ イ フ1

が そ う で あ る 。 層位的 な 確証の も と で進め ら れ、 明確に第 I 期は 「隆帯文土器群 と 沈線文 (弧線

文 を 主体 に 幾何文 を 含む ) 土器群の共存で示 さ れ る も の」 、 第 E 期西唐津 タ イ プ は 「 隆 智 文 土 器

と 刺突文 + 沈線文土器群 (江坂 曽 畑 I 式) で示 さ れ る 土器群」 、 ま た 、 西唐津 タ イ プ と は 平 行 共

存の地方差 と し て 捉 え て い る 野 口 ・ 阿多 タ イ プ土器群 (中村思 : 野 口 ・ 阿多 タ イ プ は 中 間 的 な 折

衷 タ イ プ の 土器群 と す る 。) は 野 口 E 類、 阿多 V A - 1 . 2、 V B - 1 - 3、 V C で示 さ れ る と し て い る 。

な お、 続 い て は第 E 期 〔江湖 タ イ プ〕 、 第 W期 〔 曽 畑 タ イ プ〕 、 第 V 期 〔山鹿IV . V タ イ プ、 轟c .

D タ イ プ、 3 式変容 タ イ プ〕 と 成 る こ と が 明示 さ れて い る 。

後者 は 層位的 な 根拠 を 全て に 擁 し た と は さ れ な い よ う で あ る が、 菜畑遺跡で設定 さ れた 〔 プ ロ

ト 曽 畑〕 の 範鴫 と 捉 え る 土器、 ま た バ リ エ ー シ ョ ン に富む土器群が数多 く 提示 さ れて い る 。 こ の

第 E 群土器は第 1 - 9 類 に 分類 さ れて い る 。 第 8 類は隆帯文の数が減少 し た も の で轟 B 式新期 に

お け る 単純退化型で あ り 、 ま た、 第 9 類 は条痕文だ けの胴部片で あ り 除 く と し て 、 そ の他の土器

群に認め ら れ る 施文技法 と し て 刺突文、 押引文、 沈線文、 隆帯文 が あ り 、 横位区 画 も 隆帯文、 刺

突文、 押引文、 沈線文 な どで行われて い る 。 第 5 類の資料の 中で主 に 沈線で 区画 を な す が、 押引

文での 区 画 を 行 い 同 じ く 押 引 で重弧文 を 施す特徴的 な 土器 も 見 ら れ る 。 ま た、 押引文 と 沈線文 と

を 併用 す る 資料が あ り 、 押引文か ら 沈線文への移行 を 示 し て い る と も 見れ よ う 。

一方、 曽 畑式土器 に 関 し て 口 縁部の内面施文状況 を 層位的 な 統計処理 を 行 い 、 「 内 面 に 文様 の

な い も の」 → 「内面の文様が刺突文だ け の も の」 → 「内面の文様が刺突文 + 沈線文の も の」 と 層

位的 に 新 し く な っ て い く こ と を 確実 に掴 む こ と がで き て い る 。

田 中 良之氏 は 縄文時代中期土器の祖形 を 追求す る な かで、 並木式土器の発生 ・ 成立 に 関 し て 九

州 北岸 に 主 と し て 出土す る 押引 文 を 有す る 土器群 を 「 曽 畑 (新) 式」 と 呼称 し て い る 。 ま た 、 曽

畑式土器の新 し い 時期の土器 と し て 考 え る 轟 C ・ D 式土器 と は地域 を 異 に し て 存在 し て い た も の

と の見解が あ る 。

最近、 水 ノ 江和問 、 来畑光博氏 ら の積極的研究が相次 い で発表 さ れて い る 。 前者は 『西北九州

に お け る 曽 畑式土器の諸様相』 で あ り 、 後者は 『南九州 に お け る 曽 畑式系土器群の動態 と そ の背

景』 で あ る 。

『西北九州 に お け る 曽 畑式土器の諸様相』 で は西北九州地域 に 限定 を し て い る が、 層位的 ・ 一

括性に 安定 し た資料 を 対象 と し て お り 、 曽 畑式土器文様の 「割 り つ け」 方法 に 関す る 施文パ タ ー

ン の変遷 を 基準 と し た編年試案 と 、 展開論が あ る 。 西北九州 曽 畑 I 式 - m 式 と さ れ、 基本的見解

は 第 I 式の 「割 り つ け を 定型的 ・ 計画的 に 土器外面全体に施す も の」 の施文ノf タ ー ン の変化 ・ 消

滅 し て い く 段階で続 く 第 n . m 式 と し て 捉 え て い る も の で あ る 。 土器群 は 曽 畑 I 式 は深堀遺跡第

6 層の江湖 タ イ プの土器群、 E 式は菜畑、 伊木力遺跡土器群、 E 式 は 山鹿貝塚第 4 層や元松原遺

跡の土器群 を 典型例 と し て い る 。 ロ 縁部の文様帯 に 刺突文が施文 さ れた も の は概ね古 く さ れて い
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た が 、 こ の捉 え方 を す る と 第 E 段階 に 口縁部文様帯 に 刺突文が あ る も の が あ っ た り 、 逆 に 第 1 段

階 に 口 縁部直下か ら 区画文 を 施す土器が あ る こ と も 述べ ら れ よ う 。 そ し て 、 轟 B 式土器や阿多 ・

野 口 タ イ プ土器群か ら 系譜 を 引 く 諸特徴の存在が判 明 し 、 曽 畑式土器成立 に 関 す る ー側面 を 窺 う

こ と がで き た と し て い る 。 ま た 、 曽 畑式土器の 出現地は 西北九州 で あ る と 考 え 、 こ こ を 中 心 に 九

州 全域 に 展開 し た も の と し て い る 。

来畑氏 は 南九州地域の 曽 畑式土器の集成作業 を 行 っ て い る 。 従来、 南九州地域の代表的 な も の

と し て 「 日 勝山式土器」 が知 ら れ、 曽 畑式土器の南下に と も な い 地域色の強 い 土器 と し て の イ メ

ー ジ を 大 き く 変更 し て い る 。 西北九州地域で古 〈 位置づ け ら れ る 資料が多 く 堤示 さ れ、 八代海 を

介 し て 早い 段階で薩摩半島 を 中心 と し た地域 に 流入 さ れて い る 事実が示 さ れて い る 。 ま た 、 そ の

「先行す る 野 口 ・ 阿多 タ イ プの進出経路 を 発展 さ せ た も の と 考 え ら れ る 」 と の 注 目 さ れ る 見解が

述べ ら れて い る 。

註 引 用 ・ 参考文献 (1988年)

桑畑 光博 「南九州 に お け る 曽 畑式系土器群の動態 と そ の 背景 1988

甲元 真之 『高畑赤立遺跡発掘調査報告書』 蘇陽町教育委員会 1988 

西住欣一郎 『鼓 ケ 峯遺跡』 熊本 県文化財調査報告第96集 1988 ・

丸 山 伸 治 他 『竜 田 陳 内 遺跡』 熊本県文化財調査報告第98集 1988 
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9 . 縄文時代前期の生活域 一曽畑貝塚低湿地遺跡調査か ら 見た一

(1 )  曽畑貝塚 と 低湿地

〔貝塚の範囲確認〕

貝塚の範囲 を 確認す る た め の 本格的 な 調査は今 日 ま で行われて い な い が、 昭和63年度か ら 地元

の 宇土市教育委員会が国庫補助事業 を 受 けて 継続的に 実施す る 予定 と な っ て い る 。 貝塚の範囲 を

明 確 に す る こ と は将来の指定史跡な ど と し て 保存化 を は か る 場合 な ど に 最 も 必要 と さ れ る 重要 な

作業で あ る 。 範囲確認調査の結果 を 見て 明確化 さ れ る も の で あ る が、 現状に お い て 範囲 を 知 る 方

法 は今 日 ま で実施 さ れて き た 、 小規模の発掘調査の結果の報文 と 現状で の表面的観察 に 因 ら ねば

な ら な い 。

現在、 宇土市指定文化財 曽 畑貝塚の標柱が宅地で あ る 山 口 家の 入 口 横 に 建て ら れて い る 。 標柱

の建て ら れ た 畑地 は 貝類が散布 し て い る が、 耕作の た め細か く 砕 け て い る 。 こ の畑地の西側 は 水

固 ま で約2. 2m の段落 ち に な っ て い る 。 縄文海進 に よ る 浸食作用 に よ る 痕跡 と の指 摘 が あ る 。 東

走す る 市道の北側一帯 に 貝類が散布 し 明確に確認で き る 貝塚で あ り 、 宅地か ら 東側50m に ト レ ン
チ を 設 け て 江坂輝菊氏 ら の発掘調査が実施 さ れて お り 、 所調、 曽 畑西貝塚 と 東貝塚の確認が行わ

れて い る も の で、 前者は縄文早期 ~ 後期の遺物が 出土 し 、 後者は縄文後期 の 遺物 を 主 と し て い る 。

両 貝 塚の北側の範囲 は 明 確で な く 、 表面 の貝類の散布 も あ ま り 見 ら れ な い 。 む し ろ 、 貝塚の北限

を 見せ る か に あ る 。 東貝塚の東側 も 貝類の散布がな く 東限 を 示 し て い る 。

平坦地が北側及び東側 に 拡が る こ と に よ り 住居地 と し て さ れた可能性が強 い 。 市道 と 貝塚上面

と は約 1 m の高低差 が あ り 、 側面 に 薄 く 貝 層 が確認で き る と こ ろ が あ る 。 市道そ の も の が緩やか

な 傾斜面 を カ ッ ト し て 建設 さ れて い る 。 今回 の発掘調査の折 り 、 こ の市道に 上水道の工事が行わ

れ た た め宇土市教育委員会が小規模の緊急調査 を 行 っ て お り 、 山 口 家南側で僅か に 残 る 貝 膚 を 確

認で き て い る 。 同 じ く 工事 に 拠 る 深掘 り 部分 を 観察す る と 標柱か ら 西側 で は 貝類の確認は で き て

い な い 。 市道か ら 南側 の水 田 に 落 ち る 側面に は1Q-20cm の 貝 層が見れ る 。 そ し て 、 清野謙次氏 の

発掘調査が行われた地点へ と 貝塚が繋が っ て い た も の で あ ろ う 。 言 わ ば貝塚の最 た る 主要部分で

あ っ た と 思 われ る と こ ろ で あ る 。 明 治年聞に 貝殻を焼い て 石灰 と し て 叛売 さ れて い た 程で あ る か

ら 相当 大規模の 貝塚で あ っ た こ と が偲ばれ る 。 ま た 清野氏の報文 に 、 こ の地 区 の 貝 層 が水田化の

為 に 曽 畑貝塚は完全 に 消滅 し て し ま う と 危倶 さ れて い る こ と か ら も 、 当 時 は こ の地区が貝塚の 最

も 主要 な と こ ろ で あ る と 思われて い た こ と を 示唆 し て い る 。 一帯 は 現在水田 と 成 っ て お り 、 表面

で は殆 ど 貝類 を 見 る こ と は な い 。 こ の清野氏発掘調査地点の西側 に 現在樹木 を 栽培 し て い る 高 ま

り の畑地が あ る 。 こ の な か に は 貝類が幾分散在 し て い る こ と か ら 、 当時か ら 客土 し て 溜池の堤防

と さ れた も の と 見 ら れ る 。 最近 こ の水 田 が客土 さ れ る と い う 出来事が あ っ た が、 そ の折 り 、 一部

排水溝が設 け ら れ水 田 よ り 1 m程掘削 さ れて お り 、 そ の排土の 中 に 多量の貝類 と 遺物が認め ら れ

た 。 即 ち 、 現在の水 田 の下 に 良 好 な 貝 層が未だ残 さ れて い る と 判断 出来 る の で あ る 。 本格的 な 調
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査 を 待た ね ば な ら な い が、 恐 ら く 清野氏 の調査地点、か ら 西側 に 向 か つ て は水 田 に 潜 り な が ら 貝塚

の範囲 は拡が っ て い く も の と 見れ る の で あ る 。 今回 の低湿地の調査区 で は 貝 塚で あ る こ と を 示す

貝類は全 く 出土 し て い な い か ら 、 貝塚の延びは こ の調査区 ま で延 びて い な い こ と は確実で あ る の

で途中で切れて し ま う こ と に な ろ う が、 調査区の相当近 く ま で あ っ た も の と 推定 を し て い る 。 以

上か ら 推定 し た 貝塚の範囲 を 点線 (二重) で示 し て お き た い 。

李 道路建設
土市・ - ーーー ・ 一←
街

- ーーー ー 。 ーー -

第120図 員塚 ・ 貯蔵穴分布想定 図
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( 2 ) 居住域の推定

〔縄文時代早期〕

第 2 節 考 察

/ 

今回の調査で は第12- 15層 に 押型文土器の破片が数点出土 し て い る 。 本来的 な 出土 層 で は な い

し 、 何れの土器 も 著 し い 磨滅が生 じ て い る 。 出土 し た土器片の量 も 非常 に 少 な い こ と か ら 、 土器

の供給地 と は距離 を 持つ と 判断 し て お き た い 。 江坂氏発掘調査の ト レ ン チ 第 W 層 か ら 押型文土器

が 出土 し て お り 、 居住地 と し て の立地 に 最 も 恵 ま れた こ の ト レ ン チ 周 辺 を 早期 に お け る 主要 な 居

住地 と 考 え る べ き で あ ろ う 。

こ の居住地周辺 に 存在 し て い た で あ ろ う 土器片が、 単 に 水利 に よ り 運ばれた と 見 る こ と に 成 る

が、 縄文時代早期 は縄文時代海進の生 じ る 前で あ る 。 元来の 台地が今回の調査地近 く ま で延びて

い て 、 そ の 台地が海進 で の 浸食 に 拠 っ て 削 ら れ、 台地上 に 存在 し て い た 早期の土器が沈下 し た土

器 だ けが残 さ れ た 可能性 も 考 え て お き た い 。

〔縄文時代前期前葉〕

第12- 16層が包含層で あ り 出土 し た土器片 は何れ も 細片で あ る こ と か ら 、 二次堆積土 の 中 に 含

ま れ る 遺物群 と し て 捉 え て い る 。 海進 に 拠 っ て 現在の貝塚近 く ま で が浸食 さ れ た 後、 砂礁 な ど に

よ り 再堆積作用 が生 じ た も の で あ ろ う 。 再堆積の原因は前 田 川 に 運ばれた砂礁 を 主 と し た も の で

あ り 、 扇状地状の堆積状況 と 判断 し て い る 。 早期の押型文土器 よ り も 焼成が よ く 堅徹で あ る こ と

か ら 磨滅が少な く 見れ る の で は と も 思 え る が、 磨滅現象 は少 な い 。 と も すれば、 運ばれた距離が

非常 に 短 い と 判断で き ょ う 。 西貝塚第 W 層や清野氏発掘調査地点か ら も 轟式土器 は 出土 し て お り 、

当時の生活空聞 が大 き く 拡が っ て い た こ と が窺 え よ う 。

〔縄文時代前期後葉〕

第 1 1 層 は 曽 畑式土器 を 主 と し た包含層で、 轟式土器 と 閉 じ く 二次堆積で あ る と 判断 さ れ、 徴高

地 を 形成 し て い た も の と 見 ら れ る 。 こ の徴高地 に 貯蔵穴群が形成 さ れた も の で で あ り 、 貯蔵穴群

と 居住地 と の位置関係 を 是非求 め た い と こ ろ で あ る 。貝塚所在地域 を 居住地域 と すれば、 80 - 100

m 程離れ た 低位地域に 貯蔵穴 を 形成す る と い う 図形がで き あ が る の で あ る が、 単 に 両 者 を 結 びつ

け る こ と は 出来 な い よ う で あ る 。

① 曽 畑東 ・ A 貝塚か ら 出土 し た土器群 と 今回 の貯蔵穴群及び周 囲 か ら 出土 し た土器群 と に は時

間差が認識 さ れ る 。

②第日層及び貯蔵穴内 か ら 出土 し た土器 は磨滅が少 な く 、 カ ー ボ ン が顕著 に 付着 し た も の が あ

る な ど、 供給地そ の も の 、 も し く は供給地は非常 に 近い場所で あ る と 判断 さ れ る 。

③貯蔵穴 は帯状 に 東西 に 延 び る 可能性が あ り 、 時間的 に 変移す る 可能性が あ る こ と 。

以上の事柄 を 述べ」る こ と がで き 、 現状で最 も 居住地 と し て の状況 を 見せ る 東 ・ A 貝塚周辺だ け

で な く 、 確認 さ れた貯蔵穴群の近 く を 居住地 と し て い た可能性 も 非常 に 強 い 。 そ し て 、 時間的 な

変化 と 共 に 居住地 も 変移 し て い く と の見解 も 述べ る こ と がで き ょ う 。
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{ 3 } 貯蔵穴群の存在

検出 さ れた貯蔵穴群 は 殆 どが縄文時代前期 曽 畑式土器で一部後 ・ 晩期の も の が あ る 。 こ の場所

が長い期聞 に 渡 っ て 貯蔵穴 を 設 け る の に 相応 し い条件 を 有 し て い た も の で あ ろ う 。 考 え ら れ る こ

の地域の状況は 東側 の 台地 と 谷か ら 砂礁が運ばれた 扇状地状の高 ま り に 立地 し た も の と 思われ、

罵 囲 は遠浅の波がす ぐ近 く ま でや っ て 来 る よ う な場所 と 見 ら れ る 。 少 し 掘込 め ば浸透 し た 谷水 の

湧水が あ る と 判断 さ れ、 こ の現象 を 巧 み に 利用 し た も の と 考 え て い る 。 数多 く 見 ら れ る 大 き な 石

は 貯蔵穴の位置 を 示す た め の物で も あ ろ う し 、 強 い 湧水 に よ る 貯蔵物の 浮上 を 防止す る 目 的 も あ

る も の と 判断 し て い る 。 重 〈 大 き な 石 は 凝灰岩 も あ る が相 当遠 く か ら 運 ばれて こ な けれ ば な ら な

い よ う な 安 山岩 も あ り 、 重 り 石 と し て の重要性が窺われ る 。 そ し て 、 貯蔵す る 為 に は 単 に 水 に 漬

ければ と い う だ けで は 、 貯蔵物の腐敗 に 繋が る も の で、 そ こ に は絶 え ず流水 し て い る 条件が充た

さ れね ば な ら な い こ と を 示 し て い る も の で あ ろ う 。

以上、 縄文時代前期 に 貯蔵穴群 を 確実 に有 し て い る こ と を 述べ る こ と が で き 、 貯蔵穴群は居住

地近 く の湧水の あ る と こ ろ に 設 け ら れ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 時 間の経過 に よ り 、 地形 ・ 地

理的変化 に よ り 湧水場所 も 変化が生 じ よ う し 、 そ れ に 応 じ て 貯蔵穴群の 形成場所 も 変遷す る も の

と 判断 さ れ る が、 貯蔵穴群 に 伴 っ て 土器群や石皿の 出土が あ り 、 貯蔵 さ れて い た イ チ イ ガ シ類の
剥 ぎ殻 も 多 い の で 、 こ の場所で調理 を 行 っ た場合 も あ る よ う で あ る 。
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1 0. 縄文時代の技術 (編み物製品)

縄文時代前期 の 曽 畑式土器の時期 に 比定 さ れ る 貯蔵穴 を 中心 と し て 、 21点 を 数 え る 編 み物が検

出 さ れ た 。 編み物 に 関す る 報告例 は 、 近年増加の傾向 に あ る が、 植物遺体は 腐食 し 易 い こ と も あ

っ て 、 直接資料 は 意外に 少 な く 、 土器の圧痕 な ど を も と に し た 間接資料の報告が多 い 。 ま た時期

的 に も 、 先 史時代 に 遡 る も の は 少な く 、 と り わ け縄文前期の資料は 、 数例 を 除 け ば殆 ど皆無 と 言
っ て よ い 。 そ の 意味で、 今 回 当 遺跡か ら 検出 さ れた編み物 は 、 縄文前期 に お け る 人 々 の技術水準

を 知 る 上で も 恰好の資料 と な る も の と 思われ る 。 以下、 観察 に よ っ て 得 ら れ た所見 を 報告 し た い 。

<編み物の出土状況>
註 1

今 回 出 土 し た 編 み物 は 、 1 点 を 除 け ば い ずれ も 当遺跡の A- 2 ， B - 2 区付近 に 分布す る 貯蔵

穴内 か ら の検出 で あ る 。 貯蔵穴 は総数62基で、 そ の う ち 縄文後 ・ 晩期の貯蔵穴 ( 5 基) か ら は l

点、 縄文前期 ・ 曽 畑式土器の時期 に 比定 さ れ る 貯蔵穴 (57基) か ら は 19点の編み物が、 そ れぞれ

検 出 さ れて い る 。 単純に 見 て も 貯蔵穴の約1/3に編み物が遺存 し て い る こ と に な る 。 腐食 し て 失

われた編み物や、 再利用 な どの た め撤去 さ れた編み物の存在 を 考 えれば、 こ の割合は増加す る に

相違 な く 、 編み物の設置 は 貯蔵穴の構成 に 不可欠の要件で あ っ た こ と が窺 え る 。

次 に 、 貯蔵穴 内 で の編み物の検出状況で あ る が、 ほ と ん ど は貯蔵穴の 底面 に 密着す る か た ち で

検出 さ れて お り 、 明 ら か に 壁面 に 沿 っ て 立 ち 上が る も の は、 第34号貯蔵穴 内 の 10の編み物 に 見 る

の みで あ る 。 こ の よ う に 編み物の残存が底部 に か ぎ ら れて い る の は 、 数度に わ た る ド ン グ リ 等の

掘 り 出 し と 、 そ の後の廃棄に よ り 、 上部が破壊 さ れた可能性が高 い た め と 考 え ら れ る 。

ま た貯蔵穴内 の ド ン グ り の残存状況 を 見 る と 、 い ずれ も 編み物の 上 に 乗 る か た ち で検 出 さ れて

お り 、 編み物の 下 に 及ぶ も の は 見 ら れ な い 。 こ の た め 、 貯蔵穴 に ド ン グ り を 保存す る 際 に は 、 ま

ず 内部 に 区画 の た め編 み物 を 敷 き 込み、 そ の後で ド ン グ リ を 入れた も の と 判断で き る 。 遺跡周辺

は低湿地で あ り 、 現在で も 穴 を 掘 る と 水が診み 出 し て く る ほ どで あ る 。 ド ン グ リ は保存の際、 虫

害 を 防 ぐ た め 、 こ れ ら の低湿地の貯蔵穴 に 、 言わ ば水 に 漬 け込む形で保存 さ れた も の と 推定 さ れ

る が、 そ の意味で も 編み物の設置は 、 通水性 を 確保 し な が ら 貯蔵穴の崩壊 と ド ン グ リ の土 中 へ の

埋没 を 防 ぎ、 ド ン グ リ の取 り 出 し を 容易 に す る な ど の 目 的 を 持 っ て い た も の と 考 え ら れ る 。

<編み物の形態> ( P 134貯蔵穴推定模式図参照)
貯蔵穴内 に 残 さ れ た 編 み物 は 、 前述の通 り 上部が失われた も の が多 い が、 少数の遺物か ら 全体

の形態 を 類推す る と 次 の よ う に な る 。 な お、 こ こ で使用 す る カ ゴ ・ ザルの呼称の 区 別 は 、 比較的

に 大型、 編 み 目 が粗 く 、 運搬や貯蔵 を 目 的 に製作 さ れた も の → カ ゴ、 同 じ く 小型、 編 み 目 が密で、
註 2

生活雑器 と し て の用 途 を 持つ も の → ザル、 と そ れぞれ呼びな ら わ し た 。

(1)サツレ状 と 推定 さ れ る も の (5 ， 14，  17 ，  21) 

植物遺体で あ る の に も 係わ ら ず、 比較的 に 残 り が良 く 、 全体の形態 を ほ ぼ推定で き る 資料が多

い 。 中 で も 14 は 、 底部 ~ 胴部 ~ ロ 縁 に か けて の技法の全体像が知 ら れ る 。 推定される直径は章頃畑

A-
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内外、 深 さ が12叩程度で あ り 、 頻繁 に使用 す る 生活用 具 と し て は手頃 な 大 き さ の物で あ る 。 ま た

17は、 口 縁 を 欠 く も の の底部 を 中心 に 胴部 ~ 口 縁近 く ま で放射状 に 遺物が残存 し て お り 、 法量 も

14 と ほ ぼ同程度の も の と 推定 さ れ る 。

こ れ ら の資料に 共通す る こ と は 、 い ずれ も 使用 さ れ る 素材が均質 でやや細 く 、 編 み 目 ( 2 本越

え ・ 2 本潜 り ・ 1 本送 り が多 い ) も 詰 ま っ て お り 、 丁寧かつ堅牢 に 製作 さ れて い る こ と で あ る 。

他の編み物が比較的 に 粗製で、 編み 目 も 粗い も の が 多 い こ と を 考 え る と 、 こ れ ら は貯蔵穴用 に 本

来的 に 製作 さ れた も の で は な く 、 い ずれ も 一般的 な 生活用 具 と し て 作 ら れ、 後 に 貯蔵穴用 と し て

転用 さ れた か 、 放置 も し く は 投棄 さ れた も の で あ る 可能性が 高 い と 思わ れ る 。

(2)袋状の も の と 推定 さ れ る も の( 11 ) 

ほ と ん ど の 貯蔵穴中 の ド ン グ リ は 、 い ずれ も 掘 り 残 し で あ っ た が 、 第36号貯蔵穴で は 、 ド ン グ

リ は 多量 に ま と ま っ て 塊状 を な し て い た。 1 1 の編み物は、 こ れ ら の塊状の ド ン グ リ の下 に 敷 き 込

ま れ る よ う な形で検出 さ れて い る 。 し か も ド ン グ リ 塊の上部 に も 、 断片的 に で は あ る が、 同 じ 編

み物の細片が数 ケ所で ド ン グ リ を 覆 っ て い る の が分か る 。 ド ン グ リ の ま と ま り 具合 な ど か ら すれ

ば、 1 1 の編み物の原形 は 、 あ る い は袋状 を 呈 し て お り 、 ド ン グ リ の運搬 に 使用 さ れた あ と 、 そ の

ま ま 貯蔵穴中 に 保管 さ れた も の で は あ る ま い か。

(3)そ の他 カ ゴ状の も の と 推定 さ れ る も の(10)

ほ と ん ど の編 み物が貯蔵穴の底面か ら ほぼ水平 に 検出 さ れて い る の に 対 し 、 10の編み物の み が

壁面に 沿 っ て 約 15叩程度の立 ち 上が り を 見せ る 。 口 縁部が失われて い る た め 、 原形 は貯蔵穴の縁

ま で延 び る か ど う か は 不 明 だ が、 い ずれ に せ よ 貯蔵穴の形 に 合 わ せ て 「 い びつj な が ら も 、 カ ゴ

状の形態 を 呈 し て い た こ と が知 ら れ る 。 底面 に検出 さ れた他の資料中 に も 、 同 様 に 壁画 に 沿 っ て

立 ち 上が る 傾向 を 示す も の が多 く 、 ま た い ずれ も 縁留め を 施 し た例 が見 ら れ な い こ と か ら 、 編み

物が底面の み に 敷 き 込 ま れ た も の と は考 え に く い 。 や は り 、 貯蔵穴の規模 に 見合 う 大型の カ ゴ と

し て 設置 さ れた と 考 え た方が妥当 で あ ろ う 。

な お 、 こ れ ら の編み物 に 共通す る 特徴は、 r 1 本越 え ・ l 本潜 り ・ l 本送 り 」 が 多 く 比 較 的 編

み 目 の大 き な 、 「四 ツ 目 編み」 の手法 を と っ て い る こ と 、 編み材が不揃 い で 、 い か に も 粗 製 で あ

る こ と 、 な どで あ る 。 恐 ら く は 数例見 ら れ る 「 ザルJ が転用 品 と 推定 さ れ る の に 対 し て 、 こ れ ら

の粗製の編み物 は 、 貯蔵穴用 に 本来的 に 製作 し 設置 さ れた も の で あ ろ う 。

一覧表の 「全体の形状」 の 中で は 、 不明 と 記 し た編み物片 も 、 そ の 多 く は(3)の カ ゴ状の編み物

に 類似 し て お り 、 貯蔵穴 に 本来的 に 設置 し た編み物 と 判断 し て い る 。

<編み方の技術>

(1 )編み方

編み物製品の基本的な編み方 は 、 網代編み ・ 四 ツ 目 編み ・ 六 ツ 目 編 み ・ ザ ル編 み な ど が一般的 な
註 3

例 と し て 挙 げ ら れ る 。 こ の う ち 、 当遺跡 に お い て 見 ら れ る 編み方は 、 網代編み と 四 ツ 目 編 み の 二

通 り に 限 ら れ る 。 両者の区別 は 明確で は な い が、 「網代編み」 は 、 比較的 に 編み 目 の 詰 ま っ た 編
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み方で あ り 、 「四 ツ 目 編み」 は 、 逆 に 自 の空い た 、 い わ ば雑 な 編 み方 と 言 え る 。 当 遺 跡 出 土 の 編

み物の場合、 お お ま か に は 全点が広義の網代編 み に 含 ま れ よ う が、 編 み 目 に 概ね素材 1 本分以上

の隙聞 が認め ら れ る 場合 に は 、 明 ら か に 瞭聞 の作製意図が あ っ た も の と み な し て 「四 ツ 目 編み」

と 称す る こ と と し た。 な お両者の比率で あ る が、 全21点中観察可能 な 19点の 内訳は 、 ①網代編み

14点②四 ツ 自 編 み 4 点① と ②の両方が混在す る も の 1 点で あ る 。 次 に 、 経条 ( た て 芯) 緯条 ( よ

こ 芯) と の組み合わせ本数に よ る 編み 目 のバ リ エ ー シ ョ ン で あ る が、 当遺跡で見 ら れ る 編み方は

4 通 り が挙げ ら れ、 そ の比率は 次の よ う に な る 。

監盟 量盟 盟韓 関輯
① 1 本越え ・ 1本i替 り ・ ② 2本越え ・ 2本潜 り ・

1 本送 り l 本送 り

12例 ( 48% ) 1 1例 ( 44% )

※①~④が混在す る も の も あ る 。

③ 2本越え ・ 2本潜 り ・

2本送 り

1 例 ( 4 % )

編み 目 模式図

④ 4本 越 え ・ 4本潜 り ・

2本送 り

1 例 ( 4 % )  

こ う し た結果か ら 、 当遺跡 に お い て 基調 を な す編み 目 は 、 ① と ②で あ る こ と が言 え る 。 た だ し 、

編 み物の形態 と 編み 目 の相関関係 を 見 る と 、 ①の編み方 は カ ゴ と 推定 さ れ る 遺物 に お い て 多 く 、

②の編み方 は ザルの編み 目 に お い て 、 ③， ④ は ザルの底編み に お い て の み認め ら れ る 。 ま た、 5

や 17 に 見 ら れ る よ う に 、 一個体の編み物中 に お い て も 部位に よ り 編み方の変わ る 例 を 見 る こ と が

で き る 。 つ ま り 、 編み方や編み 目 の違い は 、 単 に 思 い つ き の も の で は な く 、 製作の対象 と な る 製

品 の 種類 に よ っ て 、 ま た 同一製品 に お い て も 部位の違い に よ り 編み方 を 使 い 分 け て い る こ と が知

ら れ る の で あ る 。 こ の場合、 一般的 に②の技法は よ り 精巧 な 製品 を 作 る 場合 に 使用 し て い る こ と

が知 ら れ る 。

(2)技法

次 に 、 編 み物の部位 に よ る 編 み方の技法で あ る が、 比較的 に 残存の程度の 良 い い く つ かの資料

を 中心 に 、 部位別の技法の違い を 見 て み た い 。

( 口縁部)

口縁部の技法が知 ら れ る 資料 は 、 3 点 が あ る 。 そ の う ち 、 14 と 17 は ザル と 推定 さ れ る 編み物で

あ る 。 い ずれ も 、 経条の 余 っ た部分 を 折 り 曲 げて 束ね、 さ ら に ツ ルで巻 き 補強 し て い る 。 現在で

も 殆 どの編み物製 品 は 、 基本的 に 同様の技法 に よ り 縁留 め さ れて い る 例 を 見 る こ と がで き る 。 ま

た 、 7 で も 閉 じ く 縁留 め の技法が見 ら れ る が、 こ の資料は付随す る 胴部の編み材が、 幅広 く 、 編

み方や編み 目 も 他 の 2 例の ザル と 異 な っ て い る 。 こ の た め恐 ら く は 大型の カ ゴ類の編み物の縁 と

推定す る も ので あ る 。 縁 留 め そ れ 自 体の技法 は 、 ザルの例 と 変わ り は な い 。 ま た 、 1 の編み物は
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口 縁部付近 と 推定 し て い る が、 横 に 数条の ツ ル を 編み込ん で い る の が観察 さ れ る 。 補修の 目 的 よ

り も 恐 ら く 補強 の 意味 を 持つ も の と 考 え て い る 。

(胴部 ~ 底部)

全体の形態が不 明 な編み物が多 く 、 胴部 ~ 底部の編み方の 明確 な 区別 が難 し い ので 、 胴部 と 底

部 を 一括 し た。

ま ず ザル状の編み物片の場合 は 、 胴部の編み方 と 展開 を 知 る こ と が で き る 。 ま ず14の資料 は 、

胴部全体 を 不規則 な が ら も 、 r 2 本越 え ・ 2 本潜 り ・ 1 本送 り 」 で編み、 底部へ と 続 け て い る 。

一方、 17の資料 は 、 底部で は 2 本の経条 を l 単位 と し た r 4 本越 え ・ 4 本潜 り ・ 2 本送 り 」 で約

12cm程度の 底編 み を 縦横 に な し た あ と 、 胴部で は 、 そ れ を 1 本で l 条の経条 に 放射状 に 展開 し 、

r 1 本越 え ・ 1 本潜 り ・ 1 本送 り 」 の基本的 な編み方 を な し 、 さ ら に 口 縁部近 く で は 、 r 2 本 越

え ・ 2 本潜 り ・ 1 本送 り 」 と 編 み方 を 変 え て い る 。 類似 し た編 み 方 は 5 の資料 に も 見 ら れ る 。 底

部で r 2 本越え ・ 2 本潜 り ・ 2 本送 り 」 で底編み を し た 後、 経条 を 放射状 に 展 開 し 、 胴部で は 、

r 2 本越 え ・ 2 本潜 り ・ 1 本送 り 」 の編み方で展開 し て い る 。 い ずれ に し て も 、 ザ ル 状 の 編 み 物

の場合 に は 、 基本的 に は底編み を し た後で、 放射状 に 経条 を 展開 さ せ 、 部位に よ り 編み方 を 変 え 、

完成 さ せ て い る 。

一方で 、 そ の他 に 検 出 し た編み物で あ る 。 前述の よ う に 検出部位の不明 な も の が 多 い が 、 い ず

れ も 貯蔵穴の底面で検出 さ れて い る こ と か ら 、 底部 ~ 胴部 に か け て の部位で あ る と 推定 し て い る 。

こ れ ら の編み物の特徴 は 、 編み方は四 ツ 目 編みが多 く 、 網代編み で も 比較的 に 編 み 自 の大 き い も

の が 多 い 。 ま た 、 編み材 も ザル編み に 比べれば、 不揃い で 雑 な 作 り と の 印象 を 否 め な い 。 典型的

な 例 と し て は 、 8 や20の資料が挙げ ら れ よ う 。 た だ こ れ ら の資料 は 、 底面で は 、 r 1 本 越 え ・ 1

本 潜 り ・ 1 本 送 り 」 の 四 ツ 目 編みが多いが、 壁面が倒れて 、 折 り 重 な っ て い る 部分 な ど で は 、

r 2 本越 え ・ 2 本潜 り ・ l 本送 り 」 な ど編み方の異 な る 部位 を 同時 に 出 土 し て い る し 、 ま た 見 ら

れ る よ う に 、 胴部の上方の 口 縁部 に 近 い 部分で は、 下部 よ り も 比較的 に 編み材の幅の狭い も の を

使用 し た り な ど、 部位に よ る 編 み分 けの技術 な ど も 推定す る こ と がで き る 。 ま た 、 一般的 に 現在

で も 編 み物製品 中 に は補強 の た め一定の間隔毎 に 芯 を 入れ る 例が あ る が、 当遺跡の 出 土資料中 に

は認め ら れ な か っ た 。

(3)編み材の選択

出土の資料に よ っ て は 、 編み材が非常 に 均質 な も の 、 あ る い は不揃 い の も の な ど、 さ ま ざ ま な

例が認め ら れ た 。 す で に 指摘 し た よ う に 、 一般的 に は ザル状の生活雑器 に は 均質 な 材料 を 使用 し

て お り 、 逆 に 本来的 に 貯蔵穴 に 設置 さ れた と 思われ る カ ゴ状の製品 に は 、 編 み 材 は不揃い な も の

が 多 い 。 こ の こ と は 、 当時の人 々 が、 製作 し よ う と す る 製品の種類や、 用 途 に よ っ て 材料の選択

を 行 っ て い た こ と を 裏付 け て い る 。 ま た材料の調達 に 当 た っ て も 、 た と え ば材質 は違 う も の の 、

モ ミ ジ か ら 編み材 を 採取す る 場合 に は 、 樹皮 ・ 樹幹の剥 ぎ易 い 梅雨上が り の一時期 を 見計 ら っ て

採取 ・ 保存 し て お き 、 製品 を 製作す る 場合に は 、 2 - 3 日 水 に 漬 け柔 ら か く し た 後で使用 す る な
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ど の 民俗例 も 報告 さ れて い る 。 当遺跡の編み物 は い ずれ も 、 木質 の材料で製作 さ れて い る が、 材

料の採取や選択 に あ た っ て は 当然同様の技術的 な 知識 を 有 し て い た こ と が考 え ら れ る 。

な お 、 編み物の 素材 に つ い て は 、 第 W 章第 I 節の材質 問定の項 を 参照願い た い 。

く結び〉

西 日 本 に お け る 縄文時代の編み物 は 少数の例外 を 除 けば、 r 2 本越 え ・ 2 本潜 り ・ 1 本 送 り 」
註 5

が基調 に な る も の と 言われて い る 。 し か し 、 編み物の直接資料の報告例が少 な く 、 ま た そ の時期

も 縄文時代後 ・ 晩期 に 限 ら れて お り 、 現在の時点で は編み物の地理的 ・ 時間的 な 変遷 を 明確に で

き て い な い の が現状で あ る 。

前述の よ う に 当遺跡出土の編み物 は 、 ほ と ん どが縄文時代前期の資料で あ る 。 21点の資料中、

第45号貯蔵穴か ら 出土 し た 15の編み物の細片の みが後 ・ 晩期の資料で あ る が、 r 1 本 越 え ・ 1 本

潜 り ・ 1 本送 り 」 の基本的 な 編 み方 を 繰 り 返 し て お り 、 両者の 聞 に 技術的 な 差異 は認め ら れ な い 。

資料が少 な い た め判然 と は し な い が、 前期の技術が後 ・ 晩期 に 到 る ま で伝 え ら れて い る こ と が分

か る 。

さ て 、 当遺跡 に 匹敵す る 縄文時代前期の編み物の直接資料 は 、 福井県鳥浜貝 塚 に 見 ら れ る 。 鳥

浜貝塚での 出土編み物の種類 は 、 「 カ ゴ ・ ザル ・ バ ス ケ ッ ト ・ 袋 な どの容器、 敷 き 物 、 網 類J な
註 6

ど多彩で あ り 、 精巧 に 作 ら れた 生活上の雑器が数種類に わ た っ て 出土 し て い る 。 そ れ に 対 し て 、

当遺跡出土の編み物は 「 カ ゴ ・ ザル ・ 袋」 な ど に 限 ら れて い る の が特徴で あ る 。 ま た 、 鳥浜 に 見

ら れ る モ ジ リ 編み な どの編み方が、 当遺跡で は 見 ら れ な い こ と 、 使用 さ れ る 素材が異な る こ と な

どが両者の相違点 と し て 挙 げ ら れ る 。 た だ 当遺跡の編み物 は 、 貯蔵穴 に 伴 う も の で あ り 、 い ずれ

も 貯蔵穴の 中 に 設置 さ れ、 ド ン グ リ の貯蔵の際通水性 を 確保 し な が ら 、 貯蔵穴の崩壊 を 防 ぎ、 ド

ン グ り の取 り 出 し を 容易 に す る 目 的 を 持 っ た も の と 推定 さ れ る 。 か な り 高度の編み物の技術 に 対

し て 、 出 土遺物の種類の 少 な さ は 、 設置場所が貯蔵穴 に 限定 さ れて い た た め で あ り 、 素材の違い

も 水中 で使用 す る と い う 用 途の違い で理解で き ょ う 。 前述 し た豊富 な 編み方の技術や材料の選択

の佐方 な どか ら し て 、 当遺跡に お い て も 、 鳥浜貝塚に お け る よ う な 、 種 々 の編み物製品 の存在は

当然予想 さ れ る 。 曽 畑遺跡の生活域での編み物の 出土に期待が持たれ る と こ ろ で あ る 。

註 1 . 不 明 の l 点 は 、 明 確 な 遺構確認 を 行 な う 以前 に 検 出 さ れ た も の で あ る が、 恐 ら く は 貯蔵穴 に 伴 な う 遺

物 で あ ろ う 。

註 2 . r カ ゴ」 お よ び 「 ザル」 の 区 別 は 必ず し も 明 確で は な い 。 こ こ で は 「 大 日 本 百 科 辞 典 J ( 小 学 館 )

「 日 本民族資料事典J (文化庁文化財保護部) な ど を 参考 に し て お お ま か に 規定 す る に と ど め た 。

註 3 . 一般的 な 編 み 方 の 模 式 図 は 、 本稿 の 最 後 に 示 し て い る 。

註 4 . 天 野 武 『民具 の 見方』 第一法規 1983 

註 5 . 荒 木 ヨ シ 「縄文時 代 の 網代編みJ r物資文化J 12. 1968 

註 6 . 森川 昌 和他 『鳥浜貝塚J 1979 
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o 5 明 日
し一一一一一一一-1 1 1 

3 

分 析 ・ 考 察

1 .  Il10 . 4 編み物 ・ 部分 (第 9 号貯蔵穴)
2 . ト10 . 6 編み物 ・ 部分 (第14号貯蔵穴)
3 . Il10 . 5 編み物 ・ 全体 (第12号貯蔵穴)

第 1 2 1 図 編み物製品実iRIJ 図( 1 )

o 5 cm 
L一一一一」

4 

し一一」5 岨 r:r-=祈
6

4 .  Il10 . 8 編み物 ・ 全体 (第20号貯蔵穴)
5 .  Il10 . 10編み物 ・ 部分 (第34号貯蔵穴)
6 . ト10 . 11編み物 ・ 部分 (第36号貯蔵穴)



第 122図 編み物製 品 実 測 図(2)

第 2 節 考 察
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o 5 叩
L一一一一一」

7 

8 . 肋 . 18編み物 (第54号貯蔵穴)
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o 5 cm 
」一一一一」

9 

10 

1 1  

b LJ5 咽 12

9 .  No . 15編み物 (第45号貯蔵穴 11 . No . 21編み物 ( A - 2 区出土)
第 123図 編み物製品実測 図(3) 10 .  No . 12編み物 (第39号貯蔵穴 12 . No . 20編み物 (第62号貯蔵穴)
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第 124図 編み物製品実測 図(4)

第 2 節 考 察

1 3 .  No. 14編み物 ( 第43号貯蔵穴 )
14 .  No. 1 編み物 ( 第 1 号貯蔵穴 )
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1 6  

1 5 .  No. 7 編み物 ( 第1 5号貯蔵穴 )
第 125図 編 み 物製 品 実 測 図(5) 16 .  No. 1 編み物 ( 第 1 号貯蔵穴 )
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番 遺 跡 名 所 在 地 時 期 主 な 出土遺物号
I 亀ケ 岡遺跡 青森県西海軽郡木造町 縄文晩期 鑑胎漆器
2 石郷 。 。 南海軽郡平賀町 縄文晩期 盤胎漆器片
3 是) 1 1 " 八戸 市 縄文晩期 編物

4 山王 φ 宮城県栗原郡一迫町 縄 文 鑑胎漆器
5 寺地 。 新潟県西領域郡青海町 縄文晩期 鑑胎漆器片
6 神郷下 。 愛知県豊田 市 縄文晩期 箆胎漆器片
7 鳥浜 。 福井県 ー 方郡 一 方町 縄文前期 編物

8 滋賀里 。 滋賀県大海市 縄文晩期 鑑胎漆器片
9 岩因 。 山 口 県熊毛郡平生町 縄 文 カ ゴ
10 坂の下 。 佐賀県西松浦郡有田町 縄文後期 カ ゴ
11 曽畑 。 熊本県宇土市 縄文前期 編物

12 椎 ノ 木崎 。 。 牛深市深海田I 縄文中期~後期 編物

註 . 本表は植松 な おみ (1980) を 元 に し て
作成 し て い る 。
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第 W 章 分析 ・ 考察

1 .  No. 1 鼠み物 (第 1 号貯蔵穴)

3 .  No. 4 舗み物 ( 第 9 号貯蔵穴 )

5 .  No. 5 編み物 ( 第 1 2号貯蔵穴)

物跡

一

臨圃

FD

写真 1

2 .  No. 1 編み物 ( 第 1 号貯蔵穴)

4 . No. 4 編み物 ・ 部分 ( 第 9 号貯蔵穴)

6 . No. 5 編み物 ・ 節分 (第12号貯蔵穴)

8 .  No. 6 .み物 ・ 鶴分 (第14号貯蔵穴)



写 真 2

9 . No. 7 編み物 (第1 5号貯蔵穴)

1 1 .  No. 9 編み物 ( 第25号貯蔵穴)

1 3 .  No.1 1 編み物 ( 第36号貯蔵穴)

1 5 .  No.1 2錫み物 (第39号貯蔵穴)

第 2 節 考 察

'LJ'" 
1 0 .  No. 8 編み物 (第20号貯蔵穴 )

1 4 .  No.1 1 編み物 ・ 部分 ( 第36号貯蔵穴)

16 .  No.1 3編み物 ( 第42号貯蔵穴 )

編み物
- 326 -



1 7 .  No.1 4編み物 (第43号貯蔵穴)

19 .  No.1 7編み物 (第53号貯蔵穴 )

21 . No.1 8編み物 ・ 部分 ( 第54号貯蔵穴)

23 . N0.20編み物 ・ 部分 ( 第62号貯蔵穴)

第 W 章 分析 ・ 考察

1 8 .  No.1 5編み物 ( 第45号貯蔵穴 )

22 . No.1 9編み物 (第61 号貯蔵穴)

24 . No.21 編み物 ( A - 2 区 )

編み物
- 327 -

写真 3
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第 V 章 総 括
周知の よ う に 、 宇土半島基部、 雁回山北麓端一帯は縄文時代貝塚の一大形成地で、 宇土市轟員

塚、 下益城郡城南町阿高 ・ 黒橋貝塚、 御領貝塚、 同郡松橋町大野貝塚、 宮 島 貝 塚 な ど著名 な 貝 塚

が連座 し て い る 。 曽 畑貝塚は そ の一角 を 成す も の で雁回 山 南西麓端 に 、 そ し て 低湿地遺跡は後背

湿地に 位置 し て い る ので あ る 。 こ の 曽 畑貝塚は 明 治時代か ら 今 日 に 至 る ま で 長 い 貝 塚調査の歴史

が あ り 、 こ こ よ り 出 土す る 曽 畑式土器 は九州縄文前期の標式土器 と し て 存在す る と と も に 、 一方

で は朝鮮半島櫛 目 文土器 と の 関連が間われる こ と な ど あ ま り に 著名 で あ る 。

今回 の調査 は熊本県下 に お け る 、 縄文時代の低湿地での本格的 な 初 め て の発掘調査で あ っ た こ

と も い え る 。 発掘調査 を 進め る と 驚 く こ と に 貝塚本体か ら 100 m も は な れ た 水 田下 に 、 尚更の遺

構 と 包含層 を 有 し て い た の で あ る 。 そ れ は 、 水 田 下 に 検 出 さ れた 遺構や遺物 は縄文前期 ~ 晩期 に

E る も の で、 特 に 前期の 曽 畑式土器 と 轟式土器 は 良好 な 状態で検出 で き 、 前 者 は 貯蔵穴群 を有 し 、

後者は 懸案で あ っ た編年作成へ層位的 に裏付 けで き る 好資料 を 提示す る な ど、 恵 ま れ た 調査の結

果 を 生む こ と がで き て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の調査結果 は各地 に 所在す る 貝塚 に 、 本体の 貝層面

に だ け で な く 、 周 囲 に 恵 ま れた遺構や包含層 が隠れて い る 可能性 を あ ら た め て 思慮 さ せ、 今後の

貝塚の調査 に 大 い に 参考 と さ れ る に 違 い な い 。

さ て 、 第 16 - 12層が轟式土器の包含層 で あ っ た が 、 こ の 中 に 数点の押型文土器片がふ く ま れ、

下層の第17層 か ら は 台形石器 の 出 土 も あ っ た こ と か ら 遺跡 自 体の 開 始 は 古 〈 旧 石器時代 に 遡 り 、

縄文早期 に も 営み が行 わ れて い る の は事実で あ る 。 し か し 、 出土す る 遺物の量 は 圧倒的 に 轟式土

器や 曽 畑式土器が多 く 、 こ の時期 を 持 っ て こ の遺跡は本格的 に 営 ま れ始 め た も の と 理解がで き ょ

う 。 轟式土器の包含層 は 自 然作用 に よ る 二次堆積土で以上の よ う に 、 幾 ら かの前期 よ り 古 い 時期

の 遺物 を 含ん で い る が、 そ の時間的移行は下層か ら 上層へ と 正 し く 堆積 し て い る も の と 判断 し て

い る 。 同 じ く 『 ア カ ホ ヤ』 火 山 灰 ガ ラ ス の包含 さ れ る ピ ー ク は 第 16層 で あ り 、 こ の火 山 灰 自 体の

上下への 動 き も 少 な く 面的 に も 安定 し た状況 に あ り 、 正位の堆積状態で あ る こ と が判断 さ れ る 。

従 い 、 轟式土器 は 『 ア カ ホ ヤ』 後の土器群で あ る と の判断 に 到 っ て い る 。

こ の よ う に し て 見 ら れ る 轟式土器 は下位の第 15層 - 12層 へ と 特徴的 な 出土状況が知 ら れ た 。 前
章 に 述 べ た と こ ろ で あ る が今一度、 仮 に 下位か ら 第 I - IV期 と し て 表現 し て 整理すれば次の通 り

で あ る 。

第 I 期

(第15層)

第 E 期

(第14層)

隆帯文土器. (断面 カ マ ポ コ 形 + 刻み 目 ) . (断面 カ マ ポ コ 形 + 刻み 目 ， 沈線渦

巻 き 文)

条痕文土器. ( 口唇部 に 刻み 目 を 施 し た も の が あ る )

隆帯文土器. (断面三角形， 著 し い ， 波状 口 縁で縦走す る も の )

条痕文土器. (M編年で言 う C 式 も 含 ま れ る 可能性が あ る )

押引文土器. (出土量 は 少 な く 出現期 と 判断 さ れ る )
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第 E 期

(第13層)

第 W 期

(第12層)

第 V 章 総 括

隆帯文土器. (断面三角形， 縦走 ・ 斜走す る も の が あ る ， 多 種 に 亘 る )

押引文土器. (著 し く 多種 と な る ， 隆帯文 + 押引文が あ る )

沈線文土器. (細 〈 浅い ， こ の 層 だ け に 限 ら れ る )
隆帯文土器. (量的 に 少な く な り 、 非常 に 細 く な る )

条痕文土器. (波状に な る も の が あ る )

押引文土器. (区画 を な し 斜行で充填す る )

『 ア カ ホ ヤ』 降下後 に 以上の よ う な特色あ る 出土状況 を 捉 え る こ と が で き た が 、 多 く の 問題点

を 提示す る こ と に も な る 。 M編年で 出土 し て い る A 式土器 は な か な か 明確 に で き な い の が実情で

あ り 、 「 ら し き も の の」 底部は尖底 を 示 し て い る 。 r A 式」 土器に 最 も 近 い 土器 と 判断 さ れ る 条痕

を 施 し た厚手の土器が第15層 に 比較的多 く あ る が、 器壁の厚い も ので構成 さ れ る も っ と 古い 時期

の土器群 (例 え ば押型文土器、 手 向 山式土器、 円筒土器、 塞 ノ ;神式土器 な ど) と の関 わ り を 検討

さ せ る も の で あ ろ う 。 な お 、 今回 は平底の底部は 全 く 出土 し て い な い 。

一方、 r B 式」 は 拡大資料が著 し い 。 第 I 期 に 、 こ こ で は 出 自 を 最 も 古 く し て 特 色 的 な 沈線 で

の渦巻 き 文土器が あ る し 、 陸帯の断面形状は 「 カ マ ポ コ 形」 を 呈す る 特徴が あ る 。 第 n - m期 に

か けて の r B - 1 - 2 式」 へ と の時間的移行 は 自 然的で あ り 、 並行 し て 縦 ・ 斜走す る 隆帯文の横

行 が あ る 。 ま た 、 押引文 も 第 E 期の段階か ら 姿 を 見せ る が、 概 し て 小型の器形で丸底 を 呈 し よ う 。

こ の押引文土器 は 第 W 期 で大 き く 変容 し て い る 。 そ れ は 、 2 本 を 単位 と し た 数条の横位の 区画 を

な し 斜行す る 押引文 を 連続 さ せ る も の で あ る 。 横位の区画 を な し 、 総体的 に 幾何学文様 と 見れ る

状態は 、 自 ず と 曽 畑式土器へ と の繋が り を 考 え さ せ る も の で あ る 。 こ れに 加 え て 第 E期 の沈線文

も 横位 の 区 画 へ の変化す る 可能性 を 見れば、 曽 畑式土器 を 生 み 出 す要 因 が大 き く 揃 え ら れ る こ と
に な る 。

な お、 刺突文 を 横走 さ せ る 一群は第10層か ら 数点出土 し て お り 、 轟式土器の な かで も 最 も 新 し

い も ので あ る こ と が認識 さ れ る 。

轟式土器 に 伴 う 遺物 と し て 人骨 と 鹿角器や獣骨類の 出土があ る 。 人骨は轟貝塚で の 出土 に 続 く

も ので あ る が、 全 く の二次堆積土の 中 に 含 ま れて い た も の で、 埋葬状態 な ど全 く 明 ら か に し な い 。

手厚 く 葬 ら れ な い 状況 を 示す も ので あ ろ う か。 鹿角器の 出土は こ の時期、 骨角器 を 製作す る こ と

が 日 常的で あ っ た こ と を 証す る も の で 、 今一つ製品が何で あ っ た の か を 明 ら か に す る ま で に 到れ
な い の が残念で あ る 。 獣骨類で イ ノ シ シ 、 シ カ 、 小型動物 と 通常的で あ る が、 猿の頭蓋骨 の 出 土

が あ る 。 ペ ッ ト と し て 飼 わ た のか、 食用 と さ れた可能性 も あ ろ う 。

曽 畑式土器 を 伴 う 貯蔵穴群の検出 は圧巻で あ っ た 。 現在残 さ れて い る 貝 塚本体か ら 約 1 00 m の
距離を 持 ち 、 比高差 も 約 4 m あ り 、 海辺の海抜約3. 5 m 上 に 営 ま れて い た も の で あ る 。 58基 を 数

え る 貯蔵穴の内容物は一基に ク ヌ ギが見 ら れ る だ けで、 イ チ イ ガ シ が殆 どで あ っ た。 地下水が通

る よ う な 場所 を 選ん で構成 さ れた も の と 判断で き 、 虫 よ け と 硬化 を 防 ぐ た め の 施設 と 考 え て お く

こ と がで き ょ う 。 日 常的 な 生活場 と は幾分離れた と こ ろ で あ っ た こ と を 、 生活用 具 の 出土が少 な

- 332 -



第 V 章 総 括

い こ と か ら も 認 め る こ と がで き る 。 こ の施設か ら は編み物製品の 出 土数 が多 い 。 殆 ど に 備 わ っ て

い た も の で あ ろ う と み る こ と が で き る し 、 底部 に 敷 き 詰 め た も の 、 浅 い 駕龍、 深 い 駕龍、 編み駕

龍 な ど を 想定で き 、 日 常的 な編み物製品の転用 、 破棄 さ れた も の も 含 ま れて い る も の と 思 わ れ る 。

材質の追求がで き 、 木本類の イ ヌ ビ ワ 、 イ チ イ ガ シ 、 ケ ヤ キ 、 ア ケ ビ ( ツ ル) で あ る こ と が 明

ら か に な り 、 想像以上 に 発達 し た縄文時代の生活技術の一つ を 窺 い知 る こ と がで き た。 そ し て 、

水 に 耐 え う る 材質 の選択が行われて い た こ と も 述べ る こ と がで き ょ う 。

包含層 か ら の多種の木の 実類、 獣骨類 も 食生活や 自 然環境 を 詳 し く 知 ら し め て く れ る 。 特 に 瓢

箪 の 出 土 は 縄文前期の事例 を 靖や し た こ と に な る し 、 遠 く 伝播 さ れて 来た こ と へ の追求が今後 に

残 さ れ る 一方、 こ の時期広 く 活用 さ れて い た こ と を 認識 さ せ そ う で あ る 。 そ し て 、 瓢箪 は 常識的

な 容器 の 材料 と し て 捉 え る ほ か に 、 若い う ち に 食用 と さ れ た と すれ ば こ の 時期 に 小規模の植物裁

培の云 々 の論議へ発展 し そ う で あ る 。
さ て 、 報告 し た よ う に 曽 畑式土器の 出土 も 多 く 、 こ の地域の今後 の大 き な 基礎資料 と 成 り え よ

う 。 曽 畑式土器の こ の遺跡で の大 ま か な 時期的変還 を 求 め て 、 第 1 1 層 の 出土土器の高度分布状況

把握 を 試 み た と こ ろ で あ る 。 そ の結果 は I - m グル ー プ と し て 捉 え る こ と が で き 、 そ れ が時期的

移行 も 表わ し 第 I - m 期 と す る こ と が許 さ れれば次 の よ う に 纏め ら れ よ う 。

第 I 期 : 刺突文 ( 4 条) + 区画沈線文 ( 5 条) + 複合鋸歯文 + 短沈線文 と い う 最 も 典型

(海抜2. 50m 的施文 を 有す る 土器が あ る 。

以下) 刺突文 + 短沈線文土器や、 胴部 に 網代文 を 施す土器が あ る 。

小型の土器で あ り な が ら 、 激 し く 刺突文 を 施 し た 土器が あ る 。

滑石混入土器の割合が高 b 、 。

口 縁部が著 し く 外反す る も のや、 内面の施文が少 な い 。

第 E 期 : 第 E 群土器 ( プ ロ ト 曽 畑) も 出土す る 。

(海抜2. 50 種 々 の 曽 畑式土器が出土 し て い る が、 刺突文 + 区画文 + 複合鋸歯文の典型的土
- 2. 80m) 器が少な く な っ て い く 。

区画 を 施 さ ず刺突文 + 短沈線文の土器 は 更 に 断続 さ れて い く 傾 向 が あ る 。 滑石
混入土器が殆 ど な く な っ て し ま う 。
口 縁部が外反す る 傾 向 が量的 そ し て 角度 も 強 く な り 、 内面 の 施文 が多 く な っ て
い る 。

第 E 期 : 刺突文 + 区画沈線文 + 複合鋸歯文 + 短沈線文の典型的土器 は 見 ら れ な い 。
(海抜2. 80 刺突文 + 短沈線文の土器 は 出土 し て い る が、 短沈線だ け の も の 、 縦区画 を 施 す
- 3. 00m )  土器な ど バ ラ エ テ ィ に 富 む 。

文様 自 体が 明確で な い も のや 「 く ずれ」 る 傾向 が強 ま っ て い る 。
滑石 を 混入 し た土器 は殆 ど認め ら れ な い 。
更 に 口 縁部の外反傾 向 は 、 胴部位か ら 大 き く 外反が始 ま る も の も あ る 。
口 縁部内面の施文の率が非常 に 高 く な っ て い る 。
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従来の 曽 畑貝塚の 出土土器 は 、 こ こ で の 第 E 期の特色 に 最 も 近い と 見 る こ と が で き る 。 刺突文

を 施す も の や 、 刺突文 + 区画文 + 複合鋸歯文 + 短沈線文の典型的文様パ タ ー ン を 有す る 土器が認

議 さ れて い な い傾 向 が あ る 。 と すれば、 今回の 出土土器 に よ っ て 、 そ の イ メ ー ジ化 さ れた 土器群

よ り も 古 く 位置づ け で き る 第 1 . n 期で示 さ れ る 土器群が存在す る こ と を 認識す る こ と がで き ょ

う 。 そ し て そ れ は 、 曽 畑貝 塚が営 ま れ始め る 時期 を 遡 ら せ る こ と がで き る こ と の理解 と な る 。 な

お 、 「 プ ロ ト 曽 畑式土器」 と さ れ る 第 E 群土器が集中 し て 出土 し て い る 。 全 く 層位 的 な 実 証例 と

な り え な い が、 こ の時期 ま で の 残存状況 を 示す も の と 捉 え て い る 。

こ の ほか 、 貯蔵穴内 や 第10層か ら 出土 し た 曽 畑式土器 を 多 く 報告で き 、 注 目 さ れ る 土器 も 多 い 。

前者は概 し て 規則的 な文様パ タ ー ン を 持 ち 古 い時期 に 位置づ け る こ と が可能 と さ れ よ う 。 ほ ぼ完

全 な 土器 に 復原がで き る 第94図 (03) は やや ウ ェ ー プす る 3 条の 刺突文 + 横位 の 区画文 + 幾何学

文 + 短沈線 と な り 、 特徴的 な 第 3 文様帯 は r X J r + J の割 り つ け を 繰 り 返 し 、 「六弥太格子文」

を 充填 さ せ て い る 。 後者 は 刺突文の有無 を も と に A - F 類 に分類 を 進め て い る が、 沈線文 + 山形

文の横行や、 刺突文が な く 縦区画 + 菱形状文、 同 じ く 刺突文が な く 斜格子 ・ 沈線羽状文 な ど バ ラ
エ テ ィ に 富 ん で い る 。 そ し て 、 嗣部か ら 外聞 き に な る 傾向や 口 縁の外反傾 向 が指摘 さ れ る 。

次 に 、 今回の発掘調査が低湿地で あ っ た こ と に よ っ て 、 多 く の 自 然遺物の検出 が可能で あ っ た 。

各種の理化学分析がで き 、 縄文前期 の 自 然環境の復元に 大 き な資料 を 提 出 で き た 意義 は 極め て 大

き い 。 そ れぞれの分析 ・ 考察が今後 に 充分活用 さ れ る こ と を 期待 し た い 。

地質分析で は 「 ア カ ホ ヤ」 火 山灰の検出 と 位置の確認がで き 、 花粉の分析で は 1 ) 落葉広葉樹優

占 時代 (第19- 17層) 、 2 ) 落葉広葉 ・ 常緑広葉樹混交時代 (第17層上部 - 16層下部) 、 3 ) 照葉

樹林安定時代 (第16層上部 ~ 第 1 1層) 、 E 次林拡大 (傾向) 時代 (第 7 層) と な る 植 生 が 明 確 に

把握で き て い る 。 加 え て 、 大型 ・ 小型の種子の同定に よ る 上記植生の裏付 け や 、 多 く の 注 目 さ れ

る 種子 の報告が行わ れ た 。 食用 に さ れた イ チ イ ガ シ 、 ク ヌ ギ、 チ ャ ン チ ン モ ド キ 、 ク ル ミ 、 海草

の ア マ モ の検出 も あ っ た。

ど う し て も 避 け ら れ な い 縄文海進現象の解 明 に 珪藻の分析がで き 、 貯蔵穴群の立地 す る 場所が、

「海の影響の見 ら れ る 汽水の環境下 に あ る 」 近 く で あ る こ と の ほか、 縄文前期以降 に も 海進が生

じ て い る こ と が示唆 さ れ、 海抜 3 m近 く に 及ぶで あ ろ う こ と が今後に 求 め て い かれ よ う 。 そ し て 、

海進現象の詳細 な 把握 と 有明海 を 巡 る 地形隆起や沈下現象 を 捉 え る 作業が更 に 重要性 を 増 し て き

て い る 。

付 け 加 え る こ と に な る が、 貯蔵穴群か ら検出 し た編み物製品は取 り 上 げ に 成功 し て い る 。 是非、

保存処理の 成功 を は か り た い 。

最後 に 、 貯蔵穴群が存在す る こ と で 曽 畑貝塚が遺跡 と し て 極め て 広 い 範囲 に 及ぶ こ と が判 明 し

て い る が、 今回の道路建設 を 始め と し て 、 こ の遺跡 に対す る 開発がひ ど く 進ん で い く 危険が あ る 。

遺跡の範囲 を さ ら に 明確 に し て 、 早急 に 指定史跡 と し て 永久 な保存 を は か る こ と が必要 と さ れ る 。

nd
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付記 貯蔵穴 ・ 編み物製品の取 り 上 げ作業に 関 し て

検出 し た 貯蔵穴や編み物製品の取 り 上 げ作業 に つ い て 、 実施 し た方法 を 記録 し て お き た い 。 今

後の検出時の参考 に なれば幸い で あ る 。 と も に 御教示 ・ 御協力載 い た 多 く の方 荷 に 深 く 感謝 し た

b 、 。

『貯蔵穴』 遺構の取 り 上げ作業

平面 プ ラ ン を 確認 し た 中で比較的残存状態が良好で あ る 、 第 7 号貯蔵穴 を そ の 対象 に し た。 将

来の調査が可能 な 状態で残す こ と を 目 的 と し て 、 格安の経費で行 う た め 、 隣接地で工事 を 行 っ て

い る 建設会社の技術者 と 検討 ・ 協議 を 行い な が ら 作業 を 進 め た。

貯蔵穴の 周 囲 に 安全 の た め幾分余裕 を 取 り な が ら 、 そ の大 き さ は 、 縦150佃 × 横150叩 × 深 さ 1 00

佃 で あ り 、 枠設備 を 含 め た総重量は約 3 t 以上 と 計算 さ れた。 こ れ に 耐 え う る 最善の方法 は 、 鉄

枠 を つ く り 、 枠材は松材 を 使用 、 底板に は綱材 を 使用 し て 行 う こ と に な っ た 。 ま た 、 生 じ る 隙聞

に は 、 山 砂 を 入れ樹脂 を 注入 し て 崩れの防止 を 計 っ て い る 。ー

実際的作業 は 建設業者の作業員 4 - 5 名 で重機や簡単 な 建設道具 を 用 い て 、 数時間の う ち に 終

了 し て熊本県文化財収蔵庫の倉庫 に 手際良 〈 運搬 さ れて い る 。

『編み物製品類』 の 取 り 上 げ作業

こ ち ら は全 く 建設業者の 手 を 煩 わ せ る こ と な く 、 調査員 と 発掘作業 員 の 手 に よ り 実施 し て い る 。

一部、 細 か い 製 品 は こ と も な く 取 り 上 げ る こ と がで き 、 大型の タ ッ パ ー や コ ン テ ナ に 納 め て い る 。

そ し て 、 化繊綿や適 当 な 材木 を 用 い て 隙聞 を 埋 め 固定 を 加 え て い る 。 ま た 、 製品 を 洗 い 、 実験的

に 毛質筆 を 用 い て パ イ ン ダ ー で の強化 を 試みて い る 。 こ れ に は 、 再度の土落 と し ・ 清掃作業 が 困

難 に な る 嫌 い が あ り 、 以後取 り 止め て い る 。

実施 し た方法 は 、 安価 な経費で、 手作 り の木箱 に 納 め て 取 り 上 げ る 簡単 な 方法で あ る 。 周 囲 に

余裕 を 残 し 、 土柱 と し て 状態で寸法 を は か り 、 木材庖か ら 購入 し た材木で底 の な い 木箱 を 作 り 候

め 込 む の で あ る 。 隙 聞 に 水調合ので き る ウ レ タ ン樹脂 を 注入す る と 、 数時間で強固 に 固定が可能

で あ っ た。 固定作業が終了 し た の ち 、 底 を 少 し ずつ 削 り な が ら 底板 を 打 ち 、 更 に 小角材で補強 を

加 え て い る 。 底板 を 打つ作業 に は道板や角材、 そ れ に 、 車 に 装備 さ れて い る ジ ャ ッ キ な ど を 用 い

る と 容易 で あ っ た 。 運搬 は人力や一部、 一輪車 を 用 い る こ と で終 え る こ と が で き て い る 。

文化財収蔵庫 に 運 ん だ編 み物製品 は 、 化繊紙で被 い 適宜の散水が必要で あ る 。 5 %程度の ホ ウ

酸水 を 散水す る こ と に よ り 、 カ ピ ・ 腐敗 を 防止 し 一年間の保管が可能で あ っ た 。

以上の作業状況 に つ き 、 次頁 に 写真説 明 を 用 意 し て い る 。 な お 、 編 み物製品 は 国庫補助事業 を

受 け 、 全 て 専 門業者 に 委託 し て 保存処理 を 行 う こ と に 決定 し て い る 。 無事に 保存処理 さ れ る こ と

を 祈 り 、 一堂に 展示公開 さ れ る 日 を 待 ち た い 。
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写 真 1 r貯蔵穴」 遺構の取 り 上 げ作業状況

)

 

1

 

(

 

(2) 

進/ 仲介匂長

(3 ) 

(4) 

(5) 

(6) 

『貯蔵穴』 遺構の取 り 上 げ作業

①業者 に よ り 準備 ・ 運ばれた鉄枠 を 現場で

組み立て る 作業。

②貯蔵穴遺構 は 周 囲 に 幾分余裕 を 取 っ て 、

土柱状 に 削 る 作業。 適宜、 重機 を 使用 。
③重機 を 用 い て 、 鉄枠 を 候め込 む作業。

④鉄枠 と 貯蔵穴遺構の 聞 に 、 松板材 を 炭 め

込む作業。

⑤底面 に横か ら 鋼材 を 打 ち 込む作業 (少 し

づっ 削 り な が ら ) 。 隙間 に は 山砂や ウ レ タ

ン 樹脂を 注入 し て 固定化 を は か る 。

⑥固定作業が終了 し た後、 重機 を 用 い て 運

搬作業 を 行 う 。
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写 真 2 r編み物製品類」 の取 り 上 げ作業状況

)

 

1

 

(

 

(2) 

(3) 

(4) 

巧ztηa

 

qJ

 

(5 ) 

(6) 

『編 み物製品類』 の取 り 上 げ作業

①調査用 器財 を 用 い て 編 み物製品類 を 土

柱状 に 残 す 作 業 。 周 囲 は 幾 分余裕 を

と り 崩れ を 防 ぐ 。 一方、 建材庖で板材
を 購入 し 、 対象物 に 合 わ せ た 底 の な い

木箱 を 製作 す る 。

②底の な い 木箱 を 朕 め込 む作業。

③隙間 に 水調合 を 行 っ た ウ レ タ ン 樹脂 を

注入 し 、 固定す る 作業。

④道板 ・ 角材 ・ 車の ジ ャ ッ キ な ど を 用 い

て 下面 を 支 え 安定 さ せ 、 少 し づっ底 を

削 り な が ら 底板 を 打 ち つ け る 作業。

⑤底板の打 ち つ け を 終 え た後、 更 に 小角

材 を 打 ち 補強 を 行 う 。

@底面の支材 を は ず し て 終 了 。 人力 ・ 一

輪車で運搬 を 行 う 。
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